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      女難戦記②　帝姫攻略編

      男女比１対10の女性上位の軍隊で、

エースパイロットの俺だけが男の話

      寒天ゼリヰ　著　　　　イラスト　よろづ

    


    
      
        序章　これまでのあらすじ

      

      　女性ばかりの異性起源生命体、ヴルド人が銀河中に広がり戦国時代と化した遠い未来。地球人テランの凄腕傭兵、北斗ホクト輝キ星セイは辺境の小国、カレンシア皇国に雇われることになった。

      カレンシア皇国は巨大侵略国家・ノレド帝国の侵攻を受けており、存亡の危機に瀕している。首都星の寸前まで追い詰められた皇国は、小惑星ルボーアａにて決戦を挑む。帝国艦隊司令官ディアローズ・ビスタ・アーガレインの巧みな指揮により皇国軍は潰走寸前に陥るも、輝星の活躍でからくも帝国軍の撃退に成功する。

      　ディアローズが輝星への復仇を心に誓う一方、彼の無謀な戦いぶりは仲間たちに強い不安を覚えさせた。

      　しかし、激戦の傷跡は両軍ともに深く、動くに動けない状況が続いた。士気発揚のため、皇国軍は皇子アオの慰安訪問を決定。皇女シュレーアは、弟をダシにして輝星との仲を深めようと企み、アオの護衛を彼に依頼するのだった。

      
        第一章　つかの間の平和

      

      　アオ皇子の護衛を快諾した輝星だったが、問題が一つあった。服装である。まさか、普段着のフライトジャケットで式典に出るわけにはいかない。しかし貧乏な実家に収入のほとんどを仕送りしている輝星が、上等な礼服など持っているはずもなかった。

      　私物の礼服を持っていないなら、レンタルするほかない。そういうわけで、彼はシュレーアに男性用礼服を用意してもらうことになったのだが……

      「やっぱこれはないわ」

      　半眼になりながら、輝星は目の前に置かれたドレスを睨みつける。地球人テランの彼からすれば、男性用礼服と言われればまずタキシードや燕尾服を想像するのだが……ここは女性は勇ましいほどよいとされ、男性はかわいらしいほどよいとされるヴルド人の国。当然、そういう文化の元でデザインされた服が彼に馴染みのある形状をしているわけもなく……

      「いや、ちょっと……うん」

      　代わりにあるのは、むやみやたらにあちこちスリットの入ったワンピースとしか表現できない代物だ。布地の量は多いのに、なぜか足やら二の腕やらがチラチラと露出してしまう破廉恥極まりないデザインをしている。これがフォーマルな男性用ドレスというのだから、輝星としては恐れ入るしかない。

      　輝星には、この手の服は勘弁願いたいという気持ちがある。なんといっても、妙な部分が露出しているので恥ずかしいのだ。まだ、海水パンツ一丁のほうがマシだとすら考えていた。

      「く……残念です」

      　心底そう思っている表情でシュレーアが呻うめく。何しろ輝星はモデルやアイドルも即座に敗北を認めそうなほどのとんでもない美少年だ。そんな彼が(ヴルド人基準で)美麗なドレスを纏まとえば、どれだけ目の保養になることか……

      「いいじゃないのこれで。似合ってるかどうかはさておき、無難なんだからさ」

      　そう言う輝星が纏っているのは、女性向けのものを若干改造したカレンシア皇国の儀礼用軍服だった。青地に金モールをふんだんに施したそのデザインは、やや華美なきらいはあるもののよく洗練されている。

      「い、いや、それで似合っていないだなんて言ったら、多方面から叩かれますよ」

      　ゆるむ頬を見せないようにそっぽを向きつつ、シュレーアが言う。

      「しかし女装の麗人か……そういうのもアリだな……というか何着ても百点満点じゃないか、この人……」

      「女装と言われるとそれはそれで恥ずかしくなるなあ！」

      　微塵も嬉しくなさそうに輝星が叫び、そして大きくため息を吐いた。

      「ま、身支度は終わったんだからさっさと行こうよ。弟さん、待ってるんでしょ？」

      「え、ええ。そうですね。こちらへどうぞ」

      　輝星の手を取り、シュレーアは更衣室代わりの小さな個室を出た。そのまま向かった先は、貴賓室だ。

      　二人は今、巡洋戦艦《レイディアント》が停泊する軍港から車で半時間ほどの場所にある皇都の中央庁舎にいた。目的は単純で、慰安のために今日《レイディアント》を訪れる予定のシュレーアの弟……アオ皇子の出迎え兼顔合わせといったところだ。

      「こちらです」

      　地球の役所とそう変わらない様子の庁舎の中を進むこと十分。輝星の前にあらわれたのは重厚な木製の扉だ。シュレーアがノックすると、中から「どうぞ」という声が返ってくる。

      「ああ、姉さん！」

      　出迎えたのは、白髪の小柄な美しい少年だった。輝星が着用拒否したものに似たデザインのワンピースを纏った彼は、シュレーアに向かって弾けるように走り寄る。

      　なるほど、着るべき人が着たのならば、確かに似合っている。しかし、やっぱり自分がこれを着るのは勘弁願いたい。輝星は内心そんなことを考えた。

      「元気だった？ ケガとか病気とかしてない？ ちゃんとご飯は食べてる？」

      　泣きそうな表情でマシンガンのごとくまくしたてる少年に、シュレーアは苦笑した。予想通りの反応ではあるため、困惑はしない。彼女が出征する直前にも、彼はこうしてひどく心配していたのだ。

      「大丈夫ですよ、アオ。姉は元気ですとも」

      　震えるアオの体を抱きとめ、頭をやさしくなでるシュレーア。そうすることでやっと少年は落ち着きを取り戻したらしく、恐縮しながら体を放す。

      「ご、ごめんなさい、姉さん。ちょっと動転しちゃって」

      「構いませんよ。ただ、すぐ隣に人がいるのですから、挨拶くらいはしましょう」

      「あっ……」

      　今さらに輝星に気づいたようで、二人の視線が交差する。アオは小柄な輝星よりもさらに身長が低く、彼は久しぶりに誰かを見下ろすことになった。

      「どうも、お初にお目にかかります。傭兵の北斗輝星です」

      　そう言って輝星が笑いかけると、アオは湯気でも上がりそうなほど顔を真っ赤にしてぶんぶんとうなずいた。

      「あわわ……ア、アオ・ハインレッタです……！」

      　なんとか一礼を返してから、アオはシュレーアに困惑したような目を向かた。

      「ね、姉さん！ 男の人が来るっていってたじゃないか……！ こんな美人さんが来るなんて、聞いてないよ……！」

      「えっ、いや、服装はたしかに女モノですが、彼は男性ですよ」

      「ええっ!?」

      　アオは輝星の顔をまじまじと見て、それから更に頬の朱を濃くして目をそらす。対する輝星は、『やっぱり女装に見えるのか……』と若干ショックを受けていた。

      「う、嘘だ。女の人にしか見えないよ」

      「そうですか？ 私には男性にしか見えませんが……」

      　二人分の疑問の表情を向けられ、輝星は何とも言えない表情になった。

      「不思議とね、男からは女に、女からは男に見られがちなんですよ、俺ってば。でも確かに男ですとも、ええ」

      「そんな……」

      　なぜか絶望したような表情になって、アオは目をそらす。しかしすぐに首を振り、「いや、性別の差なんて……」と小さな声で呟き、笑顔を作って輝星を見る。

      「そ、その……申し訳ありません。失礼なことを言っちゃって」

      「慣れてますよ、お気になさらず」

      　苦笑しながら答える輝星。実際、この手の問答はよくあることだ。今さら怒りもわいてこない。

      「ありがとうございます。……今日は、護衛をしていただけるのでしたよね？ よろしくお願いします」

      　表情を改めて手を差し出してくるアオに、輝星も深く一礼してその手を握る。

      「もちろん、お任せを」

      
        

      

      

      
        

      

      《レイディアント》の上甲板に、軍楽隊が奏でる勇壮な曲が響き渡る。輝星は頬にあたる潮風の感触を楽しみつつ、自分のすぐ前に立っているアオ皇子の様子をうかがった。

      「……」

      　皇子は明らかに緊張している様子だった。それもそのはず、彼らの眼前には数百人以上もの軍人たちがずらっと並んでいる。そしてその眼は例外なく輝星とアオに向けられていた。

      　少し考えてから、輝星はアオの手をそっと握る。武器など一度も握ったことのなさそうな、柔らかな手だった。彼の体はびくりと震えたが、すぐに全身から余計な力が抜けて手を握り返してきた。

      「ねえ、あれって」

      「薔薇じゃん。完全に薔薇でしょ。やば、こっそり写真撮ってもバレないかな？」

      　一部のクルーたちが騒ぎ始めたが、二人には関係のないことだ。それから二十分ほどして、皇子を迎える歓迎式典は終了した。

      　とはいっても、アオにとってはこれからが本番だ。兵士たちと直接顔を合わせて、愛嬌を振りまく仕事があるのだ。彼の国内での人気はかなりのモノらしく、《レイディアント》以外の艦のクルーやパイロットなども彼を一目見ようとこの艦に詰めかけていた。

      「アオ様ー！」

      「こっち向いてー！ 手を振ってー！」

      　黄色い歓声が飛び交う。アオはそれに、初々しい反応を見せつつも律義に応えていった。そのたびに群衆のボルテージは上がっていく。

      「はーい、握手希望の方はこちらでーす」

      「押さないでー、皇子は逃げませーん」

      　憲兵たちが押し合いへし合いする群衆たちを輝星たちのもとに誘導してくる。アオはその一人一人に笑顔を振りまき、握手に応じる。まるでアイドルか何かの握手会のような様相だ。

      「皇国の防人たるあなた方がいるからこそ、僕はこうして無事に過ごせるのです。深い感謝を」

      「はい、はい、ありがとうございます」

      　言葉をかけられて、涙すら浮かべる兵士もいるほどだ。後ろで見ている輝星が、目を白黒させる。眺めているだけで疲労困憊しそうな光景だ。兵士向けの慰安コンサートなどもまず行かない彼にとっては、こういった場は完全に未知の空間だった。

      「あ、あの」

      　そんな中、ふとアオが輝星に声をかけた。暇ではあるものの、まさか態度に出すわけにもいかず手持無沙汰にしていた輝星は、慌てて「どうかされました？」と小さな声で返す。

      「その……輝星さんも握手してあげていただけませんか？」

      「えっ」

      　なぜそのようなことをしなければならないのか。正直に言えば、勘弁願いたい。なにしろ兵士たちの熱気は、ちょっと怖いくらいのレベルに達しているからだ。

      　だがしかし、自分よりも小さく、そして幼く見えるアオが嫌な顔一つ見せず頑張っているのだ。まさか、いなというわけにはいかない。

      「お願いします」

      「……わかりました」

      　不承不承、輝星はうなずいた。結果、彼は一時間以上にもわたって興奮した兵士たちの相手をする羽目になってしまう。

      「ふー……」

      　それから、しばらくの時間が経過した。やっとのことで慰安イベントを終えた二人は、港のはずれにある小さな喫茶店にいた。貸し切りにしているらしく、店内には輝星たちと護衛の憲兵や近衛隊の姿しかない。

      「殿下、いつもこんなことをされているんですか？」

      　肩に手を当てながら輝星が聞く。慣れないことをしたせいで、下手な戦闘に出るよりも疲労がたまっていた。気疲れもあるだろう。ギラギラと興奮した連中を右から左に捌さばくのは、なかなか難儀な作業だった。

      「まあ……そうですね」

      　奥ゆかしく笑い、アオは言葉を続ける。

      「皇子の仕事は、こういったものばかりですから」

      「ひぇ」

      　自分であれば一週間も持たないだろうと、輝星は渋い顔になった。

      「輝星さんこそ、男性だというのに戦場に出て……すごいですよ。僕なんか、戦うなんて考えただけで怖くて……とても」

      「いいんですよ、それで。どいつもこいつも好き好んで戦争するような人種ばかりだったら、この世の終わりってもんですよ」

      　正直敵兵より興奮した味方兵のほうに恐怖を感じた輝星だったが、さすがにそんなことを口に出すわけにはいかない。曖昧に笑いつつ、肩をすくめる。

      「そうですか？ ……いや、確かにそうかも」

      　そう笑ってから、アオは湯気を立てるココアを一口飲んだ。

      「……ところで」

      「はい」

      「輝星さんは、姉さんとは仲がよいのですよね？」

      「え？ はあ、まあ……食事に誘う程度には」

      　もっとも、その結果彼女を泣かせるわ、帝国の変態ストーカーに襲われるわ、ロクなことにはならなかった。正直、シュレーアには悪いことをしてしまったという感覚しかない。幸いにも彼女はそこまで引きずっていないようなのだが、そのうち何か埋め合わせをするべきではなかろうかと輝星は考えていた。

      「では、僕にとっては兄のようなものですね」

      「あ、兄？」

      「はい、兄です。兄さんと、お呼びしたいのです。よろしいでしょうか……？」

      「なんでそうなるんだ……」

      　輝星は困惑した。だが、こちらを見つめるアクアマリン色の澄んだ瞳に思わず何も言えなくなってしまう。

      「兄かぁ……」

      　が、悪い気分ではない。脳裏に浮かんだのは、姉の夫となった男の顔だった。彼には、姉弟そろって昔から世話になっていた。いわば、血のつながらない兄のようなものだ。

      「まあ、そういうことなら。この北斗輝星、謹んで兄にならせていただきます」

      　冗談めかした言い方に、思わずアオが噴き出す。

      「面白い方ですね、輝星さんは」

      「ははは……」

      　肩をすくめて、輝星はコーヒーで口を湿らせる。ミルクも砂糖もたっぷり入った甘党仕様だ。

      「兄になったのなら、敬語なんてやめてくださいよ？ せっかくなんですから」

      　にやりと笑って、アオが言う。

      「シュレーア殿下は誰にも彼にも敬語じゃないですか」

      「姉さんは姉さんですよ。そういう性格なんだから」

      「確かに」

      　そうとう頭に血が上らない限り誰に対しても敬語を崩さないのが、シュレーアという女だった。それはそれで好ましいといえば好ましいが、真似はできない。

      「わかった、そうするよ」

      　そのシュレーアにも敬語をやめろと言われて従っているのだから、アオに対しても同じようにして構わないだろう。輝星はうなずいた。

      「でも、だったら俺に対しても敬語はやめてほしいな。だってさ、きみも姉に対してはそういう口調じゃないだろ？」

      「ふふっ」

      　わが意を得たりとばかりに、アオが笑った。

      「わかったよ、兄さん」

      　笑顔を返す輝星の隣へ、シルバーのトレイを片手に持った喫茶店の店主がやたらと緊張した様子で近寄ってくる。できの悪いロボットのような動きだ。

      「お、お待たせしました」

      　二人の前に、注文していたケーキが置かれる。輝星はイチゴの乗ったショートケーキ、そしてアオはガトーショコラだった。

      「生のイチゴなんて久しぶりだな」

      　ケーキの上に一つだけデンと乗ったそれを、輝星は躊躇なくフォークで突き刺して口に運んだ。目じりが下がり、思わず息が漏れる。

      「はぁ、やっぱりイイ」

      「好きなの？ イチゴが」

      「まあね。小さいときはさ、めったに食べられないご馳走だったんだよね、これが。今でもそれを引きずってるのかも」

      　弾んだ声で答えつつも、輝星は名残惜しそうな眼をメインディッシュの消えたショートケーキに向ける。

      「そうなんだ……。なら、今度箱で送っていい？」

      「だめだめ、そんな無駄遣いしちゃ」

      「姉さんみたいなこと言うね」

      「兄さんだよ」

      　輝星は苦笑いした。箱でイチゴを送られたところで、とても食べきれないだろう。

      「それにこういうのはさ、めったに食べないからいいんだよ。毎日食べてたら飽きちゃう」

      「そんなものなの？」

      「毎日食べて飽きないのは米とパンだけだ」

      「シュレーア姉さんなら、毎日ごはんだけで満足できそうだ」

      　確かにと、輝星はつられて笑った。彼女の米好きはなかなかのものだ。食事中はいつ見ても片手に大きなドンブリを持っている。

      「でも……戦場では、そんなことも言ってられないんでしょ？」

      　ふと、表情を曇らせてアオが聞く。

      「まあね。牛丼とエナジーバーだけで一か月くらい過ごしたこともある」

      「ぎゅ、牛丼？」

      「戦闘糧食の鉄板だよ。レトルトの米と肉が二重底のプラスチック・ドンブリに入っててさ……レンジで加熱したらすぐに食べられるヤツ」

      「美味しくないの？」

      　妙に興味津々なアオに、輝星は肩をすくめた。ショートケーキをフォークで小さく切り、そのカケラをぱくりと食べてから答える。

      「味は悪くないよ。でも毎日食うもんじゃないよね」

      「確かに、辛そうだね……やっぱり、戦争なんて早く終わってほしいよ」

      　悲しそうな声でそう言いながら、アオは窓の外へと目を向ける。この店は港を一望できる位置にあるが、目に入るのは大小の軍艦ばかり。

      「ふだんはね、ここは遊覧船とか漁船なんかがいっぱい停泊しているんだ。軍艦が大挙して押し寄せたせいで、みんな追い出されちゃった」

      　視線を手元のガトーショコラに戻し、アオはそれをフォークでなぞる。チョコレート色の生地の上に、いくつもの線が引かれた。

      「それだけじゃないよ。街の中も、避難してきた人でいっぱいで……みんな辛そうにしている。こんなことは早く終わってほしいけど、僕にできるのは今日みたいなことだけ」

      　ため息を吐いて、アオはぼやいた。

      「弾薬や、食料を作れるわけでもない。自分から戦いに行くなんてもってのほかだ。家族が出征しただけで、怖くて怖くて仕方なくなるような臆病ものだもん、僕は」

      「人の心配をするのと自分の心配をするのじゃあ、だいたい前者がしんどいものだけどね」

      「何か手伝わせてと言い出せない時点で、そういう言い訳は通用しないよ」

      　輝星はその言葉を聞いて、小さく息を吐いた。

      「まあいいさ。こんな戦争、すぐに終わる。そうすれば、そんなことで悩む必要もなくなるだろ」

      　フォークを皿にのせてから、輝星が鋭い目つきでアオを見る。

      「……終わるの？」

      「そのために俺はここにいる」

      　輝星は決断的な口調で言い切った。

      「昔、俺に『個人が戦争の趨勢を決められると思ったら大間違いだ』といったヤツがいた」

      「……それで？」

      「俺が相手の総大将をとっ捕まえて一発逆転大勝利だ。いい気分だったね」

      「えっ……本当に!?」

      　戦いなどまったく縁のないアオにも、輝星の今の話があまりにも現実味が薄いというのは理解ができる。いくら指揮官先頭が基本のヴルド人軍隊とはいえ、さすがに総大将には強力な護衛がつくものだ。そもそも、一兵士が敵大将に挑める状況に持ち込むことが難しいはずだろう。

      「嘘言ったってしょうがないよ。あとでシュレーア殿下に聞いてみるといい。公式の記録に残ってるから、あの人も知ってるはずだ」

      　輝星を雇用する前に、そのあたりはしっかり調べているだろう。その上、輝星の経歴にこういった逸話はいくつもある。伊達や酔狂で《凶星》などという大げさな二つ名を持っているわけではないのだ。

      「結局、何が言いたいかというとさ。俺ってば滅茶苦茶強いんだ。最強を自負してるくらいには」

      　にやと笑って、輝星はショートケーキの最後のひと口を頬張った。

      「道理なんてものは、圧倒的暴力で蹴っ飛ばせば簡単に引っ込む！ 戦争なんて、俺がさっさと終わらせて見せるさ。安心してくれ」

      　とんでもない大言壮語だ。アオは心底愉快そうに笑った。

      「とんでもないひとを兄さんにしちゃったかな？ でも、安心した。ありがとうね」

      　口元を隠しつつ、アオはクスクスと笑った。行動の端々に気品が感じられるのが、さすが皇子といったところだろうか。輝星は心の中で感心していた。

      「でもさ……ひとつ、気になることがあるんだよ」

      「気になる？」

      　ガトーショコラを小分けにしながら聞いてくるアオに、輝星は小首をかしげる。

      「軍隊って、女の人ばっかりでしょ」

      「そりゃあね」

      　ヴルド人の男女の身体スペック差は尋常ではない。輝星も大概貧弱だが、おそらくアオも体力は大差ないだろう。その上男性の数自体が極端に少ないとなれば、男の軍人などまずいないのも当然のことだ。

      「怖くないのかなって」

      「ああ、なるほど」

      　輝星は腕を組んで唸った。たしかに、あんなアイドルの握手会じみた催しをなんどもやっていれば、女性に苦手意識を持つのも致し方のないことだろう。

      「本当は、こんなこと言っちゃダメなんだけど……」

      　周囲を見回し、小さな声で輝星にささやくアオ。店内にはほかの客はいないものの、護衛の兵たちはたくさんいる。突如始まった内緒話に、護衛達の注目は嫌がうえでも集まった。思わずアオは赤面しつつも、そのまま続けた。

      「今日のアレでも、僕は結構怖かったんだよ。ギラギラした目で見られて、囲まれて……」

      「確かにそれは理解できる」

      　口をへの字にして輝星はうなずいた。思い出すのは、カレンシア皇国に入国したばかりの時にチンピラ娘に絡まれた一件だ。あの時も、逃げようとはしたもののあっという間に捕らえられ、まともに抵抗できなかった。シュレーアに助けてもらわなければ、いったいどうなっていたことか。

      「やっぱり、なんだかんだ体格も筋力も全然違うからさ。本気で抑え込まれたら、どうにもならないワケよ。向こうのモラルや善意を信頼するほかないというのは、やっぱりツライ」

      　アンティーク調の木製テーブルの表面を指先でたたきつつ、輝星が言う。護衛たちの幾人かが、申し訳なさそうな微妙な表情になる。輝星はそれを見て軽く笑い、そして手を振った。

      「けどね、なんだかんだ今の今まで俺は無事なんだ。危ない目にあったことも何度もあるけどさ、そのたびに誰かが助けてくれた」

      　まあ、情けない話だけどね。そう言って輝星は笑みを深くする。

      「何が言いたいかというと、人間って結構捨てたもんじゃないってこと。だからさ、俺は無駄に疑ったり怖がったりするのはやめたよ」

      「そうやって……割り切れるものなの？」

      「まあね。でも、きみの場合はそんなスタンスじゃあ周りが困るかも。良し悪しだよね」

      　慌てたようにウンウンとうなずく護衛たち。もしこの場にシュレーアやサキがいれば「お前ももうちょっと気をつけろよ！」と突っ込まれていたかもしれない。あり得そうな想像をして、輝星は若干申し訳ない気分になった。

      「そもそも、俺は地球人テランできみはヴルド人だ。この差はやっぱり大きい。文化も生態も違うからね。ヴルド人の土地で生活している以上、正しい反応をしているのはたぶん俺じゃなくてアオのほうじゃないかな」

      「そう言えば、なにかの本で読んだことあるかも。地球人テランは女の人より男の人が力持ちだって」

      「だいたいね」

      　輝星は不満そうな声で答えた。残念ながら、輝星は例外だ。

      「地球人テランはヴルド人より筋肉の密度が低いから、どうしても体が肥大化する。こんな感じで」

      　そういって輝星は自分の携帯端末を操作して、一枚の写真を表示させた。それを見たアオが口をあんぐりと開ける。

      「知ってる、これゴリラって生き物でしょ」

      「失礼だな、俺の義兄だよ」

      　端末には、白いタンクトップを纏った筋骨隆々の青年の写真が表示されている。短い黒髪に、白い歯。暑苦しさとさわやかさを兼ね備えた好青年といった風情だ。地球人テランに見せれば十中八九は男前だと答えるだろうし、輝星としても同感なのだが、ヴルド人には妙に受けが悪いのが現実だった。

      「ご、ごめん。でも地球人テランの男の人って、こんなんな感じなんだね……てっきり、兄さんみたいな人ばかりだと」

      「ヴルド人的にはそっちのほうが想像しやすいだろうけどね。背が低くて、華奢でさ」

      　アオは輝星よりなお小柄で体も細いが、これはヴルド人男性のごくごく標準的な体形だ。ヴルド人基準で言えば、輝星はむしろ長身の方だと言える。なにしろ、ギリギリ一六〇センチ以上はあるのだから。

      「女性は似たような体形なのにさ、結構不思議だよね。ま、身体能力は段違いにそっちのほうが高いわけだけど」

      「確かに」

      　ココアをちょびちょびと飲みつつ、アオはうなずく。なにしろこのあたりの地域はヴルド人の国ばかりだ。異種族間交流などしたことがないのだろう。地球人テランやヴルド人以外のヒューマノイド種族も存在するのだが、ヴルド人の繁殖能力はその中でも群を抜いている。銀河で最も多い人種といって間違いないだろう。

      「面白いね、こういうの。世界にはいろいろな人たちがいて、でも僕が知っているのはそのごくごく一部だけ。平和になったら、留学とかしてみたいよね」

      「いいじゃないの」

      　うなずきつつも、輝星は小さく息を吐いた。

      「できるだけ早くそれが実現できるよう、俺も頑張らなきゃな」

      
        

      

      
        第二章　前哨戦

      

      
        

      

      　皇国主力艦隊が皇都を進発したのは、アオが《レイディアント》  にやってきた日から一週間後のことだった。戦線は相変わらず停滞していたが、こんな状況が長々と続いても不利になるのは地力の弱い皇国の方だ。早急に打破すべしというのが、参謀部の出した結論だった。

      「さてさて、皇国の駄犬どももやっと重い腰を上げたようだな」

      　手元のタブレット端末で情報を確認しながら、ディアローズは自信に満ちた表情でそう言った。

      「ゲリラどもをぷちぷち潰すだけのつまらん日々もこれで終いだ。くくく……楽しみだとは思わぬか、我が妹よ」

      「しかし、勝てますか」

      　楽しげなディアローズの声に対し、ヴァレンティナの返答は至極冷たく短かった。ディアローズの動きがピタリと止まり、紫アメ水晶ジストを思わせる色合いの瞳同士が空中で交差する。

      「戦力はわが方が優位とはいえ、前回の戦いほど圧倒的ではありません。それほどの状況下で一度敗北しているのですから……」

      「敗北？」

      　その言葉を聞いて、ディアローズの心臓が跳ねた。甘い痺れが脳髄に広がる。

      「姉上？」

      「な、なんでもない。続けろ」

      「はあ」

      　疑いの目でディアローズを見つつも、ヴァレンティナはそれ以上追及はしなかった。まさか姉がタチの悪い性癖を開花させているなど、予測できるはずもない。せいぜい、体調でも芳しくないのかと的外れな想像が頭に浮かんだ程度だ。

      「なんにせよ、今の我々は先の作戦時ほどの戦力はありません。ルボーア星系で我が主力艦隊は摺りつぶされ、その上占領地でのゲリラ活動も活発化していますから」

      「確かに、各地に配置した戦力を抽出するのは下策であろうな」

      　帝国に占領された旧皇国領の主要な軍事基地や都市は、軌道爆撃でほぼ壊滅状態にある。しかしそれでも生き残った皇国軍残党や武器を持った市民などが、執拗な抵抗を続けていた。

      　下手に駐屯した部隊を引き上げたりすれば、せっかく占領した星系が内側から奪い返される羽目になってしまうだろう。ディアローズとしてもそれは避けなければならない。

      「本国に要請した増援はどうなっておるのだ？ そろそろこちらに到着してもいいころだが」

      　もっとも、戦力が減じているのはあくまでカレンシア派遣艦隊だけの話だ。ノレド帝国は大国なのだから、本国には無傷の部隊がいくらでもある。

      「それが……どうやら、要望通りの部隊は承認が得られなかったようです。送られてきた部隊はあまり多くありません」

      「……内容は？ 申して見よ」

      　目つきを険しくしてディアローズは幕僚に聞いた。国内貴族・皇族との折り合いもあるし、帝国自体皇国の他にも交戦国を抱えている。要望が完全に通るとは思っていなかったが、しかし現状の戦力では厳しいのも事実だ。

      「ストライカーが七個戦隊七百機。運用するためのストライカー母艦キャリアもセットです」

      「ストライカー母艦キャリア？ 平民の部隊ではないか……」

      　ストライカー母艦キャリアとは、いわば空母のようなものだ。バカでかいコンテナにエンジンと艦橋を付けただけといった風情のシンプルな軍艦で、大量のストライカーを搭載・運用することができる。しかし、そこに配属されるパイロットは原則として平民出身者ばかりだ。

      　有能なエースはさっさと騎士に叙任され中型以上の巡洋艦や戦艦に配属されるため、その出がらしともいえるのがストライカー母艦キャリアの部隊だ。練度にしろ士気にしろ、推して知るべしだろう。

      「……他には？」

      「偵察艦隊と突撃艦隊がいくつか。リストを送ります」

      「ほう、やっとまともなのが来たな」

      　作戦会議室のメインモニターに表示された艦名リストを確認しながら、ディアローズは笑みを浮かべた。広域での戦闘においては偵察部隊はいくらあっても足りないくらいだし、対艦ガンランチャーを主兵装とした快速艦艇で構成される突撃艦体は大規模な艦隊決戦が発生しても頼りになる。

      「して、主力艦はどうだ？ 損耗したのはそちらなのだ。戦艦はあと四隻……いや、最低二隻は欲しい」

      「ありません」

      「は？」

      「一隻も派遣されていません……」

      「なるほど。戦艦は、ということか。大型装甲巡を代わりに回してきたのであろう。うむ、まあ仕方ないか」

      「いえ、大型巡洋艦もです。主力艦は一隻たりとも増援はナシです」

      　ディアローズの顔に冷や汗が浮いた。幕僚は叱責を恐れて身を縮めたが、ディアローズは無言だった。

      「か、代わりと言っては何ですが、戦略級兵器が送られてきました。戦艦一個戦隊に匹敵する戦力とか」

      「……ほう、面白い。言うてみよ」

      「歩行要塞モビルフォート《ヴァライザー》です」

      　そう言って幕僚はメインモニターにその兵器の姿を表示させた。すさまじい大きさの大砲から手足が生えたようなデザインの、艦艇でもストライカーでもない兵器だ。隣に戦艦のＣＧが表示されているが、それと比較してもかなりの大きさに見える。相当な巨大兵器だ。

      「……面白い兵器であるが、なんだか妾わらわ、嫌な予感しかせぬのだが」

      　こんな大きいだけの代物で、あの異様な戦闘力を持った傭兵が本当に止められるのだろうか？ ディアローズは渋面を浮かべながら唸った。

      「し、しかし朗報もあります！ 四天が、帝国最強の四人がこの戦域にいらしているのです！」

      「ほう！」

      「なんだと……？」

      　ディアローズとヴァレンティナが、同時に驚きの表情を浮かべた。

      「なるほど、最初から断られるつもりで要望を出していたのだが……やけに追加戦力が乏しかったのは、このせいだったか！ 連中が来てくれたのならば、話は別だ」

      　ニヤリと笑うディアローズの目には、明らかに自信の色があった。

      
        

      

      

      
        

      

      　なんの変哲もない無人星系を、皇国の偵察艦隊が進んでいく。中型偵察巡洋艦一隻と、護衛の防空駆逐艦二隻で構成された小規模な部隊だ。

      「帝国の勢力圏に入るってんだから戦々恐々としてたけどさ、思ったより平和だなあ」

      　偵察巡洋艦の艦長席で、若い金髪の貴族が緊張感のない口調で言った。足を組み頬杖をついた姿勢は、とても戦地にいる軍人のモノとは思えない。

      「偵察機からの情報はどうなってるの？」

      「今のところボウズですね。敵さん、どこにもいませんよ」

      　答えるオペレーターの声にも覇気はない。皇都を出て一週間。最初は十分な緊張感をもって任務にあたっていたものの、一切の妨害もないまま帝国の勢力圏奥深くまで侵入することができていた。こうなると逆に、気も緩んでくるものだ。

      「参ったねえ。可住惑星も三つだか四つだかほぼ無血で取り戻したんでしょう？ このままじゃ惑星軍に手柄取られちゃうよ」

      「ははは……帝国の連中、ボロ負けしたんでビビってるんじゃないですか？」

      「《凶星》サマサマってやつだなあ。キスの一つくらいしてあげたい気分だよ」

      「そりゃ自分がキスしたいだけでしょう、艦長？」

      「わかるぅ？」

      「そりゃあもう、私もしたいですから」

      「ははははは」

      　のんびりとした会話が続く中、艦隊の近くに浮かぶ小惑星の表面では異変が起こっていた。何も存在していなかったハズの空間が突如揺らぎ、バカでかい大砲から手足が生えたような奇妙な巨大兵器があらわれる。

      　帝国の巨大兵器……歩行要塞モビルフォート《ヴァライザー》だ。そのコックピットには、二人の人間がいた。戦艦よりもなお大きい兵器だというのに、乗員はわずかこの二名だけだ。

      「光学迷彩解除。さて、宣戦布告がてら派手な花火をぶちかましてやれ」

      「了解」

      　砲手はうなずくと、皇国偵察艦隊に照準を合わせ無造作にトリガーを引いた。胴体にもなっている巨大砲から、その図体に見合ったすさまじい太さの真紅のビームが照射される。音もなく真空の空間を切り裂いた巨大ビームは、本来の狙いをわずかにそれ、偵察巡洋艦のすぐそばを航行していた防空駆逐艦二隻を一瞬で蒸発させた。

      「ちっ、試射不足だな。開発部の連中、いい加減な兵器を送りやがって」

      「次は当てます。次弾装填」

      《ヴァライザー》の股間部から空になった粒子カートリッジか排出され、岩だらけの地表に転がる。

      一方、攻撃を受けた皇国偵察巡洋艦の艦橋は阿鼻叫喚あびきょうかんの様相を呈していた。

      「何が起こった！」

      「質量反応感知！ 正体不明の大型兵器が小惑星レイスｂ１地表にいます！」

      　艦橋のメインモニターに、こちらに砲口を向けた《ヴァライザー》の姿が大写しになる。それを見た艦長の顔色が蒼白になった。

      「歩行要塞モビルフォート！ 帝国め、なんてモノを！」

      　歯噛みしつつも、部下の前で情けない姿は見せられない。素早く指示を下す。

      「本隊に打電！ 詳細なデータを送って！ 反撃も早く始めるんだ！ 全砲門開け」

      　艦長の指示を受け、艦に装備された四基八門の二〇センチ連装複合砲が《ヴァライザー》に向けられる。

      「緒元入力完了、いつでも撃てます」

      「全門斉射、撃ち方はじめ！」

      　一斉に放たれた緑のビームは、寸分のズレもなく《ヴァライザー》に殺到した。しかし、その光線は装甲すら焦がすことなく《ヴァライザー》のやや手前で拡散してしまった。結果、巨大兵器には小傷すら付くことはない。

      「斥力偏向シールドです！ 主砲の効果は認められず！」

      「くっ、まずい！ 回避運動を……」

      　皇国巡洋艦の抵抗はここまでだった。再度発射された超大出力ビームにより、白亜の艦体が一瞬にして引き裂かれ、そのままプラズマ化し消失する。後には残骸すら残されなかった。

      「敵部隊の壊滅を確認。本機に損傷はありません。パーフェクトゲームですね、少将」

      「所詮は軽武装の偵察部隊だ。このくらい楽々こなせねば話にもならんさ」

      　操縦桿から手を放し、機長は勝利の高揚など微塵も感じられない声で返した。

      「知っているか？ このデカブツの建造コストは、戦艦四隻ぶんはあるそうだ」

      「つまりは戦艦四隻分の働きをしないと、建造費が回収できないと。責任重大ですね、これは」

      　砲手が肩をすくめる。機長は薄く笑って肩をすくめ、そういうことだとうなずいた。

      「さて、戦果報告といこうか。われらが御大将は何とおっしゃるやら」

      　笑みを消して機長が通信機を操作する。このあたりの通信網は帝国側が掌握しているため、問題なく超光速音声通信が可能だ。

      「なんだ？ 妾わらわに連絡を寄越したということは、皇国の戦艦の一隻でも沈めたか」

      　通信の相手は通常のオペレーターではない。ディアローズ本人だった。歩行要塞モビルフォートに分類される兵器はその戦力的価値から、総司令へのホットラインが装備されている。

      「いえ、小競り合い程度です。皇国の偵察艦隊を壊滅させました」

      「ふん、その程度か」

      　揶揄するような口調のディアローズだが、半ばポーズのようなものだ。向こうも偵察部隊を飛ばしているのだから、いきなり本隊と遭遇するだなどとは彼女も考えていない。

      「だが、敵に見つかった以上向こうも主戦力を回してくるはずだ。増援を向かわせるから、それまで耐えよ」

      　歩行要塞モビルフォートはその図体から、移動は極めて遅い。だからこそ、敵の本隊が通過するであろう可能性の高い星系に事前に配置していたのだ。

      　皇国艦隊の動きから、だいたいの作戦目標はすでに割り出し済みだ。偵察をわざわざ出してきたことから考えても、このルートが本命とみて間違いない。ディアローズは他のルートを防衛するために配置していた戦力を集結させ、この星系で第一波の攻撃を仕掛けるつもりだった。

      「了解しました」

      　至極まじめな声で返事をしてから通信を切り、機長はため息を吐いた。

      「さて、これから忙しくなるぞ」

      
        

      

      

      
        

      

      「面倒なことになりました」

      　困り切ったような声音でそんなことを言うシュレーアに、輝星は小さく息を吐いてから「どうしたの？」と聞き返した。彼は今、《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットにいた。

      「帝国の新兵器が出ました。砲撃型の歩行要塞モビルフォートです」

      「うわっ、マジかよ……」

      「レイス星系でフルイ大佐の偵察艦隊が壊滅しました。最後の通信で送られてきたデータがこれです」

      　通信機を通してなお痛ましさを感じさせる口調のシュレーア。輝星はなんと声をかけるべきかと思案しつつも、機体のサブモニターに表示された画像に目を向ける。

      「げっ」

      　思わず輝星も声を上げた。手足の生えた馬鹿みたいに巨大な大砲が、こちらに砲口を向けている写真がモニターに映し出されていたからだ。

      「歩行モビル要塞フォート《ヴァライザー》だね。帝国軍が試作した最新型だよ。主砲口径はおそらく三〇〇センチ、推定重量十万トン……いやー、化け物としか言いようがないねー？」

      　そう説明したのは、フレアだった。本来高位の情報将校である彼女は前線に出ることはめったにないが、この作戦は皇国の存亡をかけた決戦だ。自分にも手伝えることがあるだろうと、《レイディアント》への乗艦を志願したのだ。

      「三〇〇センチ砲？ 宇宙要塞の装甲もブチ抜ける奴か……そんなものを撃ち込まれたら、戦艦でもひとたまりもないはずだ」

      　眉間に皺を寄せつつ、輝星が唸る。

      「まさか歩行要塞モビルフォートまで投入してくるとは。完全に予想外です」

      　歩行要塞モビルフォートとは、この手の巨大兵器の総称だった。ストライカーと同じく制御に特殊なブレイン・マシン・インターフェース、Ｉ-ｃｏｎを使用することで少人数運用を可能にし、それで余ったスペースを性能向上に当てている。きわめて厄介な相手だった。

      「レイス星系とか言ってましたよね、殿下」

      　そう言って通信に割り込んできたのはサキだ。彼女は機体のコンソールを指で軽くたたきながら、自分の記憶を探る。

      「あそこは赤色矮星ひとつに小惑星が少しあるだけのしょっぱい星系のはず」

      「開けた場所ってことか。そんな場所で火力オバケに正面から部隊を突っ込ませたら大事になる。シュレーア、どうする？」

      　皇国艦隊は現在、各個撃破を避けるために主力をまとめて行動させている。まさか馬鹿正直にこの主力艦隊をそのままぶつけるだなどという選択肢はない。

      「回避する案は……」

      　艦橋にいるシュレーアは、手元の端末に星図を表示させて確認をしてみた。しかしすぐに首を横に振る。

      「駄目ですね。レイス星系を迂回するとセンステラ星系まで余計に半月はかかります。これ以上時間はかけられませんよ」

      　センステラ星系は、かつて皇国軍の大規模な基地があった星系だ。地政学的にも有利な位置にあるため、これを奪還できれば戦況はかなり有利になる。今回の作戦の最終的な目標がこの星系だ。

      「殿下！ こちらの偵察艦隊と接触したということは、むこうもこちらの位置のだいたいの検討をつけているはず。対処するならできるだけ早くやらないと、防衛体制を整えられてしまうでありますよ」

      「戦艦部隊と合流されれば、十字砲火を浴びてわが艦隊程度消し飛んでしまうでしょう。これは困りましたね……」

      　ソラナ参謀と参謀総長が二人して唸る。ふだんは仲の悪い二人だが、今回に限って言えば同じ意見のようだ。

      「相手は対艦特化です、ここはストライカーで対処するべきかと。傭兵、あなたはどう思います？」

      「参謀総長！」

      　苦虫をかみつぶしたような表情でソラナが叫んだ。これほどの大物が、ストライカー程度の火力でなんとかなるとはとても思えない。何しろ、相手は同クラスの戦艦よりも装甲も火力も上なのだ。

      「自分ならいけますよ。歩行要塞モビルフォートを相手にするのは初めてじゃありません、何とかできます」

      「おっ、おい！ 大丈夫なのか？」

      　思わずサキがその言葉を止めた。輝星がルボーア会戦で無茶をして、意識を失ってしまった時のことを思い出してしまったからだ。

      「このデカブツを倒せばはい終わりってわけにはいかねーんだ。お前にゃまだまだ出番があるはず、ここで倒れられちゃ困るぞ」

      「騎士風情が作戦に口を出すのはどうかと思いますがね」

      「へっ、言ってろ。コイツが戦えなくなったら、困るのはお前も一緒だろうが」

      　映像通信でもないのに、サキは鋭い犬歯をむき出しにして言い返した。いけ好かないババアだ、作戦が終わったら決闘でも仕掛けてやるかとまで考えている。上官とはいえまともに面識もない相手の機嫌など、サキにはどうでもいい話だ。そんなものよりも、戦友であり憎からず想っている輝星の安全の方がよほど重要だ。

      「大丈夫大丈夫。ストライカーで戦う分には、歩行要塞モビルフォートは戦艦よりやりやすい相手だ。なんとでもなる」

      「本当か？」

      「嘘ついてどうなる。あのね、歩行要塞モビルフォートって性能向上のために乗員削ってるじゃない」

      　輝星の言葉に、サキのみならず他の三人もうなずいた。歩行要塞モビルフォートの乗員は多くても二名。それ以上乗せてもＩ-ｃｏｎのマッチングがうまくいかないため、むしろ戦闘力が下がってしまう。これは軍人には常識だった。

      「となると、パイロットの技量が露骨に出る。技量勝負になった場合、俺が負けるとかあり得る？ あり得ないでしょ」

      「ま、まあ……そうですね」

      　うなずいたのはシュレーアだ。

      「わかったね？ じゃあ、とりあえずさっさと要塞退治の準備をしよう。さすがに帝国の本隊まで合流されたら俺でもどうにもならないぞ」

      　にやりと笑って、輝星はそう言い切った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        
          『
          「
        
          ＦＴＬ
          超光速アウト完了。巡航モードに移行します』

      　ＡＩが告げる声がコックピットに響くが、メイン・モニターに映るサイケデリックな虹色の星空はそのままだ。現在、《カリバーン・リヴァイブ》は件のレイス星系の外縁部を光速の九十九パーセントというすさまじい速度で航行している。もちろん、スラスターで加速したのではなくＦＴＬ超光速ドライブを応用した亜光速航法だ。

      「おっとり刀で出てきた甲斐がありました、先手をとれましたね」

      　そう言ってニヤリと笑うのは、バイク型ブースターユニット《ライドブースター》にまたがった《ミストルティン》に乗ったシュレーアだ。レイス星系には、輝星ら三機のゼニスを含む二百機以上もの大部隊が展開していた。

      　その上、周囲の星系に敵部隊の反応は少ない。偽装された伏兵が多少いる可能性はあるが、足の速い部隊だけで出撃しただけあって敵主力の増援より早くレイス星系に到着することができたのだ。

      「第七七、七九ストライカー戦隊はマガ星系への接続宙域を封鎖！」

      　シュレーアの指示を受け、銀輪を背負った無数のストライカーが輝星たちの集団を離れて進んでいく。統制の取れた動きだ。それもそのはず、連れてきたのは皇国最精鋭の部隊だ。ここで歩行要塞モビルフォートを完全に潰しておかなければ皇国の侵攻計画はその時点でとん挫する。

      　そして輝星たちの周囲に残ったのは、数十機程度の少数だった。しかも、そのほとんどがライドブースターの代わりにバイクを思わせる形状に変形した機動砲ライドガンキャリアーに搭乗した砲兵部隊である。これから要塞攻略をしに行くにしては、あまりに戦力に乏しい。

      「さて、包囲網は作りました。あとは獲物が網にかかっていればいいのですが……」

      　とりあえず退路はストライカーの大部隊でふさいだものの、すでにこの星系から歩行要塞モビルフォートがいなくなってしまっていれば元も子もない。

      「しかし、姿の見えない敵ってのは厄介っすね。偵察艦隊の連中ですら発見できなかったってんだから……」

      「地表への走査を行っている最中に奇襲を受けたのでしょう。さすがにあの巨体、小惑星程度の質量で隠しきれるものではない」

      「なるほどな。撃たれる前に撃てと判断したわけっすね」

      　サキが唸った。攻城砲並みの威力の主砲で先制攻撃を受けたりすれば、大部隊とはいえ大きな損害を受けるのは避けられない。

      「おい、北斗。敵の位置ってわかるか」

      「わかる」

      「マジかよ」

      　駄目もとで聞いたにもかかわらず、当然のような口調で帰ってきた答えにサキは絶句する。

      「アクティブステルスでは殺気は遮断できないワケよ。大丈夫だ。連中、まだあの小惑星にいる。さっさと片付けよう」

      「便利なことこの上ないな……あいあい、援護は任せとけ」

      　こうして、別動隊は小惑星ｂ１へと向かう。亜光速の速度をもってすれば、目標の星はすぐ近くだ。あっというまにジャガイモのようなデコボコした形状の小惑星がメインモニター上にあらわれ、どんどんと大きくなっていく。

      『重力影響下に入りました。巡航モード解除。通常航行に移ります』

      　重力場をセンサーが探知し自動で亜光速航行が停止した。各機の背に展開していた銀色のリングが後かたもなく。

      「敵は……さすがにこの距離では目視確認は無理ですか。光学迷彩を装備している可能性もある。注意しなくては」

      「殿下、先頭は俺が。悪いけど、今回の作戦は俺に指揮を任せてほしい。たぶん、この中で歩行要塞モビルフォートやりあったことがあるのは俺だけのはずだから」

      「問題ありません、任せました」

      　取り回しが悪く、建造費もかさむ歩行要塞モビルフォートはかなり貴重な兵器だ。地方のいち小国でしかないカレンシア皇国に、そんなものと交戦した記録は建国以来一度もなかった。ここは経験者に任せるべきだと判断したシュレーアは、即座に許可を出す。

      「男の指揮下で戦うなんて！」

      　砲兵隊のパイロットが侮蔑もあらわに吐き捨てた。輝星は成果を上げているだけあって、皇国軍内ではある程度評判がいい。しかし、その性別を理由に嫌うものもまた少なからずいた。

      「じゃあいい！ 俺に指示されたくない人は勝手に動いてくれ！」

      　とはいっても、輝星としてもこの手の反応は慣れたものだ。ニヤリと笑ってそう返すと、しばし砲兵隊が騒がしくなる。しかし、さすがに実戦下で喧嘩別れするような愚を犯すものはいなかった。

      「し、失礼しました。あとでこの馬鹿には謝らせておきますので」

      　話をまとめた砲兵隊の隊長がこほんと咳払いし、申し訳なさそうに言った。

      「なんであたしが謝らなきゃ……」

      「馬鹿！ 子どもじゃないんだからわがまま言わないでよ！」

      「重ね重ね申し訳ない……」

      「ごちゃごちゃ言ってる場合か！ 距離五万、そろそろ敵のキルゾーンだ……」

      　業を煮やしたサキが文句を言った瞬間だった。突然、輝星の鋭い声が飛ぶ。

      「全機散開ブレイクッ！」

      　弾かれたように、各機がスラスターを全開にして回避行動に入った。次の瞬間、漆黒の宇宙に真紅のビームの奔流が走る。

      「被害報告！」

      「第八砲兵中隊、被害なし！」

      「第九砲兵中隊、同じく！」

      　焦ったようなシュレーアの声に、無事の報告が次々と返ってくる。薙なぎ払うような一撃だったが、警告が早かったのが幸いしたのか被害は一機もない。

      「ひええ」

      　ノイズまみれのレーダー画面を一瞥しながらサキが呻うめいた。すさまじい大出力ビームが至近距離を通過したため、索敵機器が軒並みひどい数字をたたき出している。直撃どころか軽くかすっただけで、ストライカー程度塵も残らず蒸発するような威力であることがありありとわかる。

      「砲兵隊および第三機動中隊はポイントＣ五五六で砲撃用意。敵ストライカー隊が来たら適宜てきぎ迎撃してくれ。牧島さんも悪いけどそっちへ。万一ゼニスが来たらヤバイ」

      「ああ!? ほとんど全部隊じゃねえか！ そんな少数であのデカブツに突っ込むつもりか!?」

      「大丈夫だ、なんとかなる！ さっさと行ってくれ、再装填にはそう時間がかからないはずだ」

      「ちっ、しゃーねえ！」

      　心配ではないと言えばウソになるが、実戦下であれこれ言いあう余裕はない。サキは機体を転進させ、機動砲ライドガンキャリアーたちとともに指定されたポイントへと向かう。

      「殿下！ 北斗を頼みましたよ！」

      「むろんです。お任せを」

      　自分が選ばれたことに会心の笑みを浮かべつつ、シュレーアはうなずいた。サキが小さくため息を吐き、砲兵隊たちとそのまま遠くへ飛び去る。残されたストライカーはわずか三機。《カリバーン・リヴァイブ》と《ミストルティン》……そして全身のハードポイントというハードポイントに五三三ミリ・ガンランチャーの弾倉を装着した一般量産機、《クレイモア》だけだ。

      「なかなか大胆な作戦をとりますね」

      《クレイモア》のパイロットが苦笑交じりに言う。軍の教本にある対歩行要塞モビルフォート戦術は、大戦力で飽和攻撃を仕掛けるような内容が主流だ。このような少数で挑むなどというのは、聞いたことがない。

      「大丈夫だ。俺についてくれば墜とさせなんかしない」

      「もし成功したら王子様抱っこでもしてあげますよ、《凶星》さん」

      「勘弁してくれ」

      「リャカ少尉、冗談を言っている場合ではありませんよ」

      　不愉快そうなシュレーアの声に、リャカ少尉と呼ばれた《クレイモア》のパイロットがくつくつと意地悪そうな笑い声を漏らす。なかなか肝の座った女だ。

      「向こうの本増援が来る前にさっさと止めなくちゃならん。突っ込むぞ」

      　薄く笑いながら、輝星がスロットルを全開にする。エンジンの回転計が一気に跳ね上がった。二機もそれに続くが、ゼニスである輝星機やシュレーア機と違いリャカは量産機である《クレイモア》が乗機だ。推力の違いは大きく、距離はあっという間に離される。しかし誰もそれを気にしない。

      「見えた、あれか！」

      　みるみる近づいてくる地表に、巨砲に手足をくっつけただけにしか見えない異形の兵器の姿があった。まだ彼我の距離はそれなりにあるにもかかわらず、その巨大さははっきり見て取れる。

      「たった三機で来た!? どういうことだ！」

      《ヴァライザー》のコックピットで機長が叫んだ。この程度の機数で歩行要塞モビルフォートに突っ込んでくるなど、自殺行為にしか思えなかったからだ。

      「少将、あの白い機体……噂の《凶星》では」

      「なるほど、そういうことか。だがいかなエースとてしょせんはストライカーだ！ この《ヴァライザー》は倒せんさ！」

      　機動性の低さから運用に難があるとはいえ、《ヴァライザー》の装甲と火力は規格外だ。数機のストライカーでどうこう出来るとは思えない。機長は獰猛どうもうな笑みを浮かた。

      「装填はまだか？ 主砲は撃ててあと一発、面倒な機動砲どもを少しでも減らしておきたい」

      「あと十秒！」

      「よろしい！ 迎撃兵装のコントロールを渡せ。敵機はこちらで対処するから、貴様は主砲の照準をしっかり合わせろ」

      　命令を下してから、機長は《ヴァライザー》の両腕を接近してくる輝星たちに向けた。指を思わせる配置で装備された四連装光粒子速射砲ラピッドブラスターガン二基八門が同時に火を噴く。

      「うわ、撃ってきた」

      「この程度の弾幕でなーッ！」

      　殺到してくる弾幕にシュレーアとリャカは回避したが、輝星はフォトンセイバーを抜くと光弾を弾き飛ばしながら突っ込んでいった。

      「クソッ、なんだヤツは!? 装填は!?」

      「五秒！ もうすぐ打てます！」

      　砲手のその声が聞こえていたかのようなタイミングで、輝星が叫んだ。

      「全門撃てッ！」

      　その瞬間、小惑星軌道上で砲撃態勢に移行していた機動砲部隊が二〇センチ複合砲コンポジットガンをブラスターモードで発砲した。実に十八門もの一斉射だ。緑の光線が《ヴァライザー》に集中する。

      「その程度の豆鉄砲で！ 構わん、撃て！ 反撃で消し飛ばせ！」

      　しかし、その攻撃はすべて斥力偏向シールドにより拡散・偏向され、あらぬ方向へと飛んでいく。《ヴァライザー》は無傷だ。機長は会心の笑みを浮かべたが、それと同時に輝星がフォトンセイバーを衝角のように突き出して突撃してきた。

      　斥力偏向シールドが機体を弾き飛ばそうと作動するが、先ほどの砲撃により負荷がかかっていたため所定の性能を発揮できず《カリバーン・リヴァイブ》は《ヴァライザー》の懐へと侵入を果たした。

      「しま……ッ!?」

      　機長が悲鳴じみた声を上げるがもう遅い。輝星が操縦桿のトリガーを引くと、右手で構えていた対艦ガンランチャーから大型のミサイルが白い尾を引いて発射される。狙いたがわずミサイルは《ヴァライザー》の左ひざに命中。ダメージこそ与えられなかったが、歩行要塞モビルフォートの巨体が揺らぎ、それと同時に巨砲が吠える。

      「間に合った……！」

      　着弾の衝撃で起きた照準のズレは極小だったが、広大な宇宙空間ではその程度でも致命的だ。超出力のビームは目標である皇国砲兵隊にかすりもせず、漆黒の宇宙へと飛び去る。

      「三発目は撃たせない！ ここで終わりだッ！」

      　にやと笑って、輝星は対艦ガンランチャーを構えなおした。

      「くそっ、懐に……ッ！ 味方のストライカーは何をしているんだ！」

      「砲撃に巻き込んじゃマズイからって護衛を退かせたのはアンタでしょうがッ！」

      「ああもう、滅茶苦茶だッ！ 早く援護に来い、貴様ら！」

      それから十分後。《ヴァライザー》のコックピットは完全に修羅場と化していた。その混乱をあざ笑うかのように輝星は巧みに機体を操り、五三三ミリ・ガンランチャーを発砲する。自動迎撃システムが作動し、腹部に装備された無数の四〇ミリ・ガトリング砲が火を噴いた。しかしその火線を縫うようにして大型ミサイルは飛翔し、狙い通り腕部の速射砲へと命中。四連装の砲身を吹き飛ばす。

      「この……好き勝手してッ！」

      　操縦桿を握る手に力を込めつつ、砲手が吠える。その怒りを受けたように、残されたもう一基の光粒子速射砲ラピッドブラスターガンが発射された。連動して動いたガトリング砲とともにすさまじい火力が《カリバーン・リヴァイブ》を襲った。

      「自動照準頼りではッ！」

      　輝星はスラスターを吹かし、《ヴァライザー》の股下をくぐるようにしてこれを回避する。

      「そう来ると思ったよッ！」

      　だが機長はこの動きを予測していたようで、ちょっとした巡洋艦ほどもある大きさの脚部ユニットが、見た目に反した軽やかな動きで《カリバーン・リヴァイブ》に迫る。キックといっていい技だが、大きさが大きさだけにほとんど艦艇による体当たりに近い。

      　当たり判定の大きさから極めて回避が難しいその一撃を、しかし輝星は軽やかな動きで紙一重の回避を見せた。さらにそれと同時に頭部機銃が発射され、装甲の隙間に小さな銃弾が殺到する。

      「第二十番油圧ホース破断!? コイツ、この一瞬でッ！」

      　サブモニターに表示された警告を見て機長が驚愕した。脚部ユニットを駆動する油圧系は他にも経路があるため作動不良こそ起こさないものの、パワーもスピードも低下は避けられない。

      「機長、機体を回してください！ こいつ対空砲の死角へ死角へ入り込んで……ああっ!?」

      「そこだッ！」

      　一瞬の隙を突かれ、残るもう一基の速射砲も対艦ガンランチャーによって破壊される。コックピットに嫌な振動が走った。

      「馬鹿、こんな時はミサイルだ！ 何のために高い高機動ミサイルを山のように搭載していると思ってるんだ！」

      「も、申し訳ありません！」

      　慌てて砲手がミサイルの発射ボタンを押すと、機体底部のミサイルハッチが解放された。しかしその内部から弾体が発射されるより早く、いくつもの緑のビームが針を通すような精度で飛んでくる。いつの間にか武器をブラスターライフルへと持ち替えていた輝星の攻撃だ。

      「なにぃ!?」

      　ミサイルの発射口が火を噴いた。弾薬庫が誘爆したのだ。小威力の対ストライカーミサイルのため《ヴァライザー》自体に大きなダメージが入ることはなかったが、ミサイルランチャーの多くが使用不能になってしまった。

      「なんてヤツだ！ だが……」

      　それでも、生き残ったランチャーからは次々とミサイルが飛び出す。その数数十、かなりの数だ。それらは束になって《カリバーン・リヴァイブ》へと向かう。

      「おっと！」

      　白煙を上げて殺到するミサイルを、輝星はひらりひらりと軽業のような動きで回避していく。命中しそうなミサイルもあったが、着弾する前に新装備の対ミサイルレーザータレットがすべて撃ち落としてしまった。

      「機付長もいい仕事をする……！」

      「な、なんてことを」

      　主要な対空火器をいくつも失い、砲手は茫然とした様子で呟いた。自動型のガトリング砲もけなげな抵抗を続けているが、ブラスターによる反撃で次々と撃破されていく。

      「え、ええい！ いっそ無視しろ！ 主砲は装甲化されているし、ストライカーの武装で本機のバイタルパートを抜くのも無理だ！ 致命的なダメージは受けない！」

      　すでに護衛の帝国ストライカー部隊も付近に戻り、皇国軍機との交戦が始まっている。ストライカーの相手はストライカーにさせるべきだと機長は考え直した。

      「それより敵砲兵隊の排除はできんのか！ 目下一番の脅威はアレだ！」

      　斥力偏向シールドと強固な装甲をもつ《ヴァライザー》からすれば豆鉄砲でしかない機動砲だが、いまだに射撃は続き小惑星の地表付近で戦っている護衛部隊が一方的なアウトレンジ攻撃を受けていた。ゼニスである《ミストルティン》が大暴れしていることもあって、とてもではないが護衛部隊は《ヴァライザー》の援護に回る余裕がない。

      「駄目です、機動砲の護衛にゼニスがいて……まともに接近できません！」

      　皇国砲兵隊へ攻撃を仕掛けていた部隊の隊長からの通信に、機長は思わず歯を噛み締める。

      「帝国艦隊からの増援は!? 本隊の戦力ならばこの程度のコバエ、すぐに摺りつぶせるハズだ！」

      「接続宙域を皇国の部隊が封鎖しています！ さらに付近に皇国の本隊もいるらしく……」

      　ＦＴＬ超光速アウト直後を狙って総攻撃を仕掛ければ、多少の戦力差があってもひっくり返すことが可能だ。まともな感覚を持っている指揮官であれば、封鎖されている星系に無防備に部隊を投入させようとは思わない。

      　まして、この星系は《ヴァライザー》がいるとはいえ帝国側の防衛設備はない。ディアローズとしても決戦の地としてここを選んだりはしないだろう。皇国の主力が近くにいるなら、無理な攻撃は行わないハズだ。

      「くそっ、どうすれば……」

      　そして、機長がそうして迷っているスキに輝星が動いた。さっと機体の踵きびすを返し、斥力偏向シールドの展開距離のギリギリへ。

      「いまだ、殿下！」

      　叫ぶなり、輝星はワイヤーガンを発射する。その狙いの先にいたのは、《ミストルティン》だった。

      「やっと出番ですか！」

      　獰猛な笑みを浮かべながらシュレーアが答える。《ミストルティン》がワイヤーガンの先端を躊躇ちゅうちょなくつかむと同時に、《カリバーン・リヴァイブ》がパイルバンカーを地面に刺しつつワイヤーの巻き取りを開始した。

      　斥力偏向シールドが異物を排除しようと作動するが、カーボンナノチューブで編まれたワイヤーが命綱となって《ミストルティン》がはじき出されることを防いだ。こうして二機目のストライカーは《ヴァライザー》の懐へ侵入した。

      「わわわっ！ こっちも早くしてください！」

      　残されたリャカから通信が飛んでくる。一般量産機でしかない《クレイモア》では、多数相手に持ちこたえるのは難しい。周辺に展開した護衛機から飛んでくる集中攻撃をなんとか回避している状況だ。

      「今やる！」

      　再びワイヤーガンが発射され、同じように《クレイモア》が斥力偏向シールドの傘の中へと入ってくる。こうなれば逆に《ヴァライザー》の防御装置がこちらを守ってくれるようになった。

      「ま、まずいですよ機長！ いったんシールドを解除して護衛機に追い払ってもらいましょう！」

      「うっ……」

      　一瞬迷った機長だったが、相変わらず降り続く皇国砲兵隊の射撃を見て決断した。

      「いや、まずはあっちを狙う！ ストライカーの豆鉄砲と違って、機動砲の威力ならばこの《ヴァライザー》にもダメージが与えられる可能性もある」

      　本来、《ヴァライザー》の装甲があれば斥力偏向シールドがなくとも機動砲程度の攻撃は耐えられる。しかし輝星によっていいように翻弄されてしまった機長はもうすっかり頭が茹で上がっていた。混乱のあまり、明らかな判断ミスをしてしまう。

      「まずはこの厄介なシールドを破壊する」

      　対空ガトリング砲の火線を軽やかに回避しながら、輝星が決断的に言い切った。機長の推察通り、ストライカー三機の火力では《ヴァライザー》に致命的なダメージを与えるのは不可能だ。

      　しかし、護衛のストライカー部隊の攻撃がないのならば、対空砲火をかいくぐって相手の弱点を狙い撃つのもそう難しいことではない。

      「斥力せきりょくジェネレーターを破壊するつもりですか。なるほど、だから私を……」

      　ニヤリと笑ってシュレーアはうなずいた。《ミストルティン》は火力特化のゼニスだ。破壊力には自信がある。

      「一点突破だ。斥力ジェネレーターは構造上重装甲にはできない！」

      　輝星はそう言いながら、残弾がゼロになったガンランチャーを《クレイモア》のリャカ少尉に投げ渡した。彼女は当然のようにそれを受け取り、代わりに弾薬がフルロードされた別のガンランチャーを返してくる。相手が相手だけに、リロードの時間すら惜しいのだ。わざわざリャカ少尉を連れてきたのは、弾薬運搬とこのようなサポートを頼むためだ。

      「了解、行きます！」

      《カリバーン・リヴァイブ》と《ミストルティン》がスラスターを吹かし、一気に加速した。目指すは歩行要塞モビルフォート《ヴァライザー》の尾部だ。

      　残り少ない対空ガトリングが弾幕を張るが、交戦開始時と比べればあまりにも頼りない火力しか残っていない。そしてその数少ない火点も、三機の反撃によって次々と破壊されていく。

      「あそこですね」

      　シュレーアが指さした先には、メッシュ状の防弾カバーで覆われた円筒形のユニットがあった。大きさはストライカーよりもやや大きいくらいか。斥力で防御シールドを形成する場合、その発振器は外部に暴露ばくろされている必要がある、完全に防御することは難しいので、ああいったカバーをつける以外に方法がないのだ。

      「破壊します！」

      《ミストルティン》の全火力が一気に発揮された。肩のブラスターカノンに、腕で保持したヘビーマシンガン。そして腰と脚に取り付けられたミサイルランチャーが同時に目標に向かって飛ぶ。輝星もそれに続き、ガンランチャーを連射した。多種多様な火箭かせんが、斥力ジェネレーターに集中する。

      　猛烈な射撃にさらされた防弾カバーは、巨大要塞の弱点を守っている割にはあっけなく破壊された。ビームによってぐずぐずに溶かされた表面に弾丸の雨が降り注ぎ、中身の斥力ジェネレーターごとスクラップ未満の鉄くずと化す。

      「斥力ジェネレーター、破壊されました！」

      「アアーッ!! あのハエ共!!」

      　機長が真っ赤な顔で叫ぶがもう遅い。輝星が鋭い声で命令を下した。

      「砲兵隊！ 十秒後に歩行要塞モビルフォートに全門斉射！」

      「了解！」

      　サキらの奮戦によりいまだ健在の砲兵隊からは、頼もしい返事が返ってきた。輝星ら前衛部隊は誤射を避けるため《ヴァライザー》から急いで離れた。帝国ストライカー隊が妨害するべくブラスターを盛んに撃ちかけてくるが、輝星はフォトンセイバーでそれらをすべて弾き飛ばす。そしてお返しとばかりにガンランチャーを発射した。

      「そんなノロマ弾で！」

      　帝国パイロットはにやりと笑いながらそれを回避したが、その避けた先に滑り込むようにして二発目の対艦ミサイルが飛来した。さすがにこれは、回避しきれない。

      「うわーっ！」

      　対艦ミサイルの威力はストライカー相手にはかなりオーバーキルだ。下半身を引きちぎられるようにして喪失した《ジェッタ》が悲鳴を上げながら吹き飛ばされていく。

      「全機、撃テェ！」

      　砲兵隊の隊長の鋭い声が無線から聞こえてきたのはその時だ。大量の太いビームが《ヴァライザー》の上部をしたたかに打ち据える。

      「被害報告！」

      「損傷軽微！ ほぼ無傷です！」

      　しかし、《ヴァライザー》の装甲は強固だった。表面が赤くなり、やや抉れているものの貫通には至らない。砲兵隊員の幾人かが落胆のため息を吐いた。

      「さすが《ヴァライザー》だ！ なんともないぞ！」

      　一方ご満悦なのは機長だ。満面の笑みでコンソール・パネルを叩き、快哉かいさいを叫ぶ。

      「北斗さん！」

      「大丈夫だ！」

      　心配そうなシュレーアの声に、輝星は自信ありげな表情で再びリャカ少尉とガンランチャーを交換する。そのまま小惑星の地表を蹴り、一気に上昇した。

      「やらせるな！」

      　護衛の《ジェッタ》がその動きを阻止すべく弾幕を張るが、輝星はセイバーでその射撃を叩き落すことでスピードを落とすことなく《ヴァライザー》の真上まで到達した。

      「く、くそっ、化け物め！ 何をする気だ！」

      「こうするんだよッ！」

      　機長の叫びに、輝星は無線もつながっていないというのに答えつつガンランチャーを連射した。マガジンに装填された弾薬をすべて撃ちきる。そして、動きの鈍い《ヴァライザー》にそれを回避する方法はなかった。すべての対艦ミサイルが、今だに赤熱している先ほどの砲撃の被弾痕へと命中し、爆炎を上げる。

      「ちぇすとーッ！」

      　対艦ガンランチャーを投げ捨てるなり、輝星はフォトンセイバーを両手で握りなおしスロットルを全開にして《ヴァライザー》に突っ込んだ。

      「うわっ！ 誰か止めろ！」

      　叫ぶ機長だが、輝星を止められるものなどどこにもいなかった。緑色の光刃が被弾でボコボコになった装甲に突き刺さる。溶断により一瞬で粒子コンデンサの中身を使い切ったフォトンセイバーがビームの発振を止めると、輝星はそれを投げ捨て、代わりにその出来たばかりの小さな穴にブラスターライフルの砲口を当てた。

      「これで終わりだッ！」

      　発砲。装甲さえ抜ければ、あとはビームを阻むものはない。高圧粒子が《ヴァライザー》のエンジンを撃ち抜き、高速回転していた相転移タービンが破滅的な音を立てつつ停止する。

      「メインエンジン停止！ これでは主砲が発射できません！」

      「あ……あ……」

      　砲手からの報告に、機長は思わず絶句してしまう。サブエンジンのおかげで完全に電源が切れたわけではないが、これではまともに移動も攻撃もできない。そうなれば、《ヴァライザー》などむやみやたらと巨大なだけの棺桶に過ぎない。

      「お、終わりだ……なにもかも」

      　機長ががっくりとうなだれると同時に、皇国軍から歓声があがった。

      「ウオオオーッ！ 《凶星》バンザーイ！」

      「やった！ やりました！ さすがは私の輝星さんですっ！」

      「聞き捨てならない発言が聞こえたんだが!?」

      　口々に喜びの声を叫ぶ皇国兵だったが、輝星は鋭い目つきで天を睨みつけた。

      「油断するな、次が来る！」

      　輝星が警告したのとほぼ同時に、猛烈な射撃が《カリバーン・リヴァイブ》を襲う。輝星はこれをスラスターを全開にして回避。空を切った真紅のビームが《ヴァライザー》の装甲を叩き、光の粒子となって弾け散った。

      「殿下とリャカ少尉は砲兵陣地まで後退！ 手練れが来た、俺がやる！」

      「なっ……敵!? 封鎖が突破されたのですか」

      「く、行きましょう！ 殿下！」

      　困惑するシュレーアだったが、身体はほとんど反射的に操縦桿を操作していた。敵の増援が来たのなら、早く退かねば砲兵隊が危ない。リャカ少尉もそれに続く。

      「ザコを逃がしましたか。いい判断デス」

      　公開回線オープンチャンネルで、先ほどの攻撃を仕掛けてきた敵機から通信が飛んでくる。目を向けると、そこに居たのは大型の拳銃を両手に携えた青いストライカーだった。

      「初めましてデスね、《凶星》サン。ワタシはノラ・アルケイド。帝国最高戦力、四天が一人━━」

      　青い帝国機のコックピットで、グレーのショートカット少女が嗜虐的な笑みを浮かべつつ言葉を続ける。

      「二つ名は《天轟てんごう》。ワタシとこの《ザラーヴァ》が、あなたの相手デス」

      　一騎打ちの口上のようにノラは朗々とした声でそう言い切り、大型拳銃ブラスターマグナムを輝星に向けた。

      「さあ、お手並み拝見と行きマスよ！」

      
        

      

      

      
        

      

      　時は戻って数十分前。レイス星系の接続宙域に、一機のストライカーがＦＴＬ超光速アウトした。青い二丁拳銃の独特な機体だ。《ザラーヴァ》という名前のその機体は、帝国最強のパイロットの一人……ノラ・アルケイドの愛機だ。

      「ＦＴＬ超光速ジャマー作動！ 一機とはいえゼニスだ、油断するな！」

      　当然、レイス星系の接続宙域は皇国の精鋭部隊によって封鎖されている。ＦＴＬ超光速アウトしたばかりの《ザラーヴァ》の周囲には百機以上のストライカーがいた。

      「烏合の衆……ふん、この程度でワタシを止められると？ 舐められたものデスね」

      　容赦なく放たれる射撃を、ノラはアクロバティックな機動を繰り出し回避していく。計器の加速度計がすさまじい値を表示しているが、ノラの表情は涼しいものだ。

      「こいつ、只者じゃないわ！」

      「こんなのを通したら殿下たちがヤバイ！ 絶対に行かせるなよ！」

      　進路をふさぐように《クレイモア》数機が《ザラーヴァ》の前に出てくる。ブラスターライフルとショートマシンガンが吠え、無数の砲弾がノラを襲った。

      「ハッ、有象無象どもが。このノラ様の邪魔をしようなんて、百年早いんデスよッ！」

      　向かってくる砲弾を、ノラは紙一重で躱かわしていく。しかしその動きには余裕があった。相手の攻撃を完全に見切っているからこそ、最低限の動きのみで回避できるのだ。

      「お返しデスッ！」

      　二挺の拳銃が同時に火を噴いた。放たれたビームは攻撃を仕掛けた二機の《クレイモア》のコックピットを軽々と貫く。

      「そんな、一撃で!?」

      「あいつの拳銃、ただのブラスターピストルじゃないぞ！」

      　皇国兵に動揺が広がった。通常、この手の小型火器はストライカーの正面装甲を一撃で貫通するような威力はないはずだ。

      「くそっ！ 中途半端に離れてちゃラチが開かない！ あたしが突っ込む！」

      「あっ、子爵！ まずいですよ！」

      　豪華な装飾を施された特別仕様の《クレイモア》が、ロングソードを抜いて突っ込んできた。かなりのチューンが施されているらしく、その突撃スピードは量産機とは思えないほど速い。

      「軽率軽率。いやあ、馬鹿は嫌デスね」

      　だが、ノラはそれを冷ややかな嘲笑とともに迎え撃った。上段から振り下ろされるロングソードを右手のブラスターマグナムに装着された小ぶりな銃剣で受け流し、そのまま流れるような動きで左手の拳銃の砲口を《クレイモア》のコックピットにピタリと向ける。

      「さよなら」

      　真紅のビームが無慈悲に放たれた。死体も残さず蒸発したであろう敵パイロットに憐憫れんびんの一瞥いちべつをくれてから、ノラは再び獰猛な笑顔を顔に張り付ける。

      「さっさと通してくれりゃあ見逃してあげてもイイんデスがね？」

      「子爵の仇だーッ！」

      　マシンガンを乱射しながら、一機の《クレイモア》が突撃してくる。

      「はぁ……」

      　ため息と同時にトリガーを引くノラ。彼女の撃墜スコアがさらに一つ増えた。

      「化け物め！」

      「囲め囲め！ 飽和攻撃だ！」

      　しかし皇国側も精鋭部隊だ。この程度のことで士気は下がらない。むしろ仲間を討たれた怒りで燃え上がり、攻撃が激しくなるほどだ。

      「勤勉なことで」

      　呆れと憐みの混じった表情でノラは吐き捨てた。

      「仕方ありませんね。少し大人しくなってもらうデス」

      　ブラスターマグナムの猛射が《クレイモア》隊を襲った。射撃速度は速く、そしてその狙いは極めて正確だ。皇国軍機が次々と叩き落されていく。

      「おっと」

      　そこで、右のブラスターマグナムが弾切れになった。自動で空の弾倉が排出されると同時に《ザラーヴァ》のコックピットに警告音が鳴り響く。これ幸いと三機の《クレイモア》がロングソードやフォトンセイバーを抜いてとびかかってきた。

      「ふっ」

      　小さく息を吐いて、ノラは左のブラスターマグナムで応射した。赤い閃光とともに一機が墜ちる。しかし二射めは間に合わない。横薙ぎのフォトンセイバーの一撃を宙返りの要領で回避すると同時に、右腕の肘に装備されたサブアームが予備マガジンをブラスターマグナムに叩き込む。

      「おしまい」

      　左右同時に放たれたビームが二機の《クレイモア》を貫く。一瞬の早業だ。

      「近接戦は無理よ！ 性能も腕も違いすぎる」

      「とはいえあの武器では遠距離戦は辛いはず。支援隊！ 火力を回せ！」

      　皇国側の指揮官の命令により、大口径の固定式ブラスターカノンを肩に装備した支援型ストライカー・《パルチザン》の部隊が《ザラーヴァ》に砲撃を開始した。

      「ふん」

      　ひらひらと砲撃を回避しつつ、ノラは嘲笑する。

      「確かにこの《ザラーヴァ》は遠距離の敵には無力デス。しかし……」

      　ノラがフットペダルを踏み込むと、《ザラーヴァ》の背部に装備された大型の推進ユニットが莫大な推力を発生させる。青い軌跡を残して、《ザラーヴァ》は弾丸のように宇宙そらを駆ける。

      「なっ……！ なんてスピードだ！ 支援隊、後退しろ！」

      「遅いんデスよねえ！ 判断がッ！」

      　慌てて退こうとした支援隊に《ザラーヴァ》が猛然と襲いかかる。踊るような軌道とともに二挺のブラスターマグナムが吠え続け、そのたびに皇国機が撃墜されていった。

      「さてさて、こんなものデスか」

      　五分もしないうちに、支援部隊は全滅した。コックピットでノラは満足そうにうなずき、周囲を確認する。まだまだ敵はいるが、さすがに勝てない相手だと理解したらしく積極的に攻撃してこない。

      「それじゃあ、任務に戻ることにしましょう。ワタシは忙しいので、こんな場所で足止めされている場合ではないのデス」

      　そういって《ザラーヴァ》はスラスターを全開にし、戦域を離れていく。追跡する皇国軍機もいたが、彼我の推力はあまりに違いすぎる。あっという間に遠くへ飛び去ってしまった。

      「なんてことだ……」

      　後に残された皇国軍は、呆然とするしかなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　時は戻って現在。ノラの発した四天という言葉は、大きな衝撃とともに敵味方の間に広がっていった。

      「四天!? ノラ様が来てくれたの!?」

      「あたしたち、見捨てられたわけじゃなかった！」

      「《轟天》といえば帝国最強の一人！ 勝ったな！」

      《ヴァライザー》の敗北で士気が底をついていた帝国兵たちのテンションが一気に上がる。鈍っていた動きがあっというまによくなり、いくつかの部隊がシュレーアたちを追って飛び立つ。その様子をちらりと見て、輝星が嬉しそうに笑った。

      「これだから戦場はやめられない。楽しいな、ええ？」

      「輝星さん！ 気を付けてください。四天といえば、帝国でもっともすぐれたパイロットに与えられる称号！」

      　砲兵隊との合流を急ぐシュレーアが鋭い声で警告した。

      「油断のならない相手です！ 注意を！」

      「わかってるよ」

      　輝星はうなずきながら、使い物にならなくなったフォトンセイバーをハードポイントに戻した。そしてその代わりにブラスターライフルを腰のハードポイントから引き抜き、構える。装着された銃剣がギラリと輝いた。

      「ふっ！」

      　最初に動いたのはノラだった。《ザラーヴァ》の背部に装備された大型のスラスターが爆炎を上げて強力な推力を生み出す。

      「来たか！」

      　彗星のように尾を引きながら急迫する《ザラーヴァ》に、輝星は容赦なくブラスターライフルを浴びせかける。

      「なんの！」

      　大推力を巧みに使ってそれを回避するノラ。小惑星の岩肌を蹴ってジグザグに機動しつつ、両手のブラスターマグナムを乱射した。一発撃つごとに大型の粒子カートリッジが排出され、小さな砲身に見合わぬ太いビームが輝星に向かっていく。しかし彼はそれを、左手で抜いた予備のフォトンセイバーで弾き飛ばした。打ち返されたビームはまっすぐに《ザラーヴァ》に飛んでいく。

      「噂通りかっ！」

      　しかしノラも伊達ではない。こなれた動作でそれを避け、スラスターを吹かす。小惑星上の砂塵が吹き飛ばされ、もうもうと煙が上がった。

      「中距離戦は不利、しかし近接戦は望むところデスよ！」

      　八重歯をむき出しにした獰猛な笑みとともにノラはスラスターを全開にした。煙幕のように巻き上がる粉塵を背に突進してくる《ザラーヴァ》の加速力は尋常ではない。その総推力は、《カリバーン・リヴァイブ》よりもはるかに高いはずだ。

      「ははははっ！ いいぜ、どんな距離だろうが付き合ってやらァッ！」

      　輝星もフットペダルを踏み込む。彼我の距離はあっという間に目と鼻の先へ。

      「はっ！」

      　アンカーの作動した脚部で岩肌を削りつつ、鋭い動きでブラスターマグナムを突き出すノラ。しかしその指がトリガーを引くより早く、輝星の銃剣がマグナムを弾いて射線をずらした。一瞬遅れて発射されたビームは無為に岩を焼くだけに終わる。

      「だがっ！」

      　だが、マグナムはもう一挺あるのだ。その砲口が《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットに向けられる。

      「やらせるかっての！」

      　強烈なハイキックが《ザラーヴァ》の腕を襲う。銃を取り落とすことはなかったものの、その青いマッシヴな機体の態勢がぐらりと揺れた。

      「ちぃっ！」

      　ノラはそれを無理やり立て直そうとはしなかった。代わりにスラスターを噴いて飛び上がりつつ宙返りする。

      「軽業だって得意なんデスよ！ こっちはッ!!」

      　宙返りと同時に両手のマグナムを一気に連射した。赤いビームの猛打が輝星に向かう。

      「迂闊！」

      　が、その射撃はすべてフォトンセイバーによって弾き飛ばされた。当然、その向かう先は《ザラーヴァ》である。

      「うっ……このッ！」

      　姿勢制御スラスターを全開にしてそれを何とか回避するが、さらに輝星はブラスターライフルで追撃を仕掛けてくる。なんとかそれを回避していくノラだったが、その顔には冷や汗が浮かんでいる。

      「弾が吸い付いてくる……なんデスか、コイツ！」

      　いつもならばこの距離で撃たれたところで回避はたやすいのだ。しかし輝星の放つビームは、まるでどこへ回避するのかわかっているように正確にノラの動いた先へと飛んでくる。ノラの並外れた反射神経と《ザラーヴァ》の運動性がなければとうにハチの巣だろう。

      「くっ、下手な距離で撃ったら逆に不利になる、突っ込むしかないデスね！」

      　しかし、ノラにも帝国最強の自負がある。ここで退くなどあってはならない。無理やりに笑みを浮かべつつ、スラスターを全開にして輝星に突っ込んでいく。

      「たまらないなぁ！ それでこそだッ！」

      　迎え撃つ輝星は心底楽しそうな満面の笑みだ。手加減なくブラスターを連射して弾幕を張る。

      「ちょっとばかり当たったって！ この《ザラーヴァ》ならッ！」

      　回避運動は最低限のみ。数発被弾するが、厚い正面装甲と高性能な回生装甲コンデンサーのおかげで大きなダメージはない。

      「思い切ったことをッ！ だがそれがいいッ！」

      　笑う輝星だったが、ブラスターが弾切れだ。排出される空マガジンを見てノラが叫んだ。

      「そこだッ！」

      　彼女の指がトリガーを弾く。《ザラーヴァ》の胸部に装備された大口径短砲身のグレネードランチャーから砲弾が放たれた。飛翔したグレネード弾は輝星が切り払うより一瞬早く近接信管を作動させ、真っ黒いスモークをまき散らしながら破裂する。

      「そういう手も持ってるのか！」

      　ちらりとレーダーを確認しつつ輝星が唸った。電波攪乱膜チャフを含んだ煙らしく、光学カメラだけでなくレーダーも使用不能になっていた。

      「獲ったッ！」

      　この煙幕の中ならばさすがにビームも弾けまい。ノラは会心の笑みを浮かべつつブラスターマグナムを連射した。

      「俺をッ！」

      　もうもうと上がる黒煙の中、緑色の光刃が唸る。飛来した真紅のビームが、まるで野球ボールのように弾き飛ばされた。

      「誰だと思っているッ！」

      　跳ね返されたビームは、まるで逆再生されたように射手の元へと返っていった。衝突した右肩部の装甲が吹き飛び、内部の油圧シリンダーが露になる、

      「こンの……化け物がッ！」

      　だがしかし、《ザラーヴァ》はまだ動く。ノラも戦意を失ってはいない。彼女はフットペダルを踏み込み続け、自らも黒煙の中へと突っ込んでいく。

      「最高だな、アンタはッ！」

      　輝星は心底楽しげにこれを迎え撃った。突き出されたブラスターマグナムの砲口を最小限の動きで回避しつつ、フォトンセイバーを真上に投げる。そしてもう一挺のマグナムを銃剣でいなしてから、予備マガジンをライフルに叩き込む。

      「命綱を手放したなッ！」

      　右足のアンカーを作動させながらノラが笑う。煙幕の中とは言え、至近距離ならばおぼろげに姿を捕らえることができた。そして彼女は訓練でも実戦でも、この手の煙の中で戦闘する機会は極めて多かった。視界のすぐれない中でも的確に戦えるだけの経験がある。

      「喰らえっ!!」

      　急制動によって機体のバランスが崩れる。しかしそれこそが彼女の狙いだった。遠心力を利用した薙ぎ払うような蹴りが《カリバーン・リヴァイブ》を襲う。

      「っと！」

      　輝星はこれをバックステップでギリギリ回避する。だがノラの攻撃はこれで終わりではない。流れるような動きでマグナムを振るい、発砲。

      「速い、だが！」

      　地面を蹴る輝星。小惑星の微弱重力を振り切るようなハイジャンプで銃撃を回避しつつ、ワイヤーガンで空中のフォトンセイバーを回収した。

      「ちょこまかと！」

      　自らも飛び上がろうとする気配を見せた《ザラーヴァ》だったが、輝星はそのままスラスターを吹かして地表へと戻る。

      「くっ！」

      　着地の隙を狙おうと反射的にマグナムを向けるノラだったが、薄くなってきたスモークの中で輝く緑のビーム刃を目にして思いとどまる。相手の技量はすでに今までの立ち合いの中でよく理解している。中途半端な射撃では牽制けんせいにすらならない。

      「剣の振れない距離で撃ち殺すッ……！」

      　フットペダルを蹴り飛ばし急加速した。同時にコンソールのキーを叩き、胸部グレネードランチャーの発射弾をスモークから対装甲榴弾に変更する。

      「そうこなくちゃあな！」

      　弾丸のような勢いで肉薄する《ザラーヴァ》に、輝星はブラスターライフルを撃ち込む。

      「《ザラーヴァ》はそのくらいじゃ墜ちないんデスよ!!」

      　が、ノラはこれを回避しなかった。ビームは《ザラーヴァ》の腹部装甲に命中し、そのまま弾けて消えた。装甲表面では焼けた塗料から白煙が上がっているものの、貫通はしていない。素晴らしい防御力だ。

      「思い切りがいい！ はははっ！」

      　二射目を撃ち込む余裕はない。一瞬にして《カリバーン・リヴァイブ》と《ザラーヴァ》の距離は装甲の小傷まで視認できそうなほど縮まった。ノラはマグナムを短剣のように軽快に振る。斬撃の代わりに飛んでくるのはビームだ。

      「うっはは、早い早い！」

      　銃剣を使うにはあまりに間合いが近すぎる。左のマグナムから発射されたビームをステップで回避し、さらにほとんど同時に放たれる右のマグナムの銃剣をフォトンセイバーで受けて射線をそらす。太いビームが装甲から数十センチほどの空間を通過し、白い塗装が飛散粒子によって泡立った。

      「まだデスよっ！」

      　ノラの指がトリガーを引く。グレネードだ。だがそれと同時に《カリバーン・リヴァイブ》の頭部に据え付けられた二挺の機関銃が火を噴いた。《ザラーヴァ》の胸部で爆発が起こる。グレネード弾が撃ち落とされたのだ。

      「うっ!?」

      　突如コックピットを襲った激震に、ノラは目を白黒させた。その隙を逃す輝星ではない。フォトンセイバーのグリップを握ったまま、ストレートパンチの要領で拳を突き出す。

      「くっ……そ！」

      　その腕部に装着された黒光りする杭を目にして、ノラは間一髪で機体の体をずらした。腹部へ当たるはずだったパイルバンカーの狙いはややそれ、左肩の付け根へと突き刺さる。

      「ああっ!?」

      　左腕が完全に吹き飛び、ブラスターマグナムを握ったまま宙を舞う。まき散らされた作動油が二機の装甲を汚した。

      「でも……捕まえた！」

      　目の前には腕を伸ばした無防備な《カリバーン・リヴァイブ》が居る。この距離であれば攻撃の回避は極めて難しいはずだ。

      「これで終わりデスよッ！」

      　残る右手に持ったマグナムを振り下ろす。この距離なら、銃として使うより短剣として使った方が速く攻撃に移れる。

      「させるかってのッ！」

      　しかしこの攻撃も読んでいた輝星はライフルとセイバーを捨て、銃剣を真剣白刃取りにした。大重量の金属同士がぶつかり合う壮絶な衝撃が僚機のコックピットを襲う。

      「ちっ！」

      　耳を刺す警告音に輝星が舌打ちした。過負荷による油圧系の圧力異常だ。両腕がミシミシと異様な音を立てている。

      「片腕のパワーか、これが！」

      《ザラーヴァ》の異様な膂力に、《カリバーン・リヴァイブ》は完全に押されていた。回転計はすでにレッドゾーン。エンジンは猛烈なタービン音を奏でているというのに、刃はじりじりとこちらに迫ってくる。パワーに任せてこのまま押し切るつもりなのだろう。

      「皇国のポンコツストライカーに乗っているのがアナタの敗因デスよ……ッ！」

      「それはどうかな！」

      　輝星の指がトリガーを引いた。頭部機銃が《ザラーヴァ》のメインカメラを吹き飛ばすと同時に、わざと足の力を抜く。

      「なっ!?」

      　次の瞬間、《ザラーヴァ》は宙を舞っていた。投げ飛ばされたと理解したのは、大岩に衝突して機体の動きが止まってからだ。輝星は即座にワイヤーガンでブラスターライフルを回収し、ノラが回避運動に移るより早くその右肩を撃ち抜く。装甲を失っていた肩部は容易に吹き飛ばされ、右手が明後日の方向へと飛ばされていった。

      「両腕とも……くっ！ まだ！」

      　ほとんど反射的にグレネードランチャーの発射トリガーを引くが、サブモニターに無慈悲な『グレネード使用不能』の赤文字が点灯する。どうやら先ほど迎撃された際にランチャー自体が壊れてしまっていたらしい。

      「あ……ああっ！」

      　背中に氷塊をねじ込まれたような感覚を覚え、ノラは身をこわばらせた。ほとんど無傷の《カリバーン・リヴァイブ》がブラスターライフルの砲口を向けている姿が、彼女の眼前のメインモニターには大写しになっていた。メインカメラが破壊されたせいでその映像は極めて荒いものだが、逆にそれが恐ろしさを増幅させている。

      　このままでは殺される。そう自覚した瞬間、彼女は失禁した。股間に広がる暖かくも気持ちの悪い感覚に、ノラは背筋を震わせた。

      「……迎えが来たみたいだぜ」

      　しかし輝星はそういうと、無造作にライフルを下げた。それと同時に、二機の間にランスを構えた黒金のストライカーが降り立つ。

      「ノラ特務大尉、大丈夫か？」

      「で、殿下」

      　ヴァレンティナのゼニス、《オルトクラッツァー》だ。ヴァレンティナは油断なくランスに内蔵されたブラスターガンの砲口を輝星に向けつつ続ける。

      「少将の救出は完了した。任務は完了だ、撤退しよう」

      　もともと、ノラの任務は輝星の足止めだ。その隙にヴァレンティナたちの部隊を突入させ、擱座した《ヴァライザー》の機長を回収する。機長は将官のため、皇国の捕虜になると戦争犯罪者として裁かれる可能性があった。なにしろ、帝国は民間人の虐殺をやらかしているのだ。

      「……了解しました」

      　輝星に撤退を阻止するつもりはないらしく、ライフルは下げたままだ。なんとか腕を使わずに立ち上がり、飛び立つ。ヴァレンティナもそれに続いた。気づけば、周囲に帝国の部隊はいなくなっている。すでに撤退を開始しているようだ。

      「くそ……」

      　小さくなっていく小惑星をちらりと見ながら、ノラは吐き捨てる。その眼には涙がたまっていた。股のすっかり冷えた尿の感触と、生き残れてよかったという安堵がないまぜになって彼女の精神を苛む。こんな屈辱は生まれて初めてだった。

      「くそっ！ 許さない！ 次は殺す！」

      　大粒の涙をぽろぽろとこぼしつつ、赤いメッシュの入ったグレーのショートヘアを振り乱してノラは大声で叫んだ。

      「絶対に許さない……！」

      
        

      

      

      
        

      

      「《天轟》がやられた……？」

      　震えを含んだ声でそう言ったのは、見事な真紅の髪をポニーテールにまとめた麗人だった。彼女は目を見開きながら、その報をもたらした兵士に問う。

      「本当なのか？」

      「……はい。お怪我こそされていないものの、《ザラーヴァ》は中破状態とのことで」

      「まさか、彼女がそこまで手ひどくやられるとは。にわかには信じがたい話だ」

      　麗人は胸の前で腕を組み、難しい顔をしながら唸った。

      「ふっ、所詮は平民出身ということですわ。真なる強者には、わたくしたちのような本物の貴族でなければ到達できない。そうでしょう？ テルシス様」

      　そんなことを言ったのは、いかにも貴族の令嬢らしい雰囲気を纏った金髪縦ロール女だった。味方がやられたというのに、その顔に浮かべているのは渾身こんしんのドヤ顔だ。しかし、テルシスと呼ばれた麗人は不快さを隠そうともしない目つきで縦ロールを睨みつける。

      「強く、そして貴い心を持つものを貴族と呼ぶのだ、エレノール卿。その点で言えばノラ卿は嘘偽りのない貴族だと拙者は考える」

      「あらあら、怖い怖い。我らが《天剣》様は、まさに理想の貴族を体現された御方。わたくし、とても尊敬しておりますのよ？」

      　にやにやと笑いながら、縦ロール女……エレノールは懐から取り出した鉄扇で自らの口元を隠す。

      「だというのに、わたくしとあなたではこうも貴族に対する認識が異なる。とてもとても悲しいことだとはおもいません？」

      　嫌味たらしく揶揄されても、テルシスは激したりはしなかった。ただ、冷たい目でエレノールを見るだけだ。その態度にエレノールはふんと不満げな息を吐く。

      「や、やめてください、皆様。四天が相争うなど……」

      「強者は我が強いもの。仲良しこよしなんて、無理な話」

      　たしなめる帝国兵に言い返したのは、それまで黙ったままテーブルに頬杖をついていた女だった。空色の髪を長く伸ばした、氷のように冷たい美貌を持った美女だ。

      「まあ。その腕ひとつで傭兵から四天に成り上がった方はおっしゃることが違いますわね、リレン様」

      「伊達で《天眼》の称号を戴いているワケではない」

      　皮肉とも本気の賞賛ともとれる微妙な声音でそんなことを言うエレノールだったが、返すリレンの言葉はその風貌と同じくどこまでもクールなものだ。

      　そう、この部屋に居る三人は帝国が誇る最強の騎士……四天たちだ。テルシスは《天剣》、リレンは《天眼》。そしてエレノールは《天雷》の称号を与えられている。

      「ふん……しかし、珍しく四天が集結したというのに、あまり面白い事態にはなっておりませんね。ノラちゃんは、だれにやられたというのです？」

      　畳んだ鉄扇でぺちぺちと自分の手を叩きながら、エレノールが帝国兵に問う。

      「確か……傭兵です。《凶星》とか呼ばれているパイロットだそうで」

      「《凶星》？」

      　リレンの表情が凍った。その変化にエレノールの形のよい眉が跳ね上がった。

      「ご存じなのですか？ リレン様」

      　彼女は元傭兵だ。同業者であるのなら、何か詳しいことを知っているのではないかとエレノールは思った。口ではああいったが、エレノールもノラの実力は知っている。そう簡単に落とされるようなパイロットではないのだ。

      「敵を知り、己を知らばなんとやら。知っている限りの情報を教えてほしいですわね」

      「し、知っているも何も……有名人」

      「傭兵の間の有名人など、この貴族の中の貴族であるわたくしが知っているはずがないでしょう？」

      　そう言ってリレンに詰め寄るエレノール。

      「ノラちゃんを倒したというのならば、それなり以上の武芸者なのでしょう。得意な武器は？ 動きの癖は？ 特徴的な戦法は？ キリキリ吐きなさいキリキリ」

      　ずいと顔を近づけ、次々とエレノールはまくしたてた。しかしリレンはそれに文句を言う余裕すらなかった。顔色を失い、顔が真っ青になっている。

      「《凶星》は文字通り、凶兆の星。見ただけで終わり。抵抗なんて無意味……」

      　ぶつぶつとそんなことを言いながらリレンはたちあがり、ふらふらと出口へ向かって歩き始めた。慌ててエレノールはその背中を引っ掴む。

      「ま、待ちなさい！ どこへ行く気です！」

      「お家帰るぅ……」

      「は!?」

      「《凶星》が相手とか無理無理かたつむり……違約金払うからおうち帰して……」

      「だ、駄目に決まっているでしょうが！ あなた四天ですのよ!? しゃんとしなさいしゃんと！」

      「無理ぃ……」

      　涙目でぷるぷる震えるリレンにあっけにとられていたエレノールだったが、部屋のドアが乱暴に開かれる音にびくりと肩を震わせる。

      「……」

      　部屋に入ってきたのはなんと先ほどまで話題に昇っていた張本人、ノラだった。どうやら風呂上りらしく、その灰色の髪はしっとりと濡れている。彼女は挨拶もせず、極めて不機嫌そうな顔でずんずんと歩き、部屋の隅に置いてある椅子に腰を下ろした。

      「……」

      　部屋に嫌な沈黙が漂う。その空気に耐えかねたエレノールは、おずおずといった様子で話しかけた。

      「お、お帰りなさいまし？」

      「……ふんっ!!」

      　それだけ言うと、ノラはぷいとそっぽを向いてしまった。

      　微妙な空気のまま、無為な時間がしばし流れる。エレノールは沈黙に耐えかねソワソワしはじめるし、リレンは真っ青な顔のまま紙に何かを書いている。テルシスはテルシスで、無言で何かを思案している様子だった。

      「……」

      　そしてこの沈黙をもたらした張本人、ノラは見たこともないような不機嫌顔で周囲に怒気を振りまいていた。

      「ちょ、ちょっといいかしら、ノラちゃん」

      　もともと忍耐力に難のあるエレノールは、早々に限界を迎えてしまった。猫なで声でノラに声をかけつつそろりそろりと彼女の前に歩み寄り、引きつった笑みを向ける。

      「……なんデスか？」

      　むっすりとした様子で返すノラ。彼女は四天の中では最年少であり、年齢は十四歳だ。おまけに童顔と来ているので、見た目はかなり幼い。そんな少女がすごんだところでむしろ可愛いくらいだが、しかし彼女が発散している威圧感は年不相応な猛獣めいたものだ。

      「体は大丈夫なのかしら？ ケガとかしてない？」

      　ケガがないことは事前の報告で聞いていたが、わざと知らないフリをしてエレノールは聞いた。他に会話の取っかかりを見つけられなかったからだ。

      「は？ ケガ？」

      　ノラは口をへの字にした。

      「ねーデスよそんなモン。五体満足デース！ いえーい！」

      　ヤケクソ気味にバタバタし始めるノラに、思わずエレノールは引いた。しかしそんな彼女を気にせずノラは続ける。

      「思い返せばずっとコックピットは避けて攻撃しやがってましたねあの男！ 手加減してもワタシごときカンタンに勝てると！ ハハハハハハッ!! おもしれーデスね!!」

      　先ほどまで黙っていたぶんを取り返すかのように叫ぶノラだったが、聞き捨てならない単語を耳にしたエレノールは慌てて彼女の肩を掴む。

      「男!? 件くだんの傭兵は、男なんですの!?」

      「男デスよ男！ 言葉遣いはちょっと荒っぽかったデスが、あの声は確かに男に間違いないデス」

      「男の分際で傭兵など……なんとはしたない男ですの……」

      「《凶星》が男だなんて、有名な話。知らないとか馬鹿？」

      　なおも紙にペンを走らせ続けるリレンから、ひどく冷たい言葉が飛んできた。エレノールは薄く笑って肩をすくめる。

      「何度も申しますが……下賤の傭兵の噂などわたくしの耳に入れる価値もありませんわ」

      　その余裕の態度に、仕方のないやつだと言わんばかりの態度でリレンはため息を吐く。

      「そして安心いたしなさい、お二人とも。《凶星》とやらは、このエレノール・アル・ファフリータがこの手で仕留めて差し上げますわ」

      　自信ありげな表情で、エレノールは白手袋に包まれた手をぐっと握った。渾身のどや顔に、またもリレンから冷たい視線が跳ぶ。

      「男の分際で女の聖域を汚す痴れ者には罰が必要ですわ。とっ捕まえて我が家で再教育して差し上げます。立派な紳士に仕立て上げてやりますとも、ふふふ」

      「は？ ヤツに勝つのはワタシなんデスが？」

      　エレノールの言葉に、即座にノラが噛みついた。椅子を蹴るようにして立ち上がり、彼女に詰め寄る。

      「汚名は自分の手で雪そそぐ！ それが私の流儀デス！」

      「ふっ。敗北者は引っ込んでなさい。次は怪我をしても知りませんわよ」

      「はああああ!? 負けてないが!? ちょっと不利だったから撤退しただけだが!?」

      「おーっほっほっほ、負け犬が遠吠えしてますわよ」

      　今にもつかみ合いの喧嘩でも始めそうな二人の間に、音もなくテルシスが割って入った。完全に気配を消した上での不意打ちに、二人は驚いて身を引く。

      「そこまでだ。味方同士でいがみ合ったところで、何の益もない」

      「ちっ……」

      　冷や水を浴びせかけるような声音のテルシスに、ノラは舌打ちしてから目をそらす。

      「それよりもだ。ノラ卿、申し訳ないがその《凶星》との戦いがどのようなものだったのか……よければ教えてくれないか？」

      「そうそう、それそれ！ わたくしもそれをお聞きするつもりだったんですのよ!!」

      　テルシスの後ろでぴょんぴょん飛ぶエレノール。そのたびに豊満な胸がダイナミックに揺れた。

      「あまり話したくはないだろうが……頼む」

      　そんなエレノールを無視しながら、テルシスは深々と頭を下げた。思わず口を尖らせたノラだったが、すぐに大きなため息を吐く。

      「はあ……まあいいデスよ」

      「すまない」

      　テルシスはにっこりと笑ってノラの右隣の席に腰かけた。すまし顔でエレノールもノラの対面へ座る。ノラは無言で立ち上がり、エレノールから離れた席へ移った。

      「そうは言っても、長時間戦い続けたワケではないので……あまり話すようなことはないデス」

      　絶壁に近い胸の前で腕を組みつつ、ノラが言う。テルシスが無言でうなずいた。

      「エースといえば判断が早いとか、あるいは銃や剣の達人とか……そういうパターンが多いデス。でもヤツは……《凶星》は、そういうタイプではありませんでした」

      「ほう、ではどういう？」

      「簡単デスよ。こちらの攻撃は当たらず、むこうの攻撃は当たる。それだけデス」

      「ん？」

      　テルシスは首を傾げた。意味がよくわからなかったからだ。

      「回避がうまくて、攻撃の精度が高い……そういうことか？」

      「違います。そんなヤワなもんじゃあないんデスよ。こっちがどんな攻撃をしてもぜんぜん届かない！ そして向こうの攻撃は問答無用で当たる！ 魔法かなにかを使ってると言われても、ワタシは驚かないデスよ」

      「それが《凶星》。その姿を目にしたものは、何人なんびとであれ問答無用で墜ちる。抵抗は無意味」

      　ノラの言葉に続くように、リレンが言った。先ほどまで何事かを書いていた紙を封筒へ収納し、懐へ入れてからさらに口を開いた。

      「強いとか弱いとか、そういう段階ではない。アレ・・は戦場の神様。立ち向かう方が愚かというもの」

      「まったく！ なんですの、あなたたち。そんな参考にもならないことを言われても、困ってしまいますわ！」

      「同感だ。すまないが、その話だけでは倒すための作戦が見えてこない」

      　珍しく意見が合う二人だったが、ノラとリレンは同時にため息を吐いた。あまりもそのタイミングが合っていたものだから、二人は思わず見つめあう。

      「もしかして、リレンさんも……？」

      　口ぶりからして、リレンも《凶星》と戦ったことがあるのではないだろうかとノラは考えた。だが、リレンは何とも言えない表情で首を左右に振る。

      「……ノーコメント」

      「とにかくだ！ もっと詳しい話を聞かせてくれ。話はそれからだ」

      　二人の会話を遮るようにテルシスが言う。その口調は強く、そして妙に機嫌がよさそうだった。いぶかしそうにノラが彼女の顔をうかがうと、いかにもワクワクが抑えきれないという表情をしている。

      「バトルジャンキーめ……」

      「そうだが？」

      　開き直るテルシスにあきれ顔を浮かべるノラだった、突如会議室の扉が開かれる。四人の視線がドアに集中した。そこに居たのは、カレンシア派遣艦隊の総司令……そう、ディアローズだ。

      「待たせたな、諸君」

      　にやりと笑って、ディアローズは言う。

      「では、作戦会議を始めようではないか」

      
        

      

      

      
        

      

      「まずはわが軍の大まかな動きを説明する」

      　会議室の大型モニターに星図を表示しながら、ディアローズが言った。四天は、一応は全員真面目に話を聞いているようだ。わざわざ自らが出向いて説明してやっているのだから、真面目に聞かねば電磁鞭でシバきまわしていたところだとディアローズは内心考えていた。

      「皇国軍どもの目標は単純明快、センステラ星系の解放だ」

      　自信ありげな表情で、ディアローズは差し棒を振る。

      「交通の要衝であるこの星系を抑えられると、我々帝国軍の動きは大幅に制限される。下手をすれば本国への脱出もままならなくなるのだから、絶対に失陥しっかんするわけにはいかぬ」

      「センステラ星系と言えば確か、装甲材用のレアメタル鉱山もありましたわよね？」

      「うむ。ここのレアメタルは皇国の主要な収入源の一つ。ま、向こうからすれば是が非でも取り戻したい場所の一つであろうな」

      　うなずくディアローズ。センステラ星系の鉱山はすでに帝国の手で再稼働しており、採掘された鉱石はすべて本国の工廠へと送られている。そういう意味でも、帝国としては手放したくない場所の一つだった。

      「だからこそ、餌として機能するのだ。ストライカーや突撃艦隊で皇国艦隊を漸減ぜんげんしつつ、本隊はセンステラ星系の可住惑星……センステラ・プライムでこれを迎え撃つ」

      「惑星戦か。面白い」

      　腕を組みながらニヤリと笑うテルシス。その言葉遣いに、ディアローズの眉が跳ね上がる。しかし彼女は帝国屈指の大貴族の令嬢だ。帝姫とはいえ文句は言いづらい。こほんと咳払いしてから言葉を続ける。

      「センステラ・プライムにはすでに惑星軍を展開している。ストライカーも多脚戦車も潜水艦もたっぷりとな」

      　ルボーアでの敗北は、帝国が攻める側だったという点も大きい。攻守を変えてルボーアの再現をしてやろうというのが、ディアローズの作戦だった。

      「ま、こんなことは貴様らには関係のないことだろう。雑魚を潰すようなつまらぬ仕事をさせるつもりはないからな」

      「というと、やはり」

      「うむ。貴様らには例の傭兵への対処にあたってもらう」

      　その言葉に、四天は思い思いの反応を示した。テルシスとノラは闘志をむき出しにし、エレノールは当然だという表情を浮かべる。そしてリレンは無言で懐から封筒を取り出し、ディアローズに走り寄ってそれを渡した。

      「は？ なんだこれは」

      　怪訝な顔で封筒をつまむディアローズに、リレンは引きつった笑みとともに答えた。

      「辞表。今日限り帝国軍を辞めさせてもらいます」

      「は!?」

      　思わず大口を開けるディアローズ。ノラがぼそりと「あの女の笑顔、始めてみた」と呟く。

      「なぜ!? なぜこのタイミングで!? ことと次第によってはタダでは置かぬぞ!!」

      「《凶星》と戦うなんて勘弁願いたいので」

      　ディアローズは無言で愛用の電磁鞭を取り出した。グリップのボタンを押すと、スパークとともにバチバチと物騒な音が鳴った。

      「もう一回申して見よ、ン？」

      「……」

      　リレンはその問いには答えず、そのまま走りだそうとした。

      「あっ、お待ちなさい！」

      　が、そんな彼女をエレノールが後ろから羽交い絞めにした。リレンはジタバタと暴れるが、エレノールは外見に似合わない怪力を発揮して無理やり抑え込む。

      「殿下！ この者は四天としての自覚がないのですわ！ その鞭で一発根性を入れて差し上げてくださいまし！」

      「えっ」

      　突然の申し出にディアローズは困惑した。しかしエレノールは「さあ早く！」と催促してくる。仕方なく、ディアローズはグリップの威力調節ツマミを最小に合わせてから、電磁鞭でリレンを叩いた。

      　結果、羽交い絞めにしていたエレノールもろとも高圧電流が襲う。二人は同時に悲鳴を上げた。

      「あばばばば……」

      「馬鹿なんデスかね、あの人」

      　目を回すエレノールに、ノラが深いため息を吐いた。

      「と、とにかくだ！ 貴様には働いてもらわねば困る！ 辞表など認めぬし、逃げるようであれば敵前逃亡で銃殺刑だ！ いいな！」

      「そんなぁ」

      　半泣きのリレンだが、そこまで言われればもう逃げられない。すごすごと席に戻っていった。

      「ま、安心すればいいのデスよ。ヤツはこのワタシが仕留めるデス。リレンサンにはお鉢が回ってきませんとも」

      　腕組みしたノラがふふんと笑った。情けないリレンの姿を見て自信が戻ってきたようだ。

      「おっと、それはどうかな？ 順番で言えば、次は拙者だろう」

      「ワタシの獲物を奪う気デスか？ テルシスさんとはいえ認めないデスよ？」

      「待て待て」

      　好き勝手言い始める二人を、ディアローズが半目で止めた。

      「ヤツには……北斗輝星には、四天全員でかかってもらう。ヤツの戦闘力は異常なのだ。戦力の逐次投入などという愚策は取らぬ」

      　ただでさえ、ノラが単独で輝星に挑み完全敗北しているのだ。わざわざ四天を一人ずつ輝星にぶつける気など、ディアローズにはさらさらなかった。

      「ヤツにはよくゼニスが二機随伴ずいはんしているが、これも妾わらわの子飼いの部隊を使って分断する。四対一だ。絶対に負けられぬ戦ゆえな、必勝の布陣で行く」

      「ま、待て！ 殿下はそのような騎士道に外れた行為を拙者にやれと申すのか！」

      「歩く厄災やくさいのような手合いに騎士道がどうとか言っている場合か！」

      「そんな」

      　テルシスがなおも抗弁しようと口を開いたが、それより早くリレンが意地の悪そうな笑みを浮かべながら言った。

      「殿下が《凶星》に懸想けそうしているという噂を聞いたことがある。この布陣で戦えば、さしもの《凶星》も死んでしまうかも。そうなれば、想いは遂げられなくなる」

      　もちろん、ほどんど口から出まかせに近い言葉だ。はっきり言って四天全員でかかってもそう簡単に勝てるとは思っていないリレンだが、すこしでもディアローズが《凶星》と戦うことを避けてくれるなら、それでよい。

      「け、懸想!?」

      　思わぬ反撃にディアローズは顔を真っ赤にした。汗をかきながらそっぽを向き、口を尖らせる。

      「顔を合わせたこともない相手に惚れる馬鹿なぞおるか、痴れ者め。妾わらわはたんに、身の程を知らぬ莫迦者に種馬としての本分を思い出させてやろうと……」

      　そこまで言って、ディアローズは首をぶんぶんと振った。今はそんなことを言っている場合ではない。

      「そ、それはさておきだ！ 殺して死ぬような手合いなら、妾わらわはここまで対応を苦慮しておらぬわっ！ 殺す気でかかったところでピンピンしておるに決まっておる！」

      「確かに」

      　深くうなずくリレンに、ノラが「そこで認めちゃうんデスか……」と困惑した。

      「そうであろう？ 今はとにかく最大限勝率の高い作戦を立てて対処する。細かい作戦を伝えるから、しっかり聞くがいい」

      　熱くなった頬をぺちぺち叩きつつ、ディアローズはそう言った。

      
        

      

      

      
        

      

      「できました！ できましたよ！ 疲れたぁ」

      　機械油と埃で顔を真っ黒にした機付長が、大声で叫んだ。彼女の前には、太いケーブルの生えた巨大なドラム缶としかいいようのない物体が転がっている。

      「ブラスターライフル用の大容量マガジン！ 発射可能弾数百二十発！ わはははははっ!!」

      　徹夜作業が堪えているのか、機付長の笑い声には狂気すら感じられる。すぐ横にいる輝星は、冷や汗を浮かべつつも追従して笑う。

      「す、すいません、無理言って」

      「構いませんよ！ 戦艦砲用の粒子カートリッジに、ちょいと改造を施しただけです。大したことじゃない」

      　胸を張る機付長だが、その改造作業は時間的余力の少ない実戦下、かつ物資の乏しい敵勢力圏内で行われたものなのだ。かなりの苦労があったであろうことは、機付長の疲れ切った表情を見れば簡単に想像できる。発注元の輝星としては、恐縮するほかない。

      「本当、ありがとうございます。これで戦いやすくなる」

      　小さく息を吐く輝星。わざわざ無理を言ってブラスターライフルの大容量マガジンなどを作ってもらったのも、前の作戦で交戦した《天轟》……ノラに思った以上に苦戦を強いられたからだ。あれほどの手練れが相手だと、ライフルのマガジン交換すら大きな隙になってしまう。

      「でも、あの《天轟》は撃退したって話じゃないですか。それ以上の敵なんか来るんですかね？」

      　目の下に隈を作った若い整備員が、目をギラギラさせながら言った。《天轟》といえば、帝国本国から離れた皇国でも名前を聞くような有名なパイロットだ。それを無傷で撃退した輝星に興奮しているのか、若い整備員の距離感は妙に近い。ずいずいと寄ってくる彼女を、近くに座っていたサキが眼光を飛ばして牽制した

      「あんなもん前哨戦ですよ。だから一発蹴ったら引っ込んだ。次はそうはいかない」

      　にやにやと好戦的な笑みを浮かべて輝星が答えた。あっけらかんとしたその声に、サキはげんなりとした表情になる。

      「おいおい、四天がまだ来るってのか？ 言っちゃなんだが、皇国戦線なんか帝国にとっちゃ大して重要でもない相手だぞ。大物中の大物である四天が一人出てきただけでびっくりだってのに……」

      「むこうの指揮官はずいぶんと俺を評価してるみたいだからね。そりゃあ使える手は全部打ってくるでしょ」

      「言われてみれば、ルボーアじゃひでー目にあったしな……」

      　墜としても墜としても墜としても延々と敵の増援が続く地獄のような戦場を思い出して、サキは顔を引きつらせた。

      「確かに、お前を意識してああいう戦術をとってきた可能性は十分にあるな。てぇことは、《天轟》のヤツもお前対策で来たわけか」

      「強いってのも考え物ですね。おお怖い怖い」

      　機付長が肩をすくめた。一兵卒が敵軍の総大将から集中攻撃を浴びるなど、そうそうない事だ。

      「いいじゃない、向こうもそれだけ必死ってことだよ。お互い張り合うってのは存外楽しいもんだよ」

      　楽しそうにケラケラ笑う輝星に、サキが苦虫をかみつぶしたような顔をする。座っていた新品のオイル缶から立ち上がると、深々とため息を吐いた。

      「ひでー火遊びだな。そのうち死んじまうぞ」

      「死ぬのは殺すのと同じくらいゴメンだねえ」

      「だったら少しくらい自重をしろ自重を」

      　もう一度ため息を吐いたサキは、輝星に歩み寄ってその頭をぐりぐりと撫でた。大型犬相手にやるような、やや乱暴な手つきだ。輝星が目を白黒させる。

      「家庭にでも入れば、少しはおとなしくなるのかね」

      　ふいにサキがそういうと、ぐいと輝星に顔を近づけた。じっとこちらを見つめるその顔は、まさに凛々しい和風美人そのもの。ふだんこんなことをしないサキが相手だけに、さしもの輝星もドキリと心臓を跳ねさせた。

      「……」

      　が、向こうもそれは同じだったらしく、あっという間にサキは顔を真っ赤にして体を放した。緊張したのか顔じゅう汗びっしょりだ。

      「な、なんてなっ！ 冗談冗談！ ははははっ！ 忘れろ！」

      　ヤケクソ気味に笑うサキの方に、ポンと手が置かれた。振り向くと、そこには満面の笑みを浮かべたシュレーアがいた。

      「人が見ていない間に何をしてるんですかねぇ？」

      「あんたにゃ関係ないことっすよ」

      　一瞬前の様子からは考えられないほど冷たい声でサキが答える。その顔色はすでに元に戻っていた。血圧の乱高下で調子が悪くなりはしないかと、輝星の脳内に的外れな心配が浮かぶ。

      「敵同士じゃないんだから、ぽんぽん喧嘩しないでよ……」

      「いやあありゃ完全に敵同士だと思いますがねえ……」

      　とりなす輝星に、ぼそりと機付長が呟く。同じ組織の上司と部下であろうが、平気で同じ男をめぐって殺し合いを始めるのがヴルド人という種族だ。血の気の多さで言えば、地球人テランよりも上と言われている。実力行使に出ないだけ、シュレーアとサキはむしろ紳士的……いや、淑女的ですらある。

      　とはいえ、ギスギスされ続けられても輝星としては困る。できるだけ自然な笑みを浮かべながら、彼は二人の間に入った。

      「ところで、どうしたの？ 殿下。何か用？」

      「あっ、いや、大したことではないんですが」

      　輝星の顔を見たシュレーアの表情がにへらと緩んだ。それを見たサキが白けたように肩をすくめ、機付長が首を左右に振る。

      「ご存じの通り、次の戦場は可住惑星です。ストライカー隊の陸戦装備への換装はどうなっているかなと」

      　ストライカーは陸・空・宇宙と場所を選ばず戦える兵器だが、戦場の環境に応じてオプションを装着することでさらにその戦闘力を高めることができる。シュレーアは護衛隊を残し、ほかのすべてのストライカーに陸戦オプションを装備するよう命令を出していた。

      「あっ!?」

      　そしてその命令を思い出した機付長が、凍り付いたような声音で叫んだ。整備ハンガーに固定された《カリバーン・リヴァイブ》は、いつもと何も変わった様子がない。陸戦オプションの装備などまったくの手つかずだ。

      「い、今からやります！」

      「えっ、上陸開始まであと二十四時間ですよ!?」

      「間に合わせます！」

      　絶望的な表情で叫ぶ機付長に、輝星は慌てた。彼女らに無理をさせたのは輝星自身だ。これ以上余計な苦労をかけてはいけない。

      「いや、俺の機体はそのままでも……」

      　そんな三人を見て何かを察したのか、シュレーアは困ったような表情で持っていたタブレット端末をいじる。そして何事かを確認してから、仕方なさそうに言った。

      「……装着作業は手の空いている人員に任せます。あなたたちは休んでいなさい」

      
        

      

      
        第三章　決戦、センステラ・プライム

      

      
        

      

      　皇国艦隊が目的地である惑星センステラ・プライムに到着したのは、それから銀河標準時間で半日ほどたった後だった。センステラ・プライムは、地球とほぼ同じ大きさの可住惑星であり、地表の七割を海に覆われたその姿は、一見地球と大差ない。

      「突入さえ成功すればこちらのものだ。対空砲、敵を近づけさせるな！」

      　センステラ・プライムの宇宙と大気の狭間を、いくつもの皇国艦が真っ赤な断熱圧縮の尾を引きながら降下していく。その姿はまるで流星雨だ。軍艦たちは景気よく対空砲を撃ちまくり、接近しようとする帝国ストライカー隊を牽制している。

      「脱落艦は？」

      「今のところありません。降下作戦は順調に推移しています」

      　皇国総旗艦となった巡洋戦艦《レイディアント》の艦橋で、シュレーアがレイト・カデンツァ参謀総長に聞いた。総指揮官は象徴性を重視して選ばれることの多いヴルド人の軍隊では、参謀のトップこそが実質的な指揮者だ。半世紀をはるかに超える期間を皇国軍人として過ごしてきた彼女は、総軍の指揮を取るに足る能力とキャリアを兼ね備えている。

      「着水後、本隊はポイントＶ八八六にある地下要塞を制圧し拠点化します。ここをハブにして各地の地下基地群を可能な限り早く取り戻し、センステラ・プライムを解放する……それが今回の作戦の骨子です」

      「出足でつまずくわけにはいきませんね、このの要塞は早く取り戻さねば……」

      　そう言って地図を確認するシュレーアは、すでにパイロットスーツ姿だ。機体もスタンバイしており、いつでも出撃できるようになっている。

      「しかし、センステラ・プライムの皇国軍基地は以前の軌道爆撃で壊滅しているはず。帝国によって復旧されているという話ですが、どこまで機能が回復しているものやら」

      　センステラ星系では、開戦初期にも帝国軍との大きな戦闘があった。その時は結局帝国軍に敗北し後退する羽目になったのだが、その際センステラ・プライムの基地は帝国軍の軌道爆撃によって軒並み吹き飛ばされてしまった。もし帝国がこれを放置しているのであれば、皇国軍の当てにしている通信網や物資などが利用できないことになる。

      「大丈夫です。奴らの資本力は我々の比ではありませんよ。諜報部によれば、むしろ我々が運用していた時より基地機能は向上しているとか」

      　皮肉気に笑う参謀総長。本来、この惑星は皇国の最重要拠点の一つであり、当然基地も皇国の総力を結集して建設されていたのだが……。大国の地力というものを改めて思い知り、シュレーアは渋い表情を浮かべた。

      「ま、向こうにはさんざん煮え湯を飲まされたのです。せっかく上等な基地をこさえてくれたのだから、せいぜい再利用させていただきましょう」

      「そうですね」

      　シュレーアはうなずいた。この戦いに勝利すれば、戦争は一気に皇国有利に傾くのだ。ルボーアと同じような大勝利を収めれば、そのまま講話や休戦へ進むことができる可能性すらある。握った手にぐっと力を込め、シュレーアは気合を入れた。

      「さて、そろそろ出撃準備をお願いします。申し訳ありませんが、今回の戦いは殿下は前線に出ずっぱりになります。どうか墜とされないように」

      「そして指揮はあなたが執ると。まったく、だれが大将だかわかったものではありませんね」

      　肩をすくめるシュレーア。

      「象徴も仕事のうちです、殿下。あなたが前線で華々しい活躍をすれば、それだけ皇国軍の士気も上がるというもの。ヴルドの騎士は、自ら戦地に赴く者のみを将と認めるのですから」

      　これは皮肉やお世辞などではなく、参謀総長の本心だった。参謀総長はもはや前線に出られる年齢ではないし、たとえ若いころであっても敵の貴族と一騎討ちをこなすだけの技量はなかった。そのような将軍に、ヴルド人の兵士たちは従わないのだ。家柄と実力を兵士たちの前ではっきりと示すことができるシュレーアのような者が委任するからこそ、参謀総長は指揮官としてふるまうことができる。

      「わかっていますよ。任せてください、そうそう遅れは取りません」

      「男にばかり活躍されるのもシャクでしょう。存分に剣をお振りください、殿下」

      「それは言わないでくださいよ。気にしないようにしているんですから」

      　口をへの字にしてシュレーアはそっぽを向いた。男である輝星に守られるような状況が続いているが、（ヴルド人の）女としてはプライドを傷つけられること甚だしい。しかも一朝一夕どころか百年たっても追いつけるかどうかも怪しいほどの実力を輝星は持っているのだから、手に負えない。輝星とともに戦う限り、この感覚はいつもシュレーアに付きまとうのだ。

      「とにかく、私はできることをやるだけです」

      　しかし、シュレーアの表情はあくまで晴れやかだった。別に、ストライカーの腕が輝星に及ばなくても、彼女の目的は達することが出来るのだ。ならば、シュレーアはそれに向かって努力し続けるだけだ。

      「あの傭兵が殿下に惚れるような大活躍をお願いしますよ、殿下。交際までこぎつければ、あとは当家が最大限バックアップして結婚までこぎつけさせて見せますから」

      　すまし顔でそんなことを言う参謀総長に、シュレーアはすさまじい表情を浮かべて彼女の顔をまじまじと見た。参謀総長はすまし顔でうなずいている。どうやら本気のようだ。

      「私は殿下が赤ん坊のころから陛下に奉公しているのですよ？ あなたはいわば孫のようなもの。その初恋を応援するくらいはしますよ、当然ね」

      「それはありがたい限りで」

      　思ってもみない方向からの応援に、シュレーアは嬉しそうに笑った。そして、座っていた指揮官席から立ち上がる。

      「ますます負けられなくなりましたね。それでは、征いってまいります」

      「ご武運を」

      　艦橋を出ていくシュレーアの背中に、参謀総長は深々と頭を下げた。

      
        

      

      

      
        

      

      　朝日に照らされてきらきらと輝く波しぶきを蹴散らすように、無数のストライカーが海面すれすれを飛行する。地上戦におけるストライカーは、敵からの攻撃を可能な限り避けるため高度を限界まで下げるのが鉄則だ。

      「輝星さん、ジェットアーマーの調子はどうです？」

      　シュレーアが傍かたわらを飛行する《カリバーン・リヴァイブ》をちらりと見て聞いた。その白亜の人型の肩と脚には、見慣れない青い追加装甲が装着されている。

      「バッチリ。フィッティングはカンペキだ、何の違和感もないよ」

      　気楽な声音で輝星が答えた。この追加装甲はジェットアーマーと呼ばれるもので、大気圏内用の熱核ジェットエンジンを内蔵している。大気そのものを吸引して推進剤として利用するため、ほとんど無限の航続距離を得ることができる。もちろんメインスラスターほどのパワーはないため気休め程度の性能だが、それでも単独飛行できる程度の推力はあるため陸戦においては必須装備の一つになっている。

      「それより、聞いておきたいことがあるんだけど」

      「なんです？」

      「交戦予定の場所って市街地らしいじゃない。人とかいるのかな？」

      　当面の作戦目標であるポイントＶ八八六は、この惑星最大級の都市があった場所だ。そんな場所で砲火を交えれば市民への被害は避けられない。輝星はそれを心配していた。

      「この場所にあった街……第三リンナイ市は帝国の軌道爆撃により壊滅しています。さすがにまだ帝国側の入植も始まっていないようなので……ほとんど無人の廃墟都市と考えていいでしょう」

      「あ、そう」

      　軽い口調とは裏腹に、輝星の表情は曇っていた。帝国が平気で民間人を虐殺するような真似をしているのは聞いていたが、心の準備ができていても嫌悪感は抑えられない。

      「とはいえ、地下シェルターに逃れて生存している市民が残っている可能性もあります。ある程度は注意しておいたほうがいいでしょう」

      　もっとも、いくら帝国が市民を殲滅することを選択したとはいえ、ひとつの惑星に住む住民全員を絶滅させることなどできるはずもない。センステラ・プライムには少なからず皇国民が生き残っているはずであり、それらの保護も制圧と同時に行う予定だった。

      「ま、そのあたりは行き当たりばったりやるしかないよな」

      「臨機応変に、ですね」

      「殿下にゃ珍しく指揮官らしい言い草だな」

      　サキが茶々を入れた。とはいえその声音にトゲはない。重い雰囲気を変えたかったのだろう。シュレーアは笑いながら「失礼な」と返した。

      　それからあとは、特に会話らしい会話もなかった。この戦争が始まって以来の大反攻作戦だ、輝星は別としてほどんどのパイロットは多かれ少なかれ緊張している。口数も少なくなるというものだろう。そうして無言で飛ぶことニ十分。水平線の向こうに陸地が見えてくる。

      「来たぞ、皇国の奴らだ！」

      「撃ちまくれ！ 接近させるな！」

      　当然、帝国側も海岸にびっしりと防衛部隊を配置している。大量のストライカーが飛び立ち、布陣した多脚戦車が要塞砲さながらの砲撃を浴びせかけてきた。

      「まずは沿岸部の敵部隊を排除し、橋頭保を築きます！ 後続の揚陸部隊が来る前に片付けますよ！」

      「了解！」

      　シュレーアの号令を受けて皇国ストライカー隊も攻撃を開始した。早朝の清々しい色合いの空を背に、無数の砲弾とビームが飛び交う。

      「手始めに後衛の火点を潰すぞ！ 援護を頼む！」

      　スロットルを全開にして輝星が叫んだ。シュレーアとサキもそれに続く。突破を阻むべく帝国ストライカー隊が集中攻撃を浴びせたが、《ジェッタ》を中心とした一般部隊ではゼニス三機の侵攻を阻むには力不足だ。

      「しばらく岩礁になってもらおうか！」

      　輝星の放ったブラスターライフルがジェッタのエンジンを貫き、黒煙を上げながら海中に沈んでいく。航宙兵器であるストライカーは水密も万全だ。水没したところでコックピットに浸水することはない。捕虜の回収は戦闘終了後に行えば十分に間に合う。

      「この白いの、《凶星》じゃない!?」

      「あの《天轟》様を退けたっていう、あの？ そんなのに勝てるはずが……」

      「北斗ばっかり見てちゃあなあっ！」

      《カリバーン・リヴァイブ》を見て動揺する《ジェッタ》に、サキの《ダインスレイフ》が弾丸のような勢いで接近した。

      「まず…ッ!?」

      　回避しようとする《ジェッタ》だったが、神速の抜刀によりその真紅の装甲が両断される。《ダインスレイフ》のコックピットでサキが獰猛な笑みを浮かべた。

      「ジェッタ風情じゃついてこれねぇよなァ！ この《ダインスレイフ》にはなッ！」

      　不規則な機動で敵弾を回避しつつ、手近な敵を片っ端から斬っていく。彼女の言葉通り《ジェッタ》隊はサキの動きに完全に翻弄されていた。そしてサキに目を取られている機体めがけてシュレーアの正確な砲撃が次々と飛んでくる。撃墜数はあっという間に二桁を超えた。

      「このコンビネーション！ やっぱあたしらはこうじゃなきゃ！」

      「ま、私もあなたの戦闘力だけは信頼していますから」

      　興奮したサキの声に、シュレーアは澄ました声で答えた。しかしその頬には隠し切れない笑みが浮かんでいる。

      「いい暴れっぷりじゃないの」

      　輝星はちらりとライフルの残弾数を確認した。機付長に作ってもらった大容量マガジンは対四天用のため、今は通常マガジンを使っている。

      「なら、突っ込むなら今しかないなッ！」

      　武器を対艦ガンランチャーに持ち替え、輝星は一気に加速して岸辺へ接近した。砲列を作った多脚戦車が次々と主砲を発射するが、そんなものにあたる輝星ではない。ひょいひょいと砲撃を回避しつつ、一気に上昇する。

      「……」

      　目下に広がるのは、軌道爆撃によって滅茶苦茶にされたビル群だ。それを一瞥いちべつして眉をひそめた輝星は、躊躇なくトリガーを引く。発射された対艦ミサイルは白煙の尾を引きながら飛翔し、多脚戦車の後部に突き刺さった。爆炎を上げながら擱座かくざする多脚戦車の砲塔から、二人の乗員が慌てて飛び出してくる。

      「さっさと片付けるか！」

      　大きく息を吐いてから、輝星は大声で気合を入れた・

      　それから数時間後。穏やかな波の打ち寄せる海岸に、無数の多脚戦車が転がっていた。どれもこれも完全に破壊されており、いまだ黒煙を上げ続ける機体もある。その姿は、まるで浜辺に打ち上げられた蟹の死体のようだ。

      「上陸急げーっ！」

      「ビビってんじゃないわよ！ ストライカー程度の攻撃力でこいつの正面装甲が抜かれるわけがないでしょう！」

      　そんな中、接岸した皇国の強襲揚陸艦から無数の《ナキガザミⅣ》多脚戦車が吐き出されていく。湾岸部の敵火点はあらかた潰し終わったが、いつ敵の反撃が来るかわからない。可及的速やかに、陸上戦力を陸揚げする必要があった。

      ストライカーほどの汎用性はない多脚戦車だが、強固な装甲と高い火力を併せ持ち、なおかつ四対の脚部と反重力リフターであらゆる地形に対応できる。いわば陸戦の王者であり、現代戦には欠かせない戦力だった。

      「作戦の第一段階は終了ですね。これより内陸部へ侵攻します」

      　その様子をちらりと確認しながら、シュレーアが言った。それとほぼ同時に揚陸ポイントの付近で大爆発が複数起きた。隊列に直撃はしなかったものの、爆風で多脚戦車がおもちゃのように吹き飛ばされる。着弾地点は輝星たちのいる場所からかなり離れているというのに、衝撃波を受けてコックピット内がビリビリと震えていた。

      「うわっ、大丈夫か!?」

      「し、死んではいないんじゃないかな。この感じなら……」

      　焦った声のサキに、輝星が冷や汗を浮かべながら答えた。多脚戦車のコックピットには、ストライカーのモノと遜色のないスペックの対衝撃機構が備わっている。

      「機動砲の長距離射撃だな。要塞砲ならもっと早く撃ってるはず」

      　強襲揚陸艦の砲塔が音もなく動き、猛烈なマズルフラッシュとともに反撃が開始される。しかし対砲兵レーダーで敵のだいたいの位置は把握しているだろうに、帝国の砲撃はなかなか途切れない。

      「これでは揚陸どころではありません！ つぶしに行きますよ！」

      「はいよ」

      　ちらりと推進剤の残量を確認してから、輝星はうなずいた。ジェットアーマーのおかげでまだまだ推進剤には余裕がある。スラスターを吹かしながら砲撃地点を目指して三機は飛んでいく。その後ろには《クレイモア》の部隊も続いていた。

      「姫様が自ら一番槍？」

      「さすがね、ウチの殿下は」

      　無線に流れる雑多な声からそんな言葉を聞き取り、シュレーアは頬を緩めた。象徴としての仕事は、今のところうまくいっているようだ。

      「向こうの迎撃が来るぞ、戦闘用意！」

      　シュレーアの一瞬ゆるんだ気分を咎めるようなタイミングで輝星が叫んだ。シュレーアは慌てて操縦桿を握りなおし、レーダーを確認する。しかし、それらしき機影は表示されていない。

      「俺に伏兵が通用するかよッ！」

      　言うなり、輝星はブラスターライフルをぶっ放した。そのビームは廃墟の陰から飛び出してきた《ジェッタ》に直撃し、そのまま撃墜する。

      「偽装はカンペキだったのに！ どうして攻撃タイミングが!?」

      「構わん！ 押しつぶせ！」

      　奇襲の出鼻をくじかれたことに面食らいつつも、帝国の伏兵がわらわらとあちこちからあらわれて攻撃を始める。ジェッタが中心の部隊だが、大型のメガブラスターライフルを構えた重量級のストライカーも混ざっていた。

      「《ウィル》だ！ 装甲が厚いぞ、気をつけろ！」

      　そう叫んだ《クレイモア》に、当の重ストライカー《ウィル》がメガブラスターライフルを向けた。通常のライフルよりずいぶんと大きな砲口から、真紅のビームが発射される。

      「まず……ッ！」

      　死を覚悟する《クレイモア》のパイロットだが、直撃する寸前に輝星の放ったブラスターライフルがビームを撃ち落とす。亜光速の粒子ビームを迎撃する神業にパイロットが感嘆するより早く、輝星はさらにブラスターを撃ち《ウィル》のエンジンを貫いた。

      「あ、あたし神様信じる」

      　神聖なものでも見るような目を《カリバーン・リヴァイブ》に向ける《クレイモア》のパイロットだったが、当の輝星はすでに助けた相手のことなど頭から吹っ飛んでいる。

      「重装甲とはいっても、口径八五ミリのブラスターなら貫通できるか。前のあいつほど厄介じゃない」

      　先日戦った《ザラーヴァ》の堅牢ぶりを思い出し、輝星はぼそりと呟いた。そして地面を蹴り、マシンガンの射撃を回避する。周囲はすでに帝国部隊により囲まれていた。十字砲火状態だ。複数の《ジェッタ》がやや大ぶりなミドルマシンガンを撃ち散らし、《カリバーン・リヴァイブ》を狙っている。

      「この音、大口径のマシンガンか。惑星軍の装備だ」

      　ふだんよく見るショートマシンガンとは違い、ミドルマシンガンの砲声は腹に響くような重い音だ。

      「地上戦に慣れた連中ってことか。被害が増える前に俺がやんなきゃなッ！」

      　対するこちらは宇宙軍の部隊だ。陸戦における練度は向こうの方が上だと考えていい。輝星は前に出ることに決め、フォトンセイバーを抜くと同時にフットペダルを踏み込んだ。

      「ゼニスがこっちに来るわ！ 援護を！」

      「援護ったって！」

      　セイバーで砲弾を叩き落しながら急迫する《カリバーン・リヴァイブ》に、帝国兵が切羽詰まった声を上げる。

      「あんなのどうしろと！」

      「いやーっ！ 来ないでッ！」

      　逃げようとした《ジェッタ》の腹をパイルバンカーで背中から穿うがちつつ、さらに輝星はブラスターライフルも発射。ほぼ同時に二機を撃墜した。

      「こいつ、《凶星》よ！」

      「じょ、冗談じゃ……うわーっ！」

      　輝星に向けてマシンガンを乱射していた《ジェッタ》に、《ミストルティン》の砲撃が突き刺さった。コックピットでシュレーアがにやりと笑う。

      「私を忘れてもらっては困りますよっ！」

      「ちぃっ……あたしが抑える、援護を！」

      　重厚なフォルムに似つかわしくない俊敏な動きで、《ウィル》が廃墟の街を疾走する。メガブラスターライフルが吠え、強力な火線が《ミストルティン》を襲った。

      「その程度で！」

      　《ミストルティン》のスラスターから青い炎が噴出し、重装甲のボディがふわりと浮かび上がる。真っ赤なビームは紙一重で外れ、廃ビルの強化コンクリートをむなしく貫いた。

      「そっちばっかり気にしてるからッ！」

      　そしてその隙を逃す輝星ではない。フットペダルを踏み込み、急加速。後退して逃げようとする《ウィル》だが、《カリバーン・リヴァイブ》の方が速い。熱核ロケットとジェットの二重奏とともに《ウィル》に急迫した輝星は、向けられたメガブラスターライフルの射線から巧みに逃れつつパイルバンカーで《ウィル》のエンジンを刺し貫く。

      「さすがです！」

      　称賛の声を上げるシュレーア。対する帝国軍は、完全に余裕を失っている。

      「こ、このっ！」

      　僚機の仇を討とうとジェッタがミドルマシンガンを構えたが、その砲身にどこからともなく飛んできたクナイが突き刺さる。サキの《ダインスレイフ》からの援護だ。

      「こっちもだッ！」

      　慌ててマシンガンを捨てる《ジェッタ》だったが、その隙を逃す輝星ではない。再びパイルバンカーが唸り、《ジェッタ》はオイルをまき散らしながら地面にたたきつけられる羽目になった。

      「必要なかったか？」

      「いや、助かる！」

      　ロングソードを持った《ジェッタ》と切り結んでいたサキからの通信に、輝星は笑いながら返した。確かに回避は可能だったが、急な機動は身体に堪える。スマートに倒せるならそれに越したことはないだろう。

      　そのまま輝星は、次々と帝国機を撃破していった。虎の子の新鋭機《ウィル》も、ゼニスを止めるには力不足だ。まして、乗っているのが輝星となれば《ジェッタ》だろうが《ウィル》だろうが大して変わらない。

      「た、隊長！ なんとかしてくださいよ！」

      「わ、わたしか!? く、くそー……」

      　奇襲の出鼻をくじかれた帝国部隊からすれば、こんな事態はたまったものではない。助けを求める部下の声に、隊長は深々とため息を吐いた。勝てる気はしないが、ここで退けば沽券こけんにかかわる。仕方なく機体を前進させた。

      「やあやあ我こそはバンカ子爵エリー・ボーゼス！ 名のある兵つわものとお見受けする！ いざ尋常に勝負！」

      　公開回線を使った名乗り上げに、輝星はニヤリと笑った。一騎討ちは大好物だ。

      「傭兵、北斗輝星！ 《カリバーン・リヴァイブ》だ！ 謹んでお受けしよう！」

      「げぇ!? 《凶星》じゃないか！ こ、こうなればヤケクソだッ！」

      　思った以上の相手だと理解した隊長が顔を真っ青にしたが、今さらどうにもならない。乗機の《ウィル》にバスタードソードを抜かせ、全速力で突っ込んできた。

      「いけーっ！ 隊長頑張れーっ！」

      　黄色い声援が飛ぶが、現実は無情だ。バスタードソードの大上段からの振り下ろしは銃剣によって巧みに逸らされ、カウンター気味に放たれたパイルバンカーが《ウィル》の腹に突き刺さる。

      「ううっ、一歩及ばず……」

      「一歩どころじゃないですよ隊長！」

      　無線から漏れ聞こえてくるやり取りに苦笑した輝星だったが、ふと表情を硬くして天を仰いだ。

      「砲撃来るぞー！ 退避ー！」

      　公開回線を開いたまま、輝星は大声で叫んだ。双方のパイロットたちがあわてて散開し始めるのを確認しつつ、擱座かくざした《ウィル》を掴んで輝星も飛ぶ。やや遅れてレーダーに大量の飛翔体が表示され、耳障りな警告音が鳴り始めた。

      　数十秒後、廃墟の街に無数のロケット弾による猛爆が襲いかかった。そのすさまじい火力は、着弾地点からかなり離れた場所にいた《カリバーン・リヴァイブ》を百メートル以上吹き飛ばすほどだ。しこたまシェイクされたコックピットの中で、輝星がギリリと歯を食いしばる。

      「くそ、あいつら味方ごと……」

      　そこでふと、視線の端に動くものを捉えて言葉を止めた。焼け焦げたベビーカーが粉々に砕けた路面を転がっていたのだ。輝星は嫌なものを見たというふうに眉をひそめ、短く息を吐いた。

      「そっちのパイロット！ ケガはないか？」

      　頭をぶんぶんと振ってから、輝星は《ウィル》に呼びかける。エンジンが破壊されればストライカーは動けなくなるが、予備電源で無線は使えるのだ。

      「し、死ぬかと思った……何があったんだ？」

      「あんたらンとこの重ロケット砲だよ！ 乱戦の真っ最中にぶち込みやがった！」

      「な、なんてことを……」

      　あまりのことに隊長は顔を青くした。まさか皇国が切り札である《凶星》に砲撃など加えるはずもなく、輝星の話は真実だろうすぐに思い至る。

      「恩に着る！ あなたは私の命の恩人だ！ この恩は必ず返させてもらおう」

      　そこまで言ってから、隊長は怒り顔で無線に向かってがなり立てた。

      「お前たち！ 生きてるか！」

      「き、奇跡的に無傷でーす」

      「死ぬかと思いましたー！」

      「よーし、さすがだ！」

      　警告が間に合ったおかげで、死者はいないようだ。皇国の方の部隊からも次々と無事の報告が上がってきている。

      「どこのどいつが砲撃命令を出したか知らんが、誰に向かってタマを撃ち込んだのか教えてやらねばならん！ 無事な機体は砲兵陣地にカチコミをかけろ！」

      「了解！」

      「血祭りにあげてやる！」

      「う、うわ、ナチュラルに帝国を裏切りやがった」

      　帝国機のパイロットたちが勇ましい声で答えた。変わり身の早さに唖然とする輝星だが、隊長はニヤリと笑って言う。

      「名目上の所属は一緒だろうが所領が違えば別の国と同じだ！ 後ろから撃ってくるようなヤツはもはや主君ではない！ 貴族としての権利を行使させてもらう！」

      「その通りです！ やはり帝国は非道！ 仕えるに値しない指揮官ですよ！」

      　ここぞとばかりに同調したのはシュレーアだ。少数の部隊だろうが、帝国を離反してくれるならありがたい。

      「我々も援護します！ このような所業を成した者どもに、ともに鉄槌をくだしましょう！」

      「オオーッ！」

      　盛り上がる（元）帝国兵たち。輝星の頬を冷や汗が伝った。

      「気に入らない主君は即裏切る！ それがヴルド人の流儀だぜ」

      　なぜか自慢げな声音でサキが言う。輝星は微妙な表情になって呟いた。

      「ヴルド人の統一国家ができないハズだよ……」

      　数時間後。輝星たちとエリー・ボーゼス子爵の部下たちは、帝国砲兵隊の排除に成功していた。多少の妨害はあったものの、少々のストライカーや多脚戦車の部隊ならば輝星によって簡単に排除することができる。そして、帝国側の事情を知っているボーゼス子爵の案内があれば、砲兵隊が潜んでいる地区の割り出しも難しいことではなかった。

      「むろん、我々とあなた方皇国の利害は一致している。主家に刃を向けた都合上、なんとか皇国に勝ってもらわねば、領地の安堵もままならんわけだからな。しかし、だからと言って無条件で皇国の走狗そうくになるとは思わないでいただきたい」

      「ええ、それはわかっています。つきましては、皇国の持つ通商利権の一部を……」

      　いまだ黒煙の上がる戦場跡で、輝星たちは休憩していた。コックピットハッチを解放した状態でだらしなくシートに身を預ける輝星の眼下では、シュレーアとボーゼス子爵が激論を交わしている。味方に撃たれた怒りから即座に帝国を裏切ったボーゼス子爵だが、このままでは損を被ったままだ。どうやら、シュレーアと交渉して少しでも自分に有利な条件で自分を売り込みたいようだった。

      「貴族ってのも大変だねえ」

      　輝星は無責任な口調でそんなことを言いながら、コックピットのラゲッジスペースを漁っている。戦闘に入ってから、すでにかなりの時間が経過していた。いい加減空腹になってきたので、レーションでも食べようというのだ。

      「エナジーバー……ハバネロ味ィ？ 誰が入れたんだよこんなもん。仕方ないな……」

      　ぼやきながら輝星が取り出したのは、安っぽいプラスチック製の使い捨てドンブリだった。パッケージには『完全栄養食・ビタミン牛丼』と書かれている。それをそのままコックピット備え付けの電子レンジに突っ込み、指定の時間加熱する。

      「牛丼は一生分食った気がするんだけどなあ……」

      　愚痴を言ってもしょうがない。輝星はため息をついて、加熱の終わったドンブリを取り出す。蓋を取ると、白米の上に無造作に合成ミートのブロックとネギが乗っただけのシンプルな牛丼が現れた。この牛丼はレーションとしてはもっとも普及している代物であり、輝星にとってはおふくろの味より馴染みのある料理だ。

      「むぐむぐ」

      　何とも言えない表情でドンブリをかき込みつつも、輝星の目はいまだに交渉を続けているシュレーアとボーゼス子爵に向けられていた。特に興味があるわけではないが、暇つぶしくらいにはなる。

      「しかしだ、こうもスムーズに砲兵隊の制圧に成功したのは我々の助力があってこそ。少しくらい役得があってもよいのではないかな？」

      　金髪ポニーテールを揺らしながら、ボーゼス子爵が熱弁を振るう。二十代後半といった様子の彼女だが、子爵というのは本当らしく自らの利益を求めて貪欲に要求を出す姿は堂に入っている。

      「そうですね。では、鹵獲した機動砲八門はそちらへお譲りしましょう」

      「いや、そんなものは必要ない。機動砲など貰ったところで、我々では活用できないからな」

      　首を左右に振るボーゼス子爵。彼女の手勢はストライカーが三十機ほど。子爵と言ってもピンからキリまでいるが、どうやらボーゼス子爵はキリの方らしい。機動砲は一門につき二機のストライカーを付けなければ運用できない。少ない部下たちをそんなものに割くのは得策ではないと彼女は考えているようだ。

      「う、売り払えばいいのでは？」

      「中古の機動砲など売ったところで二束三文だろう！」

      　正論を突き付けられて、シュレーアは口をへの字に曲げた。鹵獲した機動砲は、旧式で市場によく出回っているモデルだ。八門すべて売ったところで、《ウィル》一機ぶんの代金になるかすら怪しい。

      「で、ではあなたは何を求めるというのです？ 自慢ではありませんが、我が国の財政は火の車ですよ！」

      「私は騎士だ！ 金などのために戦いはしない」

      「ほう？」

      「そして騎士が求めるものといえば、二つだけ。名誉と愛！ というわけで、私はあの《凶星》殿のキスを要求する！」

      　突然自分の話になり、輝星は思いっきりむせてしまった。ゴホゴホと咳き込む彼に、一瞬シュレーアが心配そうな目を向ける。しかし子爵の発言を考えれば、輝星に構っている隙はなかった。

      「は、破廉恥な！ そんな要求、飲めるはずがないでしょう！」

      「馬鹿を言うな！ あんな可愛い男の子とキスできる機会など、一生のうちに一回あるかないかだ！ 私は断固要求するぞ！」

      「し、しかし」

      「なにも一晩共にしてくれとか、額にキスしてくれとかまでは言わない！ ほっぺた！ ほっぺたでいいんだ！ それさえ飲んでくれれば当家は皇国に忠誠を誓ってもいい！」

      「バカみたいな理由で忠誠を誓われても困るんですが!!」

      　恥も外聞も捨ててすがり付くボーゼス子爵を振り払いつつ、シュレーアが叫ぶ。

      「ええい、無理を言うようなら協力の話も解消ですよ！ 放しなさい！」

      　話の雲行きが怪しくなってきたため、輝星はあわてて牛丼の残りを無理やり口にねじ込み飲み込んだ。そして立ち上がり、シートの座板を外す。そこにあったのは、丸く深い穴だ。ダストシュートとしてもトイレとしても使える優れものである。そこへドンブリを無造作につっこみ。コックピットから出ようとする。

      「……いや、さすがにな？」

      　だが、すぐに思い直して引き返してくる。再びラゲッジスペースを漁り、引っ張り出したのは歯磨き液だ。それを使って口内を手早く洗浄し、今度こそ機外へ飛び出す。

      「はーなーせー!!」

      「そこをなんとか！ そこをなんとか！」

      　ボーゼス子爵はまだシュレーアに張り付いていた。輝星はあきれながら引きはがすのを手伝う。

      「何やってるんだ、まったく」

      「す、すいません」

      　シュレーアは恐縮しきりだ。しかし子爵は満面の笑みを浮かべてしゃがみ、輝星に視線を合わせる。

      「ここに！ ここに頼む！」

      　そう言って指さすのは右頬だ。輝星は深々とため息を吐いた。

      「キスの一つで味方になってくれるんならそりゃあやらない手はないけどね。やるからには真面目に働いて欲しいなとおもうわけよ」

      「むろんだ！ 騎士に二言はない！」

      　明らかに興奮した様子で何度もうなずく妙齢の美女。その姿は、騎士というよりエロ猿だ。なぜ自分がこんなことをせねばならないのかと、輝星はもう一度ため息を吐く。

      「き、輝星さん！ 駄目ですよ！」

      　止めようとするシュレーアに、輝星はどんよりとした目を向けた。そしてするりと近づき、耳打ちする。

      「ただでさえ……」

      「み、耳に息が！ 息が！ ほああああああっ!?」

      　発作のように興奮し始めるシュレーアを、輝星は耳元で「わっ!!」と叫ぶことで黙らせた。突然の大声に涙を浮かべる彼女が文句を言うより早く、さらに言葉を続ける。

      「ただでさえ戦力が少ないんだから、こういう機会は逃しちゃダメだろ」

      「し、しかしキスというのは……」

      「実際にやる俺がいいって言ってるの！」

      「ですが……」

      　輝星がほかの女にキスしているところなど、見たいはずもない。シュレーアの脳裏に浮かぶのは、ヴァレンティナにキスされる輝星の姿だ。そこでふと、彼女は思いつく。

      「じゃ、じゃあ……後で私にもキスしてください。それも額に。そうしたら私、文句を言いませんから」

      「ええ……」

      　なぜ譲歩するかのような言い草で新たな要求を突き付けられなければならないのか。輝星は唸ったが、しかし彼女に自分の願望に正直になれと言ったのは自分自身であることを思い出した。

      「わかったわかった。後でね！」

      　無言で小躍りを始めるシュレーア。交渉がまとまったことを察した子爵が、ご満悦顔で「んっ！」と頬を差し出してくる。輝星はキリキリと痛み始めた胃を抑えつつ、嫌そうな表情で彼女の頬に唇を付けた。

      「……これでい──」

      「よっしゃあああああっ!!」

      　輝星が言葉を言い切るより早く、ボーゼス子爵が輝星を抱き上げた。お姫様抱っこの姿勢だ。そのまま彼女は、少し離れた場所でたむろしている自らの部下の元へ走っていく。

      「キスしてもらった！ キスしてもらったぞ！ いいだろうお前たち！ ふははははははっ!!」

      「ま、待ちなさい！ その人は私のですよ!!」

      　その背中を、シュレーアは慌てて追いかけるのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　子爵とのひと悶着から数時間が経過した。休憩の後補給を受けた一行は、さらに廃墟都市の奥へと進む。本来の目標である地下要塞への入り口を探すためだ。疲労はたまっているが、できるだけ早く制圧に向かわねば防衛の準備がどんどん進んでしまう。

      「ありました！」

      　コンテナを背負った工作部隊のストライカーが、地下駐車場の出入り口を思わせる構築物を指さす。ゲートは堅牢な装甲シャッターで閉鎖されており、戦車で砲撃をしても簡単には突破できないだろう。

      「これは……わが軍が建造したものをそのまま流用しているようですね。解除は可能ですか？」

      「やってみます」

      　工作ストライカーがゲートの端末へ通信ケーブルを差し込む。

      「さすがに防衛システムは新しいものを使ってるのね……でもこの帝国機からブッこ抜いたコードがあれば……」

      　コックピットで工兵の少女がぼそぼそと呟きながらキーボードをいじること数分、ゲートは耳障りな金属音を立てながら開いた。その先には、強化コンクリートの壁に囲まれた巨大な通路が続いている。

      「素晴らしい、あとで褒美を取らせましょう」

      　予想以上の速さでロックが解除されたため、シュレーアはご満悦だ。いや、キスの約束を取り付けることができたおかげで、もともと上機嫌だっただけかもしれない。

      「我々の作ったゲートを向こうがそのまま使っているというのは、都合がいいですね。他の部隊にも伝えて捜索させましょう」

      　狭い地下通路に大軍を突っ込ませても、大した意味はない。身動きが取れないまま集中攻撃を受け、全滅するのがオチだ。そのため、こうした地下基地への攻撃はあちこちの入り口から同時多発的に部隊を突入させるのがセオリーとなっている。

      「我々は一足早く突入しましょう。隊列は事前の予定通りに。さて、行きますよ」

      　命令に従い、四両の多脚戦車がノシノシと地下通路へ侵入していく。通路の広さは、戦車やストライカーがそのまま入っても窮屈に感じない程度には広かった。

      　この手の巨大施設の建築には、メタルワーカーと呼ばれる人型重機を使用する。このメタルワーカーはストライカーと同規格で設計されるため、当然その通路もストライカーが通過するにはちょうどいい大きさで整備されるのが常だ。

      「こういう地下の基地ってさー」

      　シュレーアに続いて地下要塞へと侵入した輝星が、気楽な口調で言う。

      「なんかＲＰＧのダンジョンみたいじゃない？」

      　等間隔で並んだ白色灯の無機質な光で照らされた強化コンクリート製の洞窟は、言われてみればゲームの迷宮に見えないこともない。サキが鼻で笑った。

      「アリアドネの糸も使ってるしな。確かにこりゃダンジョンだ」

      　彼女の目の先には、工作用ストライカーの背中から伸びる長いケーブルがあった。このケーブルは外部にある通信施設までつながっており、電波状況の悪い地下でも不足なく通信を行うために使われている。

      「なんです？ アリアドネの糸って」

      「地球の神話ですよ。難攻不落の迷宮を、糸を頼りに脱出する逸話があって……」

      　祖父が地球人テランであるサキは、地球の文化に詳しい。自慢げにウンチクを語る彼女に、シュレーアはふむと顎に手を当てた。

      「地球人テランとの結婚を目指す以上、わたしもこの手の話は知っておくべきか……」

      　シュレーアがそうつぶやいた瞬間だった。突然天井から機関砲座がせり出し、猛烈な勢いで砲弾を吐き出し始めた。広い通路内に耳障りな砲声が連続する。

      「うわわわっ!?」

      　しかし、所詮は機関砲。戦車の正面装甲の前には、せいぜい塗装を傷つける程度の効果しかない。お返しとばかりに放たれた主砲同軸の機関砲により、砲座は完膚かんぷなきまでに破壊された。

      「び、びっくりしたなオイ！」

      「大丈夫、そのうち飽きて驚きもしなくなるよ」

      　肝をつぶした声で叫ぶサキに、輝星がのほほんと答えた。当然ながら、戦場を渡り歩いてきた彼には地下基地での戦闘経験など腐るほどある。この程度の奇襲はもう慣れたものだった。

      「だいたい、防衛設備が出てきそうな場所は雰囲気でわかるからね。危なそうなら先に潰しておいた方が楽かもね」

      「来るのがわかってるならお前が潰してくれよ！」

      「ヤだよ弾がもったいない……」

      　直線通路で重装甲高火力タイプのゼニス・タイプと交戦するような状況になればシャレにならない。輝星としては、弾薬は可能な限り節約しておきたかった。

      「あ、じゃあこれ貸しますよ」

      　そこで、後ろを歩いていた《クレイモア》が小型の銃器を差し出してきた。トリガーの前方にマガジンの刺さった、独特の形状の拳銃だ。皇国の量産機がよくサブウェポンとして装備しているモデルのブラスターピストルである。

      「ブルームハンドル！ いいじゃない。無人砲座相手ならこれで十分だ」

      　予備マガジンごとそれを受け取った輝星は、鼻歌まじりに多脚戦車を避けつつ先頭へ出た。

      「あっ……」

      　シュレーアは止めようか一瞬迷ったものの、結局そのまま好きにさせることにする。たしかに先頭に出るのは危険だが、相手は輝星だ。鬼が出ようが蛇が出ようがそうそうやられるはずもない。それに皇国部隊に地下基地での実戦をこなした経験のある者は少ないという事情もあった。ベテランが先導してくれるなら、こんなにありがたいことはないだろう。

      「おっと、無人ロケット発射機。物騒だねえ」

      　さっそく隠された砲座にブラスターピストルを撃ち込む輝星に、シュレーアは頼りになりすぎるのも考え物だと苦笑を浮かべた。

      　輝星はこの地下要塞をダンジョンに例えたが、その見方は決して間違ったものではない。こうした地下基地は、分岐した通路で突入した敵部隊を遅滞しつつ、トラップや待ち伏せで殲滅することを第一に設計されているのだ。やっていることは、冒険者を迎え撃つべく作られた迷宮と大して違いはない。

      　そういうわけで、一行は数時間後も地下要塞の通路をノシノシと歩いていた。単調で変化のまったくない景色に、散発的に襲い掛かってくるトラップや敵の待ち伏せ部隊。神経をすり減らすことこの上ない戦場だった、元気なのは、輝星くらいだ。

      「よーしよし、やっぱり来たな」

      　トラップをブラスターピストルで吹っ飛ばしつつ地下通路を歩いていた輝星だったが、曲がり角の手前で突然立ち止まりそんなことを言った。後ろに続いていた多脚戦車が急停車し、主砲の先端が《カリバーン・リヴァイブ》の背中にコツンとあたった。

      「危ないでしょうが!! 止まるときは一言くださいよ!!」

      　多脚戦車の操縦手から怒声が飛んだ。敵地で交通事故など起こせばシャレにならないからだ。ゼニスとはいえ重い戦車と衝突などすればタダではすまない。

      「ご、ごめん」

      「後でツーショット写真撮らせてくれたら許します！」

      「それが目的か！」

      「だいたい、いつでも止まれるスピードだったじゃない！」

      「この当たり屋！」

      　ほかの多脚戦車の搭乗員やストライカーのパイロットから次々に罵声が飛んだ。しかし元凶の操縦手は「なんのことやら」としらばっくれる。

      「やめなさい、戦闘中ですよ」

      　うんざりしたような口調でシュレーアが苦言を呈した。アオ皇子の一件以来、こうして輝星をアイドルか何かのように扱う者が増えてきた。シュレーアも実際に手を出すような真似をしなければ文句を言うつもりはないが、戦闘中にこれでは緊張感に欠けることこの上ない。

      「写真とかはさておきだ。殿下、ちょっと剣貸してくれない？」

      「えっ、突然ですね!? ま、まあ構いませんが……」

      　いったい何に使うつもりなのか疑問に思いつつも、シュレーアは言われた通り肩部のシールドにマウントされたツヴァイハンダーを輝星に投げ渡す。

      「ありがと！ これだよこれ」

      《カリバーン・リヴァイブ》の身の丈とそう変わらない大きさを誇るツヴァイハンダーを片手に握り、輝星はご満悦だ。分厚い刃に白色灯の光が反射し、ギラリと妖しく光る。

      「じゃ、ちょっと行ってくるから。ここでじっとしておいてね。いいというまで、絶対に動かないように」

      「な、何をするつもりなんです!? ちょっと！」

      「じゃ！」

      　シュレーアの質問をに答えることなく、輝星は曲がり角の向こうへと飛び出していった。それと同時に、すさまじい砲声と爆発音、そして金属同士が衝突する耳障りな音が通路に響き渡る。複数の砲撃を受けたのだろう、曲がり角の壁面が爆発したように吹き飛んでいた。

      　だが、そんな喧騒も一分と続かない。あまりのことにあっけに取られていたシュレーアたちだったが、輝星の「終わったよ」という言葉で我に返る。

      「お、おお、うわあ……」

      　おそるおそる輝星の方へと向かった多脚戦車の砲手が、何とも言えない言葉を発する。それもそのはず、彼女の視線の先にはスクラップ置き場もかくやという惨状が広がっていた。

      　まず目につくのは、ツヴァイハンダーで車体を串刺しにされた多脚戦車だ。他にもガンランチャーでエンジンを吹き飛ばされた多脚戦車やら、パイルバンカーで腹を貫かれたストライカーだのが無造作に床に転がっている。

      「ひい、ふう、みい……ひええ、あの短時間でこんなに」

      　兵員輸送車のハッチからひょっこりと顔を出した工兵が悲鳴じみた声を上げる。残骸の数は、こちらの部隊よりやや少ないくらいだ。皇国部隊には戦力としては頼りない工作用ストライカーも混ざっているため、正面からぶつかれば大きな被害が出ていただろう。

      「狭いからね、通路が……回避先がないんだから、墜とすのは簡単ってワケよ」

      「いや、それはお前も同じだろうが」

      　何でもないようなことのように言う輝星に、サキが半目になって言い返した。

      「そこはほら、向こうも先頭は戦車だったから。戦車砲って、艦砲と違って連射が効かないんだよね。というワケで避けやすいんだよな、これが」

      「避けられるのか」

      「そうそう。で、接近に成功したらあとはドンといってガッと当たってバーンよ。狭い場所ほど技量差が出るからね」

      「あ、そう」

      　輝星が無茶苦茶やらかすのはいつものことだ。毎度それに付き合うサキは、もう慣れてしまっていた。しかし随伴の一般兵たちはそうはいかない。

      「噂には聞いてたけどここまで？」

      「これは皇国の守護神ですわ」

      「ツーショットは家宝モノね……」

      　ざわざわと騒がしくなる通信に、シュレーアが目を細める。無傷で敵の待ち伏せを潰せたのは素晴らしい成果だが、それはそれとして彼女としてはもう少し自分も活躍したいところだ。

      「ありがとねー」

      　彼女のそんな思考は、戦車から引っこ抜いたツヴァイハンダーを差し出してくる輝星の声で止められた。自分も兵たちにどうこう言えた義理ではないなと苦笑しつつ、シュレーアはうなずく。

      「いえいえ。でも、次は私も前へ出ますよ。少しくらい、格好いいところを見せたいですからね」

      「はいはい、期待してるよ」

      　明け透けな言い草に、思わず輝星は苦笑した。

      
        

      

      

      
        

      

      「第七階層突破されました！」

      「防衛システムの四十パーセントが奪取されました。隔壁作動しません！」

      「なにやってんのよ、もうっ！」

      　輝星たちの快進撃の裏側では、帝国の要塞司令官が額に青筋を浮かべて部下たちを叱責していた。司令官と言っても、まだ十代中ごろの少女だ。なにはともあれ一騎打ちを求められるヴルド人の将官は、年若い上位貴族が務めることも多い。

      「防衛隊はどうなってるの？ 向こうも大した数じゃないのよ、防衛有利のはずのこっちが押されてるなんておかしいじゃない！」

      「そ、それが……」

      　金髪ツインテールを振り乱しながら怒りを振りまく司令官に、部下が言いづらそうに答えた。

      「敵にあの《凶星》がいるという話が広まっていまして、士気がひどい有様で……平民の部隊など、交戦する前から降伏する者すら出ている模様です」

      「やーくーたーたーずー!!」

      　司令官は地団太を踏んだ。参謀が何とも言えない表情で彼女を見るが、文句は言わなかった。気分としては同感だったからだ。

      「だから平民なんか嫌いなのよ！」

      　彼女はそう言うが、それは仕方のないことだろう。防衛戦争ならまだしも、侵略戦争では平民の兵士がやる気を出す意味はあまりない。組織にも国家にも愛着のない彼女らは給料分しか働かないし、旗色が悪くなればすぐに降伏する。もともと士気も練度も期待できないのが、ヴルド人の平民部隊というものだ。それでも、数を揃えればそれなりに使えなくもないのだが……。

      「第一、第二地下港のゲートが爆破されました！ 海側から皇国の工作部隊が侵入していた模様！」

      「え、な、なんで!? 地下港は新造なのよ!? 皇国がゲートの場所を知ってるはずがないじゃない！」

      　地下要塞には、海へとつながった大規模な港が整備されていた。地上戦が発生した際に密かに潜水艦や宇宙艦の整備や補給を行い、そして要塞陥落時の脱出経路として利用するためだ。当然その出入り口は最大級の機密であるはずなのだが……。

      「おおかた、降伏した部隊が漏らしたのでしょうな……」

      　古老然とした容姿の参謀がボソリと呟く。

      「なんでこう、わたしの部下には無能しかいないのよっ！」

      　司令官が叫びつつ、頭をガリガリと掻きむしった時だった。突然指令室にアラートが鳴り響く。

      「通信がジャックされました！」

      　オペレーターが緊迫した声で報告する。司令が叱責の声を上げるが、すでに手遅れだ。指令室のメインモニターが明滅し、シュレーアの顔が表示される。

      「こほん……帝国の皆様、聞こえていますか？」

      「あーあー聞こえなーい！」

      「聞こえております」

      　司令官はそっぽをむいて叫んだが、気まずそうな表情で老参謀がシュレーアに答えた。

      「シュレーア・ハインレッタ殿下ですな？ 用件は……まあ、降伏勧告でしょうな」

      「話が早くて助かります」

      　シュレーアはそういってにっこりと笑う。

      「我々は要塞最深部まで到達しました。あとは陸戦隊を突っ込ませるだけで、そちらの指令室を制圧できます。ですが、お互い余計な血は流したくないでしょう？」

      　ストライカーならばコックピットを傷つけずに制圧することができるが、生身での戦闘ではそうはいかない。まして戦場が閉所ともなれば、大勢の死者が出てもおかしくない。

      「今のうちに降伏するならば、将も兵も粗末には扱いません。捕虜として淑女的に扱いましょう。いかがです？」

      「ふん、わたしは次期ミスラ侯爵なのよっ！ そう簡単に降伏なんて情けない真似なんかできるわけないじゃない！」

      「その通り」

      　司令官の言葉に、老参謀がうなずく。周囲の幕僚の反応はそれぞれだ。これから起こる惨劇を予想し顔を青くするものもいれば、司令官に同調して気炎を揚げるものもいる。シュレーアが口をへの字にして唸った。

      「……致し方ありませんね。では」

      「待たれよ」

      　通信を切ろうとしたシュレーアを、老参謀が止める。

      「しかし、無駄な人死にを減らすのも将の役目。要するに、名誉が守られればよいのです。そうでしょう？ 司令」

      「えっ？ そ、そうね？」

      　何のことやらわからないといった様子で、司令官はまじまじと老参謀を見た。そのしわくちゃの老婆は、悪戯っぽい微笑を浮かべながら司令の視線を正面から受け止める。

      「大将どうしの一騎討ちを行いましょう。勝っても負けても我らが司令殿の名誉は守られます」

      「ま、待って？ わたし少将なんだけど？」

      「それは言葉のアヤですぞ、司令」

      　アホの子を見る表情を一瞬浮かべた後、老参謀はシュレーアの方へ視線を戻した。

      「そちらが勝てば、我々は潔く降伏いたしましょう。そしてこちらが勝てば、佐官以上のものの脱出は見逃していただく。いかがかな？」

      「ふむ。まあ、そう来るとは思っていました」

      　こんな状況で一騎打ちを仕掛けてこない司令官など、貴族としては失格だ。優勢な側であるシュレーアとしてはあえて受ける必要もないのだが、ここで勝てば味方の士気が上がることは間違いない。

      「先に言っておきますが、代理人はナシですぞ。皇族ともあろうものが、傭兵なぞの後ろに隠れるような真似はいたしますまい？」

      「無論です」

      　せっかくなのだからしっかりと一騎討ちに勝利して、輝星に格好いいところを見せたい。シュレーアはニヤリと笑ってうなずいた。

      「か、勝手に話を進めないでよっ！」

      「将の義務ですぞ！ 逃げることはまかりなりませぬ！」

      　老参謀の剣幕に、思わず司令官は一歩下がった。

      「べ、別にしないとは言ってないでしょ！」

      「結構。では、場所は第一地下港で。あそこならば、ストライカーでも十全に飛び回れましょうや」

      　視線で老参謀が通信オペレーターに指示を出す。シュレーアの方へ要塞のマップデータが送信された。

      「ふむ、すぐ近くですね。いいでしょう」

      　脱出経路としても使われる都合上、第一地下港は指令室から徒歩で向かえる位置に設けられていた。皇国側のマップと送られてきたマップを見比べて罠がないか確かめつつ、シュレーアはうなずくのだった。

      　そういうわけで、しばらく後。輝星たちは地下港を訪れていた。戦艦等の大型船舶の整備もできるよう設計された港は、ストライカーが飛び回っても問題がないほど広い。一騎討ちの場としてはぴったりだろう。

      「さすが帝国、上等な設備を揃えてるな」

      　巨大なドックを見回しながら、輝星が言った。新造されたばかりのガントリークレーンが、その紅白の塗装に白色灯の光を反射させてギラギラと輝いている。兵器も設備も年代物ばかりの皇国軍とは大違いだ。

      「見物は認めますがな……手出しは無用ですぞ、傭兵殿」

      　老参謀が無線でチクリと釘を刺した。彼女は指令室に残っているのだが、監視カメラで港の様子を見ているのだろう。輝星は思わず苦笑した。

      「もちろん。一騎討ちに手を出すなんて、お互いに対して失礼でしょ」

      「ふん。男とはいえ、そのあたりは理解しているようですな」

      　トゲのある言い方だったが、輝星は気にしなかった。この程度で動揺するような繊細なメンタルはしていないのだ。

      「はっ、ずいぶんな言い草だなババア。うちの北斗をそこらの軟弱なヤツと一緒にするんじゃねえ」

      　代わりに反応したのはサキだった。なぜかドヤ顔で《カリバーン・リヴァイブ》の肩をバンバンと叩く。音声通信のためその表情を見ることはできない輝星だったが、声音でどういう顔をしているのかはだいたいわかる。

      　男の癖に戦場に出るなんて云々という言葉はサキも言っていたハズなのだが、輝星は奥ゆかしく文句を飲み込んだ。今となってはまっとうに仲間として扱ってくれているのだから、それでいい。

      「口の減らん小娘だ。気に入らんな」

      「てめーなんぞに気に入られたいとも思わねーよ」

      　売り言葉に買い言葉、二人の間に緊迫した空気が流れた。しかし本格的な言い合いが始まる前に、港の奥にあるシャッターが開いた。中からあらわれたのは、朱色の派手なストライカーだ。腰の左右にサーベルを下げ、右手にはブラスターカービンを下げている。

      　堂々とした歩みで、その朱色のストライカーは港内へと入ってきた。背後には《ジェッタ》や《ウィル》が十機ばかり従者のように続いている。親衛隊かなにかのつもりだろうか。

      「来ましたか。待っていましたよ」

      《ミストルティン》のコックピットで、シュレーアが好戦的な笑みを浮かべている。組んでいた腕を解き、操縦桿にそっと手を乗せた。

      「あら、逃げずに待っていたのね。負けるのが怖くないの？」

      「負ける気はありませんので」

      　すました顔で答えるシュレーア。

      「次期ミスラ侯爵たるこのわたし、ミランジェ・ホーエンが田舎皇女ごときに負けるわけないじゃないの！」

      　コックピットでない胸を張るミランジェ。その自信満々の様子に、輝星が老参謀に聞いた。

      「ミスラ侯爵ねえ。帝国でも大きいところなんですかね？」

      「ミスラ侯国は複数の交易ハブ港を抱えた豊かな国ですぞ。ご存じない？」

      　自分もそのミスラ侯国とやらの出身なのだろう。老参謀の声にはなぜそんなことも知らないのかと責める響きがあった。

      「半年前まで銀河の反対側にいたので……」

      　そうはいっても銀河系にはそれこそ星の数ほども星系があるのである。主要な大国ですら、すさまじい数がある。まして一地方の貴族領など輝星が知っているはずもない。

      「どいつもこいつも田舎者ばっかりねっ！ いいわ、わたしが勝ったらそこの皇女サマは捕虜として領地へ連れて帰るわ！ 本物の都会ってモノを教えてあげる」

      　嗜虐的な笑みを浮かべながらそんなことを言うミランジェ。

      「ついでに婚約者フィアンセとの婚前旅行に連れて行って、人力車婦として使いつぶしてあげるわ！ 武功の自慢もできて一石二鳥よ！」

      「ああッ!? アイツ婚約者なんているのか!!」

      　サキが剣呑な声を出した。その後ろで皇国兵たちもブーイングを上げる。男日照りの戦場で恋人の自慢など、殺気立つなという方が無理だ。

      「そーよ！ わたしはアンタたちみたいな負け犬とは違うのよっ！」

      　そう叫んでミランジェは哄笑をあげた。

      「ゆ、許せない……」

      「みんなでヤッちゃう？ ヤッちゃおう！」

      「待て待て待て！ 早まるな！」

      　武器を構え始める皇国兵を、あわてて輝星が止めた。せっかくの一騎討ちだ。水を差させるわけにはいかない。

      「ふん、そうですか」

      　だが、対するシュレーアは余裕の表情だった。メインモニターに映る朱色のストライカーを真っすぐに見つめ返し、言う。

      「実家がお金持ち？ 結構！ 身代金がたくさん取れますね！ せっかくなので、結納金に使わせていただく！」

      「は？」

      　いきなり何を言うのかと、ミランジェの目が点になった。しかしシュレーアは構わず続ける。

      「ご実家へあいさつに行くのが楽しみになってきましたよ、輝星さん！ 楽しみにしていてください！」

      「何を言ってるんだあのバカ殿下は」

      　サキが極めて不愉快そうに言い捨てる。輝星はそっぽを向きながらため息を吐いた。

      「あなたへの愛があれば私は誰にも負けません！ シュレーア・ハインレッタ、《ミストティン》！ さあ、勝負です！」

      「ふ、ふん！ ほえ面かせてあげる！ ミランジェ・ホーエン！愛機《ウルバフ》と共に受けて立つわ！」

      　名乗りを上げる二人。こうして、一騎打ちの火ぶたが切られた。

      「いくわよっ！」

      　最初に動いたのは、要塞司令ミランジェの駆る軽装型ゼニス、《ウルバフ》だった。朱色のその機体は青いスラスター光を瞬かせながら、鋼とコンクリートに覆われた地下港の広場を疾走する。

      「おっと、接近はさせませんよ！」

      《ウルバフ》はブラスターカービン以外の射撃兵装を持たない白兵型の機体だ。大量の火器を装備した《ミストルティン》からすれば、懐に入らせたくない相手と言える。シュレーアが即座にトリガーを弾くと、腰と脚部のランチャーから大量のミサイルが発射される。その数はすさまじく、飽和攻撃と言っていい密度だった。

      「はん、ミサイルなんて雄々しい武器使ってるようじゃねッ！」

      　しかし、対するミランジェは勝気な笑みを浮かべて操縦桿を引いた。鋭いターンでガントリークレーンの蔭へと隠れる。鉄骨で作られた武骨なクレーンにミサイルが突き刺さり、爆炎を上げた。埠頭に係留された軍艦を真っ赤な炎が照らしだす。

      「ちぃ、閉所ではッ」

      　整備や補給の作業のため、港内には大きな建造物がいくつもある。遮蔽物には事欠かない場所だ。射撃機としてはやりにくいことこの上ない。

      「だが、炙り出すだけの火力はあります！」

      　そう叫ぶなりシュレーアはガントリークレーンに向けてブラスターカノンをぶっ放した。極太のビームが鉄骨を焼き、ズタボロになっていた構造物にとどめを刺す。ちょっとしたタワーくらいの大きさがあるクレーンが破滅的な音を立てながら倒壊した。

      「ちょっとちょっと！ 殿下！ ここ、制圧が終わったら私らの基地になるんですが!?」

      　皇国兵から文句の声が出たが、シュレーアは気にしない。周囲の被害を気にして負けてしまえば元も子もないだろう。

      「そこっ！」

      　もうもうと上がる粉塵の中で動く影に、シュレーアがヘビーマシンガンを撃ち込む。

      「当たるかっての！」

      　スラスター炎が瞬き、砲弾はむなしく強化コンクリートに穴をあけた。素晴らしい反応速度だ。大口をたたくだけの実力は確かにあるようだ。煙から飛び出してきた無傷の《ウルバフ》に、シュレーアは口笛を吹いた。

      「そんな砲台みたいな機体にやられるほどノロマじゃないの！ わたしはッ！」

      　射撃を続けるミストルティンに、ミランジェはブラスターカービンを向けて発砲する。シュレーアは軽快なステップでそれを回避したが、避けられるのは彼女の想定のうちだった。マシンガンによる弾幕が途切れたスキに鋭く加速し、一気に距離を詰める。

      「ちょこまかとッ！」

      　マシンガンによる射撃を再開するシュレーアだったが、ミランジェは遮蔽物を利用して射線を切り、巧みに接近してくる。気づいた時には至近距離だ。

      「捕まえたッ！」

      　ブラスターカービンの砲口が向けられる。間髪入れずに発射されたビームを、シュレーアはシールドで防いだ。低出力低砲身のブラスターなど、何発でも防げるだけの防御力が《ミストルティン》にはある。

      「チッ！ でももうここまで来たら銃なんか要らないわ！」

      　叫ぶなり、ミランジェは腰に佩いた二本のサーベルを抜いた。

      「二刀流！」

      　観戦していたサキが叫ぶ。剣を得意とするパイロットは数多いが、扱いの難しい二刀の使い手はそうそう見ない。

      「ほう……」

      　相対するシュレーアも目を細めた。先ほどまでの動きからして、ミランジェの実力は本物とみて間違いない。二刀流も伊達や酔狂でやっているわけではないだろう。手練れの剣士だ、対処を間違えれば一瞬で切り伏せられる。

      「喰らえッ！」

      　舗装が砕けるような強烈な踏み込みとともに、ミランジェが突っ込んできた。シュレーアは全力で後退しつつヘビーマシンガンを撃ち散らすが、取り回しの悪い長物では俊敏に動く《ウルバフ》を捉えきれない。見事にすべて回避され、白刃が《ミストルティン》に迫る。

      「速い！」

      　感嘆しつつも、シュレーアの動きは冷静だった。ヘビーマシンガンを即座に捨て、胸部のマウントからフォトンセイバーを抜いて右のサーベルを受け止める。続く左の刃は肩部のシールドをうまく動かして防いだ。

      　それと同時にトリガーを引くと、頭部連装機銃が大量の銃弾を吐き出した。向かった先は《ウルバフ》の胸部装甲だ。軽装型とはいえ十分分厚いその装甲は機銃程度の豆鉄砲で抜かれたりしないが、コックピットに響き渡る着弾音にミランジェが一瞬怯んだ。

      「はっ！」

      　その隙を逃さず、シュレーアのフォトンセイバーが閃いた。真横からの切り払いだ。

      「にわか仕込みの剣術でやられるわけないでしょうが！」

      　しかしその一撃は、無情にもサーベルによって防がれた。パワーは《ミストルティン》の方が上のようだが、軽量なフォトンセイバーでは特殊重合金製のサーベルを押し込むことはできない。斬撃は完全に止められていた。そしてそれは、敵の前で致命的な隙を晒してしまったということになる。

      「勝負ありね！」

      　自由に動く右手のサーベルで斬りかかろうとするミランジェ。だが、シュレーアはそれを見てニヤリと笑った。

      「かかった！」

      　彼女の手がコンソールの液晶パネルを叩く。

      『反動制御機構、解除』

      　ＡＩの無機質なアナウンスが流れるのと同時に、肩部ブラスターカノンが火を噴いた。まともに狙いをつけていなかったため、ビームは《ウルバフ》の肩越しに床を吹き飛ばしたがそんなことは関係ない。反動を抑制するシステムをカットしたため、発砲の反動で機体が跳ね飛んでいた。ブラスターカノンは弾丸こそ粒子ではあるものの、威力が威力だけにその反動は実体砲と遜色がないのだ。

      「しまっ……！」

      　結果、見事に斬撃を躱されたミランジェは顔を青くした。しかし反撃しようにももう遅い。両足のアンカーで後退を強引に止めたシュレーアは、スラスターを全開にしつつシールドにマウントしたツヴァイハンダーの柄を掴んだ。

      「電磁抜刀はあの女だけの専売特許ではないのですッ！」

      　シールドの鞘機構で紫電が瞬くと同時に、神速と言っていい速度で長大な刀身が撃ちだされた。強烈な斬撃は《ウルバフ》の朱色の装甲を見事に切断し、機体を袈裟切りにした。真っ二つになった《ウルバフ》の上半身が強化コンクリートの床に転がる。

      「ふっ、まあこんなものでしょう」

      　コックピットを傷つけていないことをちらりと確認しつつ、シュレーアは会心のどや顔でうなずいた。無線にはミランジェの聞くに堪えない罵声が流れている。元気そうなその様子にシュレーアは笑い声をあげつつ、無情にも《ウルバフ》との通信を切断した。

      「輝星さん！ 見ていただけましたか！ 勝ちましたよー!!」

      「接近戦が苦手だと思わせてからの奇襲か。上手いもんだね」

      　機体にＶサインをさせて喜びの声を上げるシュレーアに、輝星は楽しげな声で答える。お世辞ではなく、本気で賞賛する声音だった。地の利は完全に向こうにあった。このような狭く遮蔽物の多い戦場で重量射撃機が軽量白兵戦機を倒すのは難しい。それをひっくり返して勝利したのはひとえにシュレーアの技量と機転あってのものだ。

      「そうでしょうそうでしょう！ はははははははっ！」

      「こりゃしばらく鬱陶しそうだ」

      　その驚くほど上機嫌な様子に、サキはげんなりとした表情を浮かべた。

      
        

      

      

      
        

      

      　一騎打ちから一時間。約束は履行され、帝国の要塞防衛部隊は残らず降伏した。もともと、末端の部隊は死守などするつもりはさらさらなかったのだ。一部の貴族が多少抵抗した以外は、武装解除は順調に進んでいった。

      　そんな中、シュレーアたちは要塞指令室に集まっていた。武装解除や捕虜の移送などを指揮・監視するためだ。要塞中の情報が集まるこの場所は、そういった仕事をするにはぴったりの場所だろう。

      「い、一生の不覚～！」

      　地団太を踏みながらそんなことを叫ぶのは、コックピットから引きずり降ろされたミランジェだった。彼女は周囲を武装した皇国陸戦隊員に囲まれているものの、手錠や縄などで拘束はされていない。捕虜とはいえ、高位貴族相手には相応の扱いをしなければならないのである。

      　拘束をしないということは逃走の危険があるということだが、身代金を払えば釈放されるのでわざわざ危険を冒して逃げようとするものはそういない。

      「司令……大人しくしてくだされ。司令は将官なのですぞ？ 戦争裁判にかけられなかっただけ有難いと思うべきです」

      　老参謀がため息を吐いてから窘たしなめた。戦争裁判という単語を聞いて、ミランジェの顔が青くなる。彼女の脳裏に浮かんだのは、地上の廃墟化した都市だ。確かに通常の戦争ならば捕虜の安全は保障されるが、帝国には都市への無差別砲撃という特大のやらかしがあるのだ。

      「わ、わたしは終末爆撃には反対したのよっ！ でも、総司令が……ディアローズ殿下が『次期皇帝の命令である！』って強行して……。本国へ帰ったら証言してもいいわ」

      「ほう、やはりあの女ですか」

      　シュレーアが憎々しげな顔で言う。やはり諸悪の根源はあの女だ。

      「……しかし、もしかしたら我々はとんでもない貧乏くじを引かされた可能性がありますな」

      「貧乏くじ？」

      　どういう意味なのかまったく理解していない表情でミランジェが聞き返す。だが、その隣の老参謀はその通りだと言わんばかりの表情で深くうなずく。

      「貴族とはいえ、民間人を大勢殺したとなればあまり外聞のよいものではありませぬ。いや、はっきり言えば貴族としてはあるまじき行為なのです、他国とはいえ無辜むこの民を虐殺するなど……」

      「そ、そんなこと言ったって、主家がやれと言えば従うしかないじゃない！ 歯向かえば反逆者として領地に攻め込まれるわ！」

      「その通り……無理やり汚れ仕事を我々に押し付け、コトが終われば貴族の名誉を傷つけたとして責め立てる！ そうして自分だけ美味しい所を持っていくつもりなのでしょう」

      　苦々しい口調で吐き捨てる老参謀。その眼には恨みがましい光が宿っていた。とても同情を引くための演技などには見えないその様子に、指令室の隅に居た輝星が眉をひそめた。もしかしたら。彼女らにはもともと何らかの確執があったのかもしれない。

      「命令を出したのはディアローズ本人なのよ。その責任はあの女が取るべきだわ」

      「そのとおりディアローズ殿下は、この件で名声を堕とすことになりますでしょうな。つまり、この件の黒幕はディアローズ殿下よりも上の立場の人間……」

      「い、いや、そんな……まさか、ね？」

      　腕を組んでうなるミランジェに、老参謀は肩をすくめた。

      「まあ、誰が首謀者にせよ、我々が生け贄の羊になるのは確定でしょうな。あっという間に要塞を奪い返された我々の弁明を、上層部が聞いてくれるとは思いませぬ」

      　答える老参謀の声は断定的だった。その声に弾かれるようにして、ミランジェが肩を震わせる。

      「そ、そんな……」

      　この世の終わりのような表情で彼女は天を仰ぐ。その様子に同情したらしいサキが、優しげな表情で彼女の肩に手を置いた。

      「ま、まあ気に……」

      「わたし、半年後には結婚するのに!!」

      「自慢かチクショウ！」

      　結婚発言により、サキの同情心は一瞬で吹き飛んだ。問答無用でミランジェの頭にアイアンクローをかました。

      「痛い痛い痛い！ 捕虜虐待反対！」

      「いいぞもっとやれ！」

      「リア充を許すな！」

      　周囲の兵士たちから応援の声が飛ぶ。なぜか、捕虜の帝国兵までこっそり声援に参加していた。リア充へのひがみは万国共通のようだ。

      「はっはっは、やめてあげなさい牧島中尉」

      　鷹揚な態度で制止するシュレーア。その目は輝星にチラチラと向けられていた。点数稼ぎしやがってと、サキの口がへの字に曲がる。

      「ま、安心しなさい。我々皇国は悪逆非道の帝国とは違うので、問答無用で死刑になどしませんよ。身代金をキチンと払うなら、五体満足で領地へ帰してあげますとも」

      　そう語るシュレーアは満面の笑みを浮かべていた。よほど先ほどの勝利が嬉しいのだろう。《ミストルティン》から降りてきて以降、ずっとこの調子だった。

      「それに、処刑するより身代金を貰った方がお得ですし……」

      　ぼそりと呟いたその言葉を、ミランジェは聞き逃さなかった。命が助かって安堵すべきなのか、馬鹿にするなと怒るべきなのか。何とも言えない複雑な表情で首を左右に振り、手近な椅子へと腰を下ろした。そして皮肉げな笑みとともに肩をすくめた。

      「まったく、やんなっちゃうわね。上には都合よく使われるし、戦場に男を連れてくるような女に負けちゃうし」

      「なっ……！」

      　流し目で輝星を一瞥するミランジェに、シュレーアが絶句した。

      「まったく呆れちゃうわ。男の子を身を張って守るのが女の……騎士の役割でしょう？ なのに戦場を連れまわして、戦わせて……わたしならとてもできないわね」

      「冗談きついよ」

      　怒りのあまりその狼めいた耳をピンと立て、身体をプルプル震わせているシュレーアの代わりに輝星が答えた。

      「俺は戦場が好きなんだ。熱くなれるし、痛快なヒトといくらでも出会えるしさ。それに、俺から戦いを取ったら何が残るんだよ」

      　最後の一言は、ほとんど聞こえないような小声だった。一瞬シュレーアが訝いぶかしげな表情で彼を一瞥いちべつしたが、それについて聞く前に大声によって緊迫した空気が破られた。

      「馬鹿な喧嘩をしている暇があったらこちらを手伝ってほしいであります!!」

      　声の出所を見ると、両手に通信端末をいくつも抱えたソラナ参謀が血走った目でシュレーアを睨んでいた。

      「捕虜の処理に戦利品の確認に部隊の再編成に！ やることは山積みなのでありますよ！ 殿下！」

      「す、すいません！」

      　一兵卒ならともかく、シュレーアは指揮官なのだ。戦いが終わったからと言って、ゆっくり休んでいる暇はない。ミランジェを数秒睨みつけてから、彼女は申し訳なさそうな顔をして輝星に頭を下げた。そして慌てた様子でソラナの元へ走っていく。

      「ええと、まずは捕虜ですか。うわあ、まだこんなに待機してる部隊が……」

      「とりあえずさっさと全部武装解除させるであります！ 武器を持たせたままだと安心して基地の復旧作業に入れないでありますよ！」

      　戦闘は終わったが、まだまだシュレーアの仕事は終わらないようだ。彼女は苦虫を噛み潰したような顔で部下に指示を出し始めた。

      
        

      

      

      
        

      

      　地下要塞の攻略後、皇国軍は周辺地域の制圧へと取り掛かった。帝国の抵抗は意外と弱く、突発的な奇襲で多少被害を受けつつも皇国は快進撃を続けていく。

      「ポイントＲ一一八の地下基地の制圧が完了した模様です。これでこの大陸は完全に我々のモノですね」

      　地下要塞の指令室で、幕僚がシュレーアに報告した。その声音にはまったく緊張感というものが感じられない。毎度毎度大した戦闘もなく支配地域が広がっていくのだ。演習の方がまだ張り合いがある。

      「ずいぶんと……簡単でしたね」

      　司令席に収まったシュレーアが唸った。明らかに不自然な状況だ。『帝国め、臆したか！』などと楽観的な発言をするほどシュレーアは馬鹿ではない。敵の大将であるディアローズは油断ならない相手であり、今の順調すぎる状況には不気味さを感じずにはいられない。

      「こちらの損耗は？」

      「それなりには……データを送ります」

      　手元の端末に送信されてきたリストを読んだシュレーアは、わずかに表情を硬くした。攻撃を仕掛けた基地の規模は決して大きくないというのに、損害はなかなかのものだ。

      「戦利品は……大したものはありませんね。糧食と推進剤が少しだけ」

      「弾薬類は爆破されていたとか」

      「焦土戦術だねえ」

      　近くで話を聞いていた輝星が渋い表情で言う。大きな戦いもないので、輝星は基地にいることが多くなっていた。指令室にいるのは、何かが起きた時に自分の出撃をねじ込むためだろう。相変わらず一人で出歩くことは禁止されているため、日々の生活は退屈なことこの上ない。

      「嫌な手を使う。こっちが消耗するのを待ってるんだ」

      　このところの戦いは、毎度のように今回と同じような結果が出ている。少なくない被害を受け、得るものは少ない。

      「そうはいっても、敵の基地を残したまま主力部隊を動かせばゲリラ攻撃で大きな被害が出ることは確実であります。土台固めの作業は避けられないのであります」

      　腕組みをしたソラナ参謀が輝星に反論する。被害を恐れて周囲の小規模な敵基地を放置すれば、そこから出撃してくる部隊によって補給路や移動中の無防備な部隊が攻撃されてしまうのだ。

      「我々の目標は帝国の主力部隊を撃滅するか、この惑星上にある三つの地下要塞すべてを制圧すること。理想は後者でありますな。惑星防衛ネットワークを復旧させれば、帝国艦隊に対して極めて優位に立つことができるのでありますから」

      　依然として全体の戦力としては帝国の方が優位なのだ。にもかかわらず帝国側が決戦を避けているのは、ルボーア会戦のようなミラクルの再演を防ぐためだろう。できるだけ皇国軍を弱らせ、最良のタイミングで噛みついてくる腹積もりに違いない。

      「できるだけ被害を出さずに各地を制圧し、安全に要塞を攻略する。……今の皇国軍の戦略が、間違っているとは思いません。しかし、向こうの手の上で踊っているような不快感は覚えますね」

      「そこそこの被害が出てる以上、安全でもなんでもないしねえ……物資も減るばっかりだ。撃てる弾がなくなったら、いくら俺でも勝てないわけで」

      　ソラナが顔をそむけた。輝星の言っていることも事実だ。この惑星に補給物資を届けるには、帝国の支配地域を抜ける必要がある。当然無防備な輸送部隊を帝国が逃すはずもなく、結局前線にはろくな補給が届いていなかった。

      「時間をかければかけるほど不利なのは事実でありますな」

      「期待していた敵からの物資調達もうまくいっていないわけですしね。できれば短期決戦に持ち込みたいところですが……」

      　敵の力をそぐためにわざわざ時間をかけて地下基地潰しをしているというのに、短期決戦を求めるというのは矛盾しているのではないだろうか？ 疑問を覚えて、シュレーアは眉間にしわを寄せた。

      「ま、なんにせよ次にやるべきことは決まっているであります。すなわち、次の地下要塞の攻略。そのために今、参謀総長が頑張って作戦原案を練っているでありますよ」

      　ソラナの言う通り、指令室に参謀総長の姿はない。《レイディアント》の自室で地図や各種のデータを眺めつつああでもないこうでもないと唸っているのだ。この大陸に、ここの他に地下要塞はない。次は大陸を超えて侵攻する必要があるということだ。渡洋攻撃には大きな危険が伴うため、作戦は慎重に組まねばならない。

      「まー、それまで暇ってワケか。参るねえ、やることがなくて」

      　戦略・戦術云々を考えるのは将校の仕事だ。一パイロットでしかない輝星には関係のない話であり、出撃命令が下されない限りは手持無沙汰になってしまう。危惧していた四天の襲撃もなく、輝星としては不完全燃焼気味だった。

      「いくらやることがないからって、捕虜のところにたびたび行くのは感心しませんよ」

      　そんな彼に、シュレーアが責めるような視線を飛ばした。輝星はこの頃サキを伴い、ミランジェのところへよく遊びに行っていた。

      「いやあ、あの人いろいろお菓子持ってて……顔合わせるたびに何かくれるもんで、つい」

      　現在、ミランジェは彼女の自室だった部屋で軟禁されている。私物も危険物の類以外は没収されていないため、かなり好き勝手に捕虜生活を楽しんでいるようだ。

      「餌付けされてるじゃないですか!!」

      　ショックを受けた様子でシュレーアが叫んだ。そんな簡単なことで彼と交流できるなら、自分もやりたいくらいだった。

      「本来、あの部屋は許可された者以外は立ち入りを許すなと命令しているハズでありますが……」

      　そんな彼を、ソラナがじろりと睨んだ。

      「というかそもそも、ここも佐官と一部のオペレーター以外立ち入り禁止でありますよ。なぜかあなたは自由に出入りしているようでありますが」

      「えっ、そうなんです？」

      　はっとした様子で見つめ返してくる輝星に、ソラナは思わず一瞬顔を反らした。目と目を合わせて会話するには、彼の容姿は整いすぎている。彼女はそっと胸を押さえた。

      「ま、まあ、トクベツでありますよ。か、感謝するように」

      　結局、ソラナはそのまま輝星がここに居続けることを許してしまった。入室の際、衛兵が彼を止められなかったのも同じようなやり取りをしたからだ。傾城とはこんな男のことを言うのだと、ソラナは心の中で吐き捨てるのだった。　

      　状況は緊迫しているものの、敵が攻めてくるわけでもない。しばらくして指令室を後にした輝星は、整備中の愛機の元へ向かった。とはいえ、《カリバーン・リヴァイブ》も整備中であり、訓練飛行すらできない。

      　仕方がないので、輝星はコックピットで昼寝をすることにした。シートを限界まで倒し、掛布団代わりにいつものフライトジャケットをかぶっている。整備デッキは工具の作動音や整備員たちの声で騒がしいものの、歴戦の傭兵である輝星にとっては慣れたものだ。あっという間にすやすやと眠りにつく。

      「……」

      　しばらくして、コックピットハッチの向こう側から機付長がひょこりと顔を出した。彼女はぐっすりと寝ている輝星の顔を見て「おお……」と小さく声を漏らし、懐から出した小さなカメラのレンズを向けた。

      「ちょっとくらい……ちょっとくらい撮ってもいいよね……？」

      　普通ならば整備中の機体のコックピットで昼寝をするなど整備員として認められるものではないのだが、彼女も男に飢えた若い兵士だ。おさわりは駄目でも、ちょっと写真でもとってやろうと彼の頼みをきいてやったのである。

      本懐を遂げるべく、震える指でシャッターのスイッチを押す。カシャリという微かな音がコックピットに響くと同時に、突然大きな声が機付長の背後からかけられた。

      「おーい、北斗ー！」

      「うわーっ！」

      　驚きのあまり機付長はしりもちをつき、整備用クレーンのバスケットに後頭部を強打した。

      「痛ァ！」

      「な、何やってんだよ」

      　《カリバーン・リヴァイブ》の足元で声の主……サキが呆れた表情を浮かべている。機付長はカメラを懐に隠しつつ、ヨタヨタと立ち上がって頭を掻いた。

      「いやあ、ははは」

      「……まあいいや。北斗、そこにいるんだろ？」

      「ええと」

      　コックピットの中をちらりと確認すると、輝星はまだ目をつむったままだ。かなりの大騒ぎをしたというのに目覚めもしないあたり、眠りの深さが伺われる。機付長はほっと胸を撫でおろした。

      「お休みみたいです」

      「こんな時間に昼寝かよ。もうすぐ晩飯だぞ」

      「疲れてるんじゃないですかね？」

      「ここしばらく何もやってねえからな、あたしら。疲れるもクソもねえよ……すまないが、起こしてやってくれ」

      「はいはい」

      　改めてコックピットに侵入した機付長は、もう一度輝星の顔をまじまじと見た。

      「こういうのも、役得なのかね」

      　サキに怪しまれない程度に寝顔を堪能してから、彼女は輝星の肩を揺すった。

      「起きてください、もう夕方ですよ！」

      「……ん？ あ、おはよう……」

      　まもなく目を覚ました輝星は、目をゴシゴシと擦ってから大きく伸びをした。それからあくびをして、機付長をまじまじと見る。機付長は照れた様子でそっぽを向いた。

      「夜間照明になってる？ 今何時です？」

      「六時半です。現地時間で」

      「うわ、三時間も寝たのか」

      　げんなりとした表情で、輝星はため息を吐いた。本来、一時間ほどで起きるつもりだったのだ。

      「牧島中尉が呼んでますよ？」

      「えっ、本当？ 不味いな……」

      　慌てて輝星はコックピットから飛び出し、クレーンを操作して床へ降りた。出迎えたサキは、何とも言えない表情だ。

      「こんな時間まで寝てたら夜寝られなくなるぞ、オマエ」

      「姉さんみたいなこと言うね」

      「うるせえ」

      　サキがベシベシと輝星の頭を叩いた。もっとも、その手付きは優しく叩くというよりはほとんど撫でるような動作に近い。

      「しかし、悪いね。もしかして滅茶苦茶待たせた？」

      　当然だが、いまだに輝星には艦内を一人でうろつく許可は出ていない。今回はサキが護衛について来てくれていた。一応、仮眠を取る前に一声かけていたのだが……。

      「いや、それはいい。あたしも護衛はソイツに任せて、自分の用事をしてたんだ」

      　サキはちらりと機付長の方を見た。

      「ま、ずっと《カリバーン・リヴァイブ》に張り付いてるわけですからね。不埒な輩は近づけさせませんよ」

      　機付長は胸を張って答えた。自分がその《不埒な輩》になっていた事実はおくびにも出さない。

      「あ、そうなんだ。ありがとうございます」

      　機付長にペコリと頭を下げた輝星は、サキに視線を戻した。なんとなく、機嫌がよさそうな表情をしている。ふと興味を惹かれて、聞いてみた。

      「……ちなみに、用事って何？」

      「《ダインスレイフ》を磨いてたんだ。もうピッカピカだぜ？ 後で見てみろよ」

      「お、いいねえ。俺も一回、こいつを洗ってやらにゃ……」

      　背後の《カリバーン・リヴァイブ》を振り返って見る輝星。もちろん、帰還毎に整備員たちによって十分な洗浄はされているので特別汚れているわけではない。それでも細かい部分に汚れはたまっていくし、愛機が綺麗になるのは気分がいいものだ。

      「やめとけやめとけ、お前がやったら装甲の上でスッ転びそうだ。手が空いた時にあたしがやってやる」

      「あ、手伝いますよ。この頃出撃もありませんし、手は空いてるんです」

      「お、悪いね」

      　サキと機付長は一瞬目を合わせ、笑いあった。そしてふと表情を改め、輝星に顔を向ける。

      「そういや、聞いたか？」

      「何を？」

      「今日の晩飯の献立。また牛丼だってよ」

      「ええ……」

      　その言葉に、輝星は渋い表情になった。物資が欠乏気味なこともあり、この頃の食事のメニューは極めて単調なものになっている。食べられるだけ有難いというものだが、そうはいってもやはり飽きも出てくるのは仕方がない。

      「また牛丼？ 昼も朝も牛丼だったじゃないか」

      「ついでに言えば昨日も三食牛丼でしたね」

      　表情がすぐれないのは機付長も同じだ。安くて腹に溜まる牛丼は軍人の食事としては一番ポピュラーなものだが、だからと言って毎日出てくるのはやりすぎだ。

      「さすがにカンベンだろ？ 六食連続なんてさ。だから考えたんだよ」

      「何を？」

      「要するに、美味いメシを隠し持ってそうなヤツにタカればいいんだ。というわけで、あの捕虜の貴族サマのところへ行くぞ」

      　悪そうな顔で、サキはそう言い切った。

      
        

      

      

      
        

      

      「一応ねえ、殿下には止められてるんだよ。あの人のところへ行くのは」

      　地下要塞の廊下を歩きながら、輝星が言い訳がましい口調で言った。

      「嫉妬だろ、気にすんなよ」

      　彼の前を歩くサキが振り返り、にやりと笑う。あの人とはもちろん、先日シュレーアとの一騎打ちに敗れて捕虜になったこの要塞の元司令、ミランジェのことだ。出会った経緯が経緯だけに、シュレーアとミランジェの仲は険悪なのだ。想い人がそんな相手の元に通っているというのは、確かにいい気分ではないだろう。

      「だいたい、アイツにゃ婚約者がいるんだぜ？ せっかく結婚できるってのに、わざわざ他の男に手を出す莫迦はいないっての」

      　男性の数が極めて少ないヴルド人社会では、貴族と言えど結婚には苦労する。男性に限って言えば、平民がいきなり大貴族の婿にもらわれていく例すらよくあるほどなのだ。苦労して掴んだ花婿を浮気などでフイにする女など、そうそういるものではない。

      「確かにあの人は俺に対して普通に対応してくれるんだよね。ありがたいよ」

      　なぜか持って歩いているカップ麺を手の中で弄りながら、輝星が小さく息を吐く。男というだけで良くも悪くも特別視されてしまうような環境なのだから、気疲れするなというほうが無理なのだ。

      「ま、あたしとしても意外とああいう手合いは嫌いじゃないんだよな。偉そうだが、美味いモンくれるし」

      「殿下は俺が餌付けされてるって言ってたけどさ、どっちかと言えば餌付けされてるのは牧島さんだよね」

      「ははは、ほっとけ！」

      　そんなふうに話しているうちに、目的の場所へとたどり着いた。ミランジェが軟禁されている部屋だ。丈夫な強化カーボン製ドアの前に、ライフルで武装した衛兵が二人たっている。衛兵は鋭い目つきで輝星たちをじろりと睨んだ。

      「げ、こいつらか」

      　小さくサキが毒づいたが、輝星は無視して彼女らに話しかける、

      「すいません、捕虜に差し入れ持ってきたんですけど」

      　そう言って持参したカップ麺を見せた。仮にもミランジェは大貴族の大貴族の娘だ。そんな相手にこんなものを差し入れするヤツがどこの世界にいるのかと、サキが隣で妙な顔をする。

      「いやー申し訳ないけどねー、我々も仕事があるからねー。軽々と通すわけにはなー」

      「あ、こっちは皆さんに差し入れです」

      　輝星はフライトジャケットのポケットからキャンディーを引っ張り出し、衛兵に見せた。彼女らはニッコリと笑ってそれを受け取った。

      「ちょうど甘いものが欲しかったんだよねー。ありがとうねー」

      「お礼によしよししてあげるよ、よしよし」

      　衛兵たちの狙いは、無論飴玉などではない。お礼と称して輝星にハグをしてくるのだ。完全なセクハラ案件だったが、これが賄賂代わりの報酬なのだから仕方ない。輝星は人間によって強引に抱き上げられた猫のような表情で二人からのかわるがわるのハグに耐えた。

      「くそっ……憲兵がこんなことするとか、世も末だぜ」

      　衛兵たちに聞こえないような小さな声でサキが吐き捨てた。驚くべきことに、彼女らの腕には憲兵と書かれた腕章がついていた。本来ならば不埒な輩を取り締まるのが仕事の役職なのに、この有様である。

      「えーっと、面会だっけー？ ちょっと待ってねー、確認してくるから」

      　しばしハグを堪能したのち、衛兵の一人が部屋の中に入っていった。それと同時にサキは輝星の袖をつかみ、スススとドアから離れていく。そしてそっと彼に耳打ちした。

      「やっぱ次から強行突破しねぇか？ あいつら、調子に乗りすぎだぜ。切り捨てた方が世のためだ」

      「このくらいで通してくれるなら安いもんだって」

      　深刻そうな声音で聞くサキだったが、輝星は首を左右に振った。うんざりはしているが、大金を要求されたり直接的な行為を強要されているわけではないのだ。このようなことは実際頻繁ひんぱんにあるため、慣れてしまっているというのもある。

      「そうはいっても男がさあ……」

      「だいたい、ここに誘ったのは牧島さんじゃないの」

      　ピシャリと輝星が言った。サキは渋い顔でうなる。

      「担当がこいつらじゃなきゃ、素通ししてくれるからな……今日は運が悪かった。すまん」

      　サキはその狼のような耳をペタンと伏せて謝った。心底申し訳なさそうな表情だ。

      「そんな深刻そうな顔しないでよ、あんまり気にしてないからさ」

      　あまりの恐縮ぶりに、困ってしまったのは輝星のほうだ。貞淑で奥ゆかしいヴルド人男性と違い、輝星にはあまりこの手のことに対する拒否感はない。

      「ただ真正面からこういうのをぶつけられるのは、ウッてなるけどね」

      「ううーん……」

      　サキは腕組みをして唸った。やはり、今回の件は自分が情けない。次同じようなことを要求しているのを見たら、そいつをぶった切ってやろう。そんなことを彼女は考えていた。もちろん、口に出せば止められるのはわかっているので輝星には言わない。

      「入っていいってさー」

      　そこで、部屋から衛兵が出てきた。どうやら確認が終わったようだ。

      「まあ、そんなことはさておきメシだよメシ。牛丼以外の！」

      　重くなった雰囲気を振り切るように輝星が元気な声で言い、ドアに向かって歩き始める。サキもそれに続いた。

      「……」

      　すれ違いざまに、サキが衛兵を睨みつけた。だが、彼女は余裕の表情でそれを受け流す。憲兵だけあって、面の皮が厚いことこの上ない。

      「ちっ」

      　舌打ちをしてから、サキは部屋に入るのだった。

      「また来たの？ アンタたち、ずいぶん暇みたいねえ」

      　入室した二人を出迎えたのは、あきれ顔のミランジェだった。輝星とサキが皇国のトップエースであることは、当然彼女も知っている。それが連日遊びに来るのだから、仕事をしていないと判断されても仕方がないだろう。

      「しゃーないだろ、帝国は地味な嫌がらせしかしてこねーし。大規模な正面戦闘なんか、しばらく起きてねえんだよ」

      「あのディアローズにしちゃ、ずいぶんと消極的な作戦ね」

      　友人相手のような気安い口調でサキが言った。敵国とはいえ大貴族を相手にするにはあまりにも不敬な物言いだったが、ミランジェはそれを咎とがめることはなかった。どうもこの二人は相性がいいらしく、短い期間で妙に仲良くなっていた。

      「ビビってんじゃねえのか？ この前、大負けしたわけだし」

      　そう言いながら、サキは部屋の中央に置かれた椅子へと腰を下ろした。輝星もそれに続く。

      「だとしたら面白いわね。あの高慢なお姫様が怖がってるところなんて、大金を払ってでも見たいくらいだけど」

      　ニヤニヤと底意地の悪い笑みを浮かべるミランジェ。貧乏くじを引かされたことが腹に据えかねているようで、彼女は自軍の総大将に対して辛辣しんらつだった。

      「ま、それはいいとして。今日は何の用？」

      「差し入れ持ってきたんですよ。ほらこれ」

      　輝星がカップ麺を差し出した。ミランジェはそれを受け取り、興味深そうにラベルを読む。

      「ギガ盛とんこつラーメン・ニンニク三倍バージョン？ アンタ、貴族の令嬢に何食べさせるつもりよ」

      「別にいいでしょ。旦那さんはここにいないんだから」

      「三流愛憎劇の間男みたいなセリフね……色気なんてあったもんじゃないシチュエーションだけど」

      　何とも言えない表情で呻きながら、ミランジェも輝星たちの対面に腰かける。そしてカップ麺をテーブルに置き、輝星の顔をしげしげと見た。

      「アンタ、顔だけはいいんだからそういうことを面と向かって言うのはやめときなさいよ。勘違いする馬鹿も出てくるわよ？」

      「これで勘違いするとか真正のバカでは？」

      「待てよ、うちの殿下なら勘違いしてもおかしくねえぞ」

      「確かに！」

      　サキとミランジェは顔を見合わせて大笑いした。本人がいないとはいえ、言いたい放題にもほどがある。輝星は小さくため息を吐いた。

      「それで、まあ、これと交換してほしいものがあるんですが」

      「なに、またお菓子？ いいわよ、まだまだいっぱいあるし」

      　ミランジェはリスかハムスターのように自室にさまざまな食料をため込んでいる。とにかく、食べるのが大好きなタイプなのだ。この手の交換取引には気軽に応じてくれる。

      「いや、レーションの類でいいのはないかなと」

      「今日もメシが牛丼らしいんでな。手土産もってタカりに来たってわけよ」

      「またぁ？ この頃そればっかりじゃないのよ！」

      　ミランジェが顔をしかめた。当然、物資が欠乏している現状では捕虜にだけ特別な食事が出るはずもない。輝星たちが牛丼ということは、ミランジェにも牛丼が出てくるということになる。

      「もー、しょうがないわねえ……ちょっと待ってなさいよ」

      　深々とため息を吐き、ミランジェは立ち上がった。向かう先はクローゼットだ。ここに大量の食糧が隠されているのである。

      　それから十数分後。輝星たちの前には湯気を立てるステーキと瓶詰のザワークラウトが置かれていた。ステーキはヴルド人のソウルフードだ。サキがヨダレを垂らしそうな表情で、その大きな肉塊を眺める。

      「いいもん持ってるじゃないか！」

      「レトルトだけどね。ま、牛丼よりマシでしょ」

      　何でもないことのようにいうミランジェだったが、このステーキは金を持った貴族しか買えないような、オーガニックビーフのしっかりしたものだ。培養タンパクと調味料でごまかした模造品の合成ミートなどとはモノが違う。当然、貧乏所帯の皇国軍ではこんなものは食べられない。

      「レトルトったってなあ。ええ？ オーガニックだろ？ すげえよホント」

      　めったにないご馳走を前にして、サキのテンションはかなり高かった。褒めちぎられたミランジェはどや顔で胸を張る。

      「まあわたしは次期ミスラ侯爵だし？ 貧乏人共に恵んであげるのも貴族の義務のうちだし？」

      「いやーさすが大貴族様だ！ 尊敬しちゃうなー！」

      「わはははは！ それもほどでも……あるけどぉ？」

      　実際問題、カップラーメン一つで二食ぶんのオーガニック・ステーキを提供するのはアンフェア極まりないトレードではあるが、こうしておだてておけばミランジェは上機嫌でそれを許してしまう。かなり付き合いやすいタイプの人間であるのは確かだった。

      　当然、二人は遠慮せずにステーキにかぶりつく。レーションとはいえ大貴族向けの製品だけあって、やはり素晴らしく美味しい。

      「美味しいけど、ちょっと多いな……」

      「マジかよ。もったいねえな、貰っていいか？」

      「いいよいいよ。食べちゃって」

      　とはいえ、輝星は比較的小食だ。あっという間に満腹になり、残りはサキに押し付けた。それを見たミランジェが苦笑する。

      「たくさん食べないと大きくなれないわよ？」

      「残念ながら成長期は終わってるんですよ」

      　細切れのザワークラウトをスプーンで弄いじりつつ、輝星が答える。この酸味のある発酵キャベツは、肉を食べてこってりした口内をサッパリさせるにはちょうどいい。

      「まあ確かに、あなたは男にしては背が高いけどね」

      「婚約者の人はもっと背が低いんです？」

      「もちろん！ ちっちゃくって可愛いのよ、わたしのカレは」

      　婚約者の話を振られ、ミランジェは嬉しそうに答えた。しばらく彼女によるノロケが続く。とはいえ、料理を提供してもらった恩がある。輝星は聞き流さずに真面目に聞いていた。

      「だからね、カレは最高の最高なのよ！ 結婚式に間に合うように解放されなきゃ困るわ！」

      「それは戦争の流れ次第だからなあ……」

      　サキが若干うんざりした表情で答える。貴族の捕虜は身代金を払うことで解放されるのが普通だが、戦争が終わらないことには身代金交渉すらままならないことはよくある。

      「どこかの誰かが頑張りすぎたせいで、帝国の一方的大勝利！ なんてのは非現実的になっちゃったから……」

      「仕事なので」

      　恨みがましい目を向けるミランジェに、輝星はニヤリと笑って見せた。悪びれないその態度に、彼女は肩をすくめる。

      「ま、一番悪いのはあのディアローズと皇帝だけどね！ このわたしにあくどいことの片棒担がせちゃってさ！」

      　ディアローズの顔を思い出してミランジェは憤慨ふんがいした。終末爆撃で民間人ごと都市を吹き飛ばすディアローズのやり口は、彼女としても思うところがあるようだ。こうしてたびたび恨み言が飛び出すあたり、根は深い。

      　そんな彼女に、輝星はふとヴァレンティナの言葉が脳裏をよぎる。彼女もディアローズを嫌っていた。総大将にしては、ずいぶんと人望がないようだ。

      「帝国の別の人も悪く言ってましたね、そういえば。帝国軍の中ではあまり好かれてないんですか？ ディアローズ様は」

      「まあね。興味あるの？ あの女に」

      「どうも、その人に戦略レベルで意識されてるっぽいですからね……俺ってば。相手のことをある程度知っておいた方が安全かなって」

      　ルボーアで飽和攻撃を仕掛けられ、苦労したのは記憶に新しい。

      「なるほどね。敵に塩を送るのは癪だけど、あの女に大きな顔をされるのはもっと腹立たしいし……教えてあげるわ」

      　意外と素直にミランジェはうなずいた。どうやら、味方を売る嫌悪感よりディアローズに対する憎しみが勝ったようだ。

      「ま、そうはいってもね……わたしもあの女とオトモダチってわけじゃないから、詳しくいろいろ知ってるわけじゃないのよね」

      「帝国は皇国ウチと違って大国だからな。大貴族同士だからって、深いかかわりがあるわけじゃなさそうだな」

      「そりゃあね？」

      　サキの言葉に、ミランジェは皮肉めいた笑みを浮かべた。ノレド帝国ほどの大国になれば、公爵や侯爵もかなりの数がいる。まして、ミランジェは侯爵本人ではなくあくまで次期当主に過ぎないのだ。ディアローズと顔を合わせるのは、せいぜい戦場やパーティーの時くらいだろう。

      「まあ、でも、ディアローズは良くも悪くも目立つ女よ。直接話す機会が少なくても、嫌でもあの女の話は耳に入ってくるのよね」

      「無敗の姫だとか、そういうふうに呼ばれているとは聞いたことがある。そりゃあ目立つだろうね」

      「ま、この間は負けたがな！」

      　茶々を入れるような声音でサキが笑った。ルボーアでの大勝は、敗北続きの皇国軍人にとっては胸のすくような出来事だったからだ。

      「まあ実際、戦上手なのは確かよ。ただ、それ以外にもいろいろ逸話があってね……」

      　言いながら、ミランジェはテーブルに乗ったバスケットからワイングラスを取り出した。そしてニヤリと笑いながら、グラスを輝星の方に向ける。

      「ま、酌の一つでもしなさい。情報料よ」

      「はいはい」

      　輝星は苦笑して、バスケットからワインボトルを出す。そして栓を抜こうとコルク抜きを掴んだが、即座にサキに奪い取られた。

      「ケガしたら困るだろ」

      「か、過保護ォ！ 俺だって栓くらい抜けるんだけど!?」

      「ホントかぁ？」

      　にやにやと笑いながら、サキはさっとボトルまで取ってしまった。そのまま慣れた手つきでコルク栓を抜き、ボトルを輝星に帰す。

      「ほらよ」

      「んもー、すぐそういうことする」

      「何でもいいから、早く頂戴な」

      　くすくすと笑うミランジェがグラスを押し付けてきたので、輝星は渋々ワインを注いだ。赤い液体がグラスに満ちると、部屋に芳醇な香りが漂い始める。満足げにうなずいた彼女は、もう一つグラスを出してサキに渡した。

      「さすが、わかってるじゃないか」

      「一人で呑んでもつまらないからね」

      　さすがにサキはお酌を輝星に要求することはなかった。手酌でグラスに注ぎ、ミランジェと軽く乾杯してから口を湿らせた。ちなみに、酒を飲めない輝星は一人レモン水を飲んでいる。

      「ま、本題に戻るわね。帝国じゃ有名なディアローズの二つ名があるのよ。どんな名前だと思う？」

      「二つ名？ ……わからないな」

      「《忠犬》よ。皇帝陛下のイヌ」

      　そう言ってミランジェはくつくつとくぐもった笑い声を出した。

      「皇帝陛下のいうことには何でも従うイエスマン。残虐な作戦だろうが、無茶な作戦だろうが、異論は一切挟まない。忠実なワンちゃんってわけ」

      「意外だなあ。噂を聞いてると、傲慢不遜なタイプかと思ってたんだけど」

      　忠臣にしては、周囲の評判が悪すぎる。もちろん無茶な作戦に付き合わされる部下からすれば堪ったものではないだろうが……。

      「それはその通りなのよ。とにかく、自分の思った通りにことが進まないのが大っ嫌いなタイプで……それを邪魔するものは、敵であれ味方であれ容赦はしない。その上、捕虜や失敗した部下をいたぶるのが大好きなサディストでもある。タチが悪いにもほどがあるわ」

      　嫌悪感に満ちた目でミランジェは吐き捨てた。貴族などというものは多かれ少なかれ傲慢な部分があるものだ。しかし、ディアローズの振る舞いは度を過ぎていた。

      「でも、皇帝陛下の命令だけは必ず聞くのよ。どんな小さなことでも、どんな屈辱的なことでもね。口の悪い連中は、皇帝の足を舐めて皇位継承権を手に入れた女なんて呼んでるわ」

      「プライドも糞もねーやつだな。無茶ぶりされたストレスを部下で解消してるんじゃないか？ そいつ」

      　小ばかにしたような口調でサキが言う。グラスのワインを一気に飲み干し、さらに続けた。

      「矜持きょうじを捨てた貴族なんて、もはや貴族でもなんでもないんだよ」

      「そーよ！ その通りなのよ！」

      　ミランジェは即座に同調し、ワインボトルを引っ掴んでサキのグラスにお替りを注いだ。

      「あんた、平民出身の癖にわかってるじゃないの！ 皇国なんか捨ててうちに来なさいな！」

      「はははっ、ありがてぇけどさすがにな。故郷はそうそう捨てられねーよ。家族もいるし」

      「残念ねぇ」

      　嘆息しながら、ミランジェは自分のグラスに手酌でワインを注ぐ。そして空になったボトルをバスケットに戻した。

      「結局ねえ、何が言いたいかっていうと……ディアローズは恥知らずのサディストで、何をしでかすかわからない危険人物ってこと。そのくせ、戦争だけは上手いからもう手に負えないっていうか」

      「戦争ねえ。ストライカーの腕はどうなんですかね？ あの《天轟》と比べて」

      「いや、さすがに四天と比べちゃだめよ……でも、決して油断できる相手じゃないのは確かよ。あの女、イヤらしいことにストライカー戦でもしっかり成果を上げてるから。そこらのエースよりはよほど手強いはずよ」

      「ふーむ……」

      　ヴァレンティナと同じか、もしくはそれよりやや上程度の腕前だろうか。輝星は腕を組んで唸った。単体で相手をするなら当然負ける気はないが、汚い手段を躊躇なく使うタイプならそれなりに警戒する必要はある。四天やらと組んでまとめて仕掛けてくれば、かなりの強敵になるのは間違いない。

      「ま……わたしは腐っても帝国の貴族だから、皇国なんかに負けたくはないけどね。でも、一緒に飲み食いしたあなたたちが死ぬのは勘弁願いたいわ。あの女に後れを取って、死なないでね」

      「当然ですよ。俺は《凶星》、凶兆の星です。相手が誰であれ勝ちますとも」

      　ミランジェの言葉に、輝星は自信ありげに返すのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      「海へ出ても……暇なのには変わりがないなあ」

      　大きく伸びをしながら、輝星が呟いた。彼の目線の先には、真っ青な大洋が広がっていた。隊列を組んで航行する大量の皇国艦の他には、周囲に島や人工物の陰はない。

      「心配しなくても、あと一日もすれば作戦決行ですよ。しばらく暇なんて言えないような状況になるのでは？」

      　隣でシュレーアが苦笑した。そうはいっても、気が抜けているのは輝星だけではない。彼らがいる《レイディアント》の第一甲板では多くのクルーが働いているが、誰もかれもがだらけた雰囲気を出している。ここしばらくまともな戦闘がなかったせいで、すっかり皇国兵たちの気合は抜けていた。

      「確かにね」

      　皇国艦隊は今、次の要塞攻略のために別の大陸へと向かっている。この作戦が成功すれば、惑星センステラ・プライムの攻略はかなり容易になるだろう。

      「とはいえ、船旅ってのはやっぱりのんびりした気分になるなって方が難しいんだよね。空や宇宙ならビューンとあっという間なのにさ」

      「敵のレーダーを避ける必要がありますから……海があるなら、浮いて進むのが一番手っ取り早いんですよ。地表スレスレを飛ぶのは速度が出ませんし、神経も使います」

      　現代の軍艦は反重力リフターと強力な推力で空を飛ぶことができる。しかし、やはり航空機として設計されているわけではないので飛行はあまり得意ではないのだ。そもそも、何万トンもある鉄の塊が空を飛ぶこと自体が無茶なのだから仕方がない。よって、軍艦は海のある惑星では普通の船と同じように海上を主な活動場所とすることが多かった。

      「それはわかってるよ。ま、仕方ないよね。こればっかりはさ……」

      　肩をすくめて、輝星はちらりと横を見た。船の端っこで、釣り竿を握っているクルーがいる。

      「……釣れるのかな、あれ」

      「けっこうな速度が出ていますから、網で捕まえるならともかく釣りはちょっと怪しそうですね……」

      「だよねえ」

      　輝星はクスクスと笑った。シュレーアも釣られて笑うが、すぐに小さくため息を吐いた。兵士たちのここ最近のダレ具合は嘆かわしいものがある。こんな調子で大丈夫なのだろうか？

      「あんまりいい傾向じゃないのは確かだよね」

      　彼女の表情から考えを察した輝星が、自分のだらけようを棚に上げつつ言った。もっとも、輝星は実戦慣れした傭兵でありオンとオフの切り替えは上手い。しかし多くの皇国兵は今回の戦争が初めての実戦であり、戦場に慣れているとは言い難いのだ。

      「一人ひとり捕まえて、注意すべきでしょうか？」

      「上の人間に言われたからって、すぐに態度を改める人ばかりじゃないからね」

      「そうですね……」

      　サキを見ればわかるが、ヴルド人の兵士には跳ねっかえりが多い。口でどうこう言ったところで大半は無意味だろう。

      「もしかしたら、これも向こうの狙いなのかも。油断を誘って、最高のタイミングで攻撃を仕掛けてくる。常套手段じゃない？」

      「嫌なことを言いますね」

      　シュレーアは顔をしかめた。出港してすでにかなりの時間が経過しているが、今のところ帝国による妨害はない。事前情報によれば、この星に駐留する帝国惑星軍には潜水艦が配備されているらしい。しかし、現在まで一度も潜水艦が出没したという報告はないのだ。不気味なことこの上ない。

      「向こうの指揮官は、無能じゃないよ。ルボーアでの采配や退き口を見ればわかる。こっちが一番嫌がることをしてきそうだ」

      「一応、水中・水上ともに最大限の警戒をするよう命令を出していますが……それだけで何とかなったら、こんなに押し込まれてませんね……私たち」

      　ただでさえ帝国軍は兵器の質が高く、数も多いのだ。おまけに指揮官も有能となれば、とても油断できる相手ではない。後手に回った時のことも考えて行動すべきだ。

      「なんだか、不安になってきました」

      「そうやって不安で相手を縛るのも、上手い指揮官のやり口だよ。疑心暗鬼になると、どうしても動きが鈍くなるからさ」

      「やめてくださいよ」

      　追撃するような輝星の言葉に、シュレーアは口元を引きつらせた。

      「ごめんごめん」

      　そんな彼女に、輝星が気楽に笑って返す。その余裕の態度に思わず羨ましさを覚えて、シュレーアは目をそらす。視線の先に広がる大海原は、どこまでも透き通った青色だった。

      「……」

      　シュレーアは輝星に向き直り、無言で彼の手を掴んだ。そしてそのまま、輝星を近くの物陰へと押し込む。

      「えっ、何……」

      　突然のことに混乱する輝星を、シュレーアはぐっと抱きすくめた。軍服越しのしなやかな肢体に包まれ、輝星が目を白黒させる。

      「あなたの、焦った顔が見たくなりました」

      　十秒ほど抱き着いた後、シュレーアは輝星を解放した。余裕ぶった表情を装ってそんなことを言うが、彼女の顔は蒸気でも噴きそうなほど真っ赤だ。うるんだ瞳が、輝星の目を真っすぐ見ている。

      「……確かに、びっくりした」

      　セクハラには慣れているが、シュレーアからされるとは思っていなかったのだ。彼女もどちらかと言えば変態の部類ではあるが、根がヘタレなのか直接手を出してくるようなことは今まであまりなかった。

      「わたしも、けっこう焦ってるんですよ。戦いに負けるわけにはいきませんし、あなたを巡るライバルはたくさんいますし」

      「殿下、それは……」

      　俺に言われても、と言いたげな表情で輝星は口をへの字にした。しかしシュレーアは彼の唇に指を当て、発言を遮る。

      「殿下なんて他人行儀な呼ばれ方をずっとされるし」

      「名前で呼んでほしいの？」

      「もちろん」

      「しょうがないなあ……」

      　輝星は軽く笑った。彼女が自分との距離を詰めたがっているのは理解している。実際のところ、シュレーアのことが嫌いなわけではない。何事にも必死な彼女の姿勢は好感が持てるし、なにより空回りが多くて見ていて楽しいのだ。しかし、輝星も腹上死は避けたいのでそう簡単に交際するわけにもいかない。

      「シュレーアって呼べばいいの？」

      「そうです。もう一度、わたしを呼んでください」

      「シュレーア」

      　目の端に涙を浮かべて、シュレーアは何度もうなずいた。名前を呼んだ程度でここまで喜ばれると、逆に輝星の方が恥ずかしくなってくる。

      「今日のところはこのくらいで！ そろそろ艦内に戻るよ！ 奇襲にすぐ対応できるよう、コックピットで待機しておいた方がいいでしょ」

      　踵きびすを返して速足で歩き始める輝星。その背中を、シュレーアは慌てて追いかけた。

      「ま、待ってくださいよ！」

      　二人がそんな青春じみたやり取りをしているのと同じころ、皇国艦隊の後方には奇妙な物体が浮かんでいた。洋上迷彩が施されているため見えづらいが、プラスチック製の小型浮標ブイのようだ。カメラがいくつも内蔵されているようで、その無機質なレンズの瞳が過ぎ去っていく皇国艦隊を見つめ続けていた……。

      
        

      

      

      
        

      

      　皇国の作戦は予定通り決行された。内陸部にある地下要塞を目指し、艦隊は地上部隊とストライカーを上陸させる。揚陸作戦は二度目であり、もう手慣れたものだ。

      「敵の抵抗が妙に弱いですね……」

      　進撃を続ける《ミストルティン》のコックピットで、シュレーアが呟いた。前線部隊から送られてくるデータが表示されたサブモニターを確認するが、今のところ容易に撃退できるような敵しかあらわれていない。前回の作戦の方が、まだ抵抗が激しかったくらいだ。

      「罠くさいですね」

      「いったん戻る？ 相手が引き込んで叩くつもりなら、艦隊と主力部隊が離れるのは不味いんじゃないかな」

      「それは、その通りなのですが……」

      　シュレーアは悩ましい表情で唸る。周辺の地形図を確認して、小さくため息を吐いた。部隊を分けることが望ましくないことなど、作戦の立案段階からわかっていたのだ。しかしそれでもリスクを承知で行動しているのは、それなりの理由がある。

      「艦隊まで戻ったところで、どうしようもありません。艦隊が安全に地下要塞までたどり着けるルートはないのですから、結局攻撃は我々だけで行うしかないのです」

      　このあたりの地形は起伏が激しく、小回りの利かない大型艦で低空飛行しようものなら艦首や船腹を岩にぶつけまくることになる。それを避けて高度を取れば、今度は集中攻撃を浴びるのだ。

      「我々のできることはただ一つ。可能な限り早期に要塞を落とし、奪取した防衛設備を利用して周囲の敵と戦う。いろいろ検討しましたが、これが最も勝率の高い作戦……だそうです」

      　この手の話はシュレーアも参謀総長からの受け売りだ。なんとも博打じみた作戦だが、彼女自身が考えてもこれ以上の案は思いつかなかった。

      「結局、向こうもそれがわかってるからこんな露骨な温存策とってるんじゃねえっすかね？ 普通、誘い込むつもりならもうちょっと苦戦しているフリくらいしますって」

      「でしょうね。ナメられているとしか言いようがない……非常に腹立たしいことです」

      　サキの言葉にシュレーアが怒気のこもった口調で返した。とはいえ、罠があるとわかっているのならば対処のしようもある。輝星たち三人が最前線に出ていないのは、奇襲に備えてのことだ。

      「ま、罠なんて食い破りゃあいいんすよ、なあ北斗」

      「その通り」

      　力強いサキの言葉に、輝星は嬉しそうに笑った。こういった状況で弱気にならないのが、彼女のいいところだ。

      「向こうがやりたいのは、とにかく戦力を分断させて各個撃破すること。逆に言えば、私たちと正面から戦いたくないということですよ。何かあれば、即座に戦力を合流させられる態勢にしておかなくては……」

      　シュレーアはもう一度地図を確認した。今のところ、功を焦って突出しているような部隊はない。整然とした行軍だ。

      「今は、相手の出方を見ましょう。きっとすぐに仕掛けてくるはずです」

      　そう言うシュレーアの予想は、一時間後に的中することになった。

      「敵襲！ 南東百二十キロに熱源多数！ ストライカーです！」

      　焦った声音の報告に、シュレーアは目を細めた。周囲の地形は、樹高二十メートルを超える大樹が茂った山岳地帯だ。伏兵を配置するにはもってこいの場所と言える。データリンクにより戦術マップに表示された敵戦力は今確認されているだけで数百機。おそらく、まだ確認されていないだけで他にもいるだろう。

      「案の定、後方をふさいできましたか」

      　敵の位置は、こちらの部隊を後ろから追いかけてくるような形だ。ストライカーはともかく多脚戦車は山岳地帯の通行ということでスピードが出せない。じきに追いつかれてしまうだろう。

      「セオリー通りなら、前方にも敵が潜んでるんじゃないかな」

      「間違いないでしょう、挟み撃ちは絶対に狙ってくるはず……」

      「前衛部隊が敵に接触しました！ 多脚戦車を中心とした部隊が進行方向に潜んでいたようです！」

      「ほらきた」

      　シュレーアはげんなりとした表情を浮かべた。先行していた部隊が戦車に襲われたのだ。これで、皇国の主力は前後を敵に挟まれたことになる。

      「転進して隙を見せるのはまずいですが……退路と補給線を絶たれるのはもっとよろしくない。第四、第七旅団が後方の敵部隊……呼称・Ａ集団に対応しなさい。砲兵部隊も展開させるのです。とにかく、戦車などの硬い部隊が出てくる前に火力で押しつぶしましょう」

      「了解！」

      「残る部隊は転進の用意を。前方の敵、Ｂ集団の攻撃を防ぎつつ、Ａ集団へ支援攻撃をかけられるよう移動してください」

      　即座に判断して、シュレーアは命令を出した。まだ敵の全体的な布陣が判明していない以上、大きく動くわけにはいかない。まずは小手調べだ。

      「俺はどうする？」

      「まだ動かないでください。近衛なり四天なり、警戒すべき敵は多いですから。切り札はまだ温存せねばなりません」

      　おそらく、帝国にとっても輝星は一番警戒している相手なのだ。可能な限り消耗を避け、敵の本命に備える必要がある。

      「……弾薬類は相手の機体から奪えばなんとかなるけど？」

      　帝国と皇国の使用している粒子マガジンは別規格だが、変換アダプターを使えば流用可能だ。ライフルごと奪い取るという手もある。

      「弾薬がなんとかなっても、体力も推進剤も有限ですよ。大丈夫、あなたが出なくともわが軍は戦えます。気持ちはわかりますが……どうか、今は抑えてください」

      「……そうだな、わかった。シュレーアの言うとおりにする」

      　少し考えて、輝星はうなずいた。指揮官が待機すべしと判断したのなら、それを振り切って戦うわけにもいかない。

      「ありがとうございます」

      　うなずくシュレーアをしり目に《ダインスレイフ》のコックピットでは、名前を呼び捨てにしたことに耳ざとく気づいたサキが若干ムッとした顔をしていた。

      「よし、予定通りだ」

      　同じころ。野戦築城された司令部の中で、ディアローズがニヤリと笑った。彼女の目の前に設置された大型モニターには、地図と敵味方の部隊の位置が表示されている。

      「とにかく砲兵火力で相手をくぎ付けにし続けるのだ」

      「ですが殿下、戦場は大樹の密集した山岳地帯です。砲撃は効果が薄いのでは？」

      　幕僚が疑問の声を上げた。砲兵火力の主力となる機動砲は飛行能力を持っているし、多脚自走砲・ロケット砲の類も少々の難地形などものともしない走破性は持っている。とはいえ敵部隊が隠れているのであれば、大砲を動かせたところで効果的な砲撃は難しいだろう。

      「そんなことを妾わらわが理解していないとでも思っているのか？」

      「……い、いえ、そんなことは決して」

      　ディアローズに睨みつけられた幕僚が冷や汗を垂らす。彼女は愛用の鞭を撫でながら、わざとらしいため息を吐いた。

      「要するに、足止めができればよいのだ。二、三日延々と砲撃を浴びせかけられてみよ、兵の士気はダダ下がりだ。本隊を突入させるのはそのあとでよい」

      「な、なるほど……そういうことでしたか」

      　納得したような顔を見せる参謀だったが、内心はこの貴族らしくない戦法には反対だった。砲兵など、平民の兵科だ。貴族ならば貴族らしく、正面からの突撃で華々しく勝利したいところだ。ただでさえ、最近のディアローズの戦術は消極策が多い。部下たちの間にも、不満が広がっていた。

      「しかし、進撃を止めたのは敵ながら判断がいいな。もうすこし前進しておれば、防衛線で絡め捕れたのだが」

      　そんな部下の様子を気にすることもなく、ディアローズは地図を見つつ感心した。皇国部隊を表す光点は、山岳地帯に構築された防衛陣地に突入する前に動きを止めて帝国部隊に対処している。

      「猪武者ならば、転進による隙を嫌ってそのまま突っ込んでくると思っていたのだが。攻撃を仕掛けるのがやや早かったか……」

      　塹壕やトーチカで構成された防衛線は幾重にも張られており、おまけに森の中ということで偽装も十分だ。突っ込んでくるのであれば、かなりの効果を発揮したはずなのだが……。

      「まあよい、配置した重砲類は無駄にはならぬ。火力だ、とにかく火力をぶつけ続けるのだ」

      「はっ！」

      　前線に指示を出し始める部下を満足そうに眺めた後、ディアローズは別の部下の方を見た。艦隊担当の幕僚だ。

      「ところで、ヤツらの艦隊はどうしている？」

      「変わりはありません。揚陸ポイントに停泊し、陸側に小規模な基地を構築しつつあります」

      　前線と違い平和そうな皇国艦隊だったが、撤退ポイントを死守するという仕事がある。それに、補給線を守るのも艦隊の役割だ。陸揚げした補給物資を、ホバートラック等で次々と前線へと送り出している。艦隊所属のストライカー部隊により補給線は護衛されており、何度かこれまで攻撃を仕掛けたものの撃退されていた。

      「いいだろう、少しばかりちょっかいを出そう。監視中の潜水部隊に連絡せよ。補助艦の一隻や二隻でも沈めろとな」

      「例の艦隊は使わないのですか？ このタイミングであれば、敵艦隊に大きな被害を与えられると思いますが……」

      「まだだ。多少被害を与えたところで本命を逃がしてしまえば意味がない。今はまだ、脅威を感じさせさえすればよいのだ」

      「了解しました」

      　不審げな表情をしつつも、幕僚は素直に従った。野戦司令部から発された暗号通信は、大陸沿岸の海中に潜む潜水艦へと瞬時に届いた。

      「ふむ……」

      　暗号文を見た潜水艦の艦長が小さく頷く。

      「攻撃命令よ。魚雷発射管、一番から八番まで装填。狙いは……周りの駆逐艦でいいか。諸元を入力しておきなさい」

      「やっとですか。ずっと退屈な監視任務をやらされるんじゃないかって、ヒヤヒヤしてましたよ」

      　副官が肩をすくめた。皇国艦隊が出撃した時点から、ずっと追跡を続けていたのがこの潜水艦だ。

      「向こうがこっちに気づけば、ちょっとはエキサイティングだったんだけどね」

      「まともな対潜訓練なんかやったことがないんでしょう、田舎国家の艦隊は……」

      　笑う副長に、艦長も釣られて口元を緩める。

      「それに、このブレア号は最新鋭ですから。そりゃあそう簡単に見つけられるわけもない」

      　核融合炉とウォータージェット推進を組み合わせたこの手の潜水艦は、ただでさえ静粛性が高いのだ。ましてアクティブソナーを誤魔化す欺瞞装置すら搭載しているのだから、二線級装備しか持たない皇国軍に発見できる道理もなかった。

      「魚雷装填完了！」

      「諸元入力も終わりました。いつでも撃てます」

      「よし、全門発射！」

      　艦長の命令に従い、流線型をした潜水艦の艦首から八本の魚雷が発射される。停泊した皇国艦隊へとまっすぐ進んでいくその魚雷に皇国兵たちが気づいたのは、かなり接近されてからだった。

      「魚雷だ！ 緊急浮上！」

      「なんで気づかなかったのよ！」

      　皇国艦は錨を引き上げる暇すら惜しみつつ、あわてて反重力リフターを作動させて空中へ浮上していった。だが、その程度では逃れられない。浮上を探知した魚雷が、ウォータージェットの代わりにロケットモーターを作動させた。トビウオのように海上に飛び出したソレは、猛烈な加速を見せて駆逐艦の腹へと突き刺さる。直後、巨大な火柱がいくつも上がった。

      「よし、撤退よ。さすがにアタリをつけて索敵されたら居場所もバレそうだし」

      「了解。急速回頭！」

      　その戦果を確認することもなく、潜水艦は音もなく去っていった。

      
        

      

      

      
        

      

      　二日後。ディアローズ渾身の猛砲撃により、皇国軍は足止めを喰らっていた。守りやすい山岳地形とはいえ、昼夜を問わず延々と重砲を撃ち込まれ続ければ、まともな進軍などできなくなる。

      「また潜水艦にやられたあ!? これで三回目ですよ！」

      　そんな状況下で、シュレーアは無線に向かって叫んでいた。彼女の乗った《ミストルティン》は今、即席の地下壕の中でうずくまっている。帝国による砲撃はほとんど当てずっぽうとはいえ、ラッキーヒットの可能性を考えれば塹壕程度は用意する必要があった。

      「被害は？ ……駆逐艦が一隻ですか。今回は敵艦を反撃で撃沈できたと……はい、はい。わかりましたよ。とにかく、生存者の救助を優先してくださいね」

      　ため息を一つついて、シュレーアは艦隊からの無線を切った。交戦が始まってから、潜水艦からの攻撃が何度も続いていた。艦隊の被害は決して大きくはないが、無視できる数字ではない。背後をジリジリと脅かされているようで、あまり気分はよくなかった。

      「やはり、あまりいい状況ではありませんね。時間と物資ばかり浪費して……」

      　絶え間なく聞こえてくる砲弾の着弾音に顔をしかめながら、彼女はため息を吐いた。大砲の音はまるで雷鳴のようで、ずっと聞いていると気が滅入ってくる。

      「とはいえ、こんなんじゃ前進どころじゃないよ。これだけの砲兵を用意してるってことは、向こうも準備万端で待ち構えてたってことだからね」

      　すぐ横にいた輝星が言う。ストライカーのパワーなら、数機程度がすっぽり入るような塹壕を掘るのも大した労力ではない。現在の皇国部隊は、ほとんどこうした穴を掘って身をひそめていた。

      「そうですね。おそらく、この先には塹壕とトーチカがタップリ用意されていることでしょう。嫌になりますね」

      「とりあえず、偵察がてら向こうの陣地にお邪魔したほうがいいんじゃないかな。大砲の数をちょっとでも減らしたいところだし」

      　砲撃の音がうるさくて、夜もまともに寝られないような有様なのだ。皇国砲兵隊も反撃しているものの、火力の違いは明白であり大した効果は挙げられていない。

      「確かに、森に隠れて浸透すれば敵陣の奥深くまでもぐりこめるでしょうが……かなり危険なのでは？」

      「まあね。でも、だから俺がやるんだよ」

      　輝星の言葉に、シュレーアは少し考えこんだ。だが、現状取れる手が少ないのも事実だ。ここは切り札を切るべき場面なのではないかと納得する。

      「わかりました。では、お願いします。牧島中尉、サポートをお願いできますか？」

      　さすがに、こんな状況で部隊を置いてシュレーアが敵陣に突っ込むわけにはいかない。自分がついていきたい気持ちを抑え、サキに頼んだ。

      「大丈夫っすよ。任せといてください」

      　当然、帰ってきたのは頼もしい答えだ。サキとて、この状況にはやきもきしていた。敵の砲撃を恐れて穴倉にこもっているよりは、多少危険でも敵に切り込んでいった方がまだ気が楽だ。

      「何かあったら、すぐに帰ってくるように。いいですね？」

      「はいはい」

      　まるで母親か姉のような言い草に苦笑しつつ、二人は塹壕から飛び出した。周囲はストライカーの全高よりもはるかに背の高い大樹に覆われており、敵の目から隠れるためのちょうどいい遮蔽物になっていた。

      「カチコミですか！ ついていきましょうか!?」

      「輝星君！ こっち見てー！」

      　周囲の皇国機から、次々と通信が入った。勇ましい声から黄色い声までさまざまだが、どれも状況のわりに元気そうだ。それもそのはず、男が見ているのに情けない姿は見せられないと誰も彼もが奮起しているのだ。ディアローズの予想に反し、いまだ皇国軍の士気は高かった。

      　輝星はそんな彼女たちにいちいち返事をしつつも、すいすいと樹海の奥へと進んでいく。空を飛べば即座に敵に発見されるため、木を避けながらの慎重な行軍だ。

      「で、どうする？ 敵の砲兵隊がどこに潜んでるのやら、いまいちわかんねえワケだが」

      　平地であれば対砲兵レーダーで敵砲の位置はすぐにわかるのだが、山岳地帯ではそうもいかない。その上、帝国軍は優秀な電子戦能力を生かして索敵の妨害を行っているのだ。これではまともな反撃などできたものではない。

      「とりあえず北に向かおう。近くに寄れば気配でだいたいわかる」

      「人間レーダーみたいだよな、お前。まったく便利なもんだ」

      　そう言うサキだったが、その口調は決して羨ましそうなものではない。人の死に過敏になってしまう能力など、戦場においてはメリットよりデメリットの方が大きそうだからだ。

      「まあね。特にこういう戦場じゃてきめん役に立つよ。ゲリラ戦は一番得意だ」

      「じゃー、先導も任せとく。お前がいるなら、敵に不意打ちされることもねえだろうしな」

      「ま、そうはいってもある程度の強行突破は必要だろうけどね。ニンジャじゃあるまいし、発見されずに砲兵陣地まで行くのはムリだ」

      「ま、あたしはニンジャじゃなくてサムライだしな。こそこそ隠れるなんて性に合わないマネするくらいなら、無理やり押し通った方がマシだぜ」

      「同感だ。……ま、なんにせよ相手の陣地で大立ち回りは避けられないんだ。派手にやろうぜ、牧島さん」

      　にやりと笑って輝星が言うが、サキは一瞬むっと口を一文字に結んだ。彼女の脳裏にフラッシュバックしたのは、先日彼がシュレーアを呼び捨てにした出来事だった。

      「……あのさあ、あたしらもそれなりの付き合いになってきたんだ。そんな他人行儀な呼び方、やめろよ」

      「えっ？ なんか最近、そういうのが多いなあ……」

      　ヴァレンティナといいシュレーアといい。同じようなことを要求してくるものだ。呼び方などなんでもいいではないかと、輝星は考えているのだが……。

      「じゃ、牧島？」

      「サキでいい。お前も姉貴がいるんだろ？ まぎらわしいから、あたしも北斗はやめて輝星にする」

      「姉さんはここにいないんだから、北斗でも別にいいじゃないか……」

      「うるせー！　いいだろ減るもんじゃなし！」

      「はいはい……」

      　戦闘前に言い合いをしても仕方がない。輝星はため息を吐いてうなずいた。

      　そんな会話が交わされて、一時間がたった。帝国軍の仮設指揮所では、革張りの椅子に腰かけたディアローズが優雅な動作で湯飲みを口に運んでいる。

      「殿下！ 第六六六砲兵連隊より連絡！ ゼニスらしき皇国機に襲撃され、機動砲を全門破壊されたそうです！」

      「うぇっ!? うっ、ゴホッゴホッ!!」

      　突然の部下からの報告に、ディアローズは飲んでいた緑茶を噴き出した。しばらくむせた後、口を拭きながらテーブルに湯飲みを叩きつける。

      「六六六と言えば、指揮所のすぐ近くではないか!! なぜそんな場所に皇国機がいるのだ!?」

      「わ、わかりません！」

      　泣きそうな顔でオペレーターが首を左右に振る。そんな彼女をしり目に、別のオペレーターが端末を見ながら言った。

      「実は、数時間前から哨戒に出していた部隊との通信が突然途絶する事態が三回ほど発生しているのです。おそらく、報告を上げる暇もなく全滅させられていたのでは……？」

      「そ、そ、そんな重要な件をなぜ妾わらわに報告しなかったのだ!!」

      「し、しかし……殿下は先ほどまで湯浴みをされておりましたので……お邪魔するわけには」

      　ディアローズは大の風呂好きだ。暇があれば一時間だろうが二時間だろうが風呂に入っている。戦闘が始まってからこちら、皇国からまともな反撃がないせいで完全に油断していたのだ、むろん、重要な報告があったり戦況が急変したりすれば入浴中であれ飛び出してくるつもりではあったのだが……。

      「入浴の邪魔をされるより、必要な報告を怠る方がよほど悪いに決まっておるだろうがこの痴れ者がァ!!」

      「申し訳ございません!!」

      　本人にその気があっても、ふだんの威圧的な態度が災いして部下が萎縮いしゅくしてしまっていたのだ。自業自得と言えばその通りである。しかし本人からすれば堪ったものではないだろう。ディアローズはギリギリと歯ぎしりした。

      「こんな場所まで殴り込みをかけてくる皇国のゼニスなど、あの北斗輝星以外おらぬだろうな……」

      　ぷるぷると手を震わせながら、ディアローズが湯飲みを取る。そして緑茶で唇を湿らせてから、周囲には聞こえないほどの小さな声で呟いた。

      「こんなすぐ近くに出てくるのは予想外だが、ヤツが本隊から離れているのならばむしろ好機。よし！」

      　一転してニヤリと笑ったディアローズは、手元の端末を操作してとある部隊に通信をつなげた。

      「例のプランを始める！ 全艦浮上！ 指令書に従い攻撃開始！」

      　それだけ言って、彼女は通信を切った。そして無言で空になった湯飲みを従者に向けて突き出す。従者はすぐに急須から新しい緑茶を注ぐ。礼も言わず、ディアローズは湯飲みに口を付けた。

      「あちっ！ ……ええい！ こっちを見るなバカ者ども！ とにかく、作戦を第二段階に進める。近衛に出撃の準備をさせろ！」

      「はっ！」

      　司令部がにわかに騒がしくなってくる。もともと、砲撃で皇国軍をくぎ付けにするのは作戦の第一段階にすぎないのだ。次の手の布石はすでに打ってある。後は実行するだけだ。

      「第九六四砲兵連隊より報告！ 例のゼニスから攻撃を受けているそうです！ 現状の戦力では対処不能であり、増援が欲しいとのこと！」

      「ほあああああっ!? さっきよりさらに近づいておるではないか！」

      　第九六四砲兵連隊が展開していた場所は、この司令部から数キロと離れていない場所なのだ。ストライカーの機動性なら一瞬でたどり着ける距離だ。この指揮所は強化コンクリートと回生装甲により厳重に防御されているが、あくまで即席で構築された物。ストライカーから集中攻撃を受ければ、崩落してしまう可能性もある。ディアローズの額に冷や汗が浮かんだ。

      「殿下、機体の準備はできておりますよ！」

      「う、うむ、大儀である」

      　こんな状況になれば指揮官自ら出撃して対処するのがヴルド人の流儀ではあるのだが、当然ディアローズには輝星ほどの化け物を倒せる自信はない。わざわざ負けるために出撃するなどご免被るディアローズは、脳を高速回転させて自分が出なくていい理由を探した。

      「……そ、そういえばテルシスがスクランブルの用意をしていたな。四天の汚名は四天が雪そそぎたいだろう。ヤツに機会をあたえてやる」

      「は、はあ……」

      　あからさまに失望した視線を向ける部下たちを無視して、ディアローズは通信端末を片手に立ち上がった。そして理由も告げず部屋から出て行ってしまう。追いかけようとしたものもいたが、叱責を恐れた別の幕僚によって止められる。

      「テルシス、聞こえるか！」

      　人気のない資料室へ入っていったディアローズは、四天の一人……《天剣》テルシスへと通信をつなげた。

      「どうした、拙者の出番か？」

      「件の傭兵が出た。貴様が迎撃に当たれ」

      「ほう……」

      　テルシスの声にあからさまな喜色が混ざった。戦闘狂のケがある彼女は、自分と同じ四天である同僚……ノラを容易に撃退した輝星との戦いを心待ちにしたのだ。

      「いいだろう、今すぐ出撃する。任せておけ」

      「待て待て！」

      　そのまま通信を切ろうとする雰囲気を察したディアローズが慌てて止めた。輝星の異常な戦闘力を考えれば、テルシスとてタダでは済まない可能性がある。一度ならずも二度までも四天が倒されるようなことがあれば、帝国軍の士気は恐ろしいほど下がってしまうだろう。輝星への対処は、しっかり準備してから行う必要があると彼女は考えていた。

      「今回は追い払うだけでいい！ 本格的に攻撃を仕掛けるのは、ほかの四天どもの準備ができてからだ」

      「なんとご無体な！」

      　テルシスは極めて残念そうな声で叫んだ。ご馳走を目の前で奪われた子どものような雰囲気だ。

      「司令部に接近さえさせねばよいのだ！ どうせ、ヤツはすぐに退く。そのための手はすでに打っているのだからな……。安心せよ、すぐにちゃんと戦わせてやる」

      「く……承知した。約束は違えるなよ？」

      　答えも聞かずに、テルシスは通信を切った。残されたディアローズが深いため息を吐く。

      「妾わらわは次期皇帝であるぞ？ なぜこんなぞんざいな扱いを受けねばならんのだ……」

      
        

      

      

      
        

      

      　開けた盆地に整然と布陣する十数門余りの機動砲が、わずか二機のゼニスによって蹂躙されていく。運用要員や護衛のストライカーが反撃をしているものの、大した効果は挙げられていない。盆地は戦闘開始からたった十分足らずで、まるでスクラップヤードのような有様へ変貌していた。

      「わはははっ！ 大漁大漁！」

      　サキがショートマシンガンの砲弾を機動砲に浴びせかけながら、大笑いをしていた。破片防御程度の装甲しかない機動砲では、ショートマシンガンの三〇ミリ徹甲弾は防げない。一瞬で機関部を破壊され、高圧コンデンサが大爆発を起こした。

      「これで最後だ……！」

      　ほとんど同時に、輝星が残る最後の機動砲にガンランチャーを撃ち込んだ。それにまたがっていた砲手役のストライカーが爆発で吹き飛ぶ。

      「うわーっ！」

      「こ、こいつら……ッ！」

      　護衛の《ウィル》のパイロットが激高し、背中のマウントからフォトンセイバーを抜き放ちながら突進してきた。新鋭機だけあってその速度はかなりのものだ。さらに、後ろから陸戦仕様の《ジェッタ》がミドルマシンガンで支援射撃を行った。

      「さすがに練度が高い……が！」

      　輝星はニヤリと笑い、マシンガンの砲弾をフォトンセイバーで弾きながらフットペダルを蹴った。スラスターのノズルから青い炎が噴出しカリヴァーンの白い巨躯きょくが、弾丸じみた速度で《ウィル》へ突っ込んでいった。

      「このォーッ！」

      　彼の予想外の行動にも、《ウィル》のパイロットは怯まなかった。大上段から大型のフォトンセイバーを振りかぶり、輝星を迎撃しようとする。

      「はっ！」

      　だが、輝星はそれをセイバーで受け流し、姿勢の崩れた《ウィル》の腹へパイルバンカーを打ち込んだ。崩れ落ちる《ウィル》に後方の《ジェッタ》たちが動揺するが、マント装甲のサブスラスターを全開にして急迫した《ダインスレイフ》が一瞬のうちに彼女たちを両断する。

      「いいアシストだ！」

      「ったりめーだ！ あたしを誰だと思ってやがる！」

      　賞賛を受け、サキは満面の笑顔で言い返した。ここ数日のフラストレーションを叩きつけるような大暴れだ。楽しくないはずがない。

      「く、くそ……どうするの、これ!?」

      「機動砲は壊滅しちゃったんだから、ここにいてもしょうがないでしょ！ こんな連中に挑んだって勝てっこないわよ！」

      　対する帝国軍は、獅子奮迅の活躍を見せる輝星たちを攻めあぐねていた。包囲して一斉射撃しようが平気でそれを防ぎ反撃してくる化け物たちだ。先ほどの《ウィル》の末路を見れば、下手に攻撃してヘイトを向けられたくはない。

      「どうする、連中も斬るか？」

      「さすがに二機で殲滅は無理だ。ほどほどで切り上げなきゃだ……が！」

      　そこまで言って、輝星は楽しげな表情で空を見上げた。帝国機の標準塗装よりなお赤い、朱色のストライカーがこちらに向かって接近してきている。

      「新手か？」

      「手練れの気配、かなりヤるやつだ。四天とやらだろうな」

      　輝星は堪えながら、ガンランチャーを背中のハードポイントへ固定した。代わりにブラスターライフルを取り出し、マガジンを落とす。そしてその代わりに、腰にマウントされた機付長謹製の大容量粒子マガジンから粒子ケーブルを引っ張り出して、ライフルのマガジンウェルへと挿入する。

      「待たせたな！」

      　朱色のストライカーはスラスターを吹かしながら広場の真ん中に着地した。公開回線から聞こえてきた声は、自信ありげな若い女のもの。テルシスだ。

      「テルシス様だ！」

      「来た！ 騎士来た！ これで勝てる！」

      　帝国兵たちが歓声を上げた。帝国最強と名高い四天の中でも、テルシスは最も兵士たちからの人気が高い。

      「ここは拙者に任せて、お前たちは退け」

      　テルシスの言葉に、帝国兵たちは文句も言わずに撤退していく。化け物には化け物をぶつけるべし、だ。自分たちがいてもどうにもならないことは、帝国兵たちも心得ていた。

      「貴様が噂の傭兵だな？ 拙者はテルシス・ヴァン・メルエムハイム。四天が一人、《天剣》である」

      　赤いストライカーは腰の鞘からスラリと長剣を抜き、その切っ先を《カリバーン・リヴァイブ》へと向けた。

      「その通り。《凶星》、北斗輝星です」

      　短く答えつつ、輝星は相手の機体を確認した。全身鎧の重騎士を思わせる壮麗ながらも重厚なフォルムをしており、武装らしきものは見事なエングレービングが施された豪奢な長剣と、左腕に固定された大型のカイトシールドしかない。おそらく、ガチガチの近接機だ。

      「やはりな。ノラ卿がずいぶんと世話になったと聞いた。彼女をたやすく退けるような達人とあらば、退屈な立ち合いにはなるまい。楽しみだよ」

      「ノラ？ ああ、あの」

      　先日戦った二丁拳銃のストライカーを思い出して、輝星は操縦桿に乗せた手を軽く握った。

      「あの人、元気にしてます？ ケガはさせないように気を付けましたが」

      「むろんだ。復仇ふっきゅうに燃えているよ」

      「それはそれは。逃がした甲斐がある」

      　深い喜びを感じさせる輝星の声音に、テルシスは自分の同類を見つけたような歓喜の表情を浮かべた。クツクツとくぐもった笑い声をあげる。

      「いいな、貴様は……実にイイ。わが愛機、《ヴァーンウルフ》とともに全力でお相手しよう！」

      　闘志を燃え上がらせるテルシス機から視線をそらさず、輝星はサキに言う。

      「悪いけど、邪魔が入らないよう見張っててくれ。相手の陣地のど真ん中だ、いつ厄介な増援が来るやらわからん」

      　四天はあと三人いるのだ。さしもの輝星もまとめて相手をするにはつらい相手だろう。

      「しょうがねえな。わかったよ、タイマンの邪魔はさせねえ」

      　強敵が相手ならば、できれば二人がかりで戦いたいところだ。だが、見るからに相手は一対一をご所望の様子だし、輝星もそれに付き合う気マンマンだ。サキは仕方なく、彼に従っておくことにした。

      「あたしを無視しやがって……隙見せたら、後ろからぶった切ってやるからな」

      　だが、まったく《ダインスレイフ》のほうを見ようとしないテルシスの態度に内心では怒り心頭だったサキは、小さな声でそうつぶやいた。

      「では、いざ尋常に勝負！」

      　そんなサキの声などさっぱり聴いていない様子で、テルシスが叫ぶ。それと同時に、《ヴァーンウルフ》がスラスターを全開にして突撃してきた。《カリバーン・リヴァイブ》と比べても、明らかにその加速は早い。

      「相手は近接特化、しかし射撃兵装なしとは潔し！」

      　ニヤリと笑って輝星が言う。ヴルド人の貴族は白兵戦を好むものが多いが、武装が剣と盾のみというのはさすがに珍しい

      しかし、だからと言って油断できる相手ではないのは明らかだ。射撃兵装などなくてもあらゆる敵をねじ伏せられる自信があるからこそ、これほど極端な機体に乗っているのだろう。

      「牽制程度には……！」

      　とはいえ、向こうの得意なレンジで戦ってやる理由はない。輝星は全力で後退しつつ、ブラスターライフルを連射した。緑のビームが《ヴァーンウルフ》に殺到する。

      「やっぱりか！」

      　しかし、それらはすべてシールドによって弾かれた。鷹のエンブレムが描かれたその表面には、傷一つついていない。ずいぶんと堅牢な盾のようだ。

      「その程度の豆鉄砲ではなあ！」

      「八五ミリは一般的には大口径の部類だっての！」

      　言い合いをしながらも、二機の相対距離はあっという間に縮まった。後退という不利はあるとはいえ、《カリバーン・リヴァイブ》と《ヴァーンウルフ》には埋めがたいほどの推力差がある。

      「まずは小手調べだ！」

      　そう言いながら放たれた斬撃は、小手調べというにはあまりにも鋭すぎた。生半可なパイロットでは、対処のしようもなく一刀両断されかねない。

      「速い！」

      　輝星はこれをフォトンセイバーで弾いた。見事に受け流したというのに、セイバーのグリップを握る左腕が跳ね飛ばされる。すさまじい膂力だった。

      「おまけに重い！ こりゃあいい！」

      「隙ありッ！」

      　態勢の崩れた《カリバーン・リヴァイブ》を、テルシスは盾で殴ろうとする。しかしこれを読んでいた輝星はシールドの真ん中を蹴り飛ばし、その反動で空中に飛び上がった。

      「なっ……ッ！」

      　宙返りする《カリバーン・リヴァイブ》。その背中にマウントされたガンランチャーの巨大な砲口を目にしたテルシスが、ヒヤリとしたものを感じて即座にフットペダルを蹴った。直後、発射された対艦ミサイルがさっきまで《ヴァーンウルフ》のいた場所に炸裂する。弾き飛ばされた小石が《ヴァーンウルフ》の装甲を叩き、朱色の塗装を削る。

      「くっ！」

      　片足のアンカーを作動させて急ターンする《ヴァーンウルフ》に、輝星の放ったワイヤーガンが命中した。即座に巻き取り機構が作動し、一気に《カリバーン・リヴァイブ》が急迫する。

      「なんと!?」

      　接近しながら発射されたビームをなんとかシールドで受けつつ、テルシスが歯噛みする。しかし、そうしている間にも輝星は銃剣の装備されたライフルを構え、スラスターを全開にした突撃をしかけた。

      「ちぃ！」

      　なんとかシールドで防ぐが、これも予想済みの輝星は逆噴射で衝突のショックを和らげつつフォトンセイバーを横薙ぎに振るう。

      「やらせるか！」

      　不意打ちに近い攻撃だったが、テルシスはなんとかこれを長剣で受け止める。

      「それだけじゃないんだよなァ！ これが！」

      　輝星がニヤリと笑い、《ヴァーンウルフ》の腹を蹴り飛ばした。いかに高いパワーを誇ろうが、猛攻を受けて姿勢の崩れた状態ではこれを受けきることはできなかった。破壊的な衝突音とともに、《ヴァーンウルフ》が吹っ飛ばされる。

      「うっ……だが！」

      　しかしテルシスも只者ではない。とっさに逆噴射を行い、衝撃を殺していた。それでも、一瞬無防備な姿を見せてしまうのは避けられない。輝星は即座に《ヴァーンウルフ》の腹部に向けてブラスターライフルを二連射した。

      「……ッ！」

      　ビームが塗装を焼く音に、テルシスが息をのむ。幸い、貫通はされなかった。この機体は白兵戦型だけあって、四天の機体の中でもトップクラスの装甲を持っている。

      「硬い！ 面白いじゃないか！」

      　輝星が獰猛な笑みを浮かべ、スラスターを全開にして突っ込んだ。再びの銃剣突撃を、テルシスは何とか剣で弾く。しかし、輝星の攻撃の勢いは止まらない。テルシスが反撃をしようにも、先手を取られて潰されるのだ。防戦一方のまま、《ヴァーンウルフ》は押されていく。

      「これほどとは！」

      　だが、彼女の顔に焦りの色はなかった。それどころか、喜色満面というほかない表情をしている。

      「この拙者をここまで押し込むか！ なんという……なんという！ ははははははっ！」

      　無線から聞こえてくる笑い声に、輝星の笑みがなお深くなった。あからさまな戦闘狂である。しかし、こういった手合いこそ戦っていて楽しいのだ。怯んで逃げ腰になるような相手よりは、よほど好ましい。

      「面白い！ もっと──」

      「輝星さん！ 大変です！」

      　そこで、急に緊迫した声が輝星の耳朶じだを叩いた。ノイズ混じりでわかりづらいが、シュレーアの声だ。

      「我々の艦隊が敵の主力艦隊に襲撃されています！ 艦隊単独での撃退は無理です、我々も戻らねば……早く撤退してきてください！」

      「なんだとぉ……！」

      　せっかく面白くなってきたところだというのに、完全に水を差されてしまった。憤慨の声を上げる輝星だったが、さすがに無視して戦闘を続行するわけにもいかない。

      「輝星！ さっさと退くぞ！」

      「くそ！」

      　サキに促され、輝星は渋々地面を蹴りスラスターを焚いて《ヴァーンウルフ》から距離を取った。

      「あっ、こら、待て！ 退くならせめて拙者を倒してからいけ！」

      「ごめーん！ 次またやろう！」

      　まるで子供の遊びのようなやり取りに、サキがなんとも言えない表情を浮かべた。テルシスは不満が隠せない様子で輝星を追跡しようとしたが、それを見越したようなタイミングで無線が入る。ディアローズだ。

      「よし、ヤツらが退いたな！ 予定通りだ。貴様もいったん戻れ！」

      「しかし！」

      「しかしではない！ 妾わらわに抗弁するな！」

      　反論するテルシスだったが、ディアローズの答えはにべもなかった。もともと、今回のテルシスの役目はあくまで輝星の撃退なのである。深追いなどさせるはずもなかった。

      「ほかの四天も集結している。貴様も早く来て補給を受けるのだ！」

      「……了解」

      　納得していないというのがありありとわかる不満そうな表情で、テルシスはうなずいた。

      
        

      

      

      
        

      

      　本陣へと戻った輝星たちを出迎えたのは、土まみれの《ミストルティン》だった。不思議なことに、あれほど盛んに撃ち込まれていた砲弾の着弾音はまったく聞こえなくなっている。

      「ああ、よかった。間に合いましたか」

      《ミストルティン》が《カリバーン・リヴァイブ》に近寄り、コックピットハッチが開く。中から顔を出したシュレーアは、苦渋に満ちたひどい顔をしていた。

      「艦隊が襲われたって？」

      　コックピットから出てきた輝星が、シュレーアの表情を見て眉を上げる。彼女と轡くつわを並べるようになってそこそこの期間になるが、ここまで困った様子の彼女は見たことがない。

      「敵艦隊が接近したら、いったん距離を取って様子を見るって手はずだったハズっすよね。なんで奇襲されたんです？」

      　サキが不機嫌そうな声で聞いた。テルシスの邪魔が入ったとはいえ、せっかく景気のよい戦果を挙げられたのだ。にもかかわらず突然冷や水を浴びせかけられたのだから、不愉快でないはずがない。

      「見晴らしのいい海上なんだから、レーダーで捉えられないはずがない。何か奇策を仕掛けられたんじゃ……」

      「海中です。敵の艦隊が、突如水中からあらわれたのです。それも、皇国艦隊のすぐ隣に」

      「はぁ!?」

      　驚きの声を上げるサキ。輝星もまた、腕を組んで唸った。歴戦の傭兵である輝星にも、そのような戦法に覚えはない。

      「いくら宇宙艦は潜水能力があるからって……本職の潜水艦じゃないんだ。あんな水の抵抗が激しい形状で水中を進んだら、ひどい騒音が発生するはず。ソナーで感知できない訳がないよ」

      　真空で行動することが前提な以上、宇宙艦の気密はカンペキだ。水圧に耐える強度も持っているし、反重力機関を使えばバラストタンクなしでの水中航行もできる。しかし、それはあくまで可能であるというだけだ。速力は出ないし、なによりも非常にうるさい。簡単に敵に感知されてしまうのである。通常航行としてならともかく、戦闘に使えるような機能ではない。

      「それが……我々があの海域に停泊する前から、敵の艦隊は水底に潜んでいたらしく」

      「上陸してからしばらくたつのに……ずっと沈んでたのか、あいつら！」

      　サキが絶句した。確かにそれなら、発見されるリスクはほとんどない。しかし何日もの間物音ひとつ立てないよう気を付けて生活するのは、並大抵の労力ではなかっただろう。

      「揚陸作戦中にちょっかいを出してこなかったってことは、最初からこっちの本隊が大陸の奥深くまで侵入するのを待ってたってことだろうな。なかなか嫌らしい手を使ってくるじゃないの」

      　感心しながら、輝星はカラカラと笑った。その態度に、シュレーアが何とも言えない表情をする。

      「笑いごとではありませんよ。とにかく、いったん後退して帝国艦隊を追い払わな……」

      「こちら第〇八偵察小隊！ 敵襲です！ 北方より敵の大軍！」

      　突然、緊迫した声がシュレーアを遮った。慌てて転送されてきた情報をサブモニターに移し、確認する。

      「なっ……！ この数、一斉攻勢!? そうか、砲撃が止まっていたのは……くそ、やられた！」

      　思わず口汚く罵ってしまうシュレーア。それもそのはず、侵攻してきている敵の量は尋常なものではない。帝国側の全力の攻撃であることは明らかだ。

      「これは、かなりまずいですね。下手をすれば、我々は敵の艦隊と陸上戦力に挟まれて……」

      「サンドイッチの具になる」

      「冗談きついぜ」

      　タチの悪い輝星のジョークに、サキが口元をゆがめた。とはいえ、この攻撃を迎撃してから艦隊の救援に向かうようなのんびりした真似はできない。基本的に、艦隊戦力では皇国より帝国の方が勝っているのだ。ストライカーによる援護抜きでまともにぶつかり合えば皇国艦隊に勝ち目がない。

      「今は退くしか……しかし、この大軍に追いかけられながら撤退というのは、あまりにも」

      「ただ単に野戦を仕掛けてきただけなら、勝ち目はあるけどね。でも、艦隊を守りながらというのは……なかなか難しいな。相手の指揮官、なかなか切れ者だよ」

      「ディアローズ……く、策があるのはわかり切っていたというのに、対処できなかったとは！」

      　シュレーアがコックピットの装甲板を殴りつけた。

      「ピンチだねぇ」

      　そんな彼女を見て、輝星はにやりと笑った。そして《ミストルティン》の方へ飛び移り、ぐっと握られているシュレーアの手を優しく包んだ。

      「でもさ、そういう時のために俺がいるわけだよ」

      「き、輝星さん……？」

      　突然のボディタッチに赤面しつつも、シュレーアは首を傾げた。こんな状況で、いったい何をするつもりなのか。

      「とりあえず、みんなは全力で撤退してくれ。俺と……すまない、サキは別に動いて相手を迎撃する」

      「ああ？ あたしか？ まあ、いいけどよ」

      　もとより、しっぽを巻いて逃げるなどサキの趣味ではない。帝国の連中に一泡吹かせる策があるならば、危険であっても彼女は乗るつもりだった。

      「殿しんがりを務めるつもりですか？ それなら、私も……」

      「駄目駄目。シュレーアには皇国軍の指揮をしてもらわないと。俺たちは本隊と別れて行動するからね」

      「……どうするつもりなんです？」

      　猛烈に嫌な予感がして、シュレーアは聞いた。輝星がにっこりと笑って答える。

      「俺たちは、相手のど真ん中を突っ切って逃げる。攻撃の勢いを殺しつつ、主力を潰して追撃できないようにするってわけ」

      「島津の退き口じゃねーか！」

      　あまりにも乱暴すぎる策に、思わずサキが突っ込んだ。

      「……く、詳しいね」

      　参考にした逸話をぴたりと当てられて、思わず輝星が困惑した。地球人テランでも一部の日系人以外はそうそう知っていないのだが……。

      　本隊と別れた輝星たちは鬱蒼とした森の中を進む。この攻勢が最初から予定されていたものであるのなら、敵の行動は極めて迅速だろう……というのが輝星の予想だった。その予想は、案の定的中する。

      輝星たちが出くわしたのは、漆塗りを思わせる艶やかな漆黒のストライカーだった。ノレド帝国、近衛隊専用機《レニオン》だ。一機だけではなく、二十機以上はいるようだ。少数精鋭を標ぼうする近衛隊としては、かなりの大所帯にみえる。

      「こいつら、ルボーアにも出てきた……」

      　遭遇したそれらの機体を見て、サキがげんなりした声を出す。不意の遭遇戦だというのに、相手の対処は極めて冷静だった。巧みに木々を遮蔽物として使いつつ、正確な攻撃を放ってくる。

      「近衛隊か。一番槍に出してくるとは」

      「厄介な連中だぜ。性能も腕前も、タダもんじゃねえ」

      「槍の穂先は鋭ければ鋭いほどよい。なるほど、向こうも本気ってわけだ」

      　ニヤリと笑う輝星に向かって、複数の《レニオン》が大量のマイクロミサイルを発射した。背部のコンテナから射出された小魚の群れのようなミサイルはいったん樹上へ昇り、そして《カリバーン・リヴァイブ》に向かって殺到する。

      「おっと、こいつは……ヴァレンティナとの一騎打ちで使われたヤツだな？ だが、森の中では！」

      　宇宙でこそ効果を発揮したマイクロミサイルだが、ストライカーよりも巨大な樹木がそこら中に生えた森林では十分な働きができない。多くのミサイルが枝や幹にあたって爆散し、残ったモノも《カリバーン・リヴァイブ》の両肩に装備された対ミサイルレーザータレットによって撃ち落とされた。

      「く、白兵戦用意！」

      「まずはお前だ！」

      　輝星は叫びつつ、指揮官機らしき《レニオン》へととびかかった。突き出された銃剣を《レニオン》はシールドで受け止めるが、それと同時に発射された《カリバーン・リヴァイブ》の頭部機銃が三眼式メインカメラを破壊する。

      「うっ!?」

      　一瞬の怯みを逃さず、輝星は《レニオン》に足払いをかけた。苔むした地面に転がる漆黒の機体の腹へ、容赦なく銃剣を突き刺す。

      「このっ！ ……ウワーッ！」

      　反撃として発射されたブラスターライフルを、輝星は居合めいて抜き放ったフォトンセイバーによってはじき返した。自分の撃ったビームを腹に受けた《レニオン》は、貫通こそされなかったものの衝撃で動きが止まってしまった。無論、その隙を逃す輝星ではない。間髪入れずに放たれたブラスターが、先ほど被弾した個所と全く同じところに命中し、今度こそ《レニオン》は力なく地面に転がった。

      「こいつ、やはり只者では……」

      「怯むな！ 前回の汚名を返上するのだ！」

      　帝国近衛隊は、輝星にルボーアでライドブースターを奪われそのまま逃げられるという醜態を晒さらしている。その恨みを晴らさんと、近衛隊の士気は高かった。

      「ブラスターは相性が悪い、マシンガン持ちを前に出せ！」

      「おっと、あたしを忘れちゃあ困るぜ！」

      　輝星を狙おうとマシンガンを構えた《レニオン》を、紫電を纏まとった一閃が両断した。輝星が派手に動いているせいで、サキとしては動きやすいことこの上ない。

      「くそっ！」

      　別の《レニオン》が《ダインスレイフ》に向けてショートマシンガンを浴びせかけたが、サキはそれをマント装甲で防ぎつつさっと木の陰に隠れる。舌打ちしつつ射撃を止めた《レニオン》の頭が、輝星のブラスターライフルによって吹き飛ばされる。

      「おっと、悪いなっ！」

      　頭を失って動揺するその《レニオン》を、木の後ろから飛び出してきたサキが切り伏せた。さらにその隣にいた別の近衛機にクナイシューターを向けて発射する。腹にクナイが突き刺さった《レニオン》は、ビクリと大きく動いてから倒れ込んだ。

      「どちらも手練れですよ！ どうします？」

      「サムライの方を抑えてくれ！ 本命は白いヤツだ！」

      「しかし、森の中では……グワーッ！」

      　さらに一機のレニオンが、輝星のパイルバンカーで沈んだ。両機が反撃とばかりにマシンガンを浴びせかけるが、彼はさっと木の蔭へ隠れてしまう。幹に大量の砲弾を撃ち込まれた大樹が、まるでチェーンソーで切断されたかのように倒れ込む。

      　巨大な幹が轟音を立てながら地面を転がり、粉塵がもうもうと上がった。煙幕のようなその茶色い煙の中から緑色のビームが飛んでくる。キッチリと二発、腹にビームを撃ち込まれたレニオンが倒れた。

      「く、手強い……だが、退くわけには！」

      　栄えある一番槍に選ばれたのだ。近衛隊に撤退の二文字はなかった。攻勢を仕掛けてまだ大した時間は立っていないのだ。万一最前列の近衛隊がいきなり潰走したりすれば、帝国軍全体の士気はガタガタになる。精鋭の意地にかけて、そんな醜態を晒すわけにはいかなかった。

      「さすが、近衛は骨がある。戦い甲斐があるじゃないか……」

      　コックピットでにやにやと笑う輝星に、サキが小さく息を吐いた。彼と違って、優勢には違いないが、サキにとっては近衛隊は十分油断ならぬ相手だ。有利に立ち回れているのは、輝星が敵全体をひっかきまわしているからに過ぎない。

      「どうする、こいつら。ちょっと叩いたくらいじゃ退きそうにないぜ？」

      「ちょうどいい、壊滅させよう。これだけの連中だ……皇国の《クレイモア》で相手にするのは、ちょっと辛いだろう。ここで全機落とせばだいぶ楽になるはずだ」

      「マジか……くそ、仕方ねえ。チャッチャとやるぞ！」

      　深くため息を吐いてから、サキは自分に気合を入れるべく大声で叫んだ。近衛隊の後ろにも、敵は大量にいるのだ。これから、かなりの修羅場になることは間違いない。

      
        

      

      

      
        

      

      「部隊の展開は予定通り進んでいる……どうせ北斗輝星は殿しんがりだ。波状攻撃をかけて、十分に消耗させねば」

      　愛機である《ゼンティス》のコックピットでディアローズが一人呟いた。彼女の視線の先には、戦術マップが表示されたサブモニターがある。

      「先鋒は近衛だ。いくらあの化け物が相手とはいえ、しばらくは持つだろう。適宜てきぎ砲撃と増援で支援すれば……」

      「報告！ 近衛隊が全滅したそうです！」

      　そこで突然、耳元のマイクから部下の緊迫した声が聞こえてきた。その衝撃的な報告に、ディアローズは思わずシートからずり落ちる。

      「ぜ、全滅!? 二十四機の《レニオン》が……!? 交戦開始からまだ十分しかたっていないぞ!!」

      「先ほど我々の陣地に侵入した、例の二機による襲撃を受けたようです。現在も戦闘は続いており……」

      「た、たった二機で!?」

      　キルレシオもなにもあったものではない。あの男はいったい何十倍の戦力を相手に戦っているというのか。ディアローズは思わず背中が寒くなった。

      「ええい、とにかく慎重に囲んで叩け。少々の被害は構わん、向こうの目的はあくまで遅滞のはずだ。強攻をしなければ大きな被害は……」

      「て、敵ゼニスがまっすぐわが軍の本陣目指して突撃を開始したそうです！ 前線部隊から足止めが間に合わないとの報告が……」

      「な、なんで!? なぜこちらに向かってくるのだ!? 普通に考えて、皇国の本隊の護衛につくハズでは……」

      　ディアローズは頭を抱えた。当初のプランでは、皇国部隊の最後尾で防戦する輝星をちくちくと攻撃して消耗させ、弾薬が尽きたタイミングで総攻撃をかける手はずだったのだ。作戦開始早々から、戦況は完全に予想外の方向へ転がりつつある。

      「ほ、砲撃で吹き飛ばせ！ 区画ごと面制圧すればよいのだ！」

      「ら、乱戦中にですか!? 味方ごと撃てと!?」

      「い、いや、さすがにそれは……」

      　さしものディアローズも、これには一瞬躊躇した。だいたい、前線には貴族の将兵も大勢いるのである。そんなただなかに砲弾を撃ち込んだりすれば、いくら次期皇帝とは言え問題になる。

      「前線の火力支援部隊を使って拘束しつつ、前線から兵を退かせろ。その後に重砲による攻撃を仕掛ける」

      　結局、ディアローズは穏当な策を取ることにした。重ロケット砲や榴弾砲を装備したストライカーで攻撃を仕掛けて時間を稼ぎ、部隊を撤退させてから重砲を使う作戦である。

      　それでも、練度の高い帝国部隊は迅速に作戦を実行した。三分ほどで、区画から前衛部隊がいなくなる。

      「よし、砲撃開始！」

      　彼女の命令を受け、機動砲部隊が発砲する。遠雷のような砲撃音と衝撃波が、《ゼンティス》のコックピットを揺らした。口径二〇センチという大口径砲の多重奏だ。砲兵陣地からは少々離れた場所にいるとはいえ、うるさいことこの上ない。

      「効果はどうだ!?」

      　その不快感に顔をしかめながら、ディアローズが聞いた。撃破に至らなくても、頭や腕でももぐことができれば僥倖だ。あとはじっくり前衛部隊で料理すればよい。

      「だ、駄目です。砲弾が迎撃されました！ 効力射ならず！」

      「そんなのアリか!?」

      　憤慨するディアローズだったが、亜光速のブラスター・ビームですら迎撃できる輝星からすれば間接射撃の榴弾など止まっているに等しい。自分たちの方へ飛んできそうな砲弾だけ選んで迎撃するなど、たやすいことだ。

      「だ、第二射を用意しろ」

      「駄目です。観測部隊が敵機をロストしたと……」

      　鬱蒼とした森の中で敵を捕捉し続けるのは難しい。まして、輝星たちは機動力に優れたゼニス・タイプに乗っているのである。砲撃のどさくさに紛れて姿をくらませることくらい、簡単なことだった。

      「先ほどから駄目だ駄目だと！ それしか言えぬのかこの駄犬どもがッ！」

      　怒りに任せ、ディアローズはコックピットの床を蹴り飛ばした。どんな手を使っても無効化され、ひどい被害を被る。まったく理不尽な話だ。

      　しかしこれは、森林という大軍の利点を生かせない地形で戦闘を始めてしまったのもよくなかったのだろう。とはいえ、可能な限り被害を抑えつつ皇国軍を迎撃するにはこの場所に布陣するのが一番よかった。

      「姉上、ここはわたしにお任せを」

      　そこで、ヴァレンティナから通信が入った。

      「何!?」

      「《天剣》をお貸しください。必ずや、かの傭兵を止めて見せましょう」

      　自信に満ちた声でヴァレンティナはそう言い切った。しかしディアローズは青い顔をして、顔をぶんぶんと横に振る。

      「ならんならん！ 貴様程度が行ったところで、テルシスもろともやられるのがオチだ！」

      　天剣ことテルシスは、ほんの数時間前に輝星によって翻弄されているのである。この事件は指揮の低下を防ぐために緘口令がしかれており、ヴァレンティナは知っていない。だからこそ、彼女は《天剣》がついていれば大丈夫だろうとこのような発言をしたのだろう。そう考えて、ディアローズは深いため息を吐いた。

      「同じ相手に……しかも男に二回も墜とされたとなれば、貴様のわずかながらの名誉や尊敬も吹き飛んでしまうぞ。姉からの忠告だ、とにかく今はじっとしていろ。タイミングが来れば、多少のおこぼれはくれてやる」

      「……はっ」

      　不承不承といった様子で、ヴァレンティナは言葉に従った。ディアローズがもう一度ため息を吐き、戦術マップを睨みつけた。

      「とりあえず今は、奴らを止めなくては。万一ここまでたどり着かれたら、作戦なぞすべて吹き飛んでしまうぞ……」

      　残念なことに、その懸念は一時間もしないうちに実現することとなった。

      
        

      

      

      
        

      

      　レーダーも目視も頼りにならない森の中では、いかな大軍とはいえたった二機のストライカーなどあっという間に見失ってしまう。そしてなんとか接敵しても、輝星たちの圧倒的な戦闘力により一瞬で部隊が蒸発してしまうのである。いかなディアローズとはいえ、このような状況では大した手は打てなかった。

      「う、うわああああっ！ 出たーっ！」

      　木々の隙間を縫うようにして飛び出してきた白いストライカーを見て、ディアローズは腰でも抜かしたような声で叫んだ。白い塗装を返り血ならぬ返りオイルで汚したその機体は、青い双眸をギラリと光らせてゼンティスに銃剣の剣先を向けた。

      「大将首とお見受けする！ こちらは傭兵の北斗輝星、一騎討ちを申し込ませていただく！」

      「え、普通に嫌……」

      　思わずディアローズはボソリと呟いてしまい、あわてて口を手で押さえた。情けないところを部下に見られるわけにはいかない。あわてて周囲を見回すが、護衛の機体は武器こそ構えているものの動きを止めてディアローズの方をうかがっていた。

      （ええい、役立たずどもめ！）

      　思わず心の中で吐き捨てるディアローズだったが、一騎討ちを申し込んでいる相手にいきなり攻撃を仕掛ける方が貴族社会では無作法なのだ。

      「き、貴様が北斗輝星か。ノレド帝国の次期皇位継承者たるこの妾わらわに、傭兵風情がずいぶんと不遜な物言いではないか」

      「それは申し訳ありません。で、一騎討ちの方は」

      「ふん……ずいぶんと腕が立つと聞いたから、てっきり獣のような大男かと思ったが。まるで小鳥のさえずりのような可憐な声だな。どうだ、傭兵なぞ辞めて妾わらわの側仕えにならぬか？ 可愛がってやってもよいぞ」

      「お断りします。で、一騎討ち……」

      「そ、そうだ！ なかなかの強行軍をしてきたのだから、疲れているだろう。少し休んでいくがいい！ 疲弊した相手を一方的に叩くような情けない真似は出来ぬ！ よい茶葉が手に入ったのだ、まあ茶の一杯でも飲みながら、矛を収めていったん親睦を深めようではないか！」

      「市民ごと軌道爆撃しておいてよく言う……」

      　べらべらとまくしたてるディアローズに、ヴァレンティナがあきれ顔で呟いた。

      「何か言ったか!?」

      「いえ、何も」

      「とにかく、貴様は黙っておれ！ ……だいたい、妾わらわとて好きで終末爆撃なぞ……」

      「そんなことァどうでもいいんだよ！」

      　ぼそぼそと言い訳がましくつぶやくディアローズを、輝星の後ろからのそのそとあらわれたサキがバッサリと切るような口調で遮る。彼女の機体も近接戦闘中に被ったであろうオイルにまみれており、血塗れの野武士のような威圧感を四方に放っていた。

      「やるか、やらないかだ！ いいんだぜ、受けなくても。そん時ぁ、この場で大暴れするだけだ。あたしだって、テメェの首ならぜひ貰いたいところだからな。そっちの方がありがてぇくらいだ」

      　明らかに輝星の方が強いのだから、一歩引いてサポートに徹するくらいの分別はサキにもある。だが、相手は皇国軍人の仇敵であるディアローズだ。できることならば自分で討ちたいと内心では思っていた。

      「姉上、ご決断を」

      「……」

      　さっさと受けろと言わんばかりの声音で促すヴァレンティナの方を、ディアローズは情けない表情で見た。《ゼンティス》と同じく黒金の皇族専用塗装が施された彼女の機体は、妙に余裕のある様子に見えた。

      （くそ、他人事だと思いよって……一騎討ちなど貴様がやればよかろう！ ……だめだ、この場の最高責任者は妾わらわなのだ、代理人など立てたらそれこそ皆の笑いモノだ！）

      　高速で思考しながら、ディアローズがギリギリと歯ぎしりする。当然だが、一騎討ちなど受けたくない。輝星の《カリバーン・リヴァイブ》は多少消耗している様子だが、それでもまだ十分に戦えるだろう。ディアローズもストライカーの操縦にはかなりの自信があるが、帝国最強である四天をたやすく蹴散らすような真正の化け物相手にたった一人で勝つなど不可能だ。

      （なぜこんなことになってしまったのだ……たやすく勝てる戦いだったはずだ。このままでは負けてしまう……）

      　そこまで考えて、ディアローズの背中にゾクリと奇妙な感覚が走った。彼女は身体をビクリと震わせたが、その感覚の正体がわからず首をかしげる。

      「受けないみたいだ。仕方ない、ここにいる全員をとりあえず墜としてしまおう」

      　輝星が朗らかに物騒なことを言った、これに慌てたのが、周囲の護衛達だ。

      「まって！ 待ちなさい！ 我らが帝姫殿下が一騎討ちを断るような情けないマネをするはずがないでしょう！」

      「そうですよ！ かならず受けるはずです！ ですよね、殿下！」

      　次期皇帝ともなれば、護衛につくのは高位の貴族ばかりになる。しかしこの手の高位貴族は機体や装備を自分で用意するのが普通なのだ。贅ぜいを凝らしてカスタムした機体をスクラップにされてはたまらない。おまけに、男に墜とされたとなれば名誉もひどく傷ついてしまう。護衛達は自分の職務を投げ出し、口々に勝手なことを言った。

      　輝星の不殺主義は帝国内でも有名になってきている。一騎討ちとはいえ、命のやり取りにはなるまい。どうせ死なないのなら、できるだけ被害の少ない選択肢を選んでほしいというのが周囲の帝国将兵の想いだった。

      「くそぉ……やればよいのだろう、やれば！」

      　結局押し切られて、ディアローズは涙目で叫ぶ。そして通信マイクをミュートすると腿のホルダーから通信端末を取り出し、タッチパネルを叩いて手早く文章を打ち込む。メール送信終了を知らせる安っぽい電子音が鳴るのを確認してから、マイクのミュートを解除した。

      「ディアローズ・ビスタ・アーガレイン！《ゼンティス》、一騎討ちを受けて立とう！」

      　朗々とした声で、ディアローズは叫ぶ。にやりと笑い、輝星はメインモニターに映し出された黒金のストライカーを観察した。

      「近接射撃機ってところか？ やりにくい手合いだな、面白い」

      　一目で装甲の厚さを想像できる重厚なフォルムに、その重量を振り回すための背部の大型スラスターユニット。タイプとしては、先日戦った《天轟》ノラの《ザラーヴァ》に近いだろう。

      　しかしもっとも特徴的なのは、右手に携えた大型のショットガンだ。機関部から伸びたベルトリンクは背中に装備されたドラムマガジンにつながっており、連射性の高さがうかがえる。

      「なるほどな、よし！」

      　一瞬のうちに脳内で戦術をくみ上げた輝星は、一気に機体を加速させた。先ほどまで《カリバーン・リヴァイブ》がいた空間を、ショットガンから放たれた散弾の暴風が襲う。代わりに弾を浴びた巨樹の直径十メートルはありそうな幹が粉々に砕け、すさまじい粉塵が上がる。

      「ちぃ！」

      　攻撃をたやすく回避されたディアローズが舌打ちする。むろんそう簡単に捉えられるような相手ではないことは理解しているが、相手の動きが予想以上に遅いことに苛立っていた。普通、あの速度で回避したところで避け切れるはずがないのだ。にもかかわらず、彼の機体には一切の傷がない。まるで魔法でも使われているようだ。

      「なにかチートでも使っておらぬか、貴様！」

      「弾の飛んでくる場所がわかってれば、このくらいはね？」

      「く、くそ！」

      　ディアローズは冷や汗をかきながらトリガーを引き続けた。連続するマズルフラッシュが薄暗い森の中を照らし出し、特殊重合金製のボールベアリング弾の群れが森の大樹を粉砕する。

      「ちっ！」

      　そんな中、輝星の放った一発のビームが《ゼンティス》のショットガンを撃ち抜いた。弾薬の詰まった機関部が吹き飛び、小爆発を起こす。破片が装甲を叩き、甲高い嫌な音がコックピットに響いた。

      「なんてことを！」

      「弾を垂れ流してるだけで俺が止められるとでも！」

      　射撃の止まった隙を逃さず、輝星はフットペダルを踏み込んだ。青い噴射炎を背に、まっすぐに《ゼンティス》へと向かって飛ぶ。

      「させぬっ！」

      　フォトンセイバーによる居合のような抜き打ちを、ディアローズは腰から抜いた長剣でなんとか受け止めた。緑のビーム刃と銀の刀身が交差し、スパークが散る。

      「ぬうっ……！」

      　続く二撃目を剣で受けようとしたディアローズだったが、セイバーによる攻撃はフェイントだった。下腹部を蹴り飛ばされ、たたらを踏む。

      「く！」

      　追撃しようとライフルを構える《カリバーン・リヴァイブ》を睨みつけながら、ディアローズの白魚のような指がトリガーを弾いた。《ゼンティス》の肩に装備された太く短い大砲が火を噴き、巨大な投網が射出された。

      「ネットガン！ そういうのもあるのか！」

      　ヒラリと軽くネットを回避しつつ、輝星が感心したような声を上げた。地面に覆いかぶさったネットはバチバチと激しくスパークし、苔や倒木を焼き焦がす。

      「虎の子だぞ！ 簡単に避けよって！」

      　これまでの戦闘データから、輝星の回避力が尋常ではないことはディアローズも承知していた。だからこそ回避の難しい武装を揃えたというのに、彼は平気でその作戦を打ち破ってしまう。

      「小手先の工夫で倒されてやる義理はないので！」

      「うるさいうるさい！ 貴様など！」

      《ゼンティス》の袖からヘビを思わせる動きでスタンウィップが飛び出し、輝星を襲う。その速度は極めて速かったが、しょせんは苦し紛れだ。鞭はフォトンセイバーによって切り払われ、代わりに鋭い踏み込みで再度《ゼンティス》へ肉薄した。

      「ぐぇっ！」

      　コックピットを激しくシェイクされ、ディアローズが潰れたカエルのような声を上げる。パイルバンカーが《ゼンティス》の腹部に炸裂したのだ。

      「そこまで硬いか、皇族専用機！」

      　しかしその分厚い装甲は鉄杭を弾き飛ばし、貫通を許さなかった。攻撃の反動で崩れた態勢を立て直しつつ、輝星が感心の声を上げる。

      「す、好き勝手やりおって！」

      　目をしばしばさせながら、ディアローズが叫んだ。額から垂れてきた汗が目に入ったのだ。非常に痛いが、汗をぬぐう余裕はない。歯噛みしつつ長剣を構え、鋭い突きを放とうとする。

      「無理に攻めるから！」

      「わあっ!?」

      　だが踏み込んだ足元にビームを打ち込まれ、土が吹っ飛んでできた穴につまづいた《ゼンティス》は転びかけてしまう。それと同時に強烈な回し蹴りがその胸へ炸裂した。《ゼンティス》が錐もみをしながら吹っ飛んでいく。

      「う、うわああああっ!!」

      　地面を転がり、目を回したディアローズは猛烈なスピードでとびかかってくる《カリバーン・リヴァイブ》を見て情けない悲鳴を上げた。身をよじって回避しようとするが、もう遅い。《ゼンティス》の胸に馬乗りになった《カリバーン・リヴァイブ》の背中を見たディアローズが熱い息を吐く。

      「この妾わらわの上に乗るだと!?」

      　言葉とは裏腹に、彼女の表情は興奮にとろけたようなものだった。一瞬その気配の異様さに困惑する輝星だったが、だからといって攻撃の手を止めるわけにもいかない。《カリバーン・リヴァイブ》が、逆手に持ったフォトンセイバーの切っ先を腹へと突き立てる。

      「終わりだッ！」

      　一瞬で装甲を貫かれるようなことはなかったものの、回生装甲の蓄電器コンデンサーの残り容量が危険域に達していることを知らせる警告音がコックピットに響き渡っていた。このままでは、数秒もしないうちにエンジンを破壊されてしまうだろう。

      「い、いまだ！ エレノール、やれーっ！」

      　恍惚とした表情で警告音を聞いていたディアローズだったが、装甲を貫かれる寸前にハッとなって叫んだ。すると呼応して森の中から一機のストライカーが飛び出してくる。鮮やかなマゼンタ色の、重装型ゼニスだ。四天が一人、《天雷》。エレノールの愛機《パーフィール》だ。

      《パーフィール》は左手に持った巨大な連装ガトリングガンを《カリバーン・リヴァイブ》へと向ける。

      「汚名を被ってでも！ 妾わらわは墜ちるわけにはいかぬのだ!!」

      　獰猛な笑みを浮かべ、頬を赤く染めたディアローズが吠えた。

      「主君の命令です、致し方ありませんか……！」

      　《パーフィール》のパイロット、エレノールはひどく苦々しい口調で呟いた。一騎討ち中の乱入は禁忌きんきとされている。もちろん、エレノールとてこんなことはしたくない。

      　だが、《凶星》はそんな常識を引きずったまま勝てるような相手ではない。アホではあってもバカではないエレノールは、そのことを理解していた。躊躇せず、引き金を引こうとする。

      「この俺に奇襲が通用するかッ！」

      　しかしそれより早く、抜き撃たれたブラスターライフルのビームが発砲寸前の連装ガトリングガンに突き刺さった。二挺のガトリング砲が吹き飛び、それを保持していたマゼンタのゼニス……《パーフィール》が動揺を見せる。

      「なっ……！ く、噂は本当らしいですわね！《凶星》！」

      　エレノールは歯噛みした。先ほどまでの戦闘で彼の戦闘力は理解していたが、やはり実際に相対するとその威圧感は尋常なものではない。

      「これでも倒せぬとは、貴様はどうなっておるのだ！ くっ、者ども出合え出合えーっ！」

      　馬乗りになられたままのディアローズが叫ぶ。彼女はほとんどヤケを起こしていた。ここまでやって負ければ一生笑いものである。ディアローズの命令に従い、森の中から次々に帝国機が現れた。その中には《天剣》の《ヴァーンウルフ》と《天轟》の《ザラーヴァ》の姿もある。

      「大盤振る舞いだなぁ！」

      　輝星は歓喜の声を上げながら《ゼンティス》を蹴って空を舞った。このまま無理にトドメを刺しても、そのあとに集中砲火でやられるのはわかり切っているからだ。相手の体勢が整わないうちに、有利なポジションを取る必要がある。

      「あ……」

      　遠ざかっていく《カリバーン・リヴァイブ》の背中を、残念そうな表情のディアローズが見送る。自分の判断のおかげで窮地を脱したというのに、その目には明らかに名残惜しさがあった。

      「へ、変なヤツだなあ」

      　そんな彼女に困惑しつつ、輝星はフォトンセイバーを捨てた。粒子残量が少なく、もはやあと一回の斬撃に実行できそうになかったからだ。軽くてコンパクトなフォトンセイバーだが、デメリットとしてその継戦時間は極めて短い。代わりにもう一本のセイバーを抜き、飛来した太いビームを弾き飛ばす。

      「連装ガトリングに連装メガブラスターライフル！ ずいぶんと素敵な組み合わせだな！」

      「んもうっ！ ビームを打ち返してくるなんて非常識なマネ、やめていただけます!?」

      　自分の方に帰ってきたビームを何とか回避しつつ、エレノールが非難の声を上げた。《パーフィール》の右手には一〇・五センチという大口径のメガブラスターライフルを二門並べた大型武装が握られている。先ほど破壊された連装ガトリングのことも考えれば、並みのゼニス・タイプの数倍の火力を発揮できる機体だと言えるだろう。

      「うおおおおおっ！」

      　二人のやり取りを遮るように、《ザラーヴァ》が弾丸のような速度で突っ込んできた。乱射されるビームマグナムを回避する輝星に、ノラの罵声が飛んでくる。

      「避けるんじゃねーデスよ！」

      「じゃあ弾く！」

      「弾きもするなーッ！」

      　跳ね返ってきたビームを俊敏に回避する《ザラーヴァ》を見て、輝星が楽しげに笑った。

      「ははは、お久しぶりだな！ 元気してたか？」

      「おかげ様で元気デスとも！ オマエを倒したくて仕方がないくらいにはねッ！」

      　前回の戦いで見逃されてしまったノラは、屈辱を晴らすべく復仇ふっきゅうに燃えていた。鋭い動きで距離を詰めつつ、正確にビームマグナムを打ち込む。さらにその後方から《パーフィール》が援護射撃してくるものだから、さしもの輝星も後退するしかない。

      「名誉のない戦いだ。まったく嘆かわしい……が、職務は果たそう！」

      　その上、敵はこの二機だけではない。《ヴァーンウルフ》が剣を構えて突撃してきた。フォトンセイバーで迎撃しようとした輝星だったが、それより早く間に入ってきた《ダインスレイフ》の刀がテルシスの長剣を受け止める。

      「ほう、貴様はあの時のサムライ！」

      「よく覚えてたなあ！ 嬉しくって涙が出らぁ！」

      　テルシスに無視されたことをしっかり覚えていたサキが、半目で皮肉を飛ばす。できればここで恨みを晴らしてやりたいところだが、しかしそうはいかないことはサキも心得ていた。

      「輝星、いったん退くぞ！ 撤退にだって弾薬タマも推進剤ガス使うんだ、暴れまわって逃げきれなくなったら元も子もねぇ！」

      　いくら輝星が強いと言っても、ここにいる帝国軍を全滅させることは不可能だ。たとえ四天を倒したところで、その後ザコから集中攻撃を浴びて撃墜されてしまえば意味がない。余裕があるうちに撤退するべきなのは明らかだ。

      「う、確かに……せっかく面白くなってきたのに」

      「馬鹿ぁ言え！ 四天って言うくらいなんだから、もう一機いるはずだ！ ソイツが合流したら、状況はさらに悪くなるだろっ！」

      　テルシスの猛攻を何とかしのぎつつ、サキが叫ぶ。卓越した剣士であるサキだが、テルシスはさらにその上を行く技量の持ち主だった。剣と刀が打ち交わされるたびに《ダインスレイフ》は後退し、いつ致命的な攻撃を受けるかわからないような状況だった。

      　おまけに周囲の帝国機からたびたび攻撃が飛んでくるのだから、やりにくいことこの上ない。さらに手練れが一機あらわれれば、もはや戦況は手に負えないほど悪くなるのではないかとサキは恐れていた。

      「……仕方ないか、よし！」

      　突っ込んできた《ザラーヴァ》の蹴りをワイヤーガンを巨樹に撃ち込んで回避しつつ、輝星は《ヴァーンウルフ》にブラスターライフルを発砲した。回避するテルシスだったが、その隙に《ダインスレイフ》が離脱する。輝星もそれに続いた。

      「あっ、こら！ 待て！」

      「待つのは貴様だ！」

      　慌ててノラが輝星を追跡しようとするが、鋭い声がそれを制止した。ディアローズだ。

      「四天は待機、追撃は他の部隊に任せる。この場合は質より数で攻めた方がよい」

      　彼女が命令をしたのは、四天の後ろから援護射撃を繰り返していたディアローズの護衛部隊だった。

      「えっ、我々がですか!?」

      　あんな化け物相手に勝てるはずがないと、隊長が抗弁する。

      「墜とされても死なないのだから、別によいだろう！ 早く行け！」

      「は、はあ……」

      　醜態を晒した直後だけあって、部下たちの反応は決して芳しいものではなかった。明らかにやる気がなさそうだ。一騎討ち中に部下に助けを求める上官などに従いたくないという気持ちがありありと表出している。

      「早く行け！ 早く！」

      「了解しました……」

      　やっとのことで追撃にうつる《ジェッタ》たちを、ディアローズはため息交じりに見送った。そんな彼女に、ノラが非難の声を上げた。

      「なぜ止めたんデス!? 三対一で勝てないとでも……」

      「吠えるな、駄犬。このタイミングで攻撃を仕掛けてくるなど、予想外だったのだ。おかげでリレンの準備ができていない。あれほどの敵なのだ、必勝の状況に持ち込んでから勝負をかけねばならん」

      「しかし……」

      「うるさい！ 妾わらわに意見するな！ とにかく、今は北斗輝星を消耗させるのが先決なのだ！ 貴様らの出番は用意しているから、それまで大人しく待っていろ！」

      　ひどく怒ったようなディアローズの言葉に、さすがのノラも黙るしかなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　ディアローズとの一騎討ちから一週間がたった。帝国軍から逃れた輝星たちは、大陸内陸部の山岳地帯を飛んでいた。

      「うううーん、腹減った……」

      　ひどい顔色の輝星が、《カリバーン・リヴァイブ》のコックピットで呟く。いまだ皇国本隊との合流はできていない。ディアローズの巧みな追撃指揮のおかげで、本隊のいる海側ではなく内陸へ押し出されてしまったのがよくなかったのだ。これでは補給など受けられるはずがない。

      「コックピットに常備されてるレーションは三日分だけだからな。節約してやりくりしてるとはいえ、さすがにもう限界だぜ……」

      　同じく空腹を隠しもしない表情のサキが舌を出す。敵の索敵を避けて迂回路を進んでいるため、いまだに本隊へ戻れる気配はない。このあたりは帝国による通信妨害も行われており、救援を求めることすらできない状況だった。

      「いい加減、狩りでもなんでもするべきか……しかし機体から離れたくないしなあ」

      「いつ帝国の哨戒部隊とカチあってもおかしくない場所だからね。いやあ、参ったねえ」

      「お前は緊張感ってもんが本当にねぇなあ……」

      　明るい声で笑う輝星に、サキがため息を吐いた。空元気ならば心配するところだが、輝星の楽観主義は筋金入りだ。これまでの付き合いから、彼の言葉が本気であることはサキもよく理解していた。

      「状況はしんどいけどね。向こうの指揮官がずいぶんと面白い相手だったからさ。再戦が楽しみで、気落ちなんかしてられないんだよ」

      「一騎討ち中に助けを求めるようなヤツがか!?」

      　普通に考えて、ディアローズのやったことは卑怯者のそしりを免れないものだ。情けないヤツと憤るならまだしも、喜ぶというのはおかしいだろうとサキは唸る。

      「一対一じゃ勝てないから、最高のタイミングで奇襲を仕掛ける。勝ちを拾うための最善手を狙ってくる手合いなんだよ、あのディアローズって人はさ」

      　輝星はにやにやと機嫌よく笑いながら、操縦桿のトリガーを作動しない程度に優しくなでる。

      「愉快じゃないか、この俺をここまで追い詰めるなんて。こんなに面白い相手は久しぶりだよ」

      「戦闘民族みたいなことをいうんじゃねえよ」

      「ヴルド人に言われたくないなあ……」

      「バカ言え、今のヴルド人あたしらは農耕民族だ。その証拠にほれ、あれを見ろ」

      《ダインスレイフ》が指さした先には、山の斜面を切り開いて作った棚田があった。それも、かなりの面積だ。しかし手入れはされていないらしく、無残な姿で荒れ果てている。手入れをするはずの農民たちは避難したか、あるいは……。輝星は、すぐにその不愉快な想像を打ち消した。こんな状況で、余計な不安を覚えたくはない。

      「ヴルド人の大半は、農業や食料プラントで働いてるんだぜ？ 戦争してるヤツなんて、ほんの一握りだ。お前は戦場にばっかりいるから、血の気の多いやつらにしか目がいかないんだろうが……」

      「まあねえ」

      　輝星は苦笑した。そもそも、傭兵稼業をしていればどうしても戦闘職ばかりと付き合うことになる。一般人の生活などは、さっぱりわからなかった。

      「しかし、あの田んぼが生きてたらなあ……腹いっぱい炊き立ての米が食いたいよ」

      　もはや、食べ飽きたレトルト牛丼すら残っていない。味気ないエナジーバーばかりの食事は堪えるし、そのエナジーバーの残りもかなり心許ないのだ。

      「そうだな……肉なんて贅沢言わねえ、米で十分だ」

      　憔悴した様子でサキが呟いた。空腹ほど精神を苛むものはない。食料の調達は急務だった。

      『飛行体接近！ 飛行体接近！』

      　そこで突然、機体の電子音声が無味乾燥な声音でわめいた。慌てて、輝星がレーダーの方へ目を向ける。光点がひとつ、こちらに向かって接近していた。

      「抜かった！」

      　輝星は忌々しそうな口調で叫んだ。ふだんなら、この距離まで接近される前に気配で気づくはずだ。集中が途切れていたため、索敵が甘かったのだ。

      「単独ってことは、敵の偵察機か？」

      「どうだろう？ 偵察機でも、一機で行動することはあんまりないと思うけど……」

      「とはいえ、ほかに可能性はないだろ。もし偵察機なら、集中走査されたら隠れても無駄だ。先手を打って撃墜した方がいいな」

      　それは確かだ。状況が状況だけに、最悪の事態を想定して動くべきだ。輝星はうなずいた。

      「ジャミングをかけて、強制着陸させよう。連中だって、非常用のレーションくらい持ってるはずだ」

      「そいつはいい考えだ」

      　《カリバーン・リヴァイブ》に搭載されている高性能レーダーの設定をいじれば、強力なジャミング波を出すことができる。まともに浴びせかければ、一時的に無線を麻痺させるくらいはできるはずだ。コンソールの液晶パネルを叩いてレーダーのモードを変更。一帯にジャミング波をばらまきながら、輝星はスラスターで機体を飛び上がらせた。

      　空の向こうに、ごま粒のような点が見えた。例の飛行物体だ。形状から見て、ストライカーではない。操縦桿を握り締め、トリガーに指をかけた輝星だったが、ふいに脳髄に覚えのある感覚が走った。

      「この気配は……シュレーア？ いや、違う」

      「やあああっと見つけた！」

      　そこへ、無線が入る。ジャミングの影響を受けないレーザー通信だ。その声は、聴きなれたシュレーアの声によく似ている。しかし、明らかに口調が彼女とは異なっていた。むしろ……。

      「フレア！」

      　慌てて、輝星は機体を加速させた。「あっ、おい！」とサキも続く。接近してみると、飛行物体の正体は皇国軍で正式採用されている小型連絡艇だった。電波封鎖していたため敵味方識別装置ＩＦＦが作動せず、味方だと認識できなかったのだ。

      「そう、フレアだよー。いやー無事でよかった……ホントもー、心配させて！」

      「いやーははは……ゴメン」

      　そう言われれば、謝るほかない。ほとんど捨て身に近い作戦を取ったのだ。向こうもさぞやきもきしただろう。

      「しかしフレア殿下、なぜこんなところへ？」

      　サキが聞いた。当然の疑問だろう。妹のシュレーアと同じくフレアは皇国軍人だが、その所属は情報部だ。本来、前線に出るような職種ではない。

      「もちろん、キミたちの捜索だよー。本隊の方もなかなか大変なことになってるから、人手が足りないんだ。それに、ついでにやらなきゃいけない仕事もあったし……」

      「……というと？」

      「へへへ、すぐわかるよー。ついてきてー、もうそろそろ食料も厳しいでしょ？ お腹いっぱいお米を食べさせてあげるからさー」

      　先ほどまでの会話を聞かれていたかのようなその言葉に、輝星とサキは思わず苦笑した。

      
        

      

      

      
        

      

      　フレアの連絡艇に先導され、二人は山の峰々を縫うようにして飛ぶ。帝国の索敵網に引っかからないよう、高度はかなり低めだ。木の梢ギリギリを飛ぶ操縦技能は見事というほかない。……まあ、このタイプの連絡艇は三名ほどの乗員がいるので、操縦しているのはフレアではないだろうが。

      「実のところね、君たちの捜索の他に仕事があったんだよー。この大陸のどこかに、前回の戦いを生き延びた皇国軍の部隊や、民間の生存者が残ってないかを探してたんだ―」

      「ゲリラ戦狙いですか、なるほど」

      　正攻法での攻勢がとん挫した以上、不正規戦で巻き返しを図るのは自然な流れだ。残党軍や武装した民間人の協力のもと帝国軍の後方を攪乱し、その隙に再度の攻勢を仕掛けるという作戦だろう。情報将校のフレアにはピッタリな任務と言える。

      「そうだよー。ま、上手くいってないけどねー……」

      　フレアの声音が若干沈んだ。

      「民間の生存者はそれなりにいたけど、正規軍は今のところ釣果ちょうかナシ。さすがに素人に銃だけ持たせてストライカーに突撃させるわけにはいかないからねー。この作戦は失敗かなー？」

      「……」

      　軍人の生存者がいないというのは、なかなか辛い話だ。そうとう強烈な残党狩りが行われたに違いない。思わず輝星もサキも黙り込んだが、こほんと咳払いしてからサキがあえて明るい声を出す。

      「そういえば、本体の方はどうです？ その感じなら、あんまり被害はなかったんですかね」

      「ああ、それは大丈夫だよー。二人が頑張ってくれたおかげで、かなり余裕をもって撤退できたからねー。ほとんど被害はないよー」

      「それはよかった」

      　輝星はほっと胸を撫でおろした。無茶をした甲斐があったというものだ。

      「ま、詳しいことは落ち着ける場所で説明するよー。二人とも、疲れてるでしょー？」

      「ええ、そりゃもちろん。今すぐ風呂入って酒飲んでふかふかの布団に倒れ込みたい気分ですわ」

      　蓮っ葉な口調でサキが言う。思わず、フレアは噴き出した。

      「はは……ある程度はご要望にお応えできると思うから、期待しててねー」

      「ほう！」

      小型連絡艇には、さすがに風呂まではついていないはずだ。輝星は目を輝かせた。では、落ち着ける場所とはつまり……。

      「ちょうど見えて来たよー。ほら、北の方」

      　言われた通りの方向に目をやると、そこには小さな農村があった。山と山の隙間、小さな谷間に寄り添うようにして、いくつもの瓦葺きの家が立ち並んでいる。

      「この数日で見つけた無事だった集落のひとつだよー。無線で話は通してあるから、村の中央広場に着陸しちゃってー」

      「了解！」

      　やっとまともに休むことができる。その事実に、自然と答える声も軽くなった。スラスターを吹かし、村に接近する。ある程度まで近づくと、人影も見えてきた。スラスターの噴射音で気が付いたのか、幾人かがこちらに向かって手を振って見せた。

      　機体で手を振り返しつつ、指示された中央広場を探す。小さい村だ、すぐに見つかった。話が通っているのだろう、そこに居た村人たちは蜘蛛の子を散らすように広場の隅へ寄って行った。

      「よーし。ついてこい、輝星」

      　サキが先頭になって、村上空へと侵入した。建物を傷つけないよう気を使いつつ、中央広場へそっと着陸する《ダインスレイフ》。疲労困憊状態であるとはとても思えない優しいランディングだった。感心しつつ、輝星もそれに続く。スラスターの噴射炎がおさまると、隅へ寄っていた村人たちがワッと歓声をあげつつ寄ってくる。

      「よかった、歓迎ムードだ」

      　ほっと安堵のため息を吐く輝星。こう言う場合、救援が遅いと石を投げつけられるようなケースもある。そうなれば、食料など物資を分けてもらうのは極めて難しくなってしまう。

      「フレア殿下のいうことを信用しないわけじゃないが……万が一もある。お前は機体から出るなよ」

      　サキはホルスターから拳銃を抜き、弾倉にきちんと弾が入っているのかを確認した。そのまま銃をホルスターに戻し、機体のハッチを解放する。展開した装甲板をタラップ代わりにして、機外へ身を乗り出した。

      「ありゃ、《クレイモア》とかいう機体じゃないぞ」

      「でも皇国軍のマークは入ってる……ゼニスってやつかいな」

      　思い思いの言葉をつぶやく農民たちを見て、サキが一礼した。見た限りでは、すくなくとも武器を向けてきそうな手合いはいない。ほっと息を吐きつつ、地面へ降り立つ。

      「すまねぇな、仕事の邪魔してよ。あたしは皇国軍近衛隊の牧島サキ中尉だ」

      「近衛隊！」

      「平民っぽい姉ちゃんだけど、お貴族様なんかね」

      　口々に好き勝手なことを言う農民たちをかき分けて、腰の曲がった老婆があらわれた。

      「これはこれは騎士様、ご丁寧にありがとうございます。お話は殿下から聞いておりますよ、帝国の大軍相手にわずか二機で大立ち回りしたとか！」

      　興奮した様子で、老婆は杖を振り回す。

      「まったく、わしがあと三十若ければ助勢じょせいに行けたものを！」

      「いやあ、ハハハ……お気持ちだけ有難くいただいておきますよ」

      　サキは引き笑いをしながら首を左右に振った。老婆の勢いに、少々押されている。

      とはいえ、思った以上に村人は好意的な目でこちらを見ているようだ。老婆以外の者も、サキに恨みがましい目を向ける者はいない。皇国軍はこの星を見捨てて逃げ去った立場なのだから、石や汚物を投げつけられるような事態も想定していたのだが……。

      「ま、それはさておき。よければ食料と寝床を提供してもらえると助かるんですがね」

      「ええ、ええ。それはもちろん。フレア殿下にも頼まれておりますし」

      　老婆は何度もうなずいたが、すぐに申し訳そうな顔で周囲を見まわした。

      「とはいっても、こういう状況でしてな。出せるものと言えば米と、ちょっとした野菜と、あとはフレア殿下に頂いた保存食程度ではありますが」

      「いやいや、十分っすよ。ホント、助かります」

      　むろん、サキとてぜいたくを言う気はない。皇国民の一掃をもくろむ帝国軍が住民に救援物資を渡すはずもない。彼女らは今まで、自給自足で何とか暮らしてきたのだろう。そんな中で貴重な食料を分けてもらうのだから、有難いというほかない。

      　安堵のため息を吐いて、サキは《カリバーン・リヴァイブ》の方を見た。この様子なら、輝星を降ろしても大丈夫だろう。

      「輝星、もういいぞ。出てこい」

      「やっと？」

      　輝星の声は、ややうんざりしたようなものだった。わざわざコックピットで昼寝をするような彼だが、さすがに一週間近く機内に缶詰状態だったのだ。広い場所でゆっくりしたい気分になっている。

      　手早くコックピットハッチを解放した輝星は、いそいそと《カリバーン・リヴァイブ》の足元へ降りていく。

      「え、ええ!? 男のパイロット!?」

      「う、うわあ……すごい可愛い……王子様かな……？」

      「地球人テラン？ あんな綺麗な人って、本当にいるんだ」

      　とたんに、周囲の農民たちが騒ぎ始める。単純に男のパイロットが珍しいということもあるが、彼女らの視線はおおむね熱っぽいものだ。そのうち、黄色い声まで上がり始めた。まるでアイドルイベントのような様相だ。

      「面倒なことになったな」

      「……なんかゴメン」

      　輝星もサキも、完全に顔が引きつっていた。もう、今すぐにでも食事をしてそのまま寝たいくらいの気分なのだ。悠長に手を振り返してやるような余裕はない。

      「はいはい、ごめんねー。通してねー」

      　わあわあと騒ぐ農民たちをかき分けるようにして、フレアが現れた。その後ろには、護衛らしき兵士の姿もある。

      「いやー、ごめんごめん。さすがにこの広場に連絡艇まで着陸させるのはムリだったからさー、合流が遅くなっちゃったよー」

      　開口一番、フレアは申し訳なさそうな顔でそう言った。こうなることは予想できていたのだが、最小限の村人にのみ話を通してこっそり村に入るようなやり口は心証が悪い。いっそ派手にお披露目して、村人たちに受け入れてもらおうという作戦だった。

      「村長さん、悪いけど二人とも結構お疲れだからさー、ゆっくり休めるところに案内してもらえるかなー？」

      「ええ、ええ。もちろんでございます、フレア殿下。このわしにお任せを」

      　ひどく誇らしげな様子で、老婆は自らの胸をドンと叩いた。

      
        

      

      

      
        

      

      　老婆に案内され、三人(とフレアの護衛数名)は村の中を進んでいく。谷間に築かれたその農村は木造の簡素な住宅の立ち並ぶ素朴なものであり、恒星間国家が銀河中にひしめく現代にはあまりにも似つかわしくない光景だった。機械的なものと言えば、村の端で回っている大きな発電用風車くらいだ。

      「実は俺さ、こういうところに来るのって初めてなんだよね」

      「マジかよ」

      　突然の輝星の言葉に、サキが困惑した。その後ろを大名行列めいてズラズラと付いてくる農民たちが「箱入り息子……」「やっぱり王子様なのでは」と好き勝手なことを言い始める。

      「いやほら、仕事の合間に港のある街を巡ることはあるけど……基本的に軍隊と一緒にいる生活だから。どうしても行動範囲は狭くなるんだよ」

      「そりゃあまあ、軍隊暮らしじゃどうしても行動範囲は偏るよねー」

      　フレアが苦笑した。皇国軍でも輝星は外出制限を受けているのだ。以前の仕事で同行した軍でも、同じような扱いを受けてきたのだろう。

      「でもさ、なんだか初めてきた気がしないよ、ここ。故郷と雰囲気がそっくりだ。何十万光年も離れてるし、住んでる人も地球人テランじゃなくてヴルド人なのに……不思議だよね」

      　周囲を見回しながら、輝星が言う。確かに、言われてみればどことなく日本の農村にも似た雰囲気の村だった。木造、なおかつ瓦葺きや茅葺かやぶきの建物が多いせいかもしれない。

      「夢を壊すようで申し訳ないけど、私たちヴルド人の建築文化は地球の影響を強く受けてるからねー……既視感を覚えるのは、ある意味当然だったりするよー」

      「えっ」

      　ひどく申し訳なさそうな表情で、フレアが頬を掻いた。輝星が顔を引きつらせる。

      「知ってるかもしれないけど、私たちヴルド人の故郷である惑星ヴルドは雪と氷に閉ざされた極寒の土地だからねー……住居は地下に設けるのが普通だったんだ―。こうやって積極的に家を建てるようになったのは、地球文明と接触してからなんだよー」

      「ゆ、夢もロマンもない！」

      「ごめんねー？ いや、嘘を教えるわけにもいかないからさー」

      　フレアは苦い笑みと共に、輝星の肩をぽんぽんと叩く。複雑そうな表情で、彼は小さく鼻を鳴らした。

      「ちなみに、あたしらの軍隊がやたらと地下に基地を作りたがるのもそのころの名残らしいぜ。面白いよな」

      　機嫌よさげにサキがうんちくを披露したが、そんな彼女に近くにいた中年女性がたしなめた。

      「男の子に軍隊の話ばっかりするのは厳禁だよ、あんた。そんなのに興味がある子は少ないからね、これだから女は……なんて思われちまうよ」

      「うっ！」

      　ミリオタのケがあるサキとしては、思い当たるフシがあるらしい。胸を押さえ、呻いた。そして心配そうな目でチラチラと輝星を見てくる。輝星はその小動物のような態度に思わず笑い、その肩を軽くたたいた。

      「俺に関しては、そっちの話題は大歓迎さ。俺の趣味は知ってるだろ、相棒」

      「だ、だよなあ！ あたしら、相棒だもんなあ！ はははは！」

      　輝星の言葉に、サキは表情を一転させて大喜びした。なにしろ、相棒呼ばわりだ。気に入らないはずがない。

      「今回の作戦だって、お前が選んだのはあの女じゃなくてあたしだもんな！ そりゃ信頼感が違うとも！ んふふふふ」

      「え、いや、それは……」

      　予想外の喜びぶりに、輝星は困惑した。敵陣に突っ込む作戦にサキを連れてきたのは、たんに総指揮官を自殺めいた突撃に突き合わせるわけにはいかないという合理的判断からだ。別に人間性や個人的な好みで選んだわけではない。もっとも、それを明言して落胆させるのもよろしくないので、結局輝星は言葉を引っ込めて黙り込んだ。

      「むー」

      　一方、あの女ことシュレーアを輝星とくっ付けようと目論んでいる(そして自分もセットでゴールインしようとしている)フレアとしては、サキのこの発言は面白くない。さてどう言い返そうかと思案するが、その答えが出るより早く老婆が振り返っていった。

      「着きましたぞ」

      　彼女の前には、大きな木造三階建の家がある。もっとも、この家が特別立派ということはない。ヴルド人は基本的に大家族なので、周囲の家も大きさは似たようなものだ。

      「騎士様たちも疲れとるじゃろう。ほら、お前たちは散った散った！」

      　老婆が杖を振り上げて、ついて来ていた農民たちを追い払う。彼女らは文句を言いつつも、おとなしく老婆の言葉に従って帰っていった。

      「殿下や騎士様がたを迎え入れるにはあまりに粗末なあばら家ではありますが、どうかご勘弁を」

      「そんなこと言わないでよ、おばあちゃん！ こんな状況で迎えれてくれるわけだからねー、感謝感謝だよー！」

      　親兄弟に対するもののような気安さで、フレアは老婆の肩をだいた。老婆は目尻に涙を浮かべ、何度も礼を言う。なるほど、これが彼女の手管らしい。輝星は感心した。村人たちの歓迎ムードも、フレアが事前にこうやって警戒心を解いてくれたからこそだろう。

      　そんなやり取りをしばし続けた後、老婆とフレアは玄関へと入っていった。二人もそれに続いた。

      「おおい！ 帰ったぞ。ファルカ、来とくれ！」

      「はいはい！」

      　広い玄関で靴を脱ぎながら老婆が叫ぶと、パタパタと足音を立てて奥から若い女性があらわれた。その後ろから、何人もの小さな子供たちが続いて走ってくる。

      「ん、えっ!? 殿下!? うそ、そっくりさん？」

      「わ、わ！ あの男の人、すっごい綺麗！」

      「あわわわわ……」

      　大騒ぎする子供たちを手で制しつつ、ファルカと呼ばれた若い女性は驚いた顔でフレアの方を見た。

      「か、母さん！その方は……」

      「フレア殿下じゃ。この村へいらっしゃったことは聞いとるじゃろう？ うちに泊まっていただくことになっての」

      「そ、そんなことは先に連絡しといてよ！」

      　そう憤慨したファルカは、ちらと輝星の方に目を向けた。その頬に、さっと朱が差す。

      「え、殿下と一緒にいらっしゃったということは、もしかしてどこかの王子様？ もう、あたしったらこんな格好で……恥ずかしい」

      　エプロンの裾をつまみながら、女性は顔を赤らめた。鈴なりになった子供たちが「父さんにいいつけるぞー！」とはやし立てる。

      「い、いや、こちらの方に関しては、よくわからんが……」

      　老婆はごほんと咳払いした。ヴルド人にとっては、男性がストライカーに乗るなどあり得ないことだ。いまだに現実が信じられないのかもしれない。妙な勘違いをされたことも含め、輝星は何とも言えない微妙な表情になった

      「詳しい事情はあとで話すが、とにかく歓待の準備をしておくれ。鶏を何匹か絞めて、ご馳走を用意するんじゃ」

      「まあ」

      　驚いた様子で、女性は輝星たちをまじまじと観察する。当然だが、彼らはコックピットから出てきたままのパイロットスーツ姿だ。妙な顔をするが、状況が状況なので輝星らが戦地帰りというのは想像できた。

      「それじゃ、シズロさんを呼んで来ようか。服も必要だし、男の人のことは男の人に任せた方がいいでしょ」

      「すいません、助かります」

      　輝星はほっと安堵の息を吐きながら頭を下げた。まともにコックピットから出ない生活が一週間以上も続いているのだから、もう疲労は限界に達していた。身体を伸ばして休めるのならば、こんなに嬉しいことはない。

      「ふー……」

      　それからしばらくたって、輝星は廊下を歩きつつ大きく息を吐いていた。どうやら湯上りのようで、彼の髪はしっとりと濡れていた。食事の用意をしている間に風呂に入ってこいと老婆に促されたのだ。パイロットスーツも洗濯中であり、今は紺色の浴衣を着ている。

      「お風呂あがりましたよー」

      　そう言いつつ、輝星は襖ふすまをあけて居間へと入っていった。居間と言っても、数十畳はある畳敷きのやたらと広い部屋だ。どちらかと言えば、旅館や温泉の談話室に近い。しかし、部屋が広い分人も多い。おそらく、十数人はいるだろう。年齢層も幅広く、年寄りから赤ん坊までいる。全員、この家に住んでいる一家だ。ヴルド人の家族はとにかく数が多い。

      「ああ、帰ってきたか。湯加減はどうだったかな？」

      　若く小柄な男性が笑顔でそう話しかけてきた。彼はこの一家で唯一の成人男性であり、名前をシズロという。先ほど輝星たちを出迎えてくれた若い女性の夫だ。

      「よかったですよ。いやあ、久しぶりに風呂に入れました。本当、ありがとうございます」

      　ホクホク顔でうなずいた輝星は、シズロに勧められるまま部屋の片隅に腰を下ろした。部屋中の視線が輝星に向いている。若干居心地は悪いが、まあ仕方がないだろう。彼が苦笑しながら手を振ると、わぁきゃあと黄色い歓声が上がった。

      「すまない、騒がしくて。男なんて、村に何人もいないからね。それが突然こんな美人さんが来たものだから、みんな興奮しちゃって」

      「ははは……ありがとうございます」

      　美人呼ばわりされて、輝星は何とも言えない表情で笑う。かわいいだの美人だのと言った評は、正直あまり嬉しくはなかった。どうせなら、格好いいと言ってもらいたいところだ。

      「ねーねー、兄ちゃん兄ちゃん！」

      　そんなことを話していると、三人の少女が大きな足音を立てながら走り寄ってきた。年齢はおそらく小学校中学年くらいで、三人ともよく似た顔をしている。おそらく、三つ子だろう。ヴルド人の子供は基本的に双子以上で生まれてくることが多いので、三つ子くらいは珍しくもなんともない。

      「な、なに？」

      　勢いに押されながら、輝星がなんとか答える。少女はにんまりと笑い、聞いてきた。

      「兄ちゃんはどこから来たの？」

      「また、難しい質問を……直前にいたのは……」

      「隙あり！」

      「グワーッ！」

      　一瞬考え込むそぶりを見せた輝星に、二人の少女が突然タックルを仕掛けてきた。彼は身構えることすらできずに畳へ押し倒され、少女たちに好き勝手身体をまさぐられる。シズロが慌てて止めようとするが、なかなかうまくいかない。

      「おおー、こうなってるのか」

      「うへへへ、お肌すべすべ！」

      「よいではないかよいではないか！」

      「や、やめろー！」

      　子供とはいえヴルド人である。地球人テラン男性としても特別貧弱な輝星に抵抗できるものではない。芋虫のようにもがくものの、拘束から脱することはできなかった。

      「や、やめんかガキども！」

      「北斗様をお助けしろ！」

      　が、即座に屈強なフレアの護衛たちによって、輝星の身体から子供たちは引きはがされた。即座に護衛から子供たちを回収した若い女性が、二人の頭に鉄拳制裁を見舞う。

      「ど、ドメスティックバイオレンス……！」

      　あまりにも素早い暴力行為に輝星が戦慄する。音からして、地球人テランの成人男性でも一発で昏倒しそうな威力で殴ったはずだ。だが、少女たちは目端に涙を浮かべているものの平気そうな顔をしていた。ヴルド人耐久力おそるべし、である。

      　そう言えば、以前訪れたサキの実家でも似たような事態に遭遇したことがあった。ヴルド人の一般的なご家庭では、よく見られる光景なのだろうか。輝星は難しい顔をして唸った。

      「す、すいません！ ほら、謝りなさい！」

      「ごめんなさーい」

      　あっさりと謝る少女たちに、思わず輝星は苦笑した。「もうこんなことはしちゃだめだよ」と釘をさしつつも、すぐに許す。輝星からすればたんに子供にじゃれ付かれただけなので、怒るほどのことでもなかった。

      　しかし、実際はエロガキによる痴漢行為だ。それを理解している若い女性たちは、顔を青くしながら何度も謝った。

      「本当、申し訳ありません」

      「よく聞かせておきますので……」

      「まあ、まあ。子供のやったことですし」

      　輝星の言葉はあっさりしたものだ。職務にかこつけてハグを求めてきたどこぞの憲兵にくらべれば、子供の他愛ない悪戯だろう。

      「ところで、お二人はこの子たちのお母さんですか？」

      「ええ、まあ」

      「産んだのはわたしたちじゃなくて、姉さんですが」

      　二人の女性の言葉に、輝星は物珍しげな様子でうなずいた。おそらく、彼女らはシズロと連婚関係にあるのだろう。地球人テランから見れば変わった家族形態だが、それならばこの部屋の子供の多さにも納得がいく。この三つ子も入れれば、この部屋だけで十人は子供がいるのだ。

      「なるほど。いや、俺ってば見ての通り地球人テランでしてね。こういうヴルド人のご家庭にお世話になることはあんまりなくて」

      「へえ……地球の人からすれば、珍しいものなんでしょうか？」

      「うちなんか、家族は姉ひとりですし。両親がいたころでも、家族四人で住んでたんですよ。こんなに家族が多いのは、すごいなって」

      「四人!? そ、それは少ないですね……」

      　女性は困惑しながら驚いた。多数の姉妹で仕事家事育児を分担するのが基本のヴルド人から見れば、一般的な地球人テラン家庭はあまりにもとても変わってみえるのだろう。興味をひかれた様子で、いろいろと聞いてくる。

      　結局、この異文化交流は料理が完成し、そして夕飯が終わるまで続くのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      「あー、疲れた……」

      　布団の上に寝転がりながら、輝星が体を伸ばす。夕食が終わり、三人は空き部屋で体を休めていた。広い家だが、何しろ人間が多いので空き部屋の数が少ない。結局、フレアの要望で空き部屋二つを護衛組、輝星・サキ・フレア組でわけることになった。輝星は反対したが、こんな時に限ってサキとフレアが共闘したため、あえなく二人と同室ということになった。

      その間に交わされた激論と、そして食事の間ずっと子供たちから浴びせかけられた質問攻めにより、輝星はすっかり疲労困憊になっていた。

      「子供ってのは……なかなかすごいもんだねえ」

      「ああ、まあ……ヴルド人なら、まず下の姉妹の世話はしてるからな。普通は慣れてるもんだが」

      　サキが笑いながら聞いた。彼女は自分用の布団の上に胡坐をかいている。平静を装っているものの、彼女も男と同室で就寝するのは初めての経験だ。その表情には隠し切れない緊張の色がある。

      「ま、こちとら地球人テランだからね。姉弟は姉さんしかいないし、親戚も付き合いないし。あれくらいの子供とは、なかなか話す機会がないわけよ」

      　ひらひらと手を振りながら、輝星は答える。父親は早くに蒸発した上、母親も長い入院生活を送っていたのだ。姉と二人っきりの寂しい家庭に慣れている彼には、あの騒がしい食卓はほとんど異次元の出来事だった。

      「それが突然あんな大勢に揉まれたから、驚くやら疲れるやら。……そういや、サキの実家もこんな感じだったな。ヴルド人ってさ、どこもこんな感じなの？」

      　食卓での出来事を思い出して、輝星は聞く。母親も子供も山のようにいて、まるで学校の教室のような有様だった。これが普通の一家族というのだから、もう唖然とするしかない。

      「そりゃあな」

      　サキは神妙な表情でうなずいた。彼女からすれば、輝星の言うような家庭のほうが物珍しい。

      「えっ、なに？ 輝星くん、もしかしてサキちゃんの家にいったことがあるのー!?」

      　その言葉に、フレアは即座に反応した。なにしろ、フレア自身はもちろん彼女が推しているシュレーアですら輝星と私的な付き合いをした経験はほとんどない。

      もちろん戦時下でシュレーア・フレア共に忙しいというのもあるし、輝星本人が《レイディアント》に事実上の軟禁状態になっているのだから、なかなか外へ出かけることができないという事情もある。しかし、それでも実家に挨拶済みというのはあまりにも強力なアドバンテージだ。

      「まあ、ちょっと夕食のご相伴にあずかったくらいだけど……」

      　実際、やったことと言えば夕飯をご馳走になったくらいだ。輝星は気楽な様子で答えた。

      「じゃ、ウチでもお夕飯をご馳走しちゃおう！ もちん、来てくれるよねー？」

      「ええ……」

      　腐っても相手は皇族だ。その家と言えば、当然宮殿ということになる。ちょっと夕飯のご相伴に、で訪れるにはハードルが高い。

      「今さらご飯食べるくらい遠慮しないでよー。同じ部屋で寝るくらいの仲じゃないのさー」

      「それを言われると弱いけど、僕は廊下で寝ててもいいんだよ？」

      　輝星は何とも言えない表情で抗弁した。もともとはそういうつもりだったのだ。サキ・フレアと同室になったのは、彼女らが強くそれを求めたからだ。

      「駄目駄目！ 明日もハードな状況になるのは確定してるんだ。ちゃんとした部屋でゆっくり休まなきゃまずいぞ」

      「そうだよー！ 大丈夫、私たちは相互に監視し合ってるからね。不埒なことにはならないよー」

      　それなら安心、とはなりにくいのがヴルド人だ。サキは真面目そうだが実際は結構ムッツリだし、フレアのほうは交流が少ないのでわかりづらいが、双子の妹であるシュレーアがあの調子なので正直信用できない。輝星は腕を組んで小さく唸った。

      　とはいえ、今さらここまで来て否とは言いづらい。輝星は顔を引きつらせながら、布団をかぶった。その両脇を、サキとフレアが挟む形になっている。いわゆる川の字だ。

      「そ、そんな警戒しなくてもいいじゃないのさー」

      「シュレーア殿下の日ごろの行いのせいっす。恨むなら妹を恨んでください」

      　自分一人ならこうはならなかったのに。そう言わんばかりのサキの口調に、フレアは「むー」と唸った。彼女からすれば、逆にサキの方が邪魔だ。ここに居たのがサキではなくシュレーアならば、姉妹が協力することで既成事実を作ることすら不可能ではなかったはずなのに。内心そう思っていた。

      「寝ようよ、もう」

      　輝星はうんざりしていた。疲れ切っているというのに、となりでバチバチされたのでは堪ったものではない。しかも、そのいさかいの原因が明らかに自分であるならなおさらだ。

      「ステルス性の高い連絡艇はさておき、ストライカーで味方と合流しようと思えばいずれ必ず敵に見つかるよ。帰還までに、もう一戦は覚悟しなきゃいけない」

      　機体を放棄するという選択肢はない。輝星の乗った《カリバーン・リヴァイブ》がなければ、四天に対抗するのは不可能だ。さすがの彼も、一般量産機であの強力な機体とパイロットに勝てる自信はあまりなかった。

      　結局、危険を承知で前に進むしかない。フレアには別ルートで本隊に戻り、こちらに救援を送ってもらう手はずになっている。ストライカーに同行して戦闘に巻き込まれれば、戦闘力のない連絡艇で生き残るのは極めて難しいからだ。

      「ま、早く寝た方がいいってのは確かだな」

      　口をへの字にして、サキは肩をすくめた。そこへ、フレアがアイコンタクトを。フレアの目つきはひどく挑戦的なものだった。そのまま、輝星の寝転がった布団の方へ視線を向ける。

      「マジかよ」

      「私もこの頃だいぶ頑張ったから、ちょっとくらい役得があってもいいでしょー。サキちゃんもさー……」

      「えっ、何の話？」

      「それ突撃―

      　輝星が枕から顔を上げたが、フレアは顔をニタリと歪ませて答えない。そのまま、輝星の布団へするりと入り込んだ。

      「えっ、ちょっ！」

      　輝星は慌ててサキのほうを見た。ふだんなら、こういうことが起これば一も二もなく助けてくれるのが彼女だ。しかしサキは若干顔を赤らめ、「ちょっとくらいならいいか……」と自分まで輝星の布団に無理やり入ってくる。

      　いい加減、サキも疲労と久しぶりの休養で精神のタガが緩んでいた。ありていに言えば、ムラムラ来ていた。自制心が働かないのも仕方がない。

      「大丈夫だ。この女が不埒なことをしないよう監視してるだけ。問題ない」

      　自分に言い聞かせるように呟きつつ、サキは輝星をぎゅうと抱きしめる。決して大きくはないが形が良く弾力に富んだバストが輝星の胸に押し当てられた。

      「監視が必要なのはどっちかなー？ 義姉さん心配だなー？」

      　ニタニタ笑いのまま、フレアまで輝星に抱き着いてくる。彼はほとんどサンドイッチの具のようになっていた。感触の異なる肢体に左右を挟まれ、瞬時に頭が沸騰する。

      
        
      
      「大丈夫大丈夫、単なる同衾だからねー。さすがにこんなところで襲ったりしないよー、私も」

      　それがきついんだよ！ 輝星は内心叫んだ。いっそ襲って欲しいくらいだったが、脳みその片隅に張り付いた理性がヴルド人に抱かれる危険性を訴えている。輝星はぐぬぬと唸って黙り込んだ。夜はまだ長い。輝星の受難はまだまだ続きそうだった……。

      
        

      

      

      
        

      

      　翌朝。輝星たちは日が昇る前に村から出立した。あまり長く滞在して、帝国軍にかぎつけられても困るからだ。予定通りフレアの連絡艇と別れ、輝星とサキは南部の山脈地帯を縫うようにして飛んでいく。

      「あの村も余裕があるわけじゃないのに、保存食まで分けてもらえるとは……」

      　操縦桿を握った輝星が、遠い目をしながら言った。出発の直前、村人たちが缶詰などの食料を持ち寄ってきてくれたのだ。フレアの連絡艇程度の大きさでは、持ってきた救援物資の量などたかが知れているはず。その限られた物資の中から貴重な食料を分けてくれたのだから、有難いことこの上ない。

      「まー、こればっかりは輝星サマサマってやつだな。あたしだけじゃ、さすがにこうはいかなかった」

      　寝不足気味なのが明らかに分かる顔色ながら、なぜか満足げな表情のサキが答える。

      「……そうかな？」

      「そうさ。男が戦ってるってのに、何とも思わないヤツなんかそうそういないさ。自分も武器を持って……ってのは難しくとも、ちょっとくらいは協力してやろうって気になるのが人情ってもんだろ？」

      「うーん……そうなるのか。そうなるんだなぁ……」

      　男女逆転して考えてみれば、地球人テランの輝星としても理解できなくはなかった。だが、いざ自分が当事者になってみると、何とも言えない気分だった。もちろん、物資を融通してもらえるのはとても有難いのだが……。

      「ま、なんにせよ戦いが終わったら何かしらお返しをしなきゃな。土産でも持って、また行こうか」

      「二人……いや、一応三人でか？ ……冗談じゃない、行くならあたしとお前だけでいい」

      「ははは……」

      　同じ布団で寝た仲だというのに、やはりサキはフレアに敵愾心てきがいしんを持ったままだった。昨夜の自分の行動も若干後悔しているようで、輝星としては文句を言いづらい。

      「ま、二人旅ってーのも悪くねーもんだ。楽しみになってきたな」

      「とはいえ、なかなか二人で外出ってのも難しそうだけど……」

      　輝星の言葉に、サキは顔をしかめて舌を出した。どう考えてもシュレーアはくちばしを突っ込んでくるだろうし、フレアも当事者面で参加してきそうだ。

      「冗談じゃねえ」

      「そんなに嫌わなくても……」

      「いや、まあ、悪い奴じゃないのは分かってるんだけどよ。でも……」

      「でも？」

      　頬を赤くして、サキは隣を飛ぶ《カリバーン・リヴァイブ》をちらりと見た。メインスラスターを使わず、ジェットアーマーの熱核ジェットのみで悠々と空を飛ぶその純白の機体は、不思議と小首をかしげているようにも見える。サキはなんとなくむっとして、コックピットの床を軽く蹴った。

      「なんでもない！」

      「そ、そう？」

      　仲間内であまりギスギスされても困るが、こういった場合下手に口を出したところで悪化するだけだ。それを経験的に知っている輝星は、不承不承と言った様子で追及をあきらめた。戦場でのコンビネーションは悪くないのに、と小さくため息を吐く。

      「なんにせよ、勝たなきゃ旅行どころじゃないからね。さっさと連中を国外に蹴りださなきゃ」

      「そりゃあそうだ。ったく、面倒なこった」

      　帝国軍の脅威が去らないうちは、星系間の自由な渡航すらままならないのだ。まして皇国の主要戦力である二人は、戦争が終わらない限りまともに身動きもできないだろう。少しくらいは気晴らしがしたいものだと、サキは渋い表情を浮かべる。

      「現状、まともに反撃できるかどうかすら怪しいからな」

      「まあ、大丈夫でしょ。あれだけ大将の周りを滅茶苦茶にされたんだがら、向こうだってタダじゃ済んでないはずだ。こっちも大して被害を受けてないって話だし、今のところはまだ決定的な事態になってないさ」

      「はは、確かにな。あそこまで恥かいて結局逃げられたわけだからな。向こうの大将、今頃めちゃくちゃ悔しがってるんじゃねえの？」

      　ディアローズの醜態を思い出しながら、サキはくつくつとくぐもった笑い声をあげた。

      「どうだろうね」

      　短く答え、輝星が突然機体を停止させる。そして残弾の乏しくなった大容量粒子マガジンのケーブルをブラスターライフルへ差し込んだ。

      「本人に聞いてみようか」

      　ニヤリと笑って、彼は天を仰ぐ。サキがつられてそちらを見ると、雲一つない青空を背にして五機のストライカーがこちらに向かってくるのが見えた。機影から見て、《ジェッタ》などではない。先日遭遇した四天三機に、ディアローズの《ゼンティス》。そして残る一機はヴァレンティナの《オルトクラッツァー》のようだ。

      「噂をすれば影ってヤツか、クソッ！」

      「やっぱこうなるよねえ。向こうのゼニス戦力最精鋭だ！」

      　歓喜さえ感じられる輝星の声に、サキは冷や汗を垂らした。二対五、しかもむこうは全機こちらより圧倒的に性能が上と来ているのだ。いくら輝星が強いとはいえ、物資を消耗している今の状況で果たして勝てるのか。

      「く、逃がしてはくれねえだろうな……！」

      　サキは唸りながら、暗号電文を打電した。あて先はフレアの連絡艇だ。こちらはともかく、向こうは戦闘力が皆無だ。できるだけこちらから離れてもらいたい。

      　装甲しているうちに、《ゼンティス》が山肌に着陸する。その後ろには《オルトクラッツァー》の他、三機のゼニスが控えていた。どれも見覚えのある機体だ。前回遭遇した、三人の四天である。

      「やっと会えたな、北斗輝星。なかなか会えなかったものだから、てっきり機体を捨てて逃げたのかとおもってしまったぞ？」

      「とんでもない」

      　挑発するような声でディアローズが言った。輝星は笑みを深くし、答える。

      「待ってたのはこっちも一緒だ」

      「……戯言を。貴様との因縁もこれまでだ！」

      　その言葉を号令にして、五機のゼニスは輝星たちに向け一気に加速した。

      　まず突っ込んできたのは、四天たちだ。連装ガトリング、連装メガブラスターライフル、そしてブラスターマグナムの乱打が輝星を襲った。即座にスラスターを吹かし、山を盾にして攻撃を回避する。

      「皇族二名は……サキの方か！」

      　ディアローズとヴァレンティナは輝星の方には向かってこなかった。僚機を足止めして輝星は四天に任せる算段なのだろう。

      「俺がこっちを始末するまで持ち堪えられるか？」

      「誰にモノ言ってんだ！ 持たせるどころか叩き落してやらぁ！」

      　サキのヤケクソじみた声に、輝星はクスリと笑う。

      「じゃあ任せた！」

      「あいよっ！ ……輝星こそ気を付けろ、四天なんて名乗ってる割りには三機しかいねぇ。向こうには何か策があるはずだ」

      「だろうね、ビビッて逃げたんじゃなきゃあっ！」

      　急迫してきた《ヴァーンウルフ》の長剣をフォトンセイバーで受け止めつつ、輝星が叫んだ。

      「心外だな、拙者を前にしてこの場にいない者の話をするとは！」

      「申し訳ない！」

      　文句を飛ばしてくるテルシスに、輝星は思わず笑う。彼女との交戦もこれで三回目だが、その剣の鋭さは確かに油断できるものではない。その上、敵は彼女だけではないのだ。計四門の強力な火砲を備えた重装型ゼニス、《パーフィール》がその苛烈な火力をいかんなく発揮する。

      「ええい、ちょこまかと！」

      「背中撃ったらタダじゃおかないデスからね、馬鹿貴族！」

      「だれが馬鹿貴族ですの！ この馬鹿平民！」

      　おまけに、その火線を縫うようにして動きつつ的確にビームマグナムを撃ってくる《ザラーヴァ》までいるのだから、さしもの輝星も反撃する余裕がない。なんとか回避しつつ、打ち返せるビームはセイバーで弾いていく。

      「うわははははっ！ やりにくいなあここは！」

      　前の戦いでは、身動きのとりづらい森の中ということで輝星はかなり有利に立ち回ることができた。しかし今回は、山岳地帯とはいっても山頂付近なので身を隠せそうな遮蔽物はほとんどないのだ。輝星としては戦いにくいことこの上ない。

      「おっとぉっ！」

      　雪の積もった斜面を蹴り、スラスターを全開にする。雪面をガトリングの暴風が薙ぎ払い、小さな雪崩が起きた。もうもうと上がる雪煙から逃れつつ、追撃のビームマグナムを跳ね返す。

      「何度も同じ手をっ！」

      　機体を急旋回させてそれを回避するノラ。その隙を補うように、再びテルシスが接近してくる。スラスターを全開にした弾丸のような刺突しとつだ。剣の切っ先が陽光を反射し、ギラリと輝いた。

      「速い……が！」

      　輝星はそれをフォトンセイバーで巧みにいなし、相手の機体を蹴るようにして機体の後方に回り込んだ。《カリバーン・リヴァイブ》の頭部機銃が火を噴き、《ヴァーンウルフ》の背部に備え付けられたメインスラスターのノズルが一基破壊された。

      「さすがだ、興奮させてくれる！」

      　見事なカウンターを決められたというのに、テルシスは歓喜の声を上げて笑った。しかし輝星にはそれにこたえる余裕などない。推進剤の残量が少ないことを知らせる警告音が鳴り響くコックピットで、両手の操縦桿をぐっと引く。白亜の機体が真っ青な空の下宙返りし、《パーフィール》の猛烈な弾幕を縫うようにして回避する。

      「ちいっ！」

      　接近しようとスラスターを焚いた《ザラーヴァ》を、輝星の射撃が制止する。恐ろしく正確な照準のビームが、《ザラーヴァ》の腹部を叩いた。その分厚い装甲によりビームは光の粒子となって弾けてしまったが、間髪入れずに発砲された二射目が同じ位置に着弾し、貫通こそしないものの装甲の塗装が泡立ち赤熱した地肌が露わになった。

      「このっ！」

      　とどめの三射目をなんとか回避し、ノラが叫ぶ。その整った顔には大量の冷や汗が浮かんでいる。回避が一瞬遅れれば、《ザラーヴァ》は落とされていただろう。

      「さすがに勝負を急ぎすぎたか……！」

      　だが、追い詰められているのは輝星も同じだ。ブラスターライフルの残弾はあと一発しかない。同じ手はもう使えないということだ。さっさと相手の数を減らし、サキの救援に入らねばならない。

      さしもの彼も、焦らずにはいられなかった。ディアローズはサキの殺害を躊躇しないだろうし、ヴァレンティナのほうもそれを制止してくれるかというとだいぶ怪しい。急いで救援に向かわねばならない。

      「不本意ながら、あなたに単騎で立ち向かうのは難しいと理解していますので。卑怯と笑いたければ笑いなさい！」

      　そんな輝星の苦境を察したエレノールが、同情と畏怖が混ざった複雑な声で言った。最強クラスの機体とパイロットが三人そろって、やっと膠着状態に持ち込めているのだ。状況としては異様というほかない。もはや、エレノールの中には四天会議の時に見せたような慢心は残っていなかった。

      「笑いはしないが楽しいやらしんどいやら！ ああ、もう！」

      　遠くで戦うサキの方をチラチラと見ながら、輝星が叫んだ。このままでは、サキを援護するどころかじり貧だ。輝星の額を、冷や汗がタラリと流れた。

      
        

      

      

      
        

      

      　輝星が苦戦する一方、サキのほうも状況は悪かった。強がって見せたものの、ニ対一はやはりつらい。

      「くそ、速いにも限度があるだろうが！」

      　ヴァレンティナの操る《オルトクラッツァー》の突撃を何とか回避しつつ、サキが叫んだ。数だけではなく、機体性能でも明らかに負けている。皇族専用機だけあり、その加速力は皇国のゼニスの比ではない。

      「こんなんを《グラディウス改》で墜としたのか、輝星はッ！」

      「まったく同感だ。彼の腕はどうかしているよ」

      　共通回線を通じて帰ってきた答えは、余裕しゃくしゃくの声だ。装備も物資も万全なヴァレンティナからすれば、傷つき消耗した《ダインスレイフ》など恐れるに足る相手ではないのだろう。

      「とはいえこの状況ではな！ いくら奴が強いとはいえ、勝つのは妾わらわだ」

      　勝ち誇った声でそう叫びながら、ディアローズはフルオートショットガンのトリガーを引きっぱなしにした。一連なりになった銃声が山間に響き渡り、まき散らされた散弾の一部が《オルトクラッツァー》に当たって火花を上げているが、お構いなしだ。

      「姉上！ 近接戦闘中に散弾を撃ち込むのはおやめください！」

      「一発二発当たった程度で抜かれるような装甲はしておらぬであろうが！ 帝姫ならば細かいことは気にするでない！」

      　言い合いをする二人だったが、それでも攻撃の手を緩めてくれるほど間抜けではない。《オルトクラッツァー》の突撃槍から放たれたビームをマント装甲で弾きつつ、サキはなんとかショートマシンガンで応射した。しかし、機敏な動きでヴァレンティナはそれを回避する。

      「ふははは！ そのようなおんぼろでよくもまあ耐える！ 誉めてやろう！」

      　哄笑を上げながら《ゼンティス》が加速し、《ダインスレイフ》に肉薄した。反撃しようと電磁居合刀に手を添えるサキだったが、刀を抜くより早くスタンウィップの薙ぎ払いが襲いかかった。

      「うおっ！ あっぶね」

      　バチバチと電光を纏いながら空を切る鞭を見ながら、サキが呻いた。刀や剣よりリーチが長い鞭は、近接機にとってはかなり戦いにくい武器だ。反撃に頭部機銃を発砲するが、装甲で弾かれてしまう。

      「ちっ、輝星みたいにはいかないか！」

      「後ろががら空きだぞ！」

      「うわーっ！」

      　槍を構えて突撃してきた《オルトクラッツァー》を、サキは反射神経だけで何とか回避した。穂先が装甲に引っかかり、ガリガリと塗装を削る。無理な回避運動でバランスを崩した《ダインスレイフ》に、さらに電撃鞭が襲いかかった。

      「ああああっ！」

      　機体にスパークが走り、絶縁体を貫通してコックピットにまで電流が流れる。思わずサキが悲鳴を上げた。攻撃を受けた反動で《ダインスレイフ》が山肌に叩きつけられる。

      「はははは、耳に心地よい声だ！」

      「こ、この野郎！」

      《ゼンティス》の長剣による追撃を、サキは必死に地面を転がって避ける。スラスターを吹かして必死に機体を飛翔させたが、プスンと音を立てて噴射が止まった。推進剤が切れたのだ。まだジェットアーマーは使えるが、それはあくまで補助推進装置に過ぎない。《ダインスレイフ》は機動力の大半を失ってしまったのだ。

      「ま、マズった」

      「ふん、打ち止めか」

      　ヴァレンティナが同情したような表情で呟き、スロットルを全開にした。再度の突撃だ。空中に居る《ダインスレイフ》には、それを回避できるだけの能力はもはや残っていない。

      「まだだ、まだやれる！」

      　しかしサキは、いまだ諦めていなかった。コンソールのスイッチを押して慣性制御をカットし、即座に頭部機銃を発射。その反動と熱核ジェットの推力を使い、機体をなんとか身じろぎさせる。

      「なにっ!?」

      　ギリギリで攻撃を回避されたヴァレンティナが驚愕の声を上げる。サキが会心の笑みを浮かべ、操縦桿のトリガーを引いた。

      「喰らえっ！」

      　電磁抜刀！ 紫電と共に刀身が高速射出され、神速の斬撃が《オルトクラッツァー》に襲いかかる。破滅的な金属音が鳴り響き、そして――

      「なっ……」

      　連戦による酷使で限界を迎えた居合刀の刀身が砕け散った。バラバラと空中を舞う破片を反射的に目で追いながら、サキの表情が凍り付く。

      「万全ならばそちらの勝ちだったのだろうが……すまない」

      　一方無事だったヴァレンティナは、神妙な顔でボソリと呟いた。左手で腰のマウントからフォトンセイバーを抜き、無防備な《ダインスレイフ》に斬りかかる。

      「よい勝負だった」

      　輝星に倣い、エンジンブロックのある腹部にフォトンセイバーを突きたてる。真紅のビーム刃は、あっさりと装甲を貫通した。自由落下に入る《ダインスレイフ》を、ヴァレンティナは静かに見送った。

      「な、何……ッ!?」

      　が、余裕の表情は一瞬で崩れ去った。どこからともなく飛んできた極太のビームが《ゼンティス》の腹部装甲を貫いたのだ。その威力は絶大だった。小爆発を起こしながら上半身と下半身が無残に別れ、吹き飛ぶ。電源の落ちたコックピットで、ヴァレンティナが目を剥いた。

      「間に合いませんでしたか……」

      「何者だ！」

      　ビームの発射された方向を睨みつけ、ディアローズが叫んだ。青い空を切り裂くようにして、ライドブースターにまたがった藍色のゼニスがこちらに向かって急接近してきている。

      「むろん私です。シュレーア・ハイレッタ、ただいま推参いたしました」

      　聞きなれた声に、斜面に転がった《ダインスレイフ》のコックピットでサキが思わず叫んだ。

      「本当に遅ぇんだよ!!」

      「も、申し訳ありません」

      
        

      

      

      
        

      

      「なんで増援が間に合ってるんデスか！」

      　シュレーアの到着は、こちらの戦場でも見えていた。輝星と激戦を繰り広げている真っ最中のノラが困惑する。この山脈は皇国軍が布陣する海岸からはかなり離れている。救援信号を出したところで、増援は来ない想定だったのだ。

      「弾道飛行だ！ 単機で弾道ミサイルのように飛んできたのだ、この女！ ええい、忌々しい！」

      　シュレーアと交戦に入ったディアローズが、苦々しい顔で吐き捨てる。普通、そんな高空まで上昇すれば対空砲で叩き落されるはずなのだ。しかしシュレーアはそれを、ゼニスの機動性で強引に押しとおったのだ。後詰の一般部隊がやってこないのがその証拠だろう。

      「いつでも救援に向かえるようスタンバイしていて正解でした！」

      　一方のシュレーアは渾身のドヤ顔だ。サキが送った暗号電文を、フレアはそのまま本隊に向けて送信したのだ。自身の居場所が敵に露呈するかもしれない危険な賭けだったが、これが功を奏した。スクランブル発進の用意をしていたシュレーアが、そのまま出撃したのだ。

      その結果がこれである。《ダインスレイフ》は撃墜されてしまったものの、パイロットの無事は確認済みであり、最悪の状況ではない。奇襲で一機堕とし、さらにディアローズを押さえくれるのは輝星にとっては非常にありがたい話だ。成果は上々と言える。

      「私はこの女をなんとかします。輝星さんは四天を！」

      「任された！」

      　ニヤリと笑い、突っ込んできたテルシスの剣を銃剣で払った。がら空きの腹を蹴り飛ばそうとするが、さすがにこれはシールドで防がれる。

      「テルシス様！」

      　エレノールの声に従い、テルシスは機体を後退させた。それと同時に連装ガトリングの暴風が《カリバーン・リヴァイブ》に襲いかかる。輝星はこれを、なんとかステップで回避した。もう推進剤の残量が少なく、あまり大きくスラスターを焚くのは無理だ。一瞬で推進剤が尽きてしまうだろう。

      「ふん、いいザマですわね！ 一機ばかり増援が来たところで、これでは長く持ちませんわよ！」

      「それはどうかな！」

      　勝ち誇った笑みで挑発するエレノールに言い返す輝星だったが、不利な状況はいかんともしがたい。駄目押しとばかりに撃ち込まれるブラスターマグナムを岩場に身を隠して何とかやり過ごすも、即座に《ヴァーンウルフ》が追撃に入る。

      「むっ……！」

      　逆袈裟に振り上げられた長剣をフォトンセイバーで防ぐが、真正面から受けてしまったせいで機体が大きく後退してしまう。

      「願わくば、同程度の機体で立ち会いたかったが……！」

      　残念そうな表情で呟きつつも、テルシスの攻撃は熾烈だ。巧みな連撃で輝星を追い詰める。たまらず輝星が地面を蹴り、大きく後退した。

      「そこだ！」

      　この隙を逃すテルシスではない。鋭い踏み込みとともに、大上段から剣を振り下ろそうとした。

      「かかったな！」

      　が、その足にワイヤーガンが命中した。即座に巻き上げると、《ヴァーンウルフ》は勢い余ってひっくり返る。

      「ぬわーっ！」

      「トドメ！ ……とは行かんわな！」

      　テルシスをカバーすべく砲を構える《ザラーヴァ》と《パーフィール》をちらりと見て、輝星が嬉しそうな困ったような複雑な笑みを浮かべる。無理に攻撃することは諦め、代わりに受け身を取りながら地面を転がる《ヴァーンウルフ》の背部スラスターに頭部機銃を打ち込んでおく。メインスラスターは二度目の銃撃に耐えきれなくなったらしく、小爆発を起こした。

      「手負い相手に何やってるんデスか！」

      「む、むう……やはり、手強い！」

      　即座に罵声を飛ばすノラを無視して、テルシスは恍惚とした表情で言った。明らかに興奮した様子に、エレノールが冷や汗を垂らす。

      「く……窮鼠猫を噛む、というヤツですわね。苦労させてくれる……！」

      　そんな彼女の耳に、白熱した戦場にはふさわしくない冷静な声が入ってくる。

      「こちらリレン。砲撃位置についた。これより狙撃を開始する」

      「やっとですか！ かまいません、今すぐ撃ちなさい！」

      「了解……」

      　周囲の峰々に、リレンの機体らしき影は見えない。では、彼女はどこにいるというのだろうか？ 答えは宇宙だ。

      「気象データ入力……完了」

      　惑星センステラ・プライムの低軌道上に、紫色のストライカーが浮かんでいた。自機の倍以上の長さがある、長大なブラスターカノンを装備している。その砲口は、まっすぐに惑星上の山脈地帯に向けられている。

      「照準修正、よし」

      　彼女の機体には、高性能なアクティブステルス装置が装備されている。どんな高性能なレーダーであれ、地表からこの機体を捉えるのは不可能だ。もっとも捕捉が出来たところで、一般的なストライカーの武装では分厚い大気圏の壁を越えて反撃を行うのは不可能だろうが……。

      　この圧倒的な射程差を生かしたアウトレンジ攻撃こそ、輝星を恐れるリレンが編み出した必勝の策だ。なにより、反撃を受けないという安心感が、彼女の心に落ち着きをもたらしていた。

      「ロックオン……」

      　照準用モニターに最大望遠で映し出された白亜のゼニスを睨みつけ、リレンは乾いた唇を舐めて湿らせた。

      「発射」

      　次の瞬間、薬室チャンバーユニットから解き放たれた規格外レベルの圧縮粒子が無数の磁力リングによって亜光速まで加速され、砲口から撃ちだされた。真紅の超高出力ビームは一瞬で大気圏を貫通し、輝星の居た地点へ降り注ぐ。積もっていた雪が蒸気と化し、もうもうと噴き上がった。火山の噴火を思わせる凄まじい爆発が起きる。

      「おほほほほ！ 《凶星》破れたり！ ですわ！」

      　水蒸気爆発の暴風が吹き荒れる山脈に、エレノールの大笑が響き渡る。

      「ほ、本当にやってしまったのか!? な、なんてことだ……」

      　一方、この作戦を考えたのは自分であるはずのディアローズは、震える声でひどく無責任な言葉を吐いていた。とはいえその言葉は本音らしく、彼女の目尻には涙まで浮かんでいる。だが、そんな彼女の心配は完全に杞憂だった。

      「こちらリレン、機体が中破した……戦闘続行不能……」

      「な、なんで!?」

      　エレノールが困惑するのも仕方がないだろう。《カリバーン・リヴァイブ》の装備では、大気圏外の敵に対処することはできない。まして、アクティブステルスで隠ぺいされたリレンを、ほかの皇国部隊が攻撃したなどという冗談はないだろう。大気圏外からの狙撃は、ディアローズと四天以外数名しか知らない極秘作戦なのだ。

      「リレンは雲の上ですわよ!? あんな機体の攻撃が届くはずが……」

      　いったいどういう手品を用いてリレンに攻撃したというのか、答えは簡単だ。輝星が狙撃を紙一重で回避し、そのビームと全く同じ弾道でブラスターライフルを発砲したのである。大出力ビームが通過した場所は、一瞬だけ真空になる。大気による減衰がなければ、なんとか低軌道程度の高度ならばビームが届くというわけだ。

      　そして圧縮粒子を満載したブラスターキャノンの砲口にビームを打ち込まれれば、当然すさまじい誘爆が起こる。狙撃仕様の軽装甲機では、そのような大爆発に耐えられるはずもない。

      「エレノール卿！ 気を付けろ！ ヤツはまだ……」

      　テルシスが警告を飛ばすものの、時すでに遅し。蒸気の中、青い双眸がギラリと輝く。そして音もなく飛んできたフォトンセイバーが、《パーフィール》の連装ガトリングガンを破壊した。

      「アアッッ!?」

      　汚い悲鳴を上げるエレノール。湯気を切り裂くように、スラスターを全開にした《カリバーン・リヴァイブ》が《パーフィール》に急迫する。驚愕で動きの鈍ったエレノールでは、それに対処することはできなかった。

      「首級！ 頂いていく！」

      　慌てて向けられる連装メガブラスターライフルを跳ねのけ、その顔面にパイルバンカーを打ち込む。頭部ユニットを貫かれ、《パーフィール》はたたらを踏んだ。

      「や、やめっ……」

      　エレノールが制止するが、問答無用のパイルバンカーが《パーフィール》の腹に炸裂した。分厚い装甲により貫通はされなかったものの、強烈な衝撃により腹から酸っぱいものがこみ上げてきたエレノールは思わず口元を抑える。

      「もう一発！」

      　そんなことをしていれば、次の攻撃に対処できるはずもない。二撃目のパイルバンカーが今度こそ《パーフィール》のエンジンを貫いた。

      「う、オエッ……」

      　生々しい悲鳴とともに、《パーフィール》は崩れ落ちた。コックピットは無事とはいえ、パイルバンカー二回分の衝撃はパイロットにダメージを与えるには十分すぎる。エレノールは吐きそうになる口元をおさえ、えづいていた

      「く、調子に乗って！」

      　猛烈な速度で、《ザラーヴァ》が背後から突っ込んでくる。だが、すぐ横に《パーフィール》が居るためマグナムは撃てない。仕方なく突き出された銃剣を後ろを向いたままステップで回避すると、輝星は即座にジャンプした。

      「くっ！」

      　あわててブラスターマグナムを向けるノラだったが、彼女の目に映ったのは《カリバーン・リヴァイブ》の背部にマウントされたガンランチャーの砲口だった。

      「なっ!?」

      　もはや避けられるタイミングではない。反射的に体を腕でガードするのとほぼ同時に対艦ミサイルが発射された。大爆発が起こり、《ザラーヴァ》の腕が吹っ飛ぶ。

      「こ、このーっ！」

      　ノラは反射的にトリガーを引き。胸部グレネードランチャーを発砲した。情けない音と共に成形炸薬弾が射出されるが、そんな苦し紛れの攻撃に当たってやるほど輝星は甘くない。宙返りで砲弾を回避し《ザラーヴァ》に向き直った《カリバーン・リヴァイブ》がスラスターを噴射する。数秒で推進剤がつき、プスンと音をたてたがすでに加速は十分だ。

      「あ……」

      　陽光に照らされてギラリと輝く鉄杭を目にしたノラは、恐怖のあまり失禁した。一秒もせず、破滅的な金属音が周囲に響き渡る。対艦ミサイルの直撃で回生装甲のキャパシターは限界を迎えており、十全には作動しなかった。《パーフィール》と違い、たったの一撃で腹部装甲は貫通されてしまう。回線防護のためヒューズが弾け飛ぶ。メインエンジンを完全に破壊された《ザラーヴァ》が、ゆらりと倒れた。

      「む……」

      　しかし、連続した酷使により鉄杭が歪んでしまったようだ。巻き上げ中に異音を立て、ガタガタと震えだす。

      「ちぃっ！　こいつもオシャカか！」

      　慌てて背中からガンランチャーを引き抜くが、その砲身は無残に裂けていた。接射をしたせいで、爆風をモロにうけてしまったのだろう。当然、これでは発射不能だ。即座に諦め、投げ捨てる。

      「やっべ」

      　もはや使える兵装は弾切れのブラスターライフルに付いた銃剣のみ。さしもの輝星も、これには心許なさを感じずにはいられなかった。そんな彼のもとに、やっとこさ追いついた《ヴァーンウルフ》が剣を向ける。メインスラスターを破壊されてしまったせいで、サブスラスターによる緩慢な加速しかできないのだ。通常のストライカーの機動に追従できるはずもない。

      「なんと……なんと素晴らしい！ 見事な腕だ！ これで念願の一騎打ちだ、さあ決着を付けよう！」

      　陶酔した口調で叫びながら突っ込んでくるテルシスに、輝星は嬉しそうに笑った。

      「追い詰めてくれるじゃないの……！」

      　嬉しそうに笑う輝星を息もつかせぬ連撃が襲う。風切り音を立てながら迫る剣を、輝星は銃剣でしのぎ続けた。

      「やるな……！」

      　しかし彼の劣勢は明らかだ。パワーもスピードも、《ヴァーンウルフ》の方が圧倒的に勝っている。攻撃を一度防ぐたび、《カリバーン・リヴァイブ》は一歩後退した。推進剤もすでに残っておらず、スラスターを吹かして一時離脱することもできない。

      「機体が同格なら、すでに拙者は墜とされていただろうな。まったく、これほどの強者がいたとは……心が躍る！」

      　味方二人がすでに撃破されているというのに、テルシスは怯みもせずに戦い続けている。いや、墜とされた同僚三人(とヴァレンティナ)のことなど、もはや頭の中に残っていない様子だ。

      「だからこそ惜しい。……あまりにも惜しい！ なぜこのような一方的な状況で戦わねばらなぬのか！ ああ、できうることならば、場を改めて再び立ち会いたいくらいだ！」

      「馬鹿なことを言うな！ せっかくここまで追い詰めたのだぞ！」

      　ディアローズが思わず突っ込んだ。四天のうち三人が撃墜され、それに加えて腐っても帝姫であるヴァレンティナまでも墜とされているのである。これで痛み分けなどという結果に終われば、ディアローズの名声は再起不能なレベルにまで堕ちるだろう。もう手遅れかもしれないが。

      「馬鹿を言っていないで、さっさと墜とせーッ！」

      　マシンガンの弾幕を回避しながら、ディアローズは強く命じる。輝星たちと同じように、シュレーアと彼女の戦いも膠着していた。機体の性能差は歴然なのだが、異様に気合の入ったシュレーアは見事な粘りを見せている。

      「……致し方なし！」

      　剣をさっと構え、テルシスが呟いた。輝星がそれを凝視しながら、銃剣の剣先を円を描くようにゆっくりと振る。次の瞬間、稲妻のような踏み込みとともに強烈な刺突が《カリバーン・リヴァイブ》に襲いかかった。輝星はこれを銃剣の鍔つばで受け止め、その軌道を反らす。

      「うっ!?」

      　だが、ここで銃剣の接続部がとうとう限界を迎えた。甲高い音とともに外れた銃剣が吹っ飛んでいく。バランスを崩した《カリバーン・リヴァイブ》に、隼はやぶさのような速度の二の太刀が向かっていく。もはや回避できるようなタイミングではない。輝星は反射的に、その刀身をライフルの機関部で受け止めた。

      「……やるじゃないか！」

      「まだまだァ！」

      　バチバチとスパークを上げるライフルを見てニヤリと笑ったテルシスは、ぐっと力をいれて長剣を押し込んだ。刃がライフルにめり込み、そして完全に切断される。

      「ぐっ……！」

      　切断の寸前、なんとかライフルを放り出して輝星はその刃から逃れた。だが、無理な態勢で攻撃を受けたせいでバランスを崩し、たたらを踏む。無防備な《カリバーン・リヴァイブ》にとどめを刺そうと、テルシスが迫る。ほぼすべての武装を失った輝星に、これを防ぐ手立てはない。

      「輝星さん！ これを！」

      　しかしその時、ディアローズと戦っていたシュレーアが肩のシールドからツヴァイハンダーを射出した。電磁抜刀装置を使ったのだ。弾丸のような速度で飛翔した両手剣を、輝星は何とかキャッチする。

      「助かるっ！」

      「なにっ!?」

      　彼女の助力は、ギリギリ間に合った。テルシスの凶刃はその幅広の刀身にぶつかり、火花とともに金属同士がこすれ合う耳障りな音を立てた。テルシスがぐっと歯を食いしばり、さらに一歩前に出る。

      「このぉッ！」

      　激情のまま、長剣を袈裟懸けに振り下ろすテルシス。

      「この俺が！」

      　が、輝星はこれをツヴァイハンダーを巧みに操りたやすく防いだ。それとほぼ同時に足元の雪を蹴り飛ばし、《ヴァーンウルフ》のメインカメラに浴びせかけた。

      「ンッ!?」

      「いつまでも！」

      　突如視界を奪われ、一瞬テルシスの動きが鈍った。輝星がニヤリと笑い、ツヴァイハンダーを振り上げる。

      「押され続けるわけにはいかないんだよ！」

      　大上段からの振り下ろしだ。しかしテルシスはまともに視界が効かない状況にもかかわらず、これに何とか対応した。突き出されたシールドにより大剣は防がれ、盛大に火花を上げる。

      「くぅっ!?」

      　しかし、この防御も輝星にとっては予想のうちだ。彼女が反撃に転じるより早く、輝星は足払いを駆ける。予想外のこの攻撃に、さしものテルシスも対応しきれなかった。短く悲鳴を上げながら地面に転がる《ヴァーンウルフ》の左肩の付け根に、ツヴァイハンダーの切っ先が突き刺さった。

      「さすがだ……！」

      　サブモニターに表示される『左腕使用不能』の文字を確認しつつ、テルシスは喜色のにじむ表情で操縦桿を大きく退いた。地面をゴロゴロと転がって輝星の二撃目を回避し、そのまま勢いで立ち上がる。

      「だが！ 私とて……」

      「セイヤァァァァッ!!」

      　だが、立ち上がってそうそうの《ヴァーンウルフ》の胸に、助走をつけて放った強烈な飛び蹴りがさく裂した。朱色の機体が吹っ飛ばされ、おもちゃのように宙を舞う。そしてそのまま岩場に衝突し、破滅的な音を立てながら地面に落ちた。

      「これで最後だ！」

      　熱核ジェットを吹かしつつ、輝星が疾走する。構えたツヴァイハンダーの切っ先は、まっすぐに《ヴァーンウルフ》の腹へ向けられていた。テルシスは何とかこれを避けようとしたが、激しくシェイクされ朦朧とした頭ではうまく操縦桿を操れない。結局、腹を剣で貫かれた《ヴァーンウルフ》はガクリと力尽きた。

      「後は……一人！」

      　若干難儀しながら剣を《ヴァーンウルフ》から抜き、シュレーアたちが戦っていた場所へ目を向ける輝星。だがその時、彼が目にした光景は衝撃的なものだった。ディアローズの《ゼンティス》の肩キャノンから放たれた電磁ネットが《ミストルティン》に絡みつき、激しくスパークを上げる。

      「あ、あああああっ!!」

      　無線から、シュレーアの苦悶の声が聞こえてきた。あわてて助けに入ろうとする輝星だが、もう遅い。地面に倒れ伏した《ミストルティン》のコックピットハッチに、ディアローズは迷いなく長剣を当てた。

      「はぁ、はぁ、はぁ……な、なんとか間に合ったぞ。くくく……」

      　コックピットの中で、ディアローズは喜悦の滲む表情を浮かべた。そして熱のこもった目を《カリバーン・リヴァイブ》へと向ける。

      「礼を言うぞ、北斗輝星。お前のおかげで、この女を倒せた」

      　輝星にツヴァイハンダーを届けるため、シュレーアは無理な動きをしてしまった。その隙を突き、ディアローズは猛攻を仕掛けたのだ。

      「さあ、取引をしようではないか。今すぐに武器を捨てろ。従わない場合は、この女を殺す」

      　心底嬉しそうな声で、ディアローズはそう言い切った。

      「な、な、なんてことを言うのです！ あなたは！」

      　地面に転がったまま、シュレーアが叫ぶ。人質戦法など、貴族のとっていい手段ではない。常識外れもいいところだ。

      「殺すならばさっさと殺しなさい！」

      　生き恥を晒すよりは、そちらの方がよほどましだ。怒りと情けなさで涙を浮かべたシュレーアは、咆哮じみた声で叫ぶ。だが、これに慌てたのが輝星だ。

      「や、やめろ！ 馬鹿を言うな！ 殺せなんて言うんじゃない!!」

      「で、でも……」

      「でもがあるか！ 命は一個しかないんだぞ!!」

      　叩きつけるような口調の輝星に、シュレーアは口をつぐんだ。見たこともないような剣幕に、さしもの彼女も怯んだのだ。

      「機体から降りれば、助けるってのは本当なんですか？」

      「……えっ!?」

      　なぜかとろけたような顔でヨダレを垂らしていたディアローズは、輝星の声にびくりと肩を震わせた。

      「あ、ああ。確かに助けるとも。北斗輝星を失った皇国軍など、もはや敵ではない。木っ端皇女の一人や二人、生きて帰しても何の問題にもならぬからな」

      　むしろ生きたまま軍に戻ってもらった方が、ディアローズとしてはありがたいくらいだ。輝星がいないならば、正面から皇国軍を打ち破ることができる。今度は正々堂々シュレーアを討ち取り、失った名誉を少しでも取り戻さねばならない。

      「……わかった」

      　Ｉ-ｃｏｎを通すことで相手の思考がある程度読める輝星は、その発言が嘘ではないことは理解できた。一瞬歯を食いしばり、そして深く深くため息を吐く。そして、残った唯一の武器であるツヴァイハンダーを投げ捨てた。

      「輝星さん！」

      　泣きそうな声でシュレーアが叫んだ。ディアローズは熱い息を何度も吐き出し、引きつったような笑みを浮かべて言った。

      「よし、ゆっくりとこちらに歩いてくるのだ。妙なことはするなよ。怪しい動きをすれば、即座にコックピットを刺し貫くぞ」

      「……はいはい」

      　もはや、従う以外に輝星に選択肢は残っていない。両手を真上に上げたまま、《ゼンティス》に近づいていく。

      「そうだ、それでいい！ こちらのコックピットに飛び移ってこい！」

      　輝星は《ゼンティス》の前まで来ると、彼女に言われるがままコックピットハッチを解放した。開いた装甲板をタラップ代わりにして外へ出てくる輝星を確認し、ディアローズは震える手で自らもコックピットの解放スイッチを押す。

      「ふ、ふふふ……やっと顔を合わせられたな、北斗輝星！ う、噂通り、なかなか美しいではないか。くくく……」

      「このド変態！ 卑劣女！ 死んでしまえーっ！」

      　聞くに堪えない罵声をシュレーアが飛ばしたが、ディアローズの耳には入っていないようだ。興奮に蕩けた目で輝星の全身を舐めるように見回す。

      「お、おっと、物騒なものを持っているな？ ホルスターは捨てろ」

      「……これ、銃じゃないんだけどなあ」

      　ひどく不本意そうな表情で呟く輝星だったが、言い訳しても仕方がない。飴玉の入ったホルスターを腿から外し、機外へ捨てた。

      「よーしよしよし、よし！ 飛び移ってこい！」

      「あーもう……」

      　ため息を吐き、輝星は《ゼンティス》のコックピットへ移った。ディアローズは気持ちの悪い笑顔を浮かべ、棒立ちになった《カリバーン・リヴァイブ》を蹴り飛ばした。十二メートルの巨体が地面に転がり、地響きを立てる。

      「うわっ!?」

      　バランスを崩してコックピット内に転がり込んできた輝星の体を、ディアローズが受け止めた。右手を操縦桿に乗せたまま、左手で彼を抱きしめる。まるで獲物を捕まえた猛獣のような、力強い抱擁だった。そのままコックピッチハッチを閉鎖すると、《ゼンティス》を数歩後退させた。

      「よし、立っていいぞへぼ皇女。北斗輝星の身柄はいただいておく」

      「くうっ……」

      　歯が砕けそうなほどの力で食いしばりながら、シュレーアはネットからもぞもぞと抜け出し機体を立ち上がらせた。今すぐブラスターカノンをぶち込んでやりたいところだが、相手のコックピットに輝星がいる以上下手なことはできない。

      「一週間の休戦期間をやろう。せいぜい、その間に軍を立て直しておくがいい」

      　切り札ジョーカーである輝星を失った以上、皇国軍に勝ち目はない。戦力の質も量も、帝国の方が圧倒的に上なのだ。精神的な支柱を失ったわけだから、士気も挫けるだろう。あとは軽く料理するだけだと、ディアローズは考えていた。

      　とはいえ、一日や二日で方がつくはずもない。一刻も早くやりたいことがあるディアローズは、皇国軍にわずかばかりの猶予を与えることにした。

      「では、さっさと戻れ。約束通り、生きて帰してやろう。くくく……」

      「……次に会った時は、覚えておきなさい」

      　ギリギリと歯を鳴らし、額に青筋を浮かべたシュレーアは、なんとかそう言葉を絞り出した。そして無言でスラスターを吹かし、遠くに転がっているサキの《ダインスレイフ》に近寄るとその腕をつかんだ。

      「輝星さん、本当に申し訳ありません。必ず、助けに来ますから」

      　それだけ言って、シュレーアは返答も聞かずに飛び去って行った。その背中を見送ったディアローズは操縦桿から手を放し、両手でぎゅっと輝星を抱きしめた。

      「やっと……やっと手に入れた！ 貴様はもう、妾わらわのモノだ！ 誰にも渡さぬぞ……！」

      　熱い吐息を耳に吹きかけられ、輝星の背筋に冷たいものが走った。

      
        

      

      
        第四章　獲物

      

      
        

      

      「参ったなあ……」

      　天蓋付きのベッドでごろごろと転げまわりながら、輝星は唸った。最高級品らしい寝具の肌触りは素晴らしいが、状況が状況だけにまったく楽しめない。なんといっても虜囚りょしゅうの身だ。

      　ディアローズに捕獲されて、すでに丸一日以上の時間が経過していた。帝国カレンシア派遣艦隊総旗艦《オーデルバンセン》に連れ込まれた輝星は、やたらと豪勢な部屋に軟禁されていた。

      「どうしたもんかなあ……」

      　当然だが出入り口は施錠されており、脱出は不可能だ。輝星はため息を吐き、部屋に備え付けの冷蔵庫を開けた。中にはケーキやら饅頭やらのお菓子が大量に詰め込まれている。その中からイチゴ大福を見つけ出し、何とも言えない表情で引っ張り出した。

      「思った以上に快適なのは、まあありがたいけど」

      　イチゴ大福を頬張り、その味を楽しんでから輝星はそうつぶやく。室内には食料はもちろん、本をはじめとした暇つぶし用の道具まで用意されていた。捕虜の扱いとしては、あり得ないレベルの手厚さだ。まるで王侯貴族だなと、輝星は独り言ちる。

      　とはいえ、彼の気分はあまり優れない。なにしろ、今の彼の服装はヴルド人男性用の露出の多い民族衣装だ。どういうつもりでディアローズがこのような服を着せたのかは、簡単に予想ができる。

      「俺もとうとう脱童貞か。勘弁してくれ」

      　輝星にももちろん性欲はあるし、女性が嫌いなわけではない。が、なにしろヴルド人の体力と筋力はゴリラ並みなのだ。それが無理やり迫ってくるのだから、いくら見た目が美しくとも恐怖を感じるなというのが無理な話だ。まして、これほど強引な手段で自分を拉致した女なのだから、不安を覚えるなという方が無理だ

      「はあ……」

      　深くため息を吐く輝星。鬱屈した気分のまま、ベッドに再び身を投げ出した。枕に顔を埋め、息を吸う。

      「バラの香り……香水か？」

      　身を起こして、ぼそりと呟く。寝具自体はとてもよいものなのだが、明らかに使用感がある。もちろんベッドメイクは完璧だしシーツなども交換されているのだが、輝星が来る直前まで誰かが使っていたような雰囲気と、微かな他人の香りがするのだ。

      「誰の部屋なんだよ、ここ……」

      　捕虜用の部屋でもなければ客室でもないのは明らかだ。ベッドだけではなく、家具や小物にも日常的に使われている痕跡がある。妙な寒気を感じ、輝星はまたため息を吐いた。

      「おい、入るぞ」

      　そこで突然、部屋のドアが開いた。入ってきたのはディアローズだ。びくりと身を固くする輝星を無視して、彼女は後ろ手で扉のロックをかけた。

      「食事だ」

      　そう言ってディアローズは、持ってきた漆塗りの大皿をテーブルに置いた。その桶の中には、明らかにオーガニックものとわかる握りずしがたっぷりと入っている。

      「……まさか御大将自ら給仕されるとは。驚きましたよ」

      「ふん……そこらの兵にまかせて、貴様を攫さらわれてもこまるからな」

      　俺を攫ったのはアンタだろうと、思わず輝星は突っ込みかけた。しかし彼女の機嫌を害すのもあまりよろしくない。寸でのところで言葉を止めた。

      「そんな誰も彼もに攫われそうに見えますか、俺って」

      「はっ」

      　鼻で笑ったディアローズは、輝星の前へと歩み寄った。そして優しく輝星の頬を撫で、そのまま顎を軽く持ち上げる。

      「鏡を見たことがないのか、貴様は。どんな危険を冒してでも、貴様を手に入れようと思う輩などそこら中にいるだろう」

      「ずいぶんと買ってもらってるようで、まったく嬉しい限りですね」

      「まあ、そんなことはどうでもよい。もう貴様は、この妾わらわから逃れられぬのだからな。くくく……」

      　にやにやと粘着質な笑みを浮かべながら、ディアローズは輝星の頬を馴れ馴れしく両手で包んだ。そして痛くない程度にぐにぐにと揉む。

      「空腹で倒れられても困るからな。とにかく、食事はとれ。これは貴様の主たる妾わらわからの命令だ」

      「主ねえ。……わかりましたよ」

      　正直空腹感は感じないが、拒否権がないのは事実だ。輝星は備え付けのシャワールームに向かい、洗面台で手を洗った。その後ろを、ディアローズはストーカーめいて付いていく。彼が部屋に戻り席に着くと、ディアローズも続いて対面に座った。

      「……えーと、たぶん食べきれないので、食べるのを手伝ってもらえます？」

      「ふん、小食なのだな。しかたあるまい」

      　嬉しそうにうなずくディアローズに、輝星は何とも言えないような表情を浮かべた。だが何も言わず、寿司を食べ始める。予想通りネタはすべてオーガニックらしく、ふだん食べている合成モノとは比較にならないほど美味しかった。とはいえ、味を楽しめるほどの心理的な余裕は輝星にはないのだが。

      「どうだ、味は。気に入ったか？」

      「ええ、まあ」

      「それはよかった。くくく……」

      　何が楽しいのか、輝星の食事姿を眺めるディアローズはびっくりするほど幸せそうだった。表情だけではなく、全身で喜びを表現している。今にも鼻歌でも歌い始めそうな様子だ。いくら何でもテンションがおかしいのではないかと困惑しつつも、輝星はゆっくりと寿司を食べ進んでいく。

      「……」

      　そしてディアローズはといえば、輝星の倍以上の速度で寿司をどんどんと食べていた。だが、その目はじっと輝星の方を見つめたままだ。輝星としては、居心地の悪いことこの上ない。

      「……おいしいですか？」

      「うむ。ふだんと同じものなのに、不思議と美味に感じるな。うむ、うむ。貴様のおかげかもしれぬな」

      「はあ、左様で」

      　変な人だなあと、輝星は内心呆れた。

      　ゆっくりと時間をかけて何とか寿司を食べきった輝星だったが、食事が終わってもなおディアローズは部屋から出て行かなかった。椅子に座ったまま、上機嫌な様子で輝星を眺めている。不気味なものの、今のところ襲いかかってくる様子はなかった。

      「……」

      　何をするつもりなのか聞きたいところだが藪をつついて蛇を出すわけにもいかず、輝星は本を読むことにした。驚くことに地球の……それも日本語で書かれた本まであるのだから、準備がよいにもほどがある。彼が手に取ったのは、ストライカー関連の書籍だ。ベッドに座り、紙面を開く。

      「……」

      　が、集中して読書ができるような精神状態ではない。ちらりとディアローズの方をうかがうと、顔を紅潮させ息も荒いというまるでお預けを喰らった猛獣のような様子だ。今にもヨダレを垂らしそうな表情をしているものだから、さしもの輝星も恐怖を覚えずにはいられない。

      「あ、あの」

      「なっ、なんだ!?」

      　輝星の声に反応して、ディアローズはバネ仕掛けのおもちゃのように椅子から勢いよく立ち上がった。おもわず輝星はびくりと震えたが、勇気を奮い立たせて言葉を続ける。

      「何か、ゲームでもしません？ 暇ですし」

      　放置しているとそのまま飛び掛かってきそうな雰囲気があったため、時間を稼いで落ち着かせようと考えたのである。幸いにも、この部屋には暇つぶしの道具はいくらでも用意されている。

      「ふむ、ふむふむふむ。妾わらわを退屈させまいと思ったのか。なかなかよい心がけではないか」

      　違います、とはさすがの輝星も言えなかった。ディアローズは嬉々とした様子で部屋の隅にある棚へと向かい、一枚の板と箱を取り出した。

      「日系の地球人テランならば、将棋はできるだろう？」

      　そう言って彼女がテーブルに置いたのは、確かに輝星もよく見慣れた将棋盤だった。地球製のボードゲームでヴルド人にも人気なものといえばチェスの方なので、輝星は少し驚いた。

      「ええ、まあ。駒の動かし方くらいは知ってます」

      　うなずいて、ディアローズの対面に座る。彼女は嬉しそうに小さな箱を開き、中に入っている駒を盤に並べ始めた。

      「手加減してくださいよ、はっきり言って俺は弱いですから」

      「ふん、どうだか。本当の戦場で妾わらわを負かすような相手に、手加減が必要とも思えぬが」

      　愉快そうに笑うディアローズだったが、輝星の言葉は謙遜などではなかった。

      「うむ……まさか、まさか八枚落ちで勝ってしまうとは……」

      　ひどい状況になった盤上を眺めながら、ディアローズが呻く。対戦を始めてから十局目となるこの戦いでは、ディアローズは歩兵と金将、そして王将のみを使って戦うというかなりのハンディキャップを輝星に与えていた。にもかかわらず、彼は完全に詰みの状態になっている。実力差があまりにも大きすぎるのだ。当然、現在の戦績は輝星の零勝十敗である。

      「い、いや、いくらなんでもこれは……いくら俺が弱いからって……強すぎませんかねあなた」

      　輝星は腕組みしながら唸った。むろん輝星は素人なので、歴戦の指揮官である彼女にまともに勝てるとは最初から思っていなかった。とはいえ、駒落ちまでしてボロ負けするのはさすがに予想外だ。

      「そ、そうか？ くふふふふ、まあ将棋やチェスで負けた経験など、ほとんどないがな？」

      　豊満な胸を張り自慢げに笑うディアローズに、輝星も釣られて笑顔になった。こうしてみれば、可愛げのある相手だ。こういう状況でなければ、友人になってもいいような気安さを感じる。少なくとも、前評判で聞いていた鬼畜サディスト指揮官という印象は完全に霧散していた。

      「しかし、こんなワンサイドゲームばかりだと楽しくないでしょう？ すみませんね」

      「なに、気にすることはない。こうやってのびのびと将棋を指せることなど、あまりないからな。なかなか楽しめておる」

      　明らかに本音で言っているとわかる態度で、ディアローズは首を左右に振った。次期皇帝ともなれば、なかなか気楽に羽を伸ばす機会もないのだ。あまり歯ごたえのない相手とはいえ、目の前でウンウンと唸りながら駒をいじる輝星を見ているだけでディアローズは満足だった。

      「……さて、そろそろよかろう」

      　そこでふと、ディアローズは懐から出した懐中時計で時間を確認した。そして笑みを深くしながら立ち上がり、輝星の肩に手を乗せる。

      「では、そろそろメインディッシュに移るとしようではないか。」

      「えっ」

      　そう言うなり、ディアローズは輝星の後ろにさっと回って彼の体を持ち上げた。お姫様抱っこの状態だ。ヴァレンティナの姉妹だけあって、彼女の身長もそれなり以上に高い。すくなくとも、一八〇センチくらいはあるだろう。小柄な輝星くらいならば、子どものように抱えることができる。

      「な、なんで!? いきなりなんで!?」

      　何を思ってこのような行動に出たのか、それは輝星にも理解できる。ディアローズの目に明らかに情欲の炎が燃え上がっているのが見えたからだ。とはいえ、このタイミングというのはいまいちよくわからない。

      「さっきまで普通に将棋指してたじゃないですか！ 襲うなら最初から直球で仕掛けてくるでしょ、常道なら！」

      「食後すぐに激しくしたら、身体に悪いではないか！ だからこうして、貴様が落ち着くまで待ってやっていたのだ！」

      「そんな配慮ができるなら別の方向にも配慮してほしい!! 主に俺の人権方面で!!」

      　文句を言いながら大暴れする輝星だったが、残念ながらディアローズのホールドは完璧だった。彼女は鼻歌を歌いながら、彼を部屋から連れ去った。

      
        

      

      

      
        

      

      「地球人テランは貧弱だからな、あまり強い痛みを与えてはショック死してしまうやもしれぬ……」

      　棚にズラリと並べられた様々な鞭を眺めながら、ディアローズは思案した。彼女は事前の調査により、一般的な地球人テランはヴルド人に比べて肉体的に弱いことを知っていた。考えもなしにいつもの電磁鞭で彼を叩くような真似は、さすがにしようとは思っていなかった。

      「あの男はもう妾わらわのものなのだ。万一にでも失うわけにはいかぬ」

      　ブツブツと呟きながら手に取った鞭は、長いビニール製のモノだった。派手な音は鳴るものの、肉体にはほとんどダメージを与えないパフォーマンス向きの逸品である。ディアローズは何度かうなずくと棚から離れ、輝星の方を見た。

      「放せー！ 放せー！」

      　例の露出の多い卑猥な服のままベッドで四肢を拘束された輝星が、大声で叫びながらもがいている。しかし手足の固定は厳重であり、抵抗したところでびくともしない。

      　二人は今、《オーデルバンセン》の尋問室にいた。物々しい器具が並んだ室内は、異様な熱気に包まれている。

      「くくく、待たせたな」

      「待ってない！ 待ってないんですけど！ ちょっと！ あなたこそ待って！」

      　聞く耳持たず、ディアローズは懐から出した情報端末をタッチした。モーター音とともにベッドが持ち上がり、直立した。当然、拘束されたままの輝星はまるで磔はりつけにされたような状態になる。

      「んんー、いい格好だなあ？」

      　その姿を見たディアローズはくふくふと小さく笑い、舌なめずりをした。そしてわざと足音を立てて彼のもとに歩み寄り、冷や汗に濡れたその首筋を真っ赤な舌で舐める。

      
        
      
      「ウワーッ！ 変態！」

      「くふ、くくくくく……！ そうだ、妾わらわは変態だ！ だが、貴様が悪いのだぞ。妾わらわをこんなにも昂たかぶらせているのは、貴様が煽情的過ぎるせいなのだからな」

      「知らないよそんなのは！ う、うわああああっ！」

      　問答無用とばかりに、ディアローズは輝星の体のあちこちに舌を這わせた。腕、へそ、首筋、頬……まさしく変態の所業だった。体中を舐められる奇妙な感覚に、さしもの輝星も悲鳴を上げる。

      「へ、変態！ 気持ち悪い！ ケダモノ！」

      　ふだんのディアローズに向かって言えば首が飛びかねないような罵声だったが、むしろ彼女はうっとりとした様子でその罵詈雑言を受け止めた。その目は完全に陶酔しきっており、八重歯の覗く口元からは熱い吐息が漏れ、唇の端には唾液がついていた。

      「はあ、はあ……そうだ、もっとだ……！」

      　情欲の炎を燃え上がらせながら輝星に迫るディアローズだったが、突然部屋に扉が開く音が響き渡った。

      「姉上、お呼びで……なっ!!」

      　入ってきたのはヴァレンティナだった。不審そうな目で周囲を見回した彼女は、拘束された輝星と変態行為に耽ふける姉を目撃して身体が固まる。

      「おっと！ 忘れておった。そういえば呼んでいたな！」

      　慌ててディアローズが再び端末を取り出し、何事か操作した。すると分厚いガラスの壁が部屋の真ん中に降りてきた。同時にヴァレンティナの入ってきた扉も勝手に閉まり、ロックがかかる。

      「姉上！ やはりそういうおつもりでしたか!! 恥を知りなさい、恥を！」

      　状況を察したヴァレンティナが顔を真っ赤にしてディアローズをなじったが、もはや手遅れである。彼女と輝星たちは、すでにガラス壁で隔てられてしまっている。心配そうな目で輝星を見ながらガラスを叩くヴァレンティナだったが、むろん分厚い防弾ガラスがそんなことで割れるはずもない。

      「前に言っておったであろう？ この男を喰らう時は、特等席で見せてやると。約束は果たしてやろうと思ってな」

      　ヴァレンティナの非難を無視してディアローズは言った。確かにそんなことを言われた記憶のあるヴァレンティナは、目を細めてディアローズを睨みつける。

      「ああ、安心せよ。コトが終わったら、触ったり舐めたりくらいはさせてやるとも。さすがに本番まではさせてやらぬが」

      　なんといっても、この男は妾わらわだけのものだからな――そう続けて、ディアローズは輝星に向き直った。

      「これで役者も揃った。では、ではでは……いただくとしようか」

      　言うなり、ディアローズは輝星の唇に自分の唇を押し付けた。固く結んだ輝星の唇を、真っ赤な舌が難なく突破する。口の中を蹂躙される生々しい感覚に輝星は悲鳴じみた声を上げたが、ディアローズは怯まない。そのまま、粘性の高い唾液をたっぷりと彼の口へ流し込んだ。ヴァレンティナが激しくガラス壁を殴りつけ、ディアローズに罵声を飛ばす。

      「どうだ、妾わらわの初めてのキスの味は。甘美であろう？」

      「味なんかわかるわけが……うっ！」

      　ディアローズを睨みつけようとした輝星だったが、突然妙な感覚に襲われて言葉を詰まらせた。身体が妙に熱いのだ。さらに、手足を縛る拘束の痛みがなぜか快感に変わり始める。脳と心臓を焼け焦がされるような気分を覚え、自然と輝星の息が荒くなり始める。

      「こ、これは……」

      「媚薬だ！ 我々ヴルド人の唾液には、媚薬成分が含まれている！ 気をしっかり持つんだ！」

      　悔しげな表情でヴァレンティナが言う。そう、ヴルド人女性の唾液には、男性を問答無用で興奮させる成分が含まれているのである。性欲の薄いヴルド人男性を無理やりその気にさせるための能力なのだが、この成分は当然のように地球人テランにも有効だった。

      「そんなこと言われたって……」

      　困惑する輝星。媚薬のせいで思考までふわふわしはじめている。いったいどうしろと言うのか。

      「くくく、いい顔だ。愛いヤツだなあ、貴様は……」

      　そんな彼の頬を鞭でぺちぺちと叩き、ディアローズがほほ笑んだ。媚薬をくらっているわけでもないだろうに、その表情は輝星よりもよっぽど発情したものだった。

      「たっぷりと可愛がってやる」

      　興奮に蕩けた声でそう言うなり、ディアローズは鞭を振るった。空気を裂くような音を立ててビニール製のしなやかなそれが輝星の身体に襲いかかる。派手な音に、ヴァレンティナがびくりと身を震わせた。

      「あたっ!!」

      　思っていたよりはだいぶマシな痛みだったが、それでも輝星は思わず声を上げた。鞭で打たれた部分が、ヒリヒリとしている。しかし媚薬の影響か、その痛みも妙に心地よく感じてしまうのだからたちが悪い。

      「お、俺はそっちの趣味はないんだけどぉ……」

      「大丈夫だ、すぐ好きになる」

      　返ってきた答えは無慈悲なものだった。容赦のない鞭による打擲ちょうちゃくが輝星を襲う。そのたびに輝星は悲鳴を上げた。

      「うむ……？」

      　十発ほど輝星を叩いてから、ふとディアローズが手を止めた。コトを始める前にはあれほど興奮したというのに、なぜか彼女の顔には冷静さが戻っている。媚薬の影響か、すでに輝星の悲鳴は嬌声じみたものに変わっていた。本来ならば、もっと興奮しているはずだったのだが……・

      「妙に……しっくりこぬな」

      　困惑しつつ、ディアローズはもう一度輝星を鞭で叩いた。そんな趣味がない者でもサディストに目覚めてしまいそうな耳触りの良い悲鳴があがったが、やはり不思議と昂らない。思わず動きを止め、ディアローズは鞭を手で弄った。

      「スパンキングはこやつには向いていないのかも……」

      　鞭を捨て、ディアローズは唸った。いっそそのまま抱いてやろうかと思ったが、それでは芸がない。まずはいたぶり、輝星を屈服させてからコトに及びたいところだ。

      　少しの間ディアローズは考え込み、そして結論を出した。叩いて駄目ならば、言葉責めだ。鞭を投げ捨て、汗まみれになった輝星の顔に自らの顔を寄せるディアローズ。

      「そう言えば聞いたことがある。地球人テランは男が女を求めるのが普通らしいな？」

      　嬲なぶるような口調でそんなことを聞くディアローズ。もちろん、彼女はけっこうな地球通なので現在の地球が男女平等社会を標ぼうしていることは知っている。あくまでプレイの一環で極端なことを言っているだけだ。

      「それに比べて貴様はどうだ。女に好き勝手やられて、恥ずかしくはないのか？ ん？」

      　ぺちぺちと輝星の頬を叩きながら、ディアローズが言う。輝星は真っ赤な顔をして唸った。

      「くく、何を言っているのかわからんぞ。んー？」

      　ニヤと笑って、ディアローズは輝星の唇を啄ついばむ。一度ではなく何度でもだ。そしてその後、再びディープキス。お互いの唾液を交換する、濃密な口づけを交わした。

      　一分以上にわたってキスをつづけ、やっとのことでディアローズは唇を離した。

      「まったく、我が姉がここまで卑劣で破廉恥な女だとは思わなかった！ 恥を知るべきなのはあなただ!!」

      　キスのおかげか再び興奮が高まってきたが、すかさずヴァレンティナが罵声を飛ばした。その声のせいか、再燃したはずの欲情が冷えていく感覚をディアローズは感じた。さすがに鬱陶しくなった彼女は情報端末を操作し、向こう側の部屋のマイクをカットした。これでヴァレンティナが何を言おうがこちら側には聞こえない。

      「ふ、ふん。しかし、情けない姿だな。一方的に女に責められて、抵抗もできぬとは。大和男児の誇りもボロボロだろうな？」

      「せ、戦場ならあんたを滅茶苦茶にできるんですがねー！」

      　さしもの輝星もここまで好き放題されれば腹も立ってくるというもの。ディアローズの目を真っすぐに見つめながら、そう反論した。

      「滅茶苦茶、く、くく……そうだな？ だがどうせなら、ベッドでも滅茶苦茶にしたいだろう」

      　艶やかな笑みを浮かべて、ディアローズは輝星を煽る。彼の腹を指先でやさしくなぞり、付着した汗を舐めとった。

      「今の貴様のように、妾わらわをこうして拘束して……一方的に蹂躙したいのだろう！」

      　その言葉が輝星に向けたものなのか自分に向けた言葉なのか、ディアローズは自分でもわからなかった。だが、まるで決定的なことを言ってしまったかのように口を手で押さえる。彼女の背筋には、今までにない快感が走っていた。

      「まったく、貴様はとんでもないスキモノだな」

      　スキモノはお前だと思わず突っ込みかけた輝星だったが、ディアローズの様子がおかしいことに気づいて言葉を止めた。彼女は懐から取り出した端末をチラチラと見ながら、熱に浮かされた様子でぶつぶつと言い続けている。

      「妾わらわは、妾わらわは次期皇帝であるぞ？ それが男に押し倒されるなど、なんという恥か……！」

      ディアローズは、自分の言葉でどんどんと勝手に興奮が高まっている様子だった。真っ赤な顔に汗を浮かべながら、端末と輝星を交互に見比べる。そしてなんと、突然端末の拘束解除ボタンを押してしまった。

      「あっ」

      　自分でも無意識だったのだろう、ディアローズが間抜けな声を上げた。だが縛めを解かれた輝星が、彼女に向かって全力で突っ込んでくるのを見て歓喜の表情を浮かべる。

      「ああ……」

      　両手を開いて輝星を受け止めようとするディアローズに、彼は容赦なくタックルした。両者の体重と筋力の差は歴然であり、本来であればディアローズの体は揺るぎもしなかっただろう。しかし彼女はわざと倒れ込み、地面に押し倒された。自分に馬乗りになった輝星を見て、ディアローズは至福の笑みを浮かべる。

      「もらった！」

      　が、むろん輝星の狙いはディアローズの身体ではない。手からさっと情報端末を奪い取り、適当に操作する。興奮しきって頭のぼやけたディアローズは、それに抵抗できなかった。

      「あ……」

      　部屋を隔てていたガラス壁が収納されていく。輝星が即座に彼女の身体から離れると、ディアローズは驚くほど悲しそうな表情でそれを見送った。そしてすぐに我に返り、身を起こす。

      「よくやった！」

      　が、即座に飛んできたヴァレンティナの飛び蹴りが、彼女の身体を吹っ飛ばした。

      「ぐぇっ！」

      　壁にぶつかりくぐもった声を上げるディアローズに、ヴァレンティナがさらなる追撃のパンチを喰らわせる。腹に全力のストレート・パンチが突き刺さったディアローズは、情けない悲鳴を上げて気絶した。

      「な、なんだかわからんけど助かった……」

      　真っ赤な顔のまま、輝星がため息を吐く。

      「姉が変態で助かった……我が愛、これを使うんだ」

      　そんな彼に、ヴァレンティナが拳銃型の無痛注射器を手渡した。浸透圧で薬液を注入する、無針タイプのものだ。

      「解毒剤だ。姉の乱心は予想済みだったからね、用意しておいたんだ」

      「ああ、助かるよ。全くひどい目に合った」

      　輝星はうなずき、腕に注射器を当ててトリガーを引いた。薬液が体に入ると同時に、身体を蝕んでいた甘美な熱が退いていく。

      「よし。では、急いで逃げよう」

      　来ていた軍服の上着を脱ぎ、輝星に羽織らせてやりながらヴァレンティナが言う。服の上から鞭を喰らったせいで、今の彼はずいぶんと煽情的な格好をしているのである。こんな状態で外に出すわけにはいかなかった。

      「いくら愚かで破廉恥な相手とはいえ、上官に暴力を振るってしまったのだ。わたしもタダでは済まないだろう。面倒なことになる前にここを離れた方がいい」

      「た、確かに……ごめんよ、ずいぶん面倒なことに巻き込んでしまった」

      「ふっ、気にすることはない。我が愛を汚そうとするのなら、姉だろうが皇帝陛下だろうが戦って見せるとも」

      　ヴァレンティナはそういうと、ふわりと笑って見せた。

      
        

      

      

      
        

      

      　総旗艦《オーデルバンセン》の通路を、輝星とヴァレンティナが走る。そんな彼らを、武装した憲兵隊が大慌ての様子で追いかけていた。

      「お待ちください！ 殿下！」

      　軍用カービンを構えながら走る憲兵がそう叫んだ。コトの起こった尋問室は艦の最奥部にあり、ディアローズが殴られて気絶している現場はあっという間に周囲に露見してしまった。こうなればもう、下手人であるヴァレンティナには逃げの一手しかない。捕まれば下手をしなくても死刑だ。

      「はあ、はあ、うっぷ……」

      　が、こうした状況では輝星の体力のなさが足を引っ張る。ぺたぺたと素足のまま走っていた彼は、真っ青な顔をして口元を抑えた。

      「むっ……失礼！」

      　あわててヴァレンティナが輝星をひょいと抱え上げ、お姫様抱っこの姿勢になる。すでに体力の限界だった輝星としてはありがたいことこの上ないのだが、それはそれとしてかなり恥ずかしい。

      「う、う……申し訳ない」

      「なんの！ 淑女たるもの、これくらいなんということはないさ」

      　輝星の知る淑女は男を抱きかかえて全力疾走などできないのが普通だが、そこはヴルド人である。しかも彼女の言葉は強がりでもなんでもなく、走る速度はまったく変化がないのだから驚きだ。

      「く、くそ……なんてうらやま……けしからん真似を！ 隊長、発砲の許可を！」

      「馬鹿！ あの男にケガでもさせたら、ディアローズ様に処刑されてしまうぞ！」

      　ディアローズの輝星に対する溺愛っぷりは、帝国軍の中でも広まっていた。なにしろ、軟禁場所として自室を明け渡したくらいなのだ。艦隊の最高責任者である彼女は、当然自室も一番上等の部屋を用意されている。それを輝星に渡して、自分は来賓用の客室に移るのだからたいがいだ。

      「電気銃テイザーを使え！ 多少感電させるくらいならば、許してくれるだろう」

      「了解！」

      　憲兵は腰のホルスターから拳銃を抜いた。暴徒鎮圧等に使われる非殺傷武器だ。慣れた手つきでその銃口をヴァレンティナに向ける憲兵だったが、そこに横やりが入った。

      「ふんっ！」

      「ぐわーっ！」

      　真紅のポニーテールを揺らしながら現れた長身の麗人が、手に持った木剣で憲兵を殴りつける。予想もしない乱入に憲兵は対応もできず、悲鳴を上げながら吹き飛んだ。

      「テルシス殿！ やはりきてくれたか！」

      　ヴァレンティナが歓喜の声を上げた。そう、乱入者はあの《天剣》ことテルシス・ヴァン・メルエムハイムだった。大物の登場に怯んだ憲兵隊は、おもわず足を止めた。

      「テ、テルシス様！ ヴァレンティナ様は反逆罪の容疑がかけられているのです。邪魔はしないでいただきたい！」

      　隊長が非難の声を上げるが、テルシスの対応は無情なものだった。「問答無用！」と叫ぶなり憲兵隊に飛びかかり、木剣であっという間に叩きのめしてしまった。憲兵も当然対人戦の訓練は積んでいるが、剣術に関しては帝国最強の誉れ高いテルシスに接近戦で勝てるはずもない。

      「テルシス？ あ、あの剣と盾だけ持った機体の」

      「おお、覚えていただけておりましたか！」

      　破顔したテルシスは、木剣を肩に担ぎながらヴァレンティナたちに歩み寄った。

      「あの女狐めに手籠めにされかけていると聞き、いてもたってもおられずはせ参じました。ずいぶんと出遅れてしまったようで……大変申し訳ありません」

      　その言葉に、周囲で様子をうかがっていた一般兵たちから動揺の声が上がった。帝国軍内では英雄視されているテルシスの言葉だから、疑うものなどまったくいない。

      「で、殿下……いくら相手をされないからって無理やりは駄目よ……」

      「いつかやると思ってたけど、あんな可愛い子を毒牙にかけるなんて!!」

      　こちらに手出しもせずに好き勝手言う一般兵たちの様子に苦笑しながら、輝星が首を左右に振った。

      「いや、そんな……まさか虜囚の身になっておきながら、こうもまわりから助けてもらえるとは思いませんでしたよ。お二人とも、ありがとうございます」

      「騎士として当然のことをしたまでです。……さあ行こう、ヴァレンティナ殿下。手はず通り、格納庫に機体を用意している」

      「ずいぶんと準備がいいですね、そのままストライカーで遠くへ逃げる感じですか？」

      「いいや、わたしの艦隊を使う。配下たちにも事情は説明しているから、安心してほしい」

      「か、艦隊ごと離反するつもりなの!? 準備よすぎってレベルじゃあ……」

      　突発的な行動にしては、あまりにも準備が整いすぎている。帝国軍から離反することを前提に以前から計画を練っていたとしか思えない周到さだった。

      「ははは、気にしないでくれたまえ。細かいことは、どうでもいいじゃないか」

      「う、ううーん……」

      　輝星は唸ったが、しかし今は助けられた身である。文句など言えるはずもない。

      「とにかく、今は脱出が最優先だ。外に出れば我が《プロシア》の支援も受けられる」

      「《プロシア》といえば、あの高速戦艦の……」

      　輝星が初めて戦った帝国軍が、ヴァレンティナの指揮下の部隊だった。彼女が座乗していた大型戦艦のことは、輝星もよく覚えている。

      「ほんのこの間戦った艦に助けられるわけか……因果な」

      　敵味方が容易に入れ替わる傭兵稼業とはいえ、こんな事態はそうそう起こらない。運命のいたずらに、輝星は思わずため息を吐いた。

      
        

      

      

      
        

      

      　その後、三人は手はず通りストライカーを奪取して艦の外へ脱出した。しかし、いくら総指揮官が気絶しているとはいえ、これをみすみす逃がすほど帝国軍も甘くない。即座に迎撃部隊が出撃し、輝星たちを追う。

      「うわ、いっぱい来た」

      　ヴァレンティナの膝にちょこんと座った輝星が、顔を引きつらせる。本当なら彼自身が機体を操縦したいところだったのだが、ヴァレンティナによって止められてしまった。あんなことがあった直後なのだから、休んでいて欲しいというのが彼女の主張だった。

      「しかしここ……完全に海の上だな。俺が捕まったあの山脈から、かなり離れてるのか……？」

      　小さくつぶやく彼の目線の先には、真っ青な大海原に浮かぶ無数の帝国艦艇があった。どうやら帝国艦隊は外洋で停泊している最中だったようで、周囲にはまったく陸地が見えない。

      　それはつまり、隠れられそうな地形が一切ないということだ。艦の発着デッキから雲霞うんかの如く湧いてくる敵機を見ると、どうしても不安になってくる。この数から逃げ切ることができるのだろうか？

      「これ大丈夫？ そのまま墜とされない？」

      　むろんヴァレンティナたちの腕前を疑っているわけではないが、明らかに自分が戦った方が早そうだ。何しろ彼女らが乗っているのはふだんの愛機ではなく、一般量産機の《ジェッタ》なのだ。大軍を相手にこの機体ではさすがにかなり心許こころもとない。少し唸ってから操縦桿に手を伸ばした輝星だが、そんな彼をヴァレンティナは優しい手つきで止めた。

      「大丈夫、わたしを信頼してほしい」

      「そ、そう？」

      「ああ、もちろんだとも」

      　そう言ってから、ヴァレンティナは輝星の耳にそっと息を吹きかけた。解毒剤を投与されているとはいえまだ媚薬の影響から抜けきっていない輝星は、思わずかわいらしい悲鳴を上げてしまった。

      「……ヴァレンティナ殿。あまり不埒な行為をするようであれば、貴殿も敵とみなすが？」

      　無線から、底冷えするようなテルシスの声が聞こえてきた。その殺気の籠りように、ヴァレンティナは口笛を吹く。

      「いや、申し訳ない。気を付けよう」

      　ニヤリと笑って、彼女はぐっと操縦桿を引いた。こちらに向かって放たれたビームを回避したのだ。加速Ｇによって輝星の身体がヴァレンティナのスレンダーでありながら出るべきところは出ている肉体に押し付けられる。輝星としては居心地が悪いことこの上なかった。

      「う、うへえ……三回目とはいえこれは……」

      「三回目？ ……ああ、あのヒモ女か。そういえば同じコックピットに乗っていたね。はは、これでわたしが一歩リードか」

      「下らないことで張り合うね」

      「ふふ、まあそう言わないでくれ」

      　苦笑しつつも、ヴァレンティナは追いすがる帝国軍をライフルでうまくけん制しつつ逃走を続けていく。周囲の軍艦も対空砲火を上げているものの、同士討ちをおそれて牽制けんせい程度だ。そして追跡の機体は、テルシスの振るう剣によって次々と墜とされていく。相手が悪かっただけで、テルシスも最強クラスのパイロットであることには間違いないのだ。

      「さすが、やるね」

      　感心する輝星。そこへ、一機の《ウィル》が急接近してきた。重装甲大火力が身の上の機体だろうに、持っている武器は大型の拳銃……ブラスターマグナムのみという不可思議な装備の機体だ。

      「おっと、あれは……」

      　乗っているのは間違いなく、四天の一人であるノラだろう。彼女が自分に敵意をむき出しにしていたことを思い出し、輝星は身構えた。

      「聞こえますか？ 陸戦隊が例の電子巡洋艦を制圧したそうデス」

      　が、聞こえてきた無線は完全に友好的なものだった。どうやら、ノラもこの脱出行に一枚かんでいるようだ。

      「ああ、やっとか。これで攻勢に出られる」

      　悪そうな笑みを浮かべるヴァレンティナだったが、それを無視するようにノラは言葉をつづけた。

      「で……対象は無事なんデスよね？」

      「ピンピンしてるよ、ありがとう。まさか君に助けてもらえるとは思わなかったよ」

      　因縁がある相手とは輝星も理解している。苦笑しながら、彼は感謝を伝えた。

      「オマエがあの女に壊されでもしたら、決着がつけられないデスからね……勝ち逃げなんて、許せるはずがないデスよね？」

      「なるほど」

      　思っていた以上に真っすぐな答えに、輝星は機嫌よさげにカラカラと笑う。こういった手合いは彼の大好物だ。

      「それはそうと、我が愛。すこし静かにしてもらって構わないかな？ これから、向こうの帝国軍全体に呼びかけを行うからね」

      「全体に？ ああ、電子巡洋艦を奪ったとか言ってたね。通信ジャックをするつもりだったのか」

      「そういうこと」

      　ヴァレンティナはうなずき、輝星の頭を撫でた。そしてコンソールのタッチパネルを叩き、機体のシステムを電子巡洋艦とリンクさせる。

      「よし、これでいい」

      　最後にパネルにいくつかのコードを打ち込むと、機体のＡＩが『接続完了』と無機質な声で報告した。

      「聞こえるか、わが軍の兵士たちよ。わたしはヴァレンティナ・トゥス・アーガレイン。まずは、このような騒動を起こしてしまったことを詫びたい」

      　演説でもするような朗々とした声で、ヴァレンティナは語り始めた。何をするつもりかは知らないが、まあ任せておこうと輝星は黙り込む。

      「しかし、これには重大なワケがある。我が姉ディアローズの罪を告発するため、致し方なくこのような手段を取ったのだ」

      　突然のことに、帝国のストライカー部隊の動きが固まった。脱走兵かと思って追っていた相手が、まさかの皇族だったからだ。状況が状況だけに、向こう側も情報が錯綜しているのだろう。末端の兵士たちは何も聞かされずにおっとり刀で出撃してきたに違いない。

      「おぞましいことに、我が姉は捕虜に性的暴行を加えようとしたのだ……！ すんでのところでわたしが救出したが、これは明白な犯罪行為である！」

      　堂々とした断言に、帝国兵たちの間に動揺が広がる。もっとも、すでにディアローズの評判は地に落ちてしまっている。大半は「ああ、やっぱりやらかしたか……」という反応だった。

      「いや、それどころか我が姉は、一人の少年を得るために軍を私的に利用すらしたのだ。見よ！」

      　そう言って彼女は、ある動画データを軍のデータリンクシステムを介して各機に送り付けた。ただ演説したいだけならば、共通回線をつかえばいいだけだ。これがやりたいがために、ヴァレンティナは電子巡洋艦を奪うような真似をしたのである。

      「こ、これは……」

      「これが次期皇帝のすることなの……？」

      「うわ、すっごい美少年。これは卑怯な手を使ってでも奪おうとするのも仕方がないわね……」

      　困惑の声を上げる一般兵たち。ヴァレンティナが送り付けた動画は、人質を取ったディアローズが輝星を自機に連れ込んだ時のモノだった。どうやら、《ゼンティス》には隠しカメラが仕掛けられていたらしい。思わず輝星は引きつった表情になる。いったい、いつからこんな準備をしていたというのか。

      「こんな破廉恥な輩に、栄えある帝国軍を指揮する資格があるだろうか？ いいや、ない！ だからこそ、わたしは立ったのだ！ ディアローズを将と認めぬ者たちよ、わたしの元へ集え！」

      （こ、こいつ、人の救出をダシにしてクーデターを……!?）

      　あまりのことに、さしもの輝星も絶句した。一方、ヴァレンティナのほうは余裕しゃくしゃく顔である。が、しかし……兵士たちの反応は鈍かった。一部の貴族たちは同調の声を上げたものの、それ以外は困惑したままだ。

      確かにディアローズのやったことは犯罪だろうが、戦場のことである。男の捕虜を捕まえてあわよくば……などというタチの悪いことを考えている輩も、残念ながら多少はいる。そんな連中からすれば、ディアローズは羨ましくとも嫌悪するほどの悪党ではなかったのだ。

      「うん、いや……これはちょっと……」

      　思った以上の反応の悪さに、ヴァレンティナは冷や汗を垂らした。むろん彼女とて帝国艦隊の全軍が自分に下るとは考えていなかったが、さすがにこれは予想外である。

      「ふむ、ではこうしよう」

      　そこで助け舟を出したのが、テルシスだった。帝国軍からの攻撃が止まっているのをよいことに、彼女は剣を収めて指をヴァレンティナの《ジェッタ》に向ける。

      「我々に手を貸し、もっとも戦果を挙げた者には輝星殿からご褒美を出してもらおう。何か一つ、言うことを聞いてもらえるとか」

      「は？」

      　その言葉に、ヴァレンティナの告発以上の動揺が帝国部隊に広がっていった。何しろ、動画のせいで輝星の容姿はこの場にいる全員に知れ渡っている。男日照りの一般軍人に、輝星ほどの美少年ははっきり言って毒だ。

      「もちろん、できる範囲でだ。貞操など要求すれば、ディアローズ殿下と同じ畜生に墜ちることになるからな……」

      「じゃ、じゃあ膝枕で耳かきとかはオッケーですか!?」

      　一般兵の一人が、おずおずといった様子で聞いた。何とも言えない表情をしたヴァレンティナが、すがるような目つきで輝星を見る。

      「う、ま、まあそれくらいなら……」

      　もちろん見ず知らずの相手にそのようなことをするのは勘弁願いたいが、あまりぜいたくを言える状況でもない。ヴァレンティナのクーデターに加担するのはシャクだが、味方は多い方が有利なのは事実だ。

      「なら添い寝して頭ナデナデは!?」

      「一日デート権は!?」

      　輝星の返答に調子づいた一般兵たちが次々と質問してきたが、テルシスが釘を刺したおかげでなんとか我慢できる程度の案ばかりだった。輝星は不承不承といった様子でうなずく。

      「ひ、一人だけならね。何人もってのは、難しいから……」

      　その返答に、帝国軍はしばし黙り込んだ。沈黙が数分続いた後、突如として轟音が戦場に響き渡る。驚いた輝星が音の出所に目を向けると、一隻の戦艦が主砲からもうもうと砲煙をあげていた。そしてそのすぐ近くに停泊していた《オーデルバンセン》の舷側には大きな弾痕がついている。

      「ん？ あの戦艦……」

      　いきなり味方に主砲をぶっぱなしたその艦を見て、輝星が唸る。推進ブロックの一部が損壊したその艦に見覚えがあったからだ。だが、その戦艦のことを思い出すより早く、帝国兵たちの歓声じみた声が彼の思考を遮った。

      「ディアローズは貴族の屑よ！ 断じて許すわけにはいかないわ！」

      「悪党の元で戦うなど、先祖に申し訳が立たない！ 私はヴァレンティナ殿下につくぞ！」

      　言い訳じみたきれいごとを叫びつつ、《オーデルバンセン》に攻撃を仕掛け始める帝国兵たち。ストライカーだけではない。周囲の艦艇も砲門を総旗艦に向け始めた。

      　これに慌てたのは《オーデルバンセン》だ。いかに常識外れの重装甲艦とはいえ、四方八方から滅多打ちにされればただでは済まない。即座に艦を浮上させ、エンジンを全開にして逃走し始める。ヴァレンティナに降らなかった艦や部隊が動揺した様子でそれに追従する。

      「ははは、いい気味だ！」

      　心底愉快そうにヴァレンティナが笑い、輝星を抱きしめた。喜びのあまり手加減を忘れたのか、身体を締め付けられた輝星は「ぐぇっ」と潰れたカエルのような声を上げる。

      「……警告はしたはずだが」

      　スラスターを吹かして輝星たちに急接近したテルシス機が、三眼カメラをギラリと輝かせながらそっと剣の柄に手を伸ばした。気づけば、周囲の帝国機も殺気立った様子で武器をヴァレンティナ機に向けている。

      「ひっ……」

      　思わず息を漏らしたヴァレンティナは、冷や汗をかきながら弁明した。

      「い、いや、失礼。淑女にあるまじき行動だった。許してほしい」

      「き、気を付けてくださいよ」

      　輝星の言葉に、テルシスは剣から手を離す。

      「次はないぞ」

      「は、はい……おかしいなあ、この反乱の首謀者、わたしなんだけどなあ……」

      　部下たちの態度に、思わず疑問の声を漏らしてしまうヴァレンティナ。

      「ところで、殿下。あいつら逃げていきましたけど……どうします？」

      　そこで、兵の一人が物怖じしない口調で聞いた。確かに今追撃すれば、もしかしたら《オーデルバンセン》の撃沈まで持っていけるかもしれない。トップであるディアローズが気絶している以上、まともな指揮統制が取れないからだ。通常ならば副官や参謀が指揮を執ればいいだけなのだが、ワンマン体制のディアローズ麾下きかの部隊はそうはいかない。

      「いや、追撃はしない」

      　しかしヴァレンティナは首を左右に振り。血気に盛んな一般兵が不満の声を上げたが、それでも彼女は追撃許可を出すわけにはいかなかった。

      「敵味方識別装置IFFを合わせていない状態で戦えば、同士討ちは避けられない。無駄な被害を出すくらいなら、いったん退くべきだ」

      　敵も味方も帝国軍なのだから、ぱっと見では誰が味方なのかさっぱりわからない。そんな状況で戦っても、被害ばかりむやみに増えるだけだろう。向こう側がまともな反撃もせずにさっさと撤退したのも同士討ちを恐れてのことだ。

      「というわけで、わたしたちも態勢を立て直そう。我が愛を膝に乗せたままでは、わたしも本気で戦えないからね」

      ニヤリと笑って、ヴァレンティナは一隻の戦艦を指示した。彼女の座乗艦である高速戦艦《プロシア》だ。やっと助かった、そう思った輝星だが、よく考えると事態は改善していない。自分を拉致した相手がディアローズからヴァレンティナに変わっただけだ。

      「これからどうなるんだ、俺……」

      　輝星はぼそりと呟く。なし崩し的に始まった帝国軍の反乱。いったい、この戦争のいく末はどうなってしまうのだろうか……。
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      　ディアローズ・ビスタ・アーガレインはベッドから起き上がりつつ大あくびをした。昨夜は一睡もできなかった。にもかかわらず、目は完全に冴えている。頭は熱に浮かされ、下半身はひっきりなしに疼いていた。こんな有様で寝られるはずがない。

      　彼女が北斗輝星を捕獲してから、丸一日が経過した。彼を捕まえた時の興奮は時間がたっても覚めることはなく、むしろ昂たかぶってくる始末だった。

      「んふ、くふふふ」

      　枕的に置いていた携帯端末を手に取り、気持ちの悪い笑い声をあげるディアローズ。その画面には、輝星の写真が表示されていた。ヴルド人特有の露出度の高い男性用礼服を着せられ、顔を真っ赤にしている写真だ。当然、この服は彼が捕らえられてから強引に着せられたものだ。

      「この男が妾わらわのモノ……んふ、んふふふ」

      　蕩とろけた表情でディアローズが呟く。自然と、口の中が唾液でいっぱいになっていた。マウス・トゥ・マウスのキスで媚薬成分入りの唾液を男性に流し込むのがヴルド人の性交の流儀だ。発情すると、当然唾液の分泌量は大幅に増える。

      「おっと、いかんいかん……」

      　生唾を飲み込んで、ディアローズは頭を振った。今すぐ輝星を押し倒してやりたい気分だったが、理性を総動員して性欲を抑え込む。

      「もう手を出して大丈夫だろうか？ さすがに早いか？ うむ、うむ……悩ましい……」

      　ヴルド人に比べ、地球人テランの肉体はあまりにも脆弱だ。ストレスを与えすぎて体調不良になられてもこまるし、それが原因で死なれでもしたら大変だ。これほど苦労をして手に入れた男である。ディアローズは彼を死ぬまで手放すつもりはなかった。

      「はぁ……」

      　熱い息を吐いて、ディアローズは立ち上がる。一応今日は休日ということになっているが、いつまでも自室でゴロゴロしているわけにもいかない。まずは朝食だ。時間を見るに、すでに使用人たちが食事を用意して待っているはず。

      「……と、そのまえにシャワーか」

      　前日から興奮しっぱなしなのだ。彼女のショーツはそれはそれはひどいことになっていた。

      「おい、今日の朝食についてなのだが」

      　身支度を終え、ダイニングルームへやってきたディアローズは席に着きつつ使用人に聞いた。

      「はい、なにかお気に召さないところがありましたでしょうか……？」

      　テーブルに並べられた料理をちらりと見てから、使用人は恐る恐る聞く。今日のメニューはたっぷりの白米に、白身魚の塩焼き、青菜の醤油和え、赤だしの味噌汁という内容だ。

      　和食好きのディアローズに合わせて作られたその料理からは、なんとも食欲をそそるいい香りがしていた。シンプルなメニューだが、そのすべてが最高級食材を用いた豪華なものとなっている(ちなみにヴルド人の伝統料理は地球人テランからドッグフード呼ばわりされるほど味も見た目も酷い代物で、今日日きょうび好んで食べるヴルド人はほとんどいない)。

      「いや、そうではない。同じものを輝星にも出したのか気になってな」

      　ディアローズは先日までは輝星をフルネームで呼んでいたのだが、今や当然のように名前を呼び捨てしている。完全に自分の男だと認識しているからだ。

      「もちろん、まったく同じものをお出しするよう手配しております」

      　ほっとした様子で、使用人は大きくうなずく。ディアローズが彼に執着していることは周知の事実になっていた。当然、粗略に扱う者などいない。そんなことをする部下がいれば、ディアローズは容赦なく極刑を命じるだろう。

      「ふむ……」

      　ディアローズはしばし思案した。せっかくだから、輝星と一緒に食事を取ってみようかと考えたのだ。頭の中でシミュレートしてみる。小さなテーブルに向かい合わせで座り、料理に舌鼓を打つ自分と輝星……。そんな情景が脳裏に浮かび、ディアローズの頬が自然に緩んだ。

      「うむ、うむ。よし、配膳が終わったところで悪いが、今日の朝食は……」

      「おはようございます、姉上」

      　幸せな妄想は、聞き覚えのある声によって遮られた。声の主は、ダイニングルームに入ってきたヴァレンティナだった。

      「……ああ、おはよう。こんな朝から珍しいな、どうした？」

      　ヴァレンティナは露骨にディアローズを避けている。呼ばれてもいないのに会いに来るというのは、かなり珍しかった。

      「いえ、せっかくですので朝食をご一緒できれば、と思いまして」

      　珍しいどころの話ではないな。ディアローズは内心そう思った。ヴァレンティナが一緒に食事をしようだなどと誘ってくるのは、生まれて初めての経験だった。

      「どういう風の吹きまわしだ？」

      　と聞きつつも、ディアローズにはヴァレンティナの魂胆が読めていた。要するに、輝星の件を牽制けんせいしに来たのだ。あの美貌の傭兵に懸想しているのは自分だけではないという事実は、ディアローズもよく理解している。

      「……まあ、いい。座れ」

      　が、ディアローズは結局ヴァレンティナの提案を飲むことにした。理由は簡単、たとえ他に目的があったとしても、妹に食事に誘われたのが嬉しかったからだ。

      　毒舌と傲慢な態度で誤解されがちだが、ディアローズは身内に対する愛情は人一倍あるタイプだった。自分が嫌われていることはわかっていても、ヴァレンティナのことは内心それなりに気にかけていたのだ。輝星と一緒に食事を取る機会は、これからいくらでもあるだろう。今日のところは妹を優先することにする。そういう判断だった。

      　そんなことを考えているうちに、ヴァレンティナの専属給仕が彼女の朝食をテーブルへ並べ始めた。ディアローズと違い、養殖中心のメニューだ。

      「貴様、朝はパン派か……」

      「わたしはそもそも三食ともパンの場合が多いですが……」

      「何だと？ いかんぞ、パンは。腹に残らぬ」

      「そ、そうですか……」

      　機嫌よさげにイチャモンをつけてくるディアローズに、ヴァレンティナはちょっと引いていた。ディアローズとしては姉妹の会話をしているつもりだが、ヴァレンティナからすればウザ絡みされているようにしか思えない。こんな風だから、輝星の件が起きる前からこの二人は微妙な関係になっていたのだ。

      　何とも言えないやり取りをしつつ、食事が始まる。ヴァレンティナはなかなか本題に入らない。ディアローズから振られた益体やくたいもない話題に気のない相槌を打つばかりだ。妙なテンションの姉に若干押されているようだった。そのうち、ディアローズの方が焦れてくる。

      「そういえばだ。式場をどこにしようか悩んでいるのだが、どこかいい場所のアイデアはないか？」

      「は？ 式場とはまた、一体？」

      「むろん、妾わらわと輝星の結婚式場だ。伝統上、公的な結婚式は宮殿で執り行うほかないが……私的なものも開きたい。できるだけロマンチックな結婚式をな」

      　これにはさすがのヴァレンティナも顔をしかめた。何が楽しくて、自分の想い人と姉の結婚式についての相談を受けねばならないのか。彼女はこれを姉からの宣戦布告と受け取った。

      　……しかし実のところ、姉の方にそんなつもりはなかった。ヴルド人には、姉妹で夫を共有する文化……連婚れんこん制度がある。貴族……とくに王侯ともなるとさすがに一夫一妻の夫婦が多いが、別に連婚をしたからと言って後ろ指をさされるわけではない。

      　ディアローズとしては、ヴァレンティナがどうしてもと頼むなら輝星を共有してやってもよいと考えていた。もちろん頭を下げられたところですぐにうなずくつもりはないし、最低二、三年は自分だけのオトコにするつもりだった(なにしろこれだけ苦労して手に入れた男だ)。とはいえ、一応交渉の余地は残している……と、自分では思っている。むろん、姉に不信感を抱いているヴァレンティナがそこまで察せるはずもないのだが。

      「……本気ですか、姉上」

      　そういうわけで、ヴァレンティナは露骨に不機嫌になった。喧嘩を売られていると思っているのだから、まあ当然だろう。

      「結婚したいのならば、たしかハインレッタ皇家にも皇子がいたはず。ヴルド人の伝統に従い、彼を娶めとるべきでしょう」

      　野蛮な文化だが、ヴルド人には敗戦国の皇子を戦勝国の王家が奪う風習がある。ヴァレンティナとしてはあまり気に入らない文化だったが、輝星を取られるよりはよほどマシだ。とにかく今は、ディアローズの興味を輝星からそらしたかった。

      「馬鹿を言え。ド田舎国家の皇子なんぞ地に伏して頼まれても娶ってやるものか。妾わらわはノレド帝国の次期皇帝、皇太女であるぞ」

      　それに対し、ディアローズはひどく不機嫌な表情で答えた。もはや輝星以外の男に興味はない。彼女が抱いている感情は、ひどく不純ではあったが間違いなく恋愛感情といっていいものだった。今さら他の男の話を出されても不快なだけだ。

      「あの男の価値は、貴様も知っているだろう。鬼神のごとき強さと。神の手で創られた芸術品のような美貌……」

      　一転して、ディアローズの声はうっとりとしたものになった。ヴァレンティナは表情が引きつりそうになり、あわててパンにかぶりついて誤魔化す。

      「想像してみろ。この妾わらわと、あの男の子供をだ。必ずや、ノレド帝国の未来を背負って立てる傑物が生まれるはずだ。なんとも甘美な未来ではないか」

      　恍惚とした表情で、ディアローズが自らの下腹部を撫でる。確かにそれはそうかもしれないなと、ヴァレンティナの頭の一番冷静な部分が囁ささやいた。輝星のストライカー操縦能力はあきらかに異常なレベルだし、ディアローズも性格はさておき指揮能力は帝国軍屈指のものであるとヴァレンティナですら認めていた。確かに、智と武を兼ね備えた優秀な子供が生まれるかもしれない。

      　しかし、その子供が自分の好きな男と嫌いな女の血を引いているのであれば、ヴァレンティナにとって容認できるものではない。そんな未来は絶対に避けたいと考えていた。

      「あの男はそのようなことは望んでいないでしょう。無理やり手籠めにするおつもりですか、姉上」

      　だから、彼女はぶすりと針で刺すような口調で姉を詰問した。ディアローズは顔をしかめる。なんでこの妹はこんなに当たりが強いのだろうかと、内心首をかしげていた。もちろん、ふだんの態度が原因だ。ディアローズがヴァレンティナへの好意をもっと素直に表に出しておけば、彼女もここまで疑心暗鬼にはならなかったはずだ。

      　しかし、今の今までディアローズは妹に対してタチの悪いツンデレのような振る舞いしかしていないのだから、勘違いされても仕方がない。

      「まあ最初は多少無理やりでも仕方があるまい」

      　人質まで取ったのだから、さすがに輝星の自分に対する好感度はかなり低いだろうとディアローズは考えていた。そうでもしなければ彼を手に入れることはできなかったのだから。これは不可抗力だ。

      　しかし、今さら普通の恋人のようにデートに誘ったり茶会をしたりというのも、いささか悠長に過ぎる。輝星が自分から身体を開いてくれるようになるまで待つのは絶対に無理だ。その前にディアローズ自身の理性が己の性欲に焼かれて消し飛んでしまう。結局押し倒すのなら、出来るだけ早い方がいいだろう。そういう理論だった。

      「むろん、責任はとろう。結局のところ、最終的に幸せにしてやればよいのだ。北斗輝星にとっての最高最善の妻がディアローズ・ビスタ・アーガレインであることを、心身ともに教え込んでやる」

      「あ、姉上がそこまで彼に夢中になるとは……少々意外ですね」

      　実際のところ、ヴァレンティナが当初警戒していたのは輝星を使い捨てのおもちゃにされてしまうことだった。サディストのディアローズなら、輝星を死ぬまで弄ぶだろうと思っていたのだ。

      　しかし、実際のディアローズはその想像とは全く異なる動きを見せた。至上の宝物のように彼を扱い、人生の伴侶にまでしようとしている。正直なところ、ヴァレンティナはかなり困惑していた。極悪非道冷酷無比な姉に、ここまでの可愛げがあるとは思っていなかったのだ。

      「愚か者め！ 妾わらわをここまで苦労させた人間は、あの輝星が最初で最後なのだ。だからこそ、あの男には妾わらわを一生楽しませる責任がある」

      　引きつった笑顔を浮かべながら、ヴァレンティナは内心『なんのノロケだよ！』と叫んだ。彼女の精神力は、現在進行形でガンガン削られていた。ディアローズが終始テレテレした幸せな笑顔を浮かべているのがよろしくない。

      「まあ、しかし。しかしだ。あまり無理をさせるのもよろしくないし、妻の義務としてヤツにはそれなりに幸せな生活も送ってもらいたい」

      「部屋を明け渡したのも、その一環ですか？」

      　輝星が現在監禁されているのは、つい先日までディアローズの居室だった場所だ。もと総司令官の部屋なので、内装はもちろんセキュリティも最高級のものが採用されている。

      　ヴァレンティナはなんとか彼をそこから救出できないものかずっと考えていたが、今のところうまくいきそうなアイデアは思いついていない。普通の捕虜用独房なら、いくらでもやりようがあるのだが……。

      「当然だ。あの男は未来の皇配こうはいなのだぞ。粗末な部屋を与えるわけにはいかぬ。この艦でヤツにふさわしい部屋は、あそこだけだ」

      「は、はあ……」

      　ディアローズの溺愛ぶりは聞いていて鳥肌が立ちそうだったが、彼女が輝星を大切にするぶんには文句を言いづらい。残虐な拷問にかけられるよりはよほどましだと、ヴァレンティナは自分を慰めた。

      「ま、まあ、しばらくはあの部屋でゆっくりしてもらいましょう。状況が状況ですし、そっとしておいた方がよい」

      「それはその通りだが……正直に言えば、今すぐあの男の肉体からだを貪りたくて仕方がないのだ。今日あたり我慢の限界がくるやもしれぬ」

      「やめてください、姉上。相手は地球人テランですよ。我々ヴルド人との膂力りょりょくの差を考えてください。下手をすれば死んでしまいます！」

      「わかっておるわ、そんなこと」

      　ディアローズは唇を尖らせた。そもそも、彼女は結構な地球通だ。長期休暇を利用して、地球へバカンスに訪れたこともある。だから、そこらのヴルド人よりはよほど地球人テランには詳しい。

      　その上、輝星に狙いを定めた時点で彼女は地球人テランの性生活や恋愛観を詳しく調べていた。もはや一分の隙もないと、自分では思っている。

      「当然やさしく扱うとも。ＳＭプレイも存外に奥が深いのだぞ。熱くないロウソクや、痛くない鞭などというものもある。身体に負担のかかりづらいプレイを心掛けるから、安心せよ」

      「いや結局そういうことはするのか！」

      　敬語も忘れてディアローズは叫んだ。普通の性交ですら絶対にさせたくないのに、ＳＭプレイなど容認できるはずもない。万が一輝星が妙な世界にでも開眼したら取り返しがつかないではないか。

      「い、いや、それはもう、妾わらわの趣味なのだから仕方がないであろう？ 大丈夫だ、ちゃんと気持ちがよくなってもらえるよう妾わらわも努力する」

      「そんな努力しなくてもいい！」

      　ヴァレンティナはすっかり頭が痛くなっていた。そして対するディアローズは妹が期待する反応を一切返してくれないせいで若干拗ね、油のタップリ乗った白身魚の塩焼きを箸で器用に切り分け、口に運んだ。つまらなさそうに、もにょもにょと咀嚼する。

      「い、いや、失礼しました」

      　そんな姉の反応を見て、ヴァレンティナは冷や汗を浮かべた。いつもの彼女にため口で叫び返した日には、叱責どころか折檻せっかんされてもおかしくない。文句ひとつ言わないのは、ディアローズがびっくりするほど上機嫌だからだ。

      「そんなに男を取られるのが嫌なのか、貴様は」

      　半目になって、ディアローズが聞いた。そこまで狼狽するくらいなら、さっさと自分に頭を下げて連婚を申し込んで来いと思っている。

      「それは……」

      　ヴァレンティナは黙り込んだ。実際姉に男を取られるのは嫌で嫌でたまらないが、だからといって正面からやめろと言ったところでやめるはずもない。むしろ、面白がって余計なことをするのではないだろうかという不安まであった。

      「いえ、失礼しました……」

      　結局、彼女が執った手段は謝ってうやむやにすることだった。もはや平和的解決は望めない(と彼女は思い込んでいる)以上、輝星を手に入れる……もとい、助け出すには強引な手段を使うほかない。ディアローズの不興を買って警戒を抱かれるよりは、従順なフリをしたほうがマシだという判断だった。

      　対するディアローズはひどくつまらない気分になっていた。正面からぶつかってくるようなら交渉の余地はあるが、逃げるのであればもうどうしようもない。妹が何かしらの策を腹に秘めているのは薄々感付いているディアローズだったが、そこまで大それたものではないだろうと慢心していた。

      　結局、朝食はギスギスした雰囲気のまま終わった。何かを考えこんでいる様子でヴァレンティナを送ったあと、ディアローズは小さくため息を吐く。

      「まったく、あの妹は……なんとかならぬものか」

      
        

      

      

      
        

      

      　朝食を終えたディアローズは自室に戻った。できれば輝星の部屋に行きたかったのだが、密室で二人きりになって自分を押さえる自信はディアローズにはない。考えがしっかりまとまるまでは、さすがに手出しは控えたかった。

      「うむ……」

      　ベッドに転がったまま、タブレット端末で各種の報告書に目を通す。休日扱いとはいえ、ディアローズはこの艦隊の総指揮官だ。すべての仕事を投げ出すことはできない。

      　報告書の内容は、皇国艦隊の現状についてだった。帝国軍の逆攻勢を受けて撤退した皇国艦隊はこの大陸の南方に停泊しており、現在は大きな動きを見せていない。

      「面倒な連中だ。さっさと白旗をあげればいいものを」

      　敗走したとはいえ、皇国艦隊は依然十分な戦力を保持している。輝星の捨て身の攻撃のせいで、敵国側の攻勢がとん挫してしまったからだ。そのため、万一皇国艦隊が暴れだせば、ディアローズも休日を返上して応戦するほかない。当然、そんなことになったら輝星を抱く暇などありはしない。

      　そうならないよう、わざわざ休戦を申し込んだわけだが……一方的な休戦など知ったことかと反撃を始める可能性も十分にある。警戒を緩めるわけにはいかなかった。

      「まあ、この様子ならば大丈夫か」

      　しかし、幸いにも皇国艦隊は今のところ大した動きを見せていなかった。おそらく、部隊の再編成や各種兵器の修理を行っているのだろう。帝国軍からの妨害を受けずに体勢を立て直せるという点では、彼女らも休戦はありがたいはずだ。

      「降伏、降伏か。せぬであろうなあ……」

      　ディアローズはため息を吐いた。そうなってくれれば楽なのだが、どう考えても無理だ。ディアローズ自身、皇国側の立場に自分がいても白旗をあげようとは思わないだろうと考えていた。

      　総大将たるシュレーアの男が奪われているというという要素もあるが、一番大きいのは帝国軍が今まで積み上げてきた悪行だ。なにしろ、一般市民ごと惑星の地表を焼き払うなどという真似をしている。皇国からすれば、この戦争は自身の生存をかけた絶滅戦争だ。勝利か完全な敗北以外で彼女らが止まることはあり得ない。

      「どうせ負けようがない戦いだったのだ。懐柔策を取った方がよかったのではないか……」

      　帝国の戦争目的は植民だから、結局のところ現地に住んでいる一般市民は排除するほかない。とはいえ、鹵獲品や中古の輸送船に押し込め、国外追放にするくらいの処置でも構わなかったはずだ(実際、ほかのヴルド人国家ではそちらのやり方の方が主流である)。貴族に関しても、早々に下ったものはそれなりに丁重に扱う。それだけで、戦争遂行はずっと楽になっていたはずだ。

      　指揮官としてのディアローズは、むしろそちらの穏健な案を支持している。窮鼠に噛まれるくらいなら、退路を残してやった方が賢いというモノだ、しかし実際に彼女が命令したのは、残虐非道な絶滅作戦だった。これには、それなりの理由がある。

      「母上……」

      　実母の顔を思い浮かべて、ディアローズは歯噛みした。ノレド帝国の皇帝である彼女が、ディアローズにこの非道な作戦を強要したのである。住民の避難には莫大な時間と費用がかかる。皇帝は、そんな手間をかけたくなかったのだ。

      　何しろ皇帝は命令をする立場で、現場の苦労など知ったことではない。結果的に安上がりかつ短期で終わらせることができる案を採用させようというのも、ある意味当然のことかもしれない。虐殺の汚名は現場に被せて自分は成果だけを手に入れようというわけだ。

      　そんな身勝手な要求を、ディアローズは断り切れなかった。極端なパワハラ気質の皇帝と身内に甘いディアローズの相性は最悪だ。ディアローズは、子供のころから母親の言いなりになっていた。

      「今さら文句を言っても仕方がないか……」

      　結局、ディアローズは考えるのをやめてしまった。こうやって思考停止するからいくらでも母親に付け込まれてしまうわけだが、彼女はかたくなにその事実から目をそらしていた。『母は自分のことを愛しておらず、都合の良い駒としか思っていないのではないだろうか』……そんな疑念を抑えきれなくなってしまうからだ。

      「はあ……」

      　すっかり暗い気持ちになって、ディアローズはベッドにタブレット端末を投げ出した。目をつぶり、輝星の顔を思い出す。不安など、好きな男が傍にいてくれれば吹き飛ぶはずだ。そう考えていた。

      　輝星は、自分を愛してくれるだろうか。ディアローズは小さく唸った。彼の前で、ずいぶんとひどいことを何度もやっている。もはや好感度が上がる余地はないのではないだろうか？ ……いや、なんとかなるはずだ。無言でディアローズは首を振る。こちらから愛を示せば、きっと愛を返してくれるはずだ。

      「……」

      　彼女の心は、肉体的な色欲と精神的な愛情への欲求でめちゃくちゃになっていた。質の違う二つの欲望が分かち難いほど混ざり合って、輝星の方へ向いている。もはや修正は不能だった。我ながら病んでいるなと、ディアローズは自嘲した。

      「まあよい」

      　とにかく、最愛の男を捕まえることができたのだ。今はそれで満足するべきだ。そう思いながらタブレット端末を拾ったディアローズが、画面を操作する。文字と数列が並んだ表示が消え、代わりに何かの映像が流れ始めた。シックな内装の、貴族向けの部屋を映した映像だった。その中心には、先ほどディアローズが食べたものとまったく同じ朝食を箸でつつく輝星の姿がある。

      　もちろん、隠し撮りだ。彼の部屋には、ありとあらゆる場所にカメラが仕掛けられている。もちろん、トイレや浴室にもだ。これにより、ディアローズは彼の生活の一部始終を観察することができる。

      「んふ、見られているとも知らずに……愛いヤツよな」

      　白身魚の塩焼きを不器用な箸使いで分解している輝星を見つつ、ディアローズは笑った。調べによれば彼は純粋な日系人のようだが、箸の扱いはディアローズのほうが上手そうだ。

      　もっとも、今のディアローズはあばたもえくぼ状態だ。箸の扱いが下手なことすら可愛く思えてくるのだから、もう無敵というほかない。鳥かごに入った小鳥を観察するようなまなざしで、彼女は愛する男の食事姿を眺めていた。

      「くふ、くふふ」

      　盗撮映像を見ながら奇妙な笑い声をあげるアラサー女の姿は他人から見ればドン引き必至だが、冷酷なる次期皇帝の居室にノックもせずに入ってくるような愚か者はこの艦隊にはいない。ディアローズは心行くまで輝星の食事姿を楽しむことができた。

      「……ふむ、退屈しているようだな」

      　食事を終えた後、輝星はベッドでごろごろしはじめた。本棚から雑誌やらなにやらを取り出しては、すぐに読むのをやめてベッドの上を転がりまわっている。やることがないのだろう。

      　当然ながら、捕虜として収容された時点で彼の携帯端末は取り上げられている。当然、それにインストールされたレトロゲーム(彼の数少ない趣味の一つだ)をプレイすることもできなかった。暇を持て余すのも仕方がないだろう。もっとも、敵軍につかまった状態でゲームを楽しめるほど、輝星の神経は太くないが。

      「んんっ……これは……予想外だな。しかしイイ……」

      　一方、ディアローズのほうは興奮に顔を蕩とろけさせていた。輝星が監禁されている部屋は、もともとはディアローズの居室だった場所だ。当然、そのベッドも彼女が数日前まで利用していたものである。煽情的な格好をした男が自分のベッドでごろごろしている姿は、彼女の性欲をことのほか刺激していた。

      「このっ！ ろくでもない男だ。いちいち妾わらわをむらむらさせおって……！」

      　無意識に自分の右手が股間をまさぐっていることに気付いたディアローズは、楽しそうに吐き捨てた。せっかくシャワーを浴びたというのに、下着はまたひどい有様になっている。視線をタブレット端末に固定したまま器用にショーツを脱いだ彼女は、それをくしゃくしゃに丸めて部屋の隅へ投げ捨てた。興奮が高まりすぎて、ちょっと思考が怪しくなっている。

      そんな有様だから、すでに妹のことや皇国艦隊のことは頭から吹っ飛んでいた。やはり性欲は偉大だ。

      「しかし、どうするか……ううむ、このままシても気持ちがよさそうだが」

      　いっそのこと、彼の寝姿をオカズにして楽しんでみようかとディアローズは考えた。いい加減彼女の理性も限界が近い。そろそろ鎮めてやりたい気分になっていた。

      「もう本などでは楽しめぬな、これほどのモノを知ってしまうと……」

      　次期皇帝とはいえディアローズも健全なヴルド人女性だ。エロ本だって所有している。お気に入りの本も何冊もあった。しかし、意中の男が自分のベッドに転がっている姿は、そんなものとは比べ物にならないほどスケベだった。

      　時間を忘れて、ディアローズは輝星の盗撮動画を楽しみ続けた。気づいた時には、すでに時間は昼食時になっていた。いくら何でも夢中になり過ぎである。

      「一挙手一投足で人の情欲を煽あおりおって……！ 淫魔か、この男は！」

      　ディアローズはなんだかたまらない気分になって、とうとう自分の服を脱ぎ捨てようとした。しかしそこでなぜか冷静になってしまった。せっかく生身の男を捕まえたというのに、何が楽しくて一人遊びをしなくてはならないのか。

      「う、うぐ……」

      　自分の行為にダメージを受けるディアローズ。自分が男と手を握った経験すらないまま二十代後半に差しかかってしまったことに思い至り、頭を抱える。

      「い、いや、大丈夫だ。ウン。もう妾わらわにはオトコがいるのだ。誰に後ろ指をさされることもない」

      　ウェーブのかかった長い金髪を振ってから、ディアローズは自分の頬をパチンと叩いて気合を入れた。

      「妾わらわは、もう二度と一人で自分を慰める必要はないのだ！」

      　輝星を押し倒すのは既定路線にしても、本来ならもう少し彼には状況に慣れてもらうつもりだった。しかしディアローズの理性はすでにショート寸前で、これ以上の忍耐は不可能だった。もう我慢の限界だ。

      「よし、抱くぞ。抱いてやる。行くぞ！」

      　ディアローズはそう言って、ベッドから立ち上がると大股で部屋から出ていった。自分がノーパンであるということは、すっかり忘れ去っていた。股ぐらが少々スースーしたところで違和感を覚えないほど、彼女の脳は性欲で茹で上がっている。

      
        

      

      
        

      

    
  
    
      あとがき

      　ドーモ、お久しぶりです。寒天ゼリヰです。

      　なんとか無事に二巻も出すことが出来ました。これも読者様、関係者各位のご声援・ご協力あってのことです。まずは熱く御礼申し上げたいと思います。

      　本書ですが、基本の流れはＷｅｂ版と同じではありますが、一人だけ設定が変わったキャラがいます。シュレーア殿下の双子の姉、フレア殿下ですね。Ｗｅｂ版の彼女の役職は補給将校であり、おもに物資の調達や分配を担当していました。軍隊が活動するにはなくてはならない重要な役職ではありますが、戦闘に一切かかわらないこともあってＷｅｂ版の作中ではあまり日の目を見ることがありませんでした。

      　一方、書籍版での彼女は情報将校になっています。諜報部門の統括や、情報の分析など担当する役職ですね。直接戦闘に参加することはなくとも、前線に関わる機会はぐっと増えることになりました。

      　また、フレア殿下は後方などの活動も担当しており、国民からの認知度はシュレーア殿下よりも高いという裏設定があります。戦前から国民に親しまれていた彼女だからこそ、本書の農村のシーンでもあれほどスムーズに支援を取り付けることが出来たのです。

      　そういう訳で、出番の増えたフレア殿下。顔は同じ、性格はまったく異なるという双子キャラの魅力を、少しでも表現できていれば幸いです。

      
        

      

      　もし三巻も皆様にお届けできることになりましたら、その内容はＷｅｂ版から大きく変更するつもりです。Ｗｅｂ版をすでに読んだという方も、お楽しみにお待ちいただければ幸いです。

      　最後に、本書の制作に携わっていただいた方々、そして何より本書を手に取っていただいたすべての読者様に、深い感謝をささげたいと思います。本当にありがとうございました。

      二〇二一年一二月　寒天ゼリヰ

    
  
    
      著者紹介

      寒天ゼリヰ（かんてんぜりい）

      SFやらファンタジーやらが好きな四国在住の雑食物書きです。趣味は生き物飼育。デスクがヤモリやらクワガタやらのケージに囲まれているせいで執筆に集中できないことが最近の悩み。いい加減飼育部屋と作業部屋を分けるべきか……。

      イラストレーター紹介

      よろづ

      会社員として勤務しつつイラストレーターとして活動。CAPCOM「鬼武者Soul」、GAE「悪代官 ～おまえの嫁は俺のもの!!～」などソーシャル＆スマホゲームを中心に展開中。

      
        

      

      ◎本書スタッフ

      アートディレクター/装丁：はこしろ

      編集協力：深川 岳志

      ディレクター：栗原 翔

    
    
      ●著者、イラストレーターへのメッセージについて

      寒天ゼリヰ先生、よろづ先生への応援メッセージは、「いずみノベルズ」Webサイトの各作品ページよりお送りください。URLは https://izuminovels.jp/ です。

      
        
      
      ●底本について

      本書籍は、『小説家になろう』に掲載したものを底本とし、加筆修正等を行ったものです。『小説家になろう』は、株式会社ヒナプロジェクトの登録商標です。

      ●お断り

      掲載したURLは2021年12月1日現在のものです。サイトの都合で変更されることがあります。また、電子版ではURLにハイパーリンクを設定していますが、端末やビューアー、リンク先のファイルタイプによっては表示されないことがあります。あらかじめご了承ください。

      ●本書の内容についてのお問い合わせ先

      株式会社インプレスR&D　メール窓口

      
        np-info@impress.co.jp
      

      件名に「『本書名』問い合わせ係」と明記してお送りください。

      電話やFAX、郵便でのご質問にはお答えできません。返信までには、しばらくお時間をいただく場合があります。

      なお、本書の範囲を超えるご質問にはお答えしかねますので、あらかじめご了承ください。

      また、本書の内容についてはNextPublishingオフィシャルWebサイトにて情報を公開しております。

      
        https://nextpublishing.jp/
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